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解　題

　今回は、前号に積み残した第200号（昭和12年9月1日発行）の掲載挿図から第206号（昭和12年12月1日発行）
までを掲載している。ただし、与えられたページ数とレイアウトの関係で、205号掲載の記事一編を次回に回し
た。したがって通し番号は№216から№218に飛んでいることをご了承いただきたい。
　この時期に特徴的なのは、「満州郷土画譜」のほかに、挿図や短いコラムなどではない１ページ全体を使った
タイトル付きルポルタージュを執筆していることである。これは一度きりのことではなく、この先も続くし、「満
州郷土画譜」を執筆した同じ号に掲載することも多い。第204号（昭和12年11月1日発行）の「北京一瞥」が最
初である。よほど北平（北京）への旅行が充実していたのであろう。この時の取材による作品は、三年後の『北
京 : 甲斐巳八郎素描集』（満鉄社員会から叢書第44号として発行）に結実する。昭和12年の旅行で描いたと考え
られる作品が数多く含まれているからである。時系列としてはやや早いかもしれないが、二図ほど紹介しておこ
う。左は表紙、右は《飯荘》というタイトルである。

　いずれも墨に赤や青、黄などの色を加えており、水分の多い面的表現を強調する新しい画風である。これは戦
後まで続く表現であり、画家としても記者としても充実した日々を送る姿が髣髴とされる。

（なかやまきいちろう　福岡市美術館　総館長）
凡　例　
１　甲斐巳八郎の挿絵や記事が掲載された『協和』の号数（発行年月日）を見出しとし、掲載順に配した。掲載ページは省略した。
２　自筆記事、挿絵や作品には通し番号をつけて№で示した。最終的には、№は『協和』に掲載された全作品点数とほぼ一致する。
３　活字化されたタイトルや署名などがある場合は、№のあとに[　]で記した。ない場合は、[なし]とした。
４　活字化されたタイトルや署名とは別に画中に文字や署名があり、判読可能な場合は「　」で記した。
５　ルポルタージュなどの自筆記事は、タイトル等のあとに全文を掲載し、挿絵をそのあとに配したが、紙面の効率上、先に挿絵や写真等を掲載する場合もある。

文章の旧漢字、旧仮名遣いは意味が異ならないかぎり現代表記に改めた。地名、固有名詞等はそのまま記した。原文は、グラビアページの文章以外はほ
ぼ総ルビであるが、本稿では必要に応じて一部を残し、他は省略した。明らかな誤植は（ママ）としたが、意味が通じる範囲で訂正しなかった。

６　作品や記事の理解の助けとなる情報、語句解説などは、適宜＊印で記した。
７　挿絵は原寸ではなく、それぞれ縮尺は異なる。
８　原本の文字が縦組の場合も、本稿では横組とした。

【資料紹介】　満州の甲斐巳八郎
雑誌『協和』掲載挿絵・執筆記事⑧

中山喜一朗
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第200号（昭和12年9月1日発行）
№ 210［満州郷土画譜87　碧山荘］
＊ルポルタージュ本文は前回に掲載しているので、掲
載挿図から紹介する。
№ 210－1「碧山荘窟舗　巳八郎寫」

＊右下の黒い部分は下記の写真の一部。写真のタイト
ルは左上から右下の順になっている。
№ 210－2 ～７　写真6点
写真2［南側］3［南側洗面所］

4［苦力の名札］5［北側厨房］

6［階下］7［階上］

№ 210－8「二階平面図」「階下」

＊「平面図」と「階下」の細かな手書きの書き込みは
省略するが、板張り（二階）、土間（階下）の通路を挟
んだ両側の一区画に８人、10人、12人程度の苦力がい
ること（二階合計72人位、階下合計60人位）、二階の
一区画の幅が５間、廊下も含めて奥行きが３間で、通
路の中央に梯子があること、また苦力の名札や洗面所、
苦力頭の表札、物置などの位置が示されている。両図
の間と下部には、以下の手書きによる書き込みがある。

「厨房には1人の炊事夫（大師傳）とその下働をする二
師傳2人位が普通」

「苦力頭は一棟または一棟半位に住む人数の配下を持っ
ている」

「窓は階上階下とも南側に15づつ北川に８、西・東の
１づつ」

「軒とながしのせまいところに花壇（？）あり」

第201号（昭和12年9月15日発行）
№ 211［満州郷土画譜88　大連の露西亜家屋］
　内地からはじめて大連に来た絵かきが、先ず画心を
動かすのは露西亜の建物で、特に町を好んで描く絵か
きには、旅順、大連は描き尽せぬ位、建物の画題が豊
富である。何故支那の建物よりも露西亜の建物の方が
一般の絵かきに好まれるかというと、大連の支那式家
屋はマッチ箱に屋根と窓をつけたような簡単な建物で、
然も孤立した住宅と言っては、欧風の何の変哲もない
建物ばかりで、いくらかでも支那の匂いを持つ建物（建
築というよりも装飾と云った方があたっているかも知
れぬ）は、大連のような歴史の短いところでは商店街
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より他に見ることが出来ない。その商店街は表向だけ
を飾り、家が並んでいて、側面は見えないから、平盤
になって絵かきには非常に条件が悪い訳であるが、露
西亜の建物はこれとは全く反対の条件を具ている。特
徴のある露西亜建築は商店街よりも、孤立して建って
いる住宅官省に多く、側面からも裏からも、また遠望
が利き、建物は複雑な形式が営まれておって変化に富
んでいる。
　日本家屋の古いのに露西亜風につくられたものの多
いのは、気候の関係や、当時の情勢から見て当然のこ
とであって、十五年も経った日本建築なら、ほとんど
露西亜の匂いのしてないものはない位である。
…………………………………………………
　露西亜建築は大連より旅順に多いとも言われている
が、大連では何といっても露西亜町の名のある如く、
今の乃木町一帯に当時の官庁、ホテル、官舎その他の
住宅が、外観はそのまゝに残っており、現在の満鉄本
社や紅葉町の支那劇場なども当時のものである。
　建物の一つ一つについては、昨年二月号の「満州建
築雑誌」に近代満州建築史に関する座談会速記が載っ
ていて、写真に説明が加えてあるから、そちらで見て
頂くことにし、こゝには歴史的興味や建築学的見地
からでなしに、通りすがりに見た面白い建物ばかりを
拾ってみた。　巳八郎
№ 211－1「ロシア時代の劇場　巳八郎」

№ 211－2 ～ 11写真10点 2［社員会宿泊所もとのダ
ルニーホテル］３［日本橋図書館もとの東清鉄道汽船
会社］4、5［乃木町の満鉄社宅］6［北公園の木造家

屋］7［六角堂もとの礼拝堂］8［北公園の木造家屋
もとの水上警察］9［乃木町、明りとりと煙突］10［乃
木町の満鉄社宅の鬼瓦？］11［満州館、建立の年号
が入れてある］

＊巳八郎がレポートした建築物すべてが現存するのか
定かではないが、大連のロシア建築は、現在でも大連
観光の見どころのひとつになっている。
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第202号（昭和12年10月1日発行）
№ 212［満州郷土画譜89　支那家屋の正面飾り－大
連－］
　露西亜の建物を観る上に、便宜上、支那家屋をマッ
チ箱だとか実利一点張だとかけなしたが、見る目に直
接訴えるものはそんな小理屈ではない。一応は支那家
屋がどんなにして出来上っているか、解っているもの
にも、芸術上のこゝろに映る姿は、わざわざ表飾りを
とり除いた裸身の建物ではない。また表飾りだけが建
物から別物となって見えるのでもない。やはり正面装
飾は建物そのものであって、特に支那の建物では、建
築上の最も重要な役割を果たすものではないかと思う。
　大連の支那家屋は、これは変っていると思ってよく
眺めると、同じ形式のものでもっと強調された支那臭
の濃いものが、一歩沿線に出ればいくらもあって、特
に大連らしいものとしてはなかなか掴みにくい。即ち
煉瓦づくりのマッチ箱に、細長のトタン、木片れ小屋
ばかりで、稀に丸柱黒塗りの木柱やそりのある高屋根
があるにはあるが、奉天、海城あたりにはざらにある
建物である。
　それで大連では古いものを求めることは絶対に不可
能で、店舗の舗飾り即ち正面装飾に、自由につくられ
た大連支那を探すより仕方がない。しかしこれとても
面白いと思うものはちゃんと沿線各都市のものが多く、
やっとこれならと写しとったものには、案外くだらぬ
ものが多いのであるが、しかしくだらぬながらそれが
大連支那であるから致し方がない。
　大連にながく住む絵かきが、一見くだらぬ建物だと
思われる支那家屋に興味を覚えながら描いているのを、
私の友人のなかに幾度か経験したことがあるが、これ
など、この家屋こそ大連の代表的支那家屋だと意識し
て描いたのではなく、絵かきの敏感な神経にうったえ
てのことである。
　こんな風にみて来ると、何処にでも特徴は必ずある
のであって、現在つまらぬものと思われるものでも、
相当の時日を経て来たら、このつまらぬものが、はっ
きりと特徴を発揮するのであろう。

巳八郎

№ 212－１「西崗子の質屋　巳八郎」 

№ 212－2 ～ 10　写真９点
№ 212－2左［西崗子の飲食店］３右［近江町の肉屋］

№ 212－4左［奥町の劇場］5右上［西崗子の金銀細
工店］6 右下［西崗子の平康里の一軒］
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№ 212－7左［西崗子の風呂屋］8右［西崗子の雑貨店］

№ 212－9［西崗子の平康里の一軒］

№ 212－10［西崗子の寄合デパート］

第203号（昭和12年10月15日発行）
№ 213［満州郷土画譜90　北平の店頭装飾］
　北平は満州ではないが、満州の郷土的所産の殆んど
のものが北平の真似事に近いのであるから、時折北平
を「郷土画譜」にもって来ても無駄ではないと思って
揚げてみることにした。
　こゝに集録したものは、北平前門の繁華街と、崇文
門から東四牌楼までの大通り、二ヶ所のもので、場末
の店頭は別の機会にしたいと思っている。
　凝った装飾ほど木彫の多いのは、木材に恵まれない
北平では何よりも尊いものに考えられているからであ
ろうが、彫刻も通り一ぺんのものでなく、左甚五郎の
猫や鼠位のものはザラにある。もっとそれ以上にこま
かく手のこんだものもあって、その上に塗られた、丹
や金、銀の美しさは、ただのこけおどしでなく、強烈
な色彩の洪水にも拘らず、不思議な位の落つきをみせ、
然も冷気を催すほどの静けさを漂わしているのは、古
い歴史の致すところであろうか。紺布をひさしに使っ
た店もあり、白布に紺色の大文字を縫い入れてある店
もあるが、これがまた如何にも老舗といった感じを深
めている。
　北平ほどの歴史を経てくると、恰度日本でも匂いは
しなくとも味噌屋と薬屋の店構えが自ら異なっている
ように看板がなくとも、どの店が紙屋か醬油屋か、文
字を解しないものにも、それと識別出来るのであろう
が、われわれ旅行者には、薬屋と煙草屋は見分けがつ
いても、表飾りだけでは、薬屋と葉茶屋を見違えるこ
とがある。
　満州に較べると、北平の表飾りはこれ以上は施しよ
うがないといった位、表の全面が飾られてあるが、満
州の招牌のように、一つだけ、龍とか、道路にまでは
み出た木刻の大きな看板は、繁華な町ほど見ることが
出来ない。そうして北平の彫りもの細工は大部分が木
であるが、満州はセメントものの浮彫が多いのが目
立っている。
　永い歴史の間に研を添え、凝りに凝りぬいた旧都の
ものはさすがに満州のものとは比較にならぬ位、重量
と落付きがある。私は門前町の石頭胡同のさる油店の
店内に座りこみ、内容の大きさや、時代のついた柱や
棚、樽から家財の隅々まで研ぎのかかった美しさに、
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ただ茫然として見惚れているのを、俥夫にうながされ
てやっと立上ったのだが、北平の町をゆっくりと見歩
いてたら、店頭店内の魅力だけでも、結構一年や二年
の足止は喰らわされるだろう。� 　巳八郎
＊北平市は、現在の中華人民共和国の首都北京の旧称
で、1928年から1949年までの公称である。ただ、こ
れ以前にも、時代によっては北京とも呼ばれており、
下の図中にあるように、1937年当時も北京という呼
称が使われていた。なお、中華民国においては現在も
北平が公称である。
№ 213－１「北京東単牌楼の商家　巳八郎」

№ 213－2 ～７　写真6点
№ 213－2［1. 小さく仕切った店、央が高級乾物食
料品店とでもいおうか、宮燕が燕の巣、銀耳が木くら
げ］

№ 213－3［2. 店構え全部が木造りの雑貨店］

№ 213－4［3. 金、銀、丹の極彩色の彫刻を施した、
目を射るばかりの雑貨店］

№ 213－5［4. 洋品、呉服を商う店］
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№ 213－6［5. 染物顔料の小売と問屋も兼ねた店］

№ 213－7［6. 主に洋品、呉服ものを扱っている小
デパート組織の店、金具を以てところせまきばかりに
張りめぐらし、前庭を通ってはじめて本屋があり、こゝ
には木彫の美事な装飾がある］

第204号（昭和12年11月1日発行）
№ 214「北京一瞥」
恰度仲秋節をひかえた北京は、兎兒爺の人形の小さい
のは一寸位から四尺もあろうという大人形が美しく街
頭に並んでいて、秋の果物がそのあいだに水々しい色
を見せ、骨董やはそのすき間を縫うように、ギッシリ
と街頭を埋めている。骨董やといっても大風呂敷一枚
の店、品物とても安いものばかりであるが、城内隈な
くこの小骨董やの洪水である。東に陽があれば東の軒
下に、西に陽がかわると西側に、商売道具からげて移

動する手軽なものであるから、われわれ旅行者には、
先ず土産物を考える時、何よりも魅力である。
　聞くところに依ると、北京の有閑階級（清朝時代の
官吏だったものほど多い）は、清朝没落後服飾品、家
財道具の売食いをして生活を続けているという話だが、
最近また古物やに骨董やの多くなったのは、益々北京
人の生活が苦境をたどっているのではないかと思う。
　私は正陽門大街の電車通りで、立派な衣服を纏った
中年の男が、通行人を捕えて時計を買おうとしている
のを見かけたが、これなど考えようでは、盗んだもの
を始末していたのかも分からないし、何かわかったも
のではないが、旅行者の私には泥棒とは見えなかった。
街頭骨董やの多いのは崇文門大街の、東単牌楼から西
四牌楼付近、それから前門を天橋までの間が何といっ
ても一番多く次に崇文門外、朝陽門内、廣安門内にも
パラパラではあるがみうけられた。
　　前　門　街
　二、三百年前の建物がまだいくらも残っているとい
う、前門街の老舗を見ると、お寺ともつかず、お宮と
もつかず、文字がなかったら何様をおまつりするとこ
ろだろう位の疑問が起きそうな構えである。薬やに醤
油や葉茶やなど特にそんな風に見えるが、古い時代の
ものほど、お寺もお宮も庶民の住居も同じような形式
であったのだろうと思う。奥行の深いお茶を売る舗な
どヒンヤリとした冷気を覚え、正面神壇にもならうよ
うな、商品の美しく飾られたあたり一寸崇高な気分に
うたれてしまう。
　東単牌楼の平屋建の薬やに恐ろしく手のこんだ彫刻
を施した正面装飾があるが、この舗は十四年前はじめ
て北京を訪ねた時、かぶっていた埃をそのままにして
あるのではないかと思った位、そっくりそのままの様
子が嬉しかった。
　宮殿は遠めにみてはよいが接近し、なかに入ってみ
ると、つまらない。外観もただ大きすぎて絵にはなら
ぬ、恐らくは写真にも迷惑なほど、大きすぎるのでは
ないかと思う。宮殿は夢心地に、俥の上から見た方が
よい。何百年の歴史を伝えてくれる、古色ゆかしい門
楼も、煤けはげた丹の色も、深みどりの樹間にかいま
見た方がよい。宮殿のなかには、私は二度と入ってみ
る気がしない。じめじめしていて、妖気が漂って暗くて、
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今にも何か出て来そうに思えるのである。元来支那の
上層階級というのは何も解らぬ癖に大きなものとか手
のこんだものでおどそうとする。清朝など、その最も
代表さるべきもので、やたらに高価なもの、手の混ん
だものを残しているが、芸術的に貴高いものといって
は、ずっと古いもので、特殊なものの他は何も見るべ
きものがないのである。つまり小かく部分部分を見て
歩く必要がないのである。日本のものなら建物にして
も彫刻にしても、細かく深くみていってはじめて、そ
のよさが解るのであるが、支那のものは、出来るだけ
遠く離れてみて、真価が解る。このへんが日本と異な
る点ではないだろうか。
　　蟋　蟀　を　売　る
　東単牌楼の乾物店の店先には沢山の甕を並べて蟋蟀
を売っている。蟋蟀は声を聴くのと喧嘩をさせるのと
二つがあるが、われわれには喧嘩蟋蟀の方が面白い。
満州でも、満州人の子供が、缶詰の空缶に泥を半分程
入れたなかに、蟋蟀を入れ、小さな空気ぬきの穴のあ
いた紙を上から被せているのを持寄り、どっちか一方
のを片方に入れると、物凄い噛みあいをはじめる。頭
をくい破るところは鶏のシャモの蹴合いによく似てい
て残忍なものである。負けると蟋蟀は直ぐ降参するの
が多く、ピーと鳴いて翅を拡げたら負けである。
　大連では、満州文化協会で毎年蟋蟀の喧嘩大会が開
かれていたが、もうやらなくなって五、六年になるよ
うである。
　鳴く方は、奉天の青葉町に今はたしか支那宿になっ
ている、青蓮書館の女が、日本で使う金魚入れの硝子
に無数の蟋蟀を飼っているのをみたが一匹か二匹が、
時々鳴いてみせるだけで、何かうらさびしい情趣のも
のである。
　北京では蟋蟀を飼うのは、ずっと昔からのことだそ
うで東安市場付近には、夏から秋にかけて、無数の蟋
蟀やが出るといわれ、蟋蟀を飼うに必要なものだけを
商っている大きな舗が、東安市場付近にあるそうであ
る。
　　胡　同
　胡同は元朝が北京に都した時残していった名前だそ
うであるが、今日では蒙古の響きはなく、北京というと、
胡同が口をついて出て来る位、北京の香りを持った名

前である。
　胡同は小さな住宅街を何々胡同と呼ぶのであって、
静けさそのもののような通りは、土塀か石の塀で暗い
灰色を思わせる。人通りは滅多にない、時々物売りの
音が胡同の静けさを破って流れてゆくと、門扉をカタ
ンと聲させて、少女か太太が出て来て呼止める。と云っ
てもここでは呼止めるのではない。門扉が開かれる音
がすれば、呼止めたことになるのであろう、少女は黙っ
て物売りの近づくのを待っている。
　北京の胡同を一日、俥に乗ってそれこそ夢をみてい
るような気持で、静かに走らせたらと思ったが、これ
は果さなかった。

（文・絵ともー甲斐巳八郎）
№ 214－1「北京市政府裏　巳」［北京市政府裏］

№ 214－2「北京公園　巳八郎」［北京公園］
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第204号（昭和12年11月1日発行）
№ 215［満州郷土画譜91　天津の電車　―磨電車―］
　息ぬきに、剽軽ものゝ天津の電車を紹介しましょう。
北支方面では電車は、外国人の乗るものではないよう
に習慣づけられていて、日本人で乗る人は皆無といっ
てよい位ですが、一度、乗ってみると、支那人の習癖
から、土地の様子までのぞけるような気がします。
　先づ電車の形は御覧の通り、不細工のようで、満州
のとは一寸違っていまして、色は黄土一色、時々前面
をアジアのマークのような形に真紅に塗ったのがあり
ます。一輌だけのもたまに見うけますが、大抵は二輌
引っぱっていまして、どちらに乗っても料金はおなじ
です。腰掛は隙間のある板張りで、お客さんは支那人
でも気取った人は乗りませんから、車内は決して綺麗
ではありません。
　実は剽軽ものゝの電車といいましたが、全くの剽軽
ものは車掌さんなのです。見られる通りの呑気な顔を
して、右手には真鍮の小さな笛（子供のラッパの音が
する）を持ち、耳には鉛筆、左には板に幾種類もの切
符をのせたものを、器用に掌には銅子兒の二、三十枚
は常に釣銭として用意しているという、いでたちです。
客から行先を承ると、先づそれだけの銅子兒を貰い、
切符に鉛筆を舐めて書きつけて渡します。切符には八
銅子（二銭位）十銅子、十二銅子の三種類があって、
停車場の番号が書いてあり、乗った停留所の番号の箇
所に鉛筆で記すのですから、八銅子の切符なら何号の
停留所まで、十二銅子なら何処までと判っていまして、
絶対に胡魔化しは利かない訳です。
　停留所では、急いで下車することはありません。悠っ
くりと下りることです。発車の時、ドアーを閉める瞬
間、例の笛をピッピ―とふき鳴らすのが、どうにも子
供のマ

ゝ ゝ ゝ ゝ

マゴトとしか見えません。車掌さんは何処の電
車でも相当に忙しい仕事ですが、車内には常に茶壷と
茶碗を用意していて、どんなに満員の時でも、咽喉が
渇いて来ると一杯やるのです。まあお茶位は空気の乾
いている天津のことであり、お茶の好きな国民ですか
らよいとして、腹がすいて来るとご飯も食うのですか
ら、われわれの持っている常識では何ともただ驚きの
他ありません。私は食い余しの、大きなうどん鉢をしっ
かりと右手に持って食っているのを見て吃驚しました。

お客さんはとみれば他人ごとだとばかり些かの関心も
注いではいません。
　電車のなかの、わづか一分か二分の間の、ほんの一
場面にもこうした支那人の、何処までノ

ゝ ゝ ゝ ゝ

ホーズに、よ
く言えば大国民らしいところがよく解るではありませ
んか。　　　　　　　　　　　　　　　　巳八郎
№ 215－1、2　図中に「票」「笛」「赤」「黄色」「鉛筆」
＊印刷の仕上がりが悪く、絵はほとんど見えない。

№ 215－3 ～ 7　写真5点
№ 215－3



10

№ 215－4

№ 215－5

№ 215－6

№ 215－7　＊切符の写真であろう。

第205号（昭和12年11月15日発行）
№ 216［満州郷土画譜92　鷹］
　漸く寒くなる頃になると、大連の西崗子には小鳥の
市がたち、そこにはあたりを睥睨するかのように物凄
い眼玉を光らした鷹の市も出る。大連の鷹は全部旅順
の老鐵山で幼鳥を網で捕獲したものだというが、出生
地は何処だか判らないそうである。毎年軒下に十羽ば
かりの鷹を並べている、西崗子の日清街七、隆興和油
漆舗というペンキ屋をたづねてみると、生後三ヶ月だ
という鷹が、頭巾を被り羽根を縛られて長椅子の上に
並んでいる。これは旅順から来たもので、道中喧嘩を
しないようにくくってあるのだという。鷹の値段は小
さいのは五銭から三十銭迄、成鳥になると芸のないの
が五十銭位で、雀や兎を捕獲するのが上手な鷹は百円
位はざらにあるといっている。鷹を扱う時季は九月初
旬から十一月はじめ頃迄で、成鳥になると、牛肉を一
日に十銭は食うから、五十銭七十銭の鷹は一日も一時
間も早く手ばなさないと損をするそうである。去年は
六十円損をしたが、日本の陸軍に兎を捕ることのうま
い幼鷹を六十円で売った、と大変これが自慢のようで
あった。　　―以下本文鷹の項27頁参照　巳八郎
＊この本文については未確認。次回に掲載予定。
№ 216－1
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№ 216－2

№ 216－3 ～ 10（写真と写真説明）
№ 216－3 [ １羽根を拡げているのは生後三ヶ月の幼
鳥]　

№ 216－4 [2西崗子（大連）新世界大戯院前の鳥市
にて]

№ 216－5 [3相当飼いならした雄鷹]
№ 216－6 [4 １に同じ]

№ 216－7 [5小鳥の肉を脚にくくりつけた“おおた
か”] № 216－ 8 [6餌をつついている去年生れの鷹]

№ 216－9 [7鷹の幼鳥、五ケ月位]
№ 216－10 [8喧嘩しないように頭に頭巾、羽根に着
物を着せて運ばれてくる]
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第206号（昭和12年12月1日発行）
№ 218［満州郷土画譜93　満州旗人の家］
　旗人の多い吉林でも最も古い名家であるといわれて
いる牛氏の住居は、吉林城内の牛宅胡同にある。町名
になっている位であるから名実ともに立派なものであ
るが、牛氏の家族は正堂東側二た部屋に小さくなって
残っているだけで、調度品の如きは大部分が売り尽さ
れ、正堂西側の部屋は日本人に間貸して畳敷になって
おり、側面の廂房、陪房にはやはり、人が住んでいる
が、これらは牛家の使用人が古くから住んでいるのか
もしれないが房内にはみるべき何物もない。現在みる
べきものは外観の大門、儀門、各房の窓の桟、それか
ら儀門両翼の磚や屋根上の彫刻などで、わづかに正堂
東側の部屋だけには、五六十年から百年に近い調度品
が残っていて、これだけでも房内を窺いしるには大助
かりであった。
　家屋の見取図は大体、郷土画譜八四の「旧家」に似
通ったもので、過竈と、過竈前の院子、廂房の箇所が
ないだけである。
　他に同じ吉林の、韓家と王家の写真を挿入したが韓
家も牛家と同様没落の旗人であり、王家は何から何ま
で新しく建てられた、いわゆる成金の、旗人の家である。
別に本文「満州旗人の家」に斉斉哈爾の満州旗人家屋
の写真があり、記事も参照されたい。　　巳八郎
＊この本文「満州旗人の家」も次回に掲載予定。
№ 218－1 ～ 16（写真）＊インクがつぶれて詳細不
明のものが多いが、そのまま掲載した）
№ 218－1[牛家正廳東端の部屋より]

№ 218－2（左） [牛家・正廳東端、廂房と接するとこ
ろ] 　№ 217－3（右） [牛家・大門]

№ 218－4（左） [牛家・正廳東端の部屋の調度] 
№ 218－5（右） [牛家・正廳東端の部屋にある薫炉]

№ 218－6（左） [牛家・正廳東端の一室] 
№ 218－7（右） [牛家・正廳正面扉下部]

№ 218－8 [牛家・正廳正面扉下部]

№ 218－9 [韓家・儀門内側より]
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№ 218－10 [韓家・正廳と廂房]

№ 218－11 [韓家・影壁]

№ 218－12 [韓家・正廳東端の壁]

№ 218－13 [韓家・正廳東側の窓]

№ 218－14（左）[王家・左が正廳右が廂房]
№ 218－15（右）[王家・東側廂房の一室]

№ 218－16 [王家・大門より儀門を望む]

№ 218－17 [なし]＊タイトルはないが、特定の家で
はなく旧家の一般的な平面図であろう

№ 218－18「牛家正廳東端の部屋」
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１．はじめに

　福岡市美術館では、2020年度より教育普及活動の取り組みのひとつとして、「バリアフリーギャラリーツアー」
プログラムを企画し、2025年度まで継続的に実施している。この取り組みは、当館の教育普及部門が掲げる活
動方針「アートといきる」の5つの具体的活動のうちのひとつ、「アクセシビリティの向上」を目指して行うも
のであり、「多様な背景を持った人が集う場である美術館で、物理的のみならず心理的にもすべての人が安心し
て学び、過ごせるような空間づくりを目指す（１）」という指針に沿って、障がいのある人もそうでない人も、親
しく、安心して、より日常的に、美術館を楽しめるよう実施するものである。具体的には、「視覚障がい者のた
めの　おしゃべりとてざわりのツアー」、「聴覚障がい者のための　目で聴くツアー」、「車いす利用者のための　
ゆったり車いす鑑賞ツアー」という３つのプログラムを、それぞれ年に1回のペースで、美術館のコレクション
を活用したギャラリーツアー（鑑賞プログラム）として開催してきた。本稿ではこの「バリアフリーギャラリー
ツアー」について活動を振り返り、事業立ち上げの契機や概要をまとめるとともに、具体的な活動事例として、
特に筆者が担当した2024年度の「視覚障がい者のための おしゃべりとてざわりのツアー」の実施内容について
報告する。また、今後の事業の可能性について検討する一助とすべく、2025年度11月に実施した同ツアーにも
触れて、現状のまとめとしたい。

２．福岡市美術館の「バリアフリーギャラリーツアー」について

⑴　プログラム成立の経緯
　当館の「バリアフリーギャラリーツアー」を構想し立ち上げたのは、2020年当時、教育普及担当の主任学芸
主事であった鬼本佳代子であり、同年8月から9月のうちの3日間で、初めて３
つの「バリアフリーギャラリーツアー」が実施された（図１）。
　この初年度のツアーについては、実施後に鬼本が、当館ウェブサイト掲載の
ブログ（2020年9月30日公開）や新聞の取材記事（２）にて、開催の経緯、ツアー
内容などについて記録を残しているが、本稿執筆にあたり、改めて事業を構想
した理由や、プログラム成立の過程などについてインタビューを行った。
　それによると、ミュージアムにおける障がい者のアクセシビリティに関わる
企画は、本事業立ち上げより前に他館も含め実施されており、それはかなり以
前に遡る。初期の例に、視覚に依らない美術鑑賞プログラムとして、彫刻作品
に触れる展示が行われた1980年代の先駆的な活動などがある（３）。なお、福岡
市美術館においては、2001年の主催展覧会「流動する美術－VII 視覚を越えて・
巡りて 日高理恵子/光島貴之の絵画」が早い例となる（４）。その後2004年度に

福岡市美術館における「バリアフリーギャラリーツアー」について
事業の成り立ちと概要、活動事例報告
2024年度実施の「視覚障がい者のための　おしゃべりとてざわりのツアー」を中心として

髙田瑠美

（図１）ツアー広報用印刷物（2020年）
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は、視覚障がい者を対象とする鑑賞プログラムを複数回、協力事業として行っている（５）。また個人としての経
験および関心という点においては、社会の中で障がいのある人がどうすれば生きやすくなるかということについ
て考える機会が元々身近にあったこと、福岡市美術館の次の勤務館（大原美術館、2008 ～ 2012年）で国立民
族学博物館の広瀬浩二郎から触察ツアー実施の依頼を受けたことなど、美術館における障がい者向けのプログラ
ムについて考える事例や経験が重層的にあったことをご教示いただいた。
　そうした積み重ねから、2012年度に福岡市美術館に復職した鬼本が実際に当館における定期的なプログラム
開催を検討することになったのは、冒頭で紹介した館の教育普及活動の方針を立てる中でのことであり、美術館
のリニューアル準備期間（2017 ～ 2019年頃）の時期だった。活動方針の策定について教育普及担当者間で協
議する中で、障がい者向けプログラムの必要性を話す機会があり、リニューアル開館後の新しいプログラムとし
て、視覚障がい者・聴覚障がい者・車いす利用者向けのギャラリーツアーを構想し、関係者、関係機関に協力を
仰いだという。なかでも、視覚障がい者を対象とするツアーを
行うにあたり鬼本が協力を依頼したのは、見えない人、見えに
くい人、見える人が対話しながら一緒に美術鑑賞をする活動を
行っている、石田陽介氏、濱田庄司氏、松尾さち氏の３人であっ
た。彼らは〈ギャラリーコンパ〉というユニット名で20年以
上にわたって各地で市民活動として鑑賞会を実施しており、福
岡で始まった活動は、今では九州内外に広がり、当館以外での
経験も豊富な実践者である。今回改めて３氏にもインタビュー
したところ、〈ギャラリーコンパ〉のユニット結成のきっかけ
となったのは、2005年に福岡市美術館、福岡アジア美術館な
どで行われた、エイブル・アート・ジャパン主催の鑑賞プログ
ラム（前掲註５）であり、それぞれが鑑賞の面白さを体験し、継続し
ていきたいと手をあげたところから、現在まで３人での活動を続けてきたとのことである。2005年の鑑賞プロ
グラムは当館の主催ではなかったが、これを機に、当館の「バリアフリーギャラリーツアー」の初年度から、視
覚障がいのある方を対象にしたプログラムについて、講師として参加、協力をいただくこととなった（図２）。

⑵　「バリアフリーギャラリーツアー」の概要
　当館の「バリアフリーギャラリーツアー」では視覚に障がいのある人、聴覚に障がいのある人、車いすを利用
する人へ向けた３つのツアーを行ってきている。各ツアーでは、美術館で行っている他のギャラリーツアーと同
様に、コレクション展示を活用した対話型鑑賞（６）を中心にすえながら、参加者同士が互いにコミュケーション
を図り、対話をするなかで鑑賞を深めていくことを試みている。
　過去の記録から各ツアーの概要をまとめると以下の①～③のようになる。実施体制としては、ツアー全体の案
内と進行役を担うファシリテーターの他、スタッフとして当館教育普及担当職員や博物館実習生、美術館ボラン
ティア等がツアーの人数や構成に応じて必要な補助を担うかたちで開催している。

（図２）〈ギャラリーコンパ〉のメンバー、
松尾さち氏、石田陽介氏、濱田庄司氏（左から。2024年）

① 「視覚障がい者のための　おしゃべりとてざわりのツアー」
実施年
対　象

定　員 時　間

講　師

内　容

10人程度（介護者を含まず） 約90分、または120分

2020年度（令和2）～2025年度（令和７）、年１回、過去６回開催
見えない人、見えにくい人、見える人

石田陽介氏、濱田庄司氏、松尾さち氏（ギャラリーコンパ）
本プログラムは、初年度よりギャラリーコンパの石田氏、濱田氏、松尾氏の三人を講師として開催。ツアーでは見えない
人、見えにくい人、見える人とが一緒に活動する。講師を中心に参加者は少人数のグループに分かれ、グループごとに互
いに対話しながら作品を鑑賞していく。鑑賞作品は、展示中の絵画など平面作品に加えて、彫刻や立体作品についても事
前準備をしたうえで作品に触れ、視覚以外の感覚を用いた鑑賞も行う。また展示作品のほかにも、所蔵品に関連するレプ
リカや教育普及活動用の美術教材も使用するなど、年度ごとに様々な鑑賞を試みてきた。参加者が互いの背景や個性を
尊重し、美術作品についての会話を楽しみながら交流しようというのが、講師であるギャラリーコンパの活動のベース
となっており、これは本ツアーにも共通する大切な要素となっている。

② 「聴覚障がい者のための　目で聴くツアー」
実施年
対　象

定　員 時　間

内　容

10人程度（介護者を含まず） 約90分

2020年度（令和2）～2024年度（令和6）、年１回、過去5回開催
聴覚に障がいある人。2022年（令和4）以降は手話を使う人、手話を学んでいる人も参加

ツアーでは教育普及担当者がファシリテーターとなり、手話通訳を介してきこえない人、きこえにくい人、（2022年から
は要望を受け手話を使う人、手話を学んでいる人も参加）が展示室をまわり作品鑑賞を行う。手話通訳者とは打ち合わせ
を行い、鑑賞する作品や作家に関する情報を共有し、固有名詞や説明に出てくる可能性のある語句などについて、事前に
準備をしてもらい実施に臨んでいる。また、手話以外のコミュニケーション手段として筆記ボード、電子パッド等の補助
ツールも用意し、必要に応じて使用する。実施時間は、お互いの話を理解し合う時間や、その場の要望に応じて展示テー
マや作品情報を補足的に説明する時間など、作品鑑賞以外の時間も必要となるため、時間を90分に設定している。聴覚障
がい当事者には、解説やキャプションを読み個別に鑑賞することができる人もいるが、ツアーでは鑑賞の時間を共有す
ることを重視し、参加者の言葉をファシリテーターが受け止め、参加者同士がお互いに考えたことや見たこと、疑問など
を交換することで豊かな鑑賞につながることを体感し、楽しんでもらうことを目的とする。

③「車いす利用者のための　ゆったり車いす鑑賞ツアー」と
　「車いすを利用しない方の　車いすで美術館ツアー」

実施年

対　象

定　員 時　間

内　容

各５人程度（介護者を含まず） 約90分、または120分

2020年度（令和2）～2024年度（令和6）、年１回、過去5回開催＊

普段車いすを利用している人／普段車いすを利用していない人

車いすで館内を動くツアーであるため移動や鑑賞の際のスペース確保、通常の開館時間に行うことなどを考慮し、車いす
で一緒に回る人数を他のプログラムより少なく定員は5人程度としている。時間も初回実施後のアンケートでの、もっと
ゆっくり鑑賞したいという声を受け、2回目からはツアー時間を120分とした。ツアーでは②の「目で聴くツアー」同様、
ファシリテーターと参加者が一緒にコレクション展示室にて鑑賞を行うが、作品選定にあたっては、車いすに座った状態
でも見やすい位置にあること、参加者同士が留まるスペースがあるか等を考慮する。筆者が直接関わったのは実施4、5回
目のみであるが、車いす利用者には肢体不自由だけではない、いろいろな背景をもった人が参加する状況があり、特に当
事者や介護者の個別的特性を把握、考慮してツアーを準備、進行していく必要があるといえる。

なお、ツアー対象者については初回以降に変更した点があり、2020年度には「みんなで車いすツアー」として、普段から車
いすを利用する人と利用しない人が同じツアー内で一緒に鑑賞を行ったが、2回目以降は車いすを利用している人とそう
でない人を分けるかたちに改めた。車いすを利用する人を対象にしたツアーでは、名称を「車いす利用者のための　ゆっ
たり車いす鑑賞ツアー」とし、車いすを利用しない人のツアーの方は、「車いすを利用しない方の　車いすで美術館ツ
アー」としている。車いすを利用している人のツアーでは気兼ねなく作品鑑賞できる時間や空間を整えることを重視して
ツアーを行う。車いすを使用しない人のツアー実施にあたっては、はじめに車いすの基本的操作を知る時間を設け、展示
室での鑑賞前に簡単な操作練習を行った後、ファシリテーションを行う担当者、参加者とも車いすを操作しながら館内移
動やギャラリーツアーを行い、ツアー後に各自の気づきを共有する内容としてきた。

＊ただし、1回目は普段車いすを利用している人、利用していない人が一緒にツアーをする「車いす利用者のための　みん
なで車いすツアー」として開催したが、2回目以降は車いすを利用する人と利用しない人を分ける形で実施。また、2024年
度については、「車いすを利用しない方の　車いすで美術館ツアー」については実施せず。
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① 「視覚障がい者のための　おしゃべりとてざわりのツアー」
実施年
対　象

定　員 時　間

講　師

内　容

10人程度（介護者を含まず） 約90分、または120分

2020年度（令和２）～2025年度（令和７）、年１回、過去６回開催
見えない人、見えにくい人、見える人

石田陽介氏、濱田庄司氏、松尾さち氏（ギャラリーコンパ）
本プログラムは、初年度よりギャラリーコンパの石田氏、濱田氏、松尾氏の三人を講師として開催。ツアーでは見えない
人、見えにくい人、見える人とが一緒に活動する。講師を中心に参加者は少人数のグループに分かれ、グループごとに互
いに対話しながら作品を鑑賞していく。鑑賞作品は、展示中の絵画など平面作品に加えて、彫刻や立体作品についても事
前準備をしたうえで作品に触れ、視覚以外の感覚を用いた鑑賞も行う。また展示作品のほかにも、所蔵品に関連するレプ
リカや教育普及活動用の美術教材も使用するなど、年度ごとに様々な鑑賞を試みてきた。参加者が互いの背景や個性を
尊重し、美術作品についての会話を楽しみながら交流しようというのが、講師であるギャラリーコンパの活動のベース
となっており、これは本ツアーにも共通する大切な要素となっている。

② 「聴覚障がい者のための　目で聴くツアー」
実施年
対　象

定　員 時　間

内　容

10人程度（介護者を含まず） 約90分

2020年度（令和２）～2025年度（令和７）、年１回、過去６回開催
聴覚に障がいのある人。2022年（令和4）以降は手話を使う人、手話を学んでいる人も参加

ツアーでは教育普及担当職員がファシリテーターとなり、手話通訳を介してきこえない人、きこえにくい人、（2022年か
らは要望を受け手話を使う人、手話を学んでいる人も参加）と展示室をまわり作品鑑賞を行う。手話通訳者とは打ち合わ
せを行い、鑑賞する作品や作家に関する情報を共有し、固有名詞や説明に出てくる可能性のある語句などについて、事前
に準備をしてもらい実施に臨んでいる。また、手話以外のコミュニケーション手段として筆記ボード、電子パッド等の補
助ツールも用意し、必要に応じて使用する。実施時間は、お互いの話を理解し合う時間や、その場の要望に応じて展示
テーマや作品情報を補足的に説明する時間など、作品鑑賞以外の時間も必要となるため、時間を90分に設定している。聴
覚障がい当事者には、解説やキャプションを読み個別に鑑賞することができる人もいるが、ツアーでは鑑賞の時間を共
有することを重視し、参加者の言葉をファシリテーターが受け止め、参加者同士がお互いに考えたことや見たこと、疑問
などを交換することで豊かな鑑賞につながることを体感し、楽しんでもらうことを目的とする。

③「車いす利用者のための　ゆったり車いす鑑賞ツアー」と
　「車いすを利用しない方の　車いすで美術館ツアー」

実施年

対　象

定　員 時　間

内　容

各５人程度（介護者を含まず） 約90分、または120分

2020年度（令和2）～2024年度（令和6）、年１回、過去5回開催＊

普段車いすを利用している人／普段車いすを利用していない人

車いすで館内を動くツアーであるため移動や鑑賞の際のスペース確保、通常の開館時間に行うことなどを考慮し、車いす
で一緒に回る人数を他のプログラムより少なく定員は5人程度としている。時間も初回実施後のアンケートでの、もっと
ゆっくり鑑賞したいという声を受け、2回目からはツアー時間を120分とした。ツアーでは②の「目で聴くツアー」同様、
ファシリテーターと参加者が一緒にコレクション展示室にて鑑賞を行うが、作品選定にあたっては、車いすに座った状態
でも見やすい位置にあること、参加者同士が留まるスペースがあるか等を考慮する。筆者が直接関わったのは実施4、5回
目のみであるが、車いす利用者には肢体不自由だけではない、いろいろな背景をもった人が参加する状況があり、特に当
事者や介護者の個別的特性を把握、考慮してツアーを準備、進行していく必要があるといえる。

なお、ツアー対象者については初回以降に変更した点があり、2020年度には「みんなで車いすツアー」として、普段から車
いすを利用する人と利用しない人が同じツアー内で一緒に鑑賞を行ったが、2回目以降は車いすを利用している人とそう
でない人を分けるかたちに改めた。車いすを利用する人を対象にしたツアーでは、名称を「車いす利用者のための　ゆっ
たり車いす鑑賞ツアー」とし、車いすを利用しない人のツアーの方は、「車いすを利用しない方の　車いすで美術館ツ
アー」としている。車いすを利用している人のツアーでは気兼ねなく作品鑑賞できる時間や空間を整えることを重視して
ツアーを行う。車いすを使用しない人のツアー実施にあたっては、はじめに車いすの基本的操作を知る時間を設け、展示
室での鑑賞前に簡単な操作練習を行った後、ファシリテーションを行う担当者、参加者とも車いすを操作しながら館内移
動やギャラリーツアーを行い、ツアー後に各自の気づきを共有する内容としてきた。

＊ただし、1回目のみ普段車いすを利用している人、利用していない人が一緒にツアーをする「車いす利用者のための　み
んなで車いすツアー」として開催。2回目以降は車いすを利用する人と利用しない人を分ける形で実施。また、2024年度に
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３月19日実施予定３月19日実施予定

↓　3月19 日実施予定と
　　その下の段の灰色枠、－
　　も 2校の修正です。
　　反映すること

29 26 37 32 18 20（人）

2020（令和２年度） 2021（令和３年度） 2022（令和４年度） 2023（令和５年度） 2024（令和６年度） 2025（令和７年度）
当事者 健常者 介護者 合計 当事者 健常者 介護者 合計 当事者 健常者 介護者 合計 当事者 健常者 介護者 合計 当事者 健常者 介護者 合計 当事者 健常者 介護者 合計

5 2 3 10
10

3 3 3 9 5 8 3 16 6 3 3 12 5 4 2 11 4 5 2 11
8 1 1

9

8 0 0 8 9 2 0 11 2 3 0 5 2 3 0 5

4 2 3 2 ― 2 4 1 ― 4 5 2 ― 5 7 1 ― 1 2
― 5 0 5 ― 5 0 5 ― 8 0 8 ― ―

―

① 視覚

② 聴覚

③車いす利用者

③利用しない人

（図３）これまで実施したバリアフリーギャラリーツアーの参加者数

本図①～③は本稿２ー（２）の各ツアーに対応。本稿校了時点（3月4日）の数字のため、2025年度③の参加者数については未記載。

準　備 事前に参加者を3つのグループに分けておく。受付後、グループへの誘導、案内を行う
14:00 スタート：講師とスタッフ紹介、グループごとに参加者自己紹介

14:05～ ２階のコレクション展示室に移動
鑑賞前に講師3名によるデモンストレーション（10分）
展示作品鑑賞：グループごとに展示室を移動して鑑賞（45分）

15:00頃 鑑賞後アートスタジオに戻り休憩。グループごと振り返りや感想を共有
15:10～ 《ヤセ犬》の鑑賞と制作

全員が目をつぶり鑑賞（20分） ／ 参加者が希望の素材を選び自分のヤセ犬作りに挑戦（30分）
全員の《ヤセ犬》を並べ、各自の説明や感想を共有

16:00 アンケートを取った後、プログラム終了

8 ９１
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２校の戻しとして、各表の赤字部分を修正、加筆しました。４か所、修正

３．事例報告・2024年度「視覚障がい者のための　おしゃべりとてざわりのツアー」

　この項では「バリアフリーギャラリーツアー」の具体的事例として、2024年11月30日に筆者が担当した「視
覚障がい者のための　おしゃべりとてざわりのツアー」（以降、「おしゃべりとてざわりのツアー」）について報
告したい。

⑴　ツアー内容について
　2024年度は「おしゃべりとてざわりのツアー」の実施５回目にあたり、〈ギャラリーコンパ〉の３氏には講師

（ファシリテーター）として事前の打合せから参加いただいた。内容を検討する段階で、講師で視覚障がい当事
者の濱田庄司氏から、当館の所蔵作家である藤浩志の作品を取り上げることができるだろうかとの提案を受けた。
アドバイザーとして招聘された先で藤の活動について知る機会があり、作家と作品について大きな興味を持った
とのことであった。藤浩志（1960年－）は、鹿児島県出身で、日本各地で活発に活動を続けるアーティストで
あるが、福岡市美術館では過去に個展を行っており（７）、作品収蔵作家であるほか、教育普及活動に利用するこ
とのできる実物作品資料として、《ヤセ犬》を2019年に制作してもらっている（図６）。これは、作品を観察し
造形やテーマについて考えた後、新聞紙を素材として参加者が自分なりのヤセ犬作りに挑戦するという、鑑賞と
制作が連動するプログラムに活用している作品である。「バリアフリーギャラリーツアー」でも制作まで行うこ
とが可能かなど、導入方法は考える必要があったが、触れて鑑賞する作品として2024年度はこの《ヤセ犬》を
選ぶこととし、また、新収蔵作品として公開が始まったばかりのモナ・ハトゥムの《＋と－》についても、グルー
プごと、全ての参加者が展示室で鑑賞する一点としてツアーに含めることとした。
　打合せにより、前半にツアーで美術館の近現代美術コレクション展示室での鑑賞を行い、休憩をはさんだ後半
の時間でアートスタジオにて《ヤセ犬》に触れるという大きな流れを決めた。しかし、参加者の制作については、
本番までに引き続き検討を重ね、濱田氏には制作部分の具体的なやり方に関する相談やリハーサルにも同席して
もらい、最終的に次の流れで実施することとした。

３月19日実施予定３月19日実施予定

↓　3月19 日実施予定と
　　その下の段の灰色枠、－
　　も 2校の修正です。
　　反映すること

29 26 37 32 18 20（人）

2020（令和２年度） 2021（令和３年度） 2022（令和４年度） 2023（令和５年度） 2024（令和６年度） 2025（令和７年度）
当事者 健常者 介護者 合計 当事者 健常者 介護者 合計 当事者 健常者 介護者 合計 当事者 健常者 介護者 合計 当事者 健常者 介護者 合計 当事者 健常者 介護者 合計

5 2 3 10
10

3 3 3 9 5 8 3 16 6 3 3 12 5 4 2 11 4 5 2 11
8 1 1

9

8 0 0 8 9 2 0 11 2 3 0 5 2 3 0 5

4 2 3 2 ― 2 4 1 ― 4 5 2 ― 5 7 1 ― 1 2
― 5 0 5 ― 5 0 5 ― 8 0 8 ― ―

―

① 視覚

② 聴覚

③車いす利用者

③利用しない人

（図３）これまで実施したバリアフリーギャラリーツアーの参加者数

本図①～③は本稿２ー（２）の各ツアーに対応。本稿校了時点（3月4日）の数字のため、2025年度③の参加者数については未記載。

準　備 事前に参加者を3つのグループに分けておく。受付後、グループへの誘導、案内を行う
14:00 スタート：講師とスタッフ紹介、グループごとに参加者自己紹介

14:05～ ２階のコレクション展示室に移動
鑑賞前に講師3名によるデモンストレーション（10分）
展示作品鑑賞：グループごとに展示室を移動して鑑賞（45分）

15:00頃 鑑賞後アートスタジオに戻り休憩。グループごと振り返りや感想を共有
15:10～ 《ヤセ犬》の鑑賞と制作

全員が目をつぶり鑑賞（20分） ／ 参加者が希望の素材を選び自分のヤセ犬作りに挑戦（30分）
全員の《ヤセ犬》を並べ、各自の説明や感想を共有

16:00 アンケートを取った後、プログラム終了

8 ９１

表
の
用
入
挿
へ
文
本

表
の
用
入
挿
へ
文
本

２校の戻しとして、各表の赤字部分を修正、加筆しました。４か所、修正
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　当日は参加者と講師が3グループに分かれ、職員と美術館ボランティアが各グループに補助として付き添うか
たちをとった。展示室の作品鑑賞では、過去のツアーでも行ってきた、見えない人、見えにくい人、見える人が、
言葉を使って対話をしながら作品をじっくりみるというやり方で鑑賞を進めた。まず講師3人が見えない人にど
う表現したら伝わりやすいかのデモンストレーションを行った後、グループに分かれ展示室にて、見える人が即
興的に皆でみたいと思う作品を選びグループ全員で鑑賞していく。見える人は身体をスケールに使って作品サイ
ズを見えない人、見えにくい人に伝えたり、「〇〇のような形がいくつ、画面のどの辺りに描かれている」、「〇
色や〇色が使われているが、色調からは冷たさを感じる」など、想像しやすい言葉を用いることを意識して、作
品から感じ取ったことを共有した。それを受けて見えない人は疑問や印象を返すなど、参加者同士が話しの中か
らイメージを広げ鑑賞する。見える人は自分の見たもの、感じた印象を相手に伝えようと言葉を工夫し、さらに
反応を得ることで積極的に発言するようになる。見えない人、見えにくい人は様々な感覚を動員して情報を集め、
イメージを膨らませることで作品との距離を縮めていく。初めての試みに戸惑う人もいるが、初対面の人同士で
も鑑賞が進むうちに徐々に関係性が築かれ、リラックスしてツアーを楽しむ空気が醸成されていくのが印象的で
あった。次に、視覚以外の感覚も用いて参加者全員が鑑賞した２作品に関して紹介し、活動内容を報告する。

作品❶　作品と作家について―モナ・ハトゥム《＋と－》（1994/2024年）
　本作は2024年9月14日より新収蔵品として公開が始まった、動きを伴う立体作品である。床を刳り貫いて建
物に直接設置された直径約４ｍの円形の穴の中に砂が敷き詰められており、砂上の中心に設置されたステンレス
のバーが一定速度で回転することで、砂に模様を描いては消していくという動きを反復し続ける（図４）。円の
中心から直径に合わせて伸びるバーの半分には、鋸歯状の凹凸がついており、それが砂をなぞることで規則正し
い半円状の櫛目文様ができ、平らだった表面に繊細な陰影が生まれるが、やがて凹凸のないバーの半分がやって
きて通り過ぎるため再び文様は掻き消され、フラットな砂の面が作られる。
　作家のモナ・ハトゥムはパレスチナ人の両親のもとベイルート（レバノン）に生まれた女性だが、ロンドン滞
在中の1975年に故郷で内戦が勃発し帰国が困難となった後、イギリスで創作活動を続け、現在も同地を拠点に
活動している。自身の経験をもとに世界の対立や矛盾などを様々な形式の作品で表現し国際的評価を受けるアー
ティストである。《＋と－》について作家は、「光と闇、生と死、ポジティブとネガティブなど、正反対でありな
がら互いに関連する二つの力の相互作用を視覚化したもの」と述べているが（８）、文様が生まれては消える反復
が見る者に様々な思いを抱かせ、規則的な動きそのものがテーマに深く関わる作品だといえる。作品に近づくと、
ステンレスのバーが砂を掻く際に静かな音を発しており、目を閉じても何かが動いている微かな気配を感じるこ
とができる。ツアーでは視覚や触覚だけではない感覚を使い、「音」や「気配」、作品の動きを感じ取ろうとする

「時間そのもの」も作品鑑賞に取り入れることが期待できるのではと考え、グループごと全員が鑑賞を行った。

左（図４）、右（図５）
ツアーにてモナ・ハ
ト ゥ ム の 作 品 を 鑑
賞。かすかな音を感
じたり、作品に使わ
れているものと同じ
砂に触れてみる。
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当日の鑑賞
　グループごとに作品の前で静かに鑑賞する時間をとった後、敷き詰められた砂と同じものを容器に入れておき、
手で触れて細かな砂の感触をたしかめてもらった（図５）。また、音の発生源となる作品の動きについては見え
る人が説明しながら鑑賞した。あるグループではバーの動きが言葉の説明では理解しにくいという見えない人、
見えにくい人がおり、その人には両手を広げ身体を軸として回転した時のような動きであることを、実際に姿勢
をとってもらい伝えたところ、よく理解できたという感想があった。ツアー後のアンケートでも、作品鑑賞につ
いては「見えない部分をヒントをもらいながら実体がつかめるよう説明（してもらうの）がよかった」（視覚障
がい者）、「見えない方へ作品を伝えるのは初めての経験でしたが（中略）、細かくお伝えしている間に今迄きち
んと見ていなかったと反省しきり」（晴眼者）などの声が寄せられ、参加者同士が互いに工夫しながら本作につ
いて伝え合い、鑑賞する時間となったことが窺われた（以降、アンケート抜粋部では、「視覚障がい者」、「晴眼者」
等で回答者を表記）。

作品❷　作品と作家について―藤浩志《ヤセ犬》（2019年）　
　プログラム後半で取り上げた《ヤセ犬》は、藤の創作の中でも重要な位置を占め、活動の初期、1980年代か
ら取り組まれている彫刻シリーズであるが、当日使用したのは、ヤセ犬のバリエーション5体からなる実物作品
の教材である（図６）。犬たちが「やせている」のは、藤が30代にパプアニューギニアで出会った犬たちが発想
の初源になっているからである。パプアニューギニアの奥地の村に住む犬たちは、人間にペットとして飼われ安
寧に暮らす存在ではなく、かといって「自ら獲物を捕らえる野犬のような鋭さもない。単にボロボロのボロぞう
きんのようなヤセ犬」であったというが（９）、村の特別な儀式の際に、人間と一緒に儀式の獲物である野豚を追
う役割を与えられた時だけ、エネルギーに満ちた存在に変身し獲物を罠に追い込む。その姿を目撃した時の強烈
な印象が藤にとっての美術の核心となり、ヤセ犬のシリーズが誕生した。当初は木彫作品として作られたが、当
館が制作を依頼した《ヤセ犬》は、木彫の他、新聞紙、不用品となったおもちゃやぬいぐるみなど、作家が集め
た素材を犬のかたちに組み上げ接着して作られている。こうした素材選択や素材の集め方、作品を制作していく
過程なども藤のアーティストとしての活動の在り方や、作品テーマつながっている。当館の《ヤセ犬》は素材ご
とに異なる質感を持っており、これらに触れる鑑賞をすることで、参加者にも様々な印象が生まれる作品である
と思われた。

当日の鑑賞と制作
　当日は鑑賞する作品がどのようなものであるかを参加者全員に明かさず、見える人も目を閉じた状態で触覚に
よる鑑賞を行った。グループごとに机に置いた作品を一点ずつ順番に触れ、それぞれイメージしたことや想像し

左（図６）藤浩志《ヤ
セ犬》　（「どこでも美
術館」教材）
右（ 図 ７）《 ヤ セ 犬 》
鑑賞後、参加者それぞ
れが制作に取り組ん
だ。
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たかたちを共有していった。前半の時間で打ち解けた参加者は、「足と尻尾がある」、「いきもののかたちだ」など、
感じ取ったことを話し合い共有していったが、細かな形状の読み取りから、全体がどのような作品であるかにつ
いては判断が分かれた。しかし、犬や狼のような動物であろう、素材は木やぬいぐるみでできているという感想
のなかに、「胴体がとても細くてやせている」といった指摘があり、さらに、「犬だと思ったけど、飼われていて
栄養たっぷりの犬とは違う。震災で被災して、日常とは違う環境でやせてしまっているのでは。それを表すため
に何かたくさんの瓦礫のようなものの集合でできていると思う」など、作品の意味合いについても考察する意見
が出され、限られた時間内での鋭い観察に、他の参加者から感嘆の声があがる場面もあった。
　触れた後は《ヤセ犬》を一旦全て片付け、見える人にも視覚的に見せることはしないまま作品解説を行い、次
の制作に移った。作品を視覚的に鑑賞しないまま制作に移り、見えない人、見えにくい人も含め各個人が制作を
行うことは、おしゃべりとてざわりのツアーでは初めての試みであり、準備の段階で検討を重ねた箇所でもあっ
た。しかし、当日は粘土と新聞紙から各自が使いたい素材を選んだ後、先ほどの感触をたよりにそれぞれがヤセ
犬作りに取組むことが出来た（図７）。制作前に、まず展示室で視覚以外の感覚も使って作品をみることを体験し、
そのうえで全員が触覚による《ヤセ犬》鑑賞を行なったことで、スムーズに活動が推移したように思われる。最
後は、それぞれの作品を並べて発表しあい、ツアー終了となった。

⑵　プログラムを振り返って
　５回目の「おしゃべりとてざわりのツアー」は、前半にモナ・ハトゥムの作品により、音を感じる、時間の経
過を意識するなど、視覚や触覚以外の感覚も広げる鑑賞を試み、後半で《ヤセ犬》に触れる鑑賞と、さらに制作
も盛り込んだことで、かなりボリュームのあるプログラムとなった。また、参加者の構成については、家族、知
人同士、個人での参加があり、年齢層も中学生から高齢者まで様々であった。そのため、講師とスタッフの振り
返りでは、展示室での鑑賞が始まった当初は、グループによっては緊張した様子で言葉を発していた人、見えな
い人の中にはとまどいやこだわりを示す人もあったとの報告も寄せられた。しかしながら、ツアー後に参加者に
とったアンケートを確認すると好意的な感想が多く寄せられた。（以下、一部聞き書きのかたちにて記録したも
のを含め参加者アンケートより抜粋）

「しゃべりやすい環境でとても楽しかった」（視覚障がい者）、
「粘土でヤセ犬を作りながら、難しさを感じつつ、けっこう面白いんだなあ、もっと上手になりたいなあと思っ
た以上に感じました」（視覚障がい者）、

「作品をどう伝えたら、伝わって共感できるだろうと少し緊張して臨みました。同じ班の人の素直な感想に、私
自身自由に伝えることができ、とても満足しています。また作品作りがとても楽しかったです。自分の手で触れ
た情報で作るって、おもしろかったです」（晴眼者）

　総じて、プログラムが進むにつれて参加者はリラックスして鑑賞や制作に取り組み、それぞれに他者と過ごす
「おしゃべりとてざわり」の時間を楽しんでいたのではないかと思われる。このような「交流」に対する好意的
な反応は、他の「バリアフリーギャラリーツアー」に参加した人たちのアンケートからも見出せる。（以下、過
去のアンケートより抜粋）。

「あっという間に時間が過ぎる程、楽しい時間を過ごさせていただきました。人によって観点や感覚が違い、目
からウロコの様な事もありました。濱田さんが『音を感じる』とおっしゃっていた事も、興味深かったです。」（属
性未回答、「おしゃべりとてざわりのツアー」、2021年）
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「思った以上に、周りの人達（見知らぬ人達）が気を遣ってくれた。」（「車いすを利用しない方の　車いすで美術
館ツアー」、2021年）

「今回初めての参加でした。説明を聞いたり、他の人の感じたことを聞いて、自分が見ていた作品の違った部分
や伝わってくるイメージがすごく楽しめました。」（聴覚障がい者、「目で聴くツアー」、2022年）

「バリアフリーが整っているので、ゆっくり安心して観ることができました。（中略）ふだん１人で来ることが多
いですが、数人でいろんな話をしながら見ることで発見がありました。」（車いす利用者、「ゆったり車いす鑑賞
ツアー」、2023年）

「１人より、ツアーは楽しいです。」（聴覚障がい者、「目で聴くツアー」、2023年）

　以上のように、他のツアーに関しても過去のアンケートに感想として多く寄せられるのは、参加してみると他
者と交流しながら美術館で時間を過ごし、作品鑑賞することが新鮮で、率直に面白かったという言葉である。ツ
アーでは、参加者同士が時間を共有する中で、自然と自分と異なる他者の状況を想像し、気を配る場面が表れる。
互いを尊重しながら思いを伝え合おうとする時間は、自らの価値判断の枠を押し広げ、無意識にこれが「普通だ」
と捉えている視点を見直すきっかけになることもあり、それが人と作品を鑑賞する楽しさにもつながっていると
いえるのではないだろうか。もちろん、好意的な感想以外に、今後もっと頻繁にこうした機会を設けてほしいと
いう声や、レプリカでも良いので触れる作品を増やしてほしい、利用のしやすさや展示の見やすさを考慮してほ
しいという、障がいのある人がそれぞれの経験から発した要望や、障がいのある当事者以外の参加者からの改善
提案も寄せられた。美術館職員にとっては、こうした意見や感想は、今後のプログラムをブラッシュアップして
いく貴重なヒントとなる。その意味で、「バリアフリーギャラリーツアー」というプログラムでは、主催者が何
かを一方的に与え、教える側に立つのではなく、参加者や関係者から学び、教わる立場にもなっているといえよ
う。今後も、プログラムに関わる者同士が情報交換し経験を得ることのできる、フラットで双方向な場を築いて
いくことを意識していきたいと考える。
　このように当館が行ってきた「バリアフリーギャラリーツアー」を振り返ると、事例としたおしゃべりとてざ
わりのツアーに顕著なように、美術館で出会う人たちの、美術を介した柔らかな交流を生み出すことが重視され
ているといえる。施設や設備面の物理的なバリアフリー化を進めるだけではなく、「バリアフリーギャラリーツ
アー」のその先に、様々な人同士が、互いに異なる背景があることを受け止め、他者への想像力をもちながら、
作品との出会いや美術館プログラムを楽しむことがより当たり前に、日常となっていくこと。それによって、こ
れまでそれぞれの理由で美術館に行きにくい、利用しにくいと感じていた人にも気軽に美術館を利用する広がり
が生まれていくこと、それが本プログラム全体の目指す方向性であるといえるのではないだろうか。
　以上、限定的な報告とはなるが、福岡市美術館における「バリアフリーギャラリーツアー」成立の経緯と概要、
事例として2024年に行ったプログラムの内容についてまとめ、筆者自身が関わる中で感じたことや考えたこと
について述べた。拙稿は自身も準備段階で試行錯誤し、どういったかたちで行うのがより良いプログラムになる
のだろうか、という迷いが多く生まれる中で実施してきた、僅かな体験の中から記述したものである。しかしな
がら、「参加者も交えて、楽しめることを考えながら、まずはやってみましょう」という〈ギャラリーコンパ〉
の講師３人からの力強い言葉や、実際の参加者から受け取った反応は、手探りでプログラムに向き合うなかでも
大きな励みとなるものであった。

４．これからの可能性について

　最後に、事例としたツアー開催後、2025年11月末に実施した「おしゃべりとてざわりのツアー」についても
簡単に触れておきたい。2024年度のツアーは鑑賞に加え、制作活動も盛り込んだことで、それまでの構成とは
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異なるプログラムとなったが、2025年度は改めて鑑賞体験の充実を図ることを考えた。検討の結果、2025年は
展示室に作品と関連する資料や素材を用意し、それらに触れながら作品を鑑賞していくかたちをとった。具体的
には、油彩画や日本画（屏風）については、普段、館外で行う教育普及プログラムで活用している美術教材も一
部使用し、各作品の特色を知るための支持体や画材の見本を用意した。また、複数の構成物からなる立体作品に
ついては、主要素であるブロンズ彫刻やその他の立体物について、配置や素材を説明するための触図（触知地図）
を館内で新たに作成した。
　触図や触れる教材については、他のミュージアムにも先行事例があり、筆者も視察する機会があったが、いく
つかの事例に接して感じたのは、触図や触れる教材などは、精巧な物、情報が整理された完成度の高い物を作る
だけでは、うまく機能しないのではないかということだった。つまり、どういった場面でそれらが必要なのか、
活用して何を伝えたいのかという、使う状況と目的についても考慮することが重要であり、物として整ったかた
ちや触れられる物があるということだけでは、触れる人の「鑑賞の楽しみ」につながりにくい面があるのではな
いかということである。
　それを踏まえ、2025年度のツアーでは作品に近い場所で触れる資料や素材を全員で共有し、その場で用いな
がら鑑賞することで、参加者同士の話の中で自然と情報の補いが起こることを期待した。当日、資料を示す際に
は教育普及担当職員からの説明も必要であったが、参加者からは、触れた感触や得た情報を作品と結びつけ、参
加者同士の会話に反映している様子が見受けられた。実施後には触図や資料の導入について、見えない人、見え
にくい人だけではなく見える人にとっても、絵肌や画材などに直接触るのは新鮮であり、楽しみながら作品への
理解が進んだとの感想を得ることができた。また、こうした触れられる資料はツアー時だけではなく、コレクショ
ン展に常時あると良いのではないかとの反応が参加者からあったのも、重要なフィードバックだったといえる。
　過去の参加人数を見ても分かる通り、「バリアフリーギャラリーツアー」は１回ごとの人数規模が大きなプロ
グラムではなく、プログラムによっては定員に満たない回もある。これはツアーの開催情報が効果的に当事者に
届かず、需要を喚起できていない面ももちろんあると思われるが、年に１回行う、その日限定のプログラムとし
ている現状のやり方が、障がいのある人が望む美術館利用のかたちとは距離が離れているためであるのかもしれ
ない。例えば2025年度に試みた触れる資料や触図などを充実させ、ウェブサイト上での周知や、関わる職員と
美術館ボランティアなどの人的研修を経たうえで、コレクション展示の通年の作品鑑賞ツアーとして、希望に応
じて開催できるようにしていくといったことも、美術館のアクセシビリティ向上のために有用であろう。既存の
活動の応用でカバーできるものについては柔軟に対応を試みつつ、取り組みの可能性を検討していきたい。今後
も、これが最適解である、というプログラムの定型を固めるのではなく、当事者の声を聞きながら本事業を継続
していきたいと考えている。

（たかだるみ　福岡市美術館 教育普及係長）

＜註＞
（１）福岡市美術館ウェブサイト内、教育普及の「活動方針」として掲載（www.fukuoka-art-museum.jp/
education/　 2025年３月７日時点）

（２）福岡市美術館ブログ「やってみました！バリアフリーギャラリーツアー」（2020年９月30日公開。www.
fukuoka-art-museum.jp/blog/12536/ 　2025年３月７日時点）

「福岡市美術館の『バリアフリーギャラリーツアー』を取材した（上・下）」西日本新聞（2020年11月17日、同
18日付、各朝刊）。

（３）1984年に開館した彫刻に触れ鑑賞できる私設美術館、「ギャラリー TOM」（東京）の活動や、公立館とし
ての最初期の試みであった兵庫県立近代美術館（現・兵庫県立美術館）の展覧会（「美術の中のかたち―手で見
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る造形」展、1989年より継続的に開催）など。
（４）展覧会「流動する美術－VII 視覚を越えて・巡りて　日高理恵子/光島貴之の絵画」（会期：2001年1月25
日～ 3月25日、主催：福岡市美術館）。展示は日高恵理子と、視覚障がい当事者である光島貴之、２名の作品展
であった。

（５）鑑賞プログラム「第19回国民文化祭・ふくおか2004　つなぐ！ひとまちアートフェスティバル～障害の
ある人たちの表現活動から」（2004年8月8日及び21日、視覚障がい者のためのギャラリートークを福岡市美術
館近現代美術室にて行う。春日市などが主催し当館協力事業として実施）／「エイブル・アートジャパンによる『言
葉による美術館賞ワークショップ』」（2005年2月6日、福岡市美術館常設展示室にて行った視覚障がい者と晴眼
者が参加した鑑賞会。〈NPOエイブル・アート・ジャパン〉主催事業に協力する形で実施）。『平成16年度　福岡
市美術館　活動の記録』p.22参照。なお、〈エイブル・アート・ジャパン〉主催の鑑賞ワークショップは2005年
2月6日の福岡市美術館の他、福岡アジア美術館でも同年9月4日に開催された（松尾さち氏提供資料による）。

（６）「対話型鑑賞」という語は、狭義にはニューヨーク近代美術館で1980年代半ばに開発、展開された美
術鑑賞教育メソッドであるVTC（Visual Thinking Curriculum）と、その発展形であるVTS（Visual Thinking 
Strategies）が1990年代に日本に紹介される際に、訳語として造られ、使われるようになった用語である。しか
し日本では、厳密にVTCやVTSに基づくものではない、参加者の対話やコミュニケーションをベースにした鑑賞
についても、広い意味で対話型鑑賞と呼ぶことが発生し、定着しつつある。この状況を把握したうえで、本論で
は広義の意味で使用する。現在、福岡市美術館では、開館日の午前と午後に行う定時のツアーと、希望に応じて
学校や一般団体等を対象に行うツアーの、ふたつのギャラリーツアーを美術館ガイドボランティアが担う形で実
施している。これらのギャラリーツアーでは、ガイドボランティアがファシリテーター（鑑賞を巡る対話の整理・
進行役）となり、参加者へ発話を促し、対話を通じ鑑賞を深めていく対話型鑑賞をベースにしたツアーを行って
いる。また、〈ギャラリーコンパ〉では、対話型鑑賞という語の成立ちと使われ方を考慮し、自分たちの活動紹
介については「対話を通した鑑賞」、「対話による鑑賞」という説明や表現の仕方を採用している。

（７）「第6回　21世紀の作家―福岡　 違和感を飛び超える術！藤浩志展」（会期：2005年1月5日〜 4月3日、主催：
福岡市美術館）

（８）福岡市美術館『季刊誌　エスプラナード218号』、2025年1月1日発行、pp. ４- ５参照。作品、《＋と－》は、
1994年に福岡市内の天神地区を中心に開催されたアート・プロジェクト、「ミュージアム・シティ・天神　’94［超
郊外］」で初めて広く公開された後、世界各地でバリエーションが発表されてきたものであり、30年を経て福岡
市美術館に恒久設置のかたちで新たに制作された。

（９）藤浩志　『「野豚を追うヤセ犬」より1987年パプアニューギニアにて』、作家のウェブサイトより引用。（www.
fujistudio.co/yaseinu 2025年3月20日時点）

＜参考文献＞
Ａ　相良啓子、広瀬浩二郎『「よく見る人」と「よく聴く人」　共生のためのコミュニケーション手法 (岩波ジュ
ニア新書 975)』（岩波書店、2023年）
Ｂ　古賀弥生「【研究ノート】文化政策の潮流と社会包摂型文化芸術事業の実践」（『地域共創学会誌vol.8』、九
州産業大学、2022年）pp.51-69 
Ｃ　（著）鈴木智香子、伊東俊祐／（編）米津いつか『ミュージアムの事例(ケース)から知る！学ぶ！合理的配
慮のハンドブック』（PDF版）、（独立行政法人国立美術館 国立アートリサーチセンター、2024年）
Ｄ　『劇場・音楽堂等　アクセシビリティ・ガイドブック』　（PDF版）、（全国公立文化施設協会、2020年）
Ｅ　（編）中西美穂、一般社団法人HAPS『公立美術館における障害者等による文化芸術活動を促進させるための
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コア人材形成を軸とした基盤づくり事業：リサーチ（報告書）』（一般社団法人HAPS、2024年）
Ｆ　（編）文化庁×九州大学　共同研究チーム『はじめての“社会包摂×文化芸術”ハンドブック』（PDF版）、（九
州大学大学院芸術工学研究院附属ソーシャルアートラボ、2019年）
Ｇ　遊免寛子「兵庫県立美術館の教育普及史―兵庫県立近代美術館時代―」（『兵庫県立美術館研究紀要vol.11』、
兵庫県立美術館、2017年）pp.50-60
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　本稿では、福岡市美術館（以下、当館）の「教育普及活動」が、開館から約46年の中でどのように変化して
きたかを、活動の「対象」に視点をおいて、明らかにしていく（註１）。
　本来、美術館の「教育普及活動」は、活動の主体となる利用者の存在があって、初めて成立するものである。現在、
当館ではさまざまな活動を実施するために、利用者となる「対象」を柔軟に捉えながら枠組みを設定し、活動内
容を考えている。この方法は、すべての人を対象とする美術館の「教育普及活動」の理念とも密接に関わるもの
だが、46年間を振り返ってみると、この理念が当館の中で認識され、共有されたのは、開館からしばらくして
からであったことが分かってきた。ここでは、利用者の変遷、狭義には当館の「教育普及活動」が「対象」とし
て据えてきた人々の変遷を軸にしながら、当館における「教育普及活動」の歴史を振り返っていきたい。
　具体的には、1979年から現在までの約46年間を、教育普及活動の「対象」の変化から４つに分類し、考察し
ていく。４つの分類は以下の通りである。年数のまとまりが一定ではないが、教育普及活動の中で「対象」の位
置付けが変わり、活動の理念が変化した年を起点に筆者が設定したものである。よって、当館が正式に規定した
ものではないことも付記しておく（註２）。

　　【第１期】1979年～ 1989年　
　　【第２期】1990年～ 1994年　
　　【第３期】1995年～ 2012年
　　【第４期】2013年～現在

　ここからは、順を追って、この４つの期間の当館の「教育普及活動」について具体例を提示しながら考察して
いくが、本稿ではまず【第１期】【第２期】について論じていく。

【第１期】1979年～ 1989年
　1979年11月3日に当館は福岡市中央区にある大濠公園の中に開館した。初代館長の劒木亨弘は参議院議員か
ら文部大臣を務めた人物であり、開館記念式典の写真には、来賓を含めた多くの人が館内を埋め尽くすように、
開館を祝う様子が残されている（図１）。開館当時、学芸課には３つの担当が設けられた。古美術担当、近現代
美術担当、普及広報担当である。古美術、近現代美術は、所蔵品に即した専門性をもった学芸員が配置され、現
在も同様の名称で学芸員が配置されている。一方、普及広報担当は、その名のとおり、美術を一般へ普及し、広
報することを担当したが、同学芸員らは展覧会企画も担当業務としており、あくまで美術史を専門とする学芸員
が「普及広報」も担っていたというのが実情だったのだろう。
　開館に向けて制定された「福岡市美術館マスタープラン」には、設置目的を「…市民の要望を満たしながら、
今日の情報化社会の造形文化を推進する近代的な美術館を目指しています」としたうえで「普及活動」について、
以下のように記されている（註３）。

対象者を軸にたどる福岡市美術館の「教育普及活動」の
変遷：①1979-1994

﨑田明香
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図１：1979年11月2日　福岡市美術館開館記念式典の様子（一般公開は11月3日から）

　　　　�市民の美術に対する関心をさらに高め、市民がより積極的に美術文化を創造して行く母体となるため、
今日の情報化時代にふさわしい活発な普及活動を展開する。

　　　　・美術センターとしての内外の美術情報資料の提供
　　　　・教養・実技に関する各種の美術講座
　　　　・各種の美術図書の刊行
　　　　・学校教育と結びついた児童生徒のための普及活動
　　　　・美術館友の会活動の推進　　　
　　　　　　　　　
　マスタープランにも複数の項目が示され「普及活動」にも力を入れていたことが分かる。当時は大きな柱とし
て、ボランティア活動、映画会、そして「教養講座」「実技講座」と呼ばれる市民向けの講座が開講されていた
ことが福岡市美術館の年報に記されている（註４）。
　ボランティア活動については、開館前の1976年から募集を開始しており、1974年に先んじて開館した北九州
市立美術館でのボランティア導入を参考にしたと伝わるが、当時のボランティア募集に関する資料は残念ながら
残っていない。筆者が確認した最も古い資料は1986年の第３期ボランティア募集要項であるが、1970年代後半
から80年代の「教育普及活動」の「対象」の設定が、この応募資格にもよく表れている。それには「福岡市及
び福岡市近郊在住の女性

4 4

（年齢不問）で毎週１日ないし2日定期的に参加できる人（傍点筆者）」とある。北九
州市立美術館も初期のボランティアは女性限定であった。同館の活動を参考にボランティア活動を構築したこと
を鑑みれば、資料さえないが、当館でも第１期（1976年）、第２期（1978年）についても募集は女性限定だっ
たと推察できる。子育てが一段落した主婦など、昼間に時間があり、経済的にも余裕がある女性がボランティア
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の主たる「対象」とされていたことが分かる。なお、ボランティア活動については、本論では詳しく扱わないが、
現在まで継続的に行われている「教育普及活動」の柱のひとつであることは強調しておきたい（註５）。

「教養講座」と「実技講座」の開催
　次に、市民向けの講座に注目したい。1970年代から1980年代は、地方で公立の美術館が次々と計画され、建
設ラッシュを迎えた時期であり、市民への質の高いサービスを提供する新しい時代の美術館像が示された時期で
あった。その時代に、美術館の教育普及活動の中心に据えられたのが「教養講座」「実技講座」と呼ばれる市民
向けの講座である。いずれも、一般市民の文化的教養を深める目的が中心に据えられ、講座の対象とされたのは、
美術に関心があり、一定の文化的教養を持ち合わせた「大人」であったと考えられる。
　当館でも、開館当初から「教養講座」と「実技講座」が開催されている。前者については、大学教授や学芸員
等が担当する、いわゆる美術史の講義であり、その分野の著名な大学教授等が講師を担当していたことが年報
にも記されている。第１回の「教養講座」は1980年2月16日に開催され、講師は九州大学文学部助教授（当時）
の菊竹淳一が務めた（図２）。同日、第１回「実技講座」も開催され、彫刻家の小田部泰久を講師に、石膏デッ
サン教室が行われた（図３）。当日の写真からは、多くの「大人」が熱心に講座に参加していたことがわかる。
同様の形式での講座は、この後も継続して開催されていくことになった。

図２：第1回　教養講座　九州の仏教美術について　（講師 九州大学文学部助教授 菊竹淳一）　1980年2月16日

図３：第1回　実技講座　石膏デッサン教室（講師：彫刻家 小田部泰久）1980年2月16日

　なお、この時期の当館の「教育普及活動」について一つ補足しておくと、開館の1979年から1994年までの資
料がほとんど残されていないことが分かった（註６）。「教養講座」、「実技講座」に関しては、図２、３で掲載した
第１回のみ各講座の写真が撮影されていたものの、他の記録は写真を含め残っていない。一方、同時期の展覧会
については、記録写真を含めて多くの資料が保存されていた。この点について、当時、学芸課に勤務していた学
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芸員2名に筆者が聞き取りをしたところ、1名は「この時代の学芸員は展覧会を主たる業務と捉えており、各人
が担当した展覧会記録は残すという意識があったが、普及広報活動（当時）については、重要度が低い業務と捉
えていたことは否めない」と述べた。一方で、もう1名は「普及広報活動については、開館当初から学芸員の業
務として認識されて」おり、学芸員が無関心であったことは否定し、記録の有無については当時の担当者の裁量
に因るとした（註７）。

建築のゾーニングと教育普及活動
　当時の日本の美術館における「教育普及活動」を美術館の建築的側面から論じるのは、教育普及草創期から東
京都の目黒区美術館で美術館教育に携わってきた降旗千賀子である。降旗は1970年代後半の美術館建築のハー
ド面に注目し興味深い指摘をしている。降旗によれば、1970年代から80年代に開館した多くの公立美術館にお
いて、「美術館自体のコンセプトが、来館者にゆったりとした鑑賞を促し美術館での滞留時間を広げ、喫茶やレ
ストラン、ビデオ鑑賞、くつろぎ、美術図書閲覧、実技体験など、作品展示以外のサービス機能が拡大された」
という（註８）。それによって、来館者は「美術を見せていただく」、美術館側は「見せてあげる」という上位下達
の場から、「来館者がいかに美術館を楽しむか」という、来館者側から美術館の利用を考えるという転換を生ん
だと述べている。それは、美術館における「教育普及活動」の必要性が認識され始めた時期とも重なっている。
降旗は次のように続ける。

　　　�実技が行われるスペース＝実技室は、建築サイドが描く美術館のゾーニングでは、展示と極力離した位置
に作られました。実技は汚れる、埃がたつ、うるさい、などを理由に展示機能とは最も離れたところに実

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

技を行う部屋がつくられます
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

。……こうした美術館建築の常識として設営されたゾーニングによって、教
育普及活動が決められるという現象があったことも否めません。建築によって、行う内容が決められてし
まうということです（傍点筆者）（註９）。

　降旗によれば、当時の美術館建築のゾーニングから、教育普及活動の位置付けが見えてくるということになる。
その仮説に沿って、当館について検証してみたい。当館の設計者は、ル・コルビジェに学んだ、日本のモダニズ
ム建築の巨匠として知られる前川國男である。前川は1975年開館の東京都美術館（新館）や、1976年開館の熊
本県立美術館など、国内でも数多くの美術館建築を手掛けている。
　1979年、開館当時の当館館内図を見ると、１階に「教養講座室」「版画印刷工房

4 4

（傍点筆者修正）（註10）」「実
技講座室」が置かれていることが分かる（図４）。図面から分かるように、３部屋ともにロビーや入館者の出入
口からは死角になるところ、つまり最も奥で人目につきにくいところにある。さらに言えば、「美術史などの継
続学習講座や少人数の講演会・映画会などの他、ビデオ制作室としても使用」するための「教養講座室」は、３
部屋のうち最も手前に、「洋画・日本画・版画・彫刻など、幅広く実技指導講座を開催」するための「実技講座室」
が最も奥に配置されている（註11）。
　一方、展示室は1階と２階に置かれた。２階は講座室等と図面上の反対側の位置に配置され、館内で互いに最
も遠い位置にある。１階もロビーを挟んで離れた位置にあり、来館者は１階、２階のいずれの入口からも、３つ
の講座室等を見ることなく展示室へたどり着けるような導線が施されている。
　実技講座では、画材の臭いや、埃などで汚れることは避けられず、そういった教育普及活動のための部屋を人
目につかない場所、つまり展示室から最も遠い場所に設置するという降旗の指摘は、当館にも当てはまっている。
　また、1970年から80年代に開館した公立美術館のうち、板橋区立美術館（1979年開館）や、埼玉県立近代
美術館（1982年開館）、世田谷美術館（1986年開館）なども、開館当時、展示室とは異なる階や、展示室から
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離れた場所に、実技講座を含む「教育
普及活動」のための部屋が設置されて
いる。
　この他にも多くの美術館で、同様の
またはそれに近い建築のゾーニング
が行われていたことは各館の平面図
を点検するとよく分かる。
　この流れとは異なる建築のゾーニ
ングを持つのが、先の降旗が所属し
ていた東京都の目黒区美術館（1987
年開館）である。ワークショップの
部屋が入口からすぐのところに設置
され、外からも見えて、また内部も
ガラス張りで展示を見に来た人から
も中の様子が見えるようになってい
る。このように建築的な視点から「教
育普及活動」を見ると、1990年代以降、
特に2000年以降に新設された美術館
は、建築的なゾーニングもそれ以前と
は大きく異なることが分かる。それ
が示唆するのは1990年以降の「教育
普及活動」の発展とも言えるだろう。
この点については、【第４期】2013年
～現在で詳しく述べることにしたい。
　このように、【第１期】とした1979
年から89年の約10年間については、
当館では主に「教養講座」や「実技講
座」と呼ばれた市民講座が、美術館
の「普及活動」の中心として実施され、
美術に関心を持つ大人を啓蒙するような意味合いが強かったことも分かった。また、全国で公立の美術館が開館
ラッシュを迎えた時期であり、美術館建築のゾーニングが、皮肉にも当時の「教育普及活動」の位置づけの低さ
を明示していたともいえるだろう。

図４　福岡市美術館　館内平面図（1979年当時）
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【第２期】1990年～ 1994年　
　当館では、「大人」を対象とした「教養講座」や「実技講座」は、1989年まで継続して実施された。その内容
と対象に変化が訪れたのは1990年であった。

こどもを対象とした活動の開始
　1990年から「夏休みこども美術館」という、「こども」を対象にした所蔵品によるコレクション展が開始され
る。「こども」を対象にした展覧会の企画意図については、当時の資料がほとんど残されていないが、当館で初
の教育普及の専門学芸員となった鬼本佳代子によると「青少年（子ども）に対するプログラムがない→専門家が
欲しい」いう当時の学芸員のメモが残っていたという（註12）。学芸員たちがこどもを対象にした活動への意義を
認識する一方で、具体的な方法が定まらず、戸惑っていたことが想像できる。なお、先に紹介した開館時のマス
タープランに「学校教育と結びついた児童生徒のための普及活動」という項目もあるように、学校団体等でこど
もが展覧会を観覧する機会はあったかもしれない。しかし、当時はまだ「こども」を積極的に美術館の利用者と
して捉えるほどには、「教育普及活動」の理念が広がっていなかったと考えられる。
　そのような状況の中、当時の学芸員たちが、自分たちが最も経験のある展覧会という方法を選び、所蔵品展「夏
休みこども美術館」を企画したことは理解できるだろう。さらに「夏休みこども美術館」は学芸員全員が持ち回
りで担当するという強制力を持った企画だったという。今回、「夏休みこども美術館」開催が決定された背景や
プロセスについては詳細を明らかにできなかったが、大きな転換点であったことは確かであり、更なる調査が必
要だと考えている。
　「夏休みこども美術館」について注目すべき点は、この展覧会によって当館の「教育普及活動」に「こども」
という新しい対象が加わったことである。全国的にも1989年には横浜美術館で「子どものアトリエ」プログラ
ムが開始されるなど、この時期を境に「こども」が美術館の利用者として意識され始め、同時に教育普及活動の「対
象」とされる動きがあったようだ。それを示すように、1985年におかざき世界子ども美術博物館、1993年には
浜田市世界こども美術館、と館名に「こども」と付いた美術館も開館している。当館で「夏休みこども美術館」
が開始され、教育普及活動の対象として「こども」を謳うようになったことについても、おそらくこのような美
術館を取り巻く状況が影響していたのではないかと考えられる。
　「こども」を対象にした活動は「夏休みこども美術館」だけにとどまらず、当館では同展に合わせて「こども
造形教室」が新しく開講された。当館の季刊誌「エスプラナード69号」（1992年7月15日発行）に掲載された募
集案内には「子どもと保護者がいっしょにあるいは別々に絵や立体造形で本物そっくりの作品を作ります」とあ
る。応募資格は市内在住の小学生1名と保護者（成人）1名で、定員は小学生20名（１・2年生７名、３・４年
生7名、５・６年生6名）、保護者20名の合計40名20組とされた。講座は夏休み期間中の午後1時から4時に合計
4回実施され、実費として4,000円が徴収されている。常設展を鑑賞するコースや、保護者のための鑑賞コース
も設けられており、美術館の教育普及活動をこどもとその保護者へ広げようとする意図が読み取れる。
　一方で「夏休み、親子で楽しみ、かつまた美術の勉強もする」という内容説明もあり、「美術の勉強」が示すのは、
当時の「教育普及活動」が学校の教育活動を手本にしていた可能性である。

対象とする「大人」の拡大
　当館の「教育普及活動」の変化は「こども」への対象の拡大だけではなかった。「大人」の意味する範囲も広がっ
ていく。その前提として挙げられるのは、1990年代に文部省が目指した「生涯学習社会の実現」である。この
当時は、社会教育施設や、市民講座、図書館・博物館活動を推進し、美術館を含む文化施設の役割が見直されて
いった時期であった。
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　当館では、1991年に、大人を対象としていた「教養講座」と「実技講座」の名称が、それぞれ「福岡市美術
館セミナー」「福岡市美術館アトリエ」と変更されている。当時の資料には、対象とする「大人」について、以
下のように明記されている（註13）。

　　　　福岡市美術館セミナー ʼ91 （傍点筆者）
　　　　１．�“初心者の方々のためのわかりやすい美術史入門

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

”を最大の目的として、「福岡市美術館セミナー」
を開設する。

　　　　２．�このセミナーは、年間を通して１つのテーマで、10回開催する継続講座である点が特色。内容に
は（ママ）巨匠シリーズで、あわせてその周辺も紹介しながら、わかりやすく美術史を理解

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

していた
だき、美術館への親しみを増してもらう

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

のがねらい。
　　　　３．�今回は、日本の古美術の素晴らしさを知ってもらいたいため

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

に、雪舟や利休、光琳、柿右衛門、歌
麿等の巨匠を中心とした「日本美術への招待」というテーマとした。

　　　　４．�1992年度は、“印象派の巨匠”とか“20世紀の巨匠”といったテーマで、所蔵品とからめながら、よ
4

りわかりやすい親しみのもてる
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

、多くの市民の方に参加してもらえるセミナーにしていきたい。

　「初心者のため」「わかりやすい」「親しみのもてる」等の言葉が繰り返し使われている。ここから読み取れるのは、
開館から実施していた講座を、より多くの市民が享受できるものにするために、美術館のもつ敷居の高さを下げ
ていこうという態度であろう。
　他方で、「古美術の素晴らしさを知ってもらいたいため」という表現や、何度も登場する「巨匠」という語が
象徴するように、専門的で高尚な美術史の世界を市民に教えてあげようという、上から物を見るような表現が散
見される点は見逃せない。美術史的な知識を深めることは現在でも教育普及活動のひとつではあるが、当時はそ
れが主たる目的とされていたことがよく分かる。
　時期を同じくして名称を変更した「福岡市美術館アトリエ」については以下のように説明がなされている。

　　　　福岡市美術館アトリエʼ91 （傍点筆者）
　　　　１．�市民の方々の中でも近年、美術の鑑賞だけでなく、創作活動にも励む方が増えています。本館も、

それらの方々のために、開館以来、「実技講座」を実施（年間４～５講座）して好評を博しております。
「福岡市美術館セミナー」の新設にともない、「福岡市美術館アトリエ」と改称し、より一層の充実
を図ろうとするものです。

　　　　２．�特に、市民の文化サークルや、カルチャーセンターなどには開講されていない
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

各種の版画教室を中
心にし、さらに昨年に引き続いて夏休みこども美術館の一環としての「こども造形教室」にも力を
入れていきます。

　多くの市民が享受できるよう、講座の対象者を広げていこうという点は「福岡市美術館セミナー」の名称変更
と基本的な考え方は同じであろう。ここで注目するのは「カルチャーセンター」という言葉である。1980年代
後半から1990年代前半にかけて、日本の経済的成長を背景に「カルチャーセンター」が隆盛し、美術館に対す
る知的興味や関心が高まっていたことを、愛知教育大学名誉教授のふじえみつるは次のように指摘している。
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　　　　�カルチャー・センターなど民間の教養講座で美術を学習する人たちも増え、美術館での鑑賞に対する意
欲や関心も高まってきた。また、海外旅行をする日本人が増え、欧米諸国の開放的でサービスの行きと
どいた「ミュージアム」を体験した人たちから、それに比べて閉鎖的な日本の美術館に対する不満も出
てきた（註14）。

　季刊誌「エスプラナード62号（1991年5月15日発行）」で、「福岡市美術館アトリエ」では「一般には学習す
るのが難しい版画やヌードによる人物画を中心に計画します」と紹介されている。ふじえの指摘に沿えば、当時、
市民の間でカルチャーセンターに代表されるような教養講座、実技講座のブームがあり、当館を含めた国内の美
術館も、そのような社会の状況に影響を受けた可能性は否定できないだろう。さらに、当館では、「一般には学
習するのが難しい版画やヌード」等の実技を学ぶ機会として、同アトリエが特徴づけられており、カルチャーセ
ンターとの違いを明確にしながら、実技講座の提供を志していたと考えることもできる。ただしこの点について
は、当時の学芸員の証言が異なっており、断定するにはいささか気が早いようにも感じる。いずれにしても、「福
岡市美術館セミナー」も「福岡市美術館アトリエ」も大変人気があり、定員を大幅に超える応募があったことは
分かっている。
　
講座名称の変更と内容の現状維持
　しかしながら、名称が変わり、対象とする「大人」の範囲が広がった一方で、講座の内容そのものが変化した
のかについては疑問が残る。つまり、「教養講座」「実技講座」から「福岡市美術館セミナー」「福岡市美術館ア
トリエ」と名称は変わったが、その内容は従来通りで変わっていないのである。
　例として、1990年の「教養講座」と1993年の「福岡市美術館セミナー」の応募条件を比較してみよう。「教養講座」
は応募資格が市内在住（又は在勤）の18歳以上、合計4回で定員50名、費用は無料だが、「福岡市美術館セミナー」
は応募資格が「福岡市及び福岡市近郊に在住の方で継続して10回受講できる方」になり、定員は250名に拡大、
テキスト代として費用3,000円になった。また、1990年の「実技講座」と1991年の「福岡市美術館アトリエ」だが、
対象はいずれも「市内在住（又は在勤）の18歳以上の方、ただし学生を除く」と同じで、実費は2,500円から3,000
円～ 6，000円に値上がりしている。また、どちらも各分野の一流の講師から、美術史や実技を学ぶという内容は
そのまま継承されている（註15）。
　「教養講座」については「福岡市美術館セミナー」になったことで、定員が50名から250名へと拡大し、4回
から10回へと回数が増え、「継続して10回受講できること」という条件が加わった。定員の増加だけを見れば、
対象者の拡大と捉えることもできそうだが、他方で10回の継続受講という条件は対象者を狭める可能性もあっ
ただろう。いずれにしても応募資格を美術館が厳しく規定していることから、美術館の「教育普及活動」の主体が、
利用者ではなく美術館側にあることも暗に示されている。更に言えば10回の継続受講を条件に、一流の講師の
講義をうけるという点で、特に同セミナーの受講者は、未だ教養ある大人に留まっていたように思えてならない。
この変更を見る限りでは、対象とする「大人」を、真に多くの市民へと拡大したとは言い難いのではないだろうか。
しかしながら、当時の社会状況や、「教育普及活動」の理念に対する理解がまだ充分でなかったことを踏まえれば、
当館の「教育普及活動」が次の局面へと展開していく過渡期だったと位置付けられるだろう。
　このように、【第２期】とした当館の1990年から1994年の「教育普及活動」を特徴づけるのは、対象の広が
りである。大人については、教養豊かで学問的な経験が高い者だけではなく、美術の初心者を含む層へと対象を
拡大しようとし、新たに「こども」が活動の対象として加わった。また、その背景にあった、1980年代の日本
社会の経済的発展やカルチャーセンターに代表される社会教育、生涯教育のブームについても、切り離して論ず
ることは出来ないだろう。
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　本稿では、当館の「教育普及活動」の歴史を対象者の変遷をたどりながら、1979年から1994年までを二つの
時期に分けて考察してきた。社会教育施設である美術館が、その社会的使命を果たすために、移り変わる時代の
背景を色濃く反映しながら、「教育普及活動」を発展させていった経緯が明らかになった。しかしながら、当時は「教
育普及活動」の理念が曖昧であり、美術館から市民への上意下達の構造が残る時代であったことも浮かび上がっ
てきた。　　
　今回、紙幅の関係で論じる事ができなかった1995年以降の当館の「教育普及活動」については、別の機会に
継続して論じることにしたい。
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たもの。
８．�降旗千賀子「美術館の教育普及活動のこれまで−ハード面からの視点で−」、『全国美術館会議　第19回学

芸員研修会報告書「教育普及再考−美術館の利用者とミッションをつなぐために−」』、全国美術館会議、
2005年、p.23。

９．降旗千賀子、前掲書、pp.23-24。
10．当時の館内図に「版画印刷工場」とあるが、正しくは「版画印刷工房」の誤り。
11．諸室の説明については、前掲書「福岡市美術館年報 No.1 昭和54年度―57年度」、p.11を参照。
12．�鬼本佳代子「福岡市美術館〈夏休みこども美術館〉の歴史的変遷とその効果について」、『福岡市美術館研究

紀要第１号』、福岡市美術館、2013年、pp.34-45。
13．�参照した資料は、ワープロで活字化されたもので、当館の資料室に保管されていた。当時の学芸員に確認し

たところ、おそらく決裁文書に添付された資料と考えられる。
14．�ふじえみつる「美術教育を軸とした学校と美術館の連携について」、『愛知教育大学研究報告46（教育科学

編）』、愛知教育大学、1997年、p.155。著者名は同論文における表記に従った。
15．�応募資格の内容は福岡市美術館の季刊誌「エスプラナード56号（1990年５月15日発行」p.7、「同65号（1991

年11月15日発行）」、p.7、「同74号（1993年５月15日発行）」p.7を参照した。
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仏
教
の
講
演
や
講
義
を
行
い
、
数
多
く
の
禅
に
関
す
る
著
作
を
英
語
で
発
表
し
た
。
代
表
的
著
作
にZen and 

Japanese Culture

（『
禅
と
日
本
文
化
』）
が
あ
る
。
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）、
文
化
勲
章
受
章
。

㉔　

こ
の
「
去
年
塩
原
家
茶
」
に
つ
い
て
は
本
稿
49
頁
（
本
書
影
印
本
下
巻
・
一
七
～
二
〇
頁
）「
禾
日
庵
歳
暮
の

茶　

十
二
月
十
四
日 

正
午
」
に
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。

㉕　

鈴
木
宗
保
（
一
八
八
二
―
一
九
八
〇
）
の
こ
と
か
。
号
は
日
日
庵
。
茶
人
（
裏
千
家
）。

㉖　

乾い
ぬ
い
と
よ
ひ
こ

豊
彦
（
一
九
〇
七
―
一
九
九
三
）
の
こ
と
か
。
実
業
家
。
旧
姓
は
高
橋
。
五
代
・
乾
新
兵
衛
。
乾
汽
船
株
式

会
社
社
長
、
広
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
理
事
長
、
関
西
ゴ
ル
フ
連
盟
理
事
長
、
日
本
ゴ
ル
フ
協
会
（
Ｊ
Ｇ
Ａ
）
名
誉

会
長
な
ど
。

㉗　

現
在
、
福
岡
市
美
術
館
所
蔵
の
伝
・
尾
形
光
琳
《
金
銀
泥
梅
花
図
》（
所
蔵
品
番
号
６
―
Ｂ
―
３
５
）。
金
泥
と

銀
泥
で
梅
の
絵
を
描
い
た
作
品
で
、「
伊
亮
」
印
（
朱
文
円
印
）
が
捺
さ
れ
光
琳
の
筆
と
伝
え
る
。
そ
し
て
光

悦
風
の
書
体
で
「
誰
言
春
色
従
東
到
／
露
暖
南
枝
花
始
開
」
と
い
う
和
製
漢
詩
（『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
）
が

書
か
れ
て
い
る
。

㉘　

酒
井
億お
く
ひ
ろ尋（

一
八
九
四
―
一
九
八
三
）。
荏
原
製
作
所
専
務
。
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
よ
り
同
社
長
を

務
め
た
。
畠
山
一
清
の
長
女
・
睦
の
夫
。

㉙　

肥
後
和
男（
一
八
九
九
―
一
九
八
一
）。日
本
史
学
者（
古
代
史
）。昭
和
八
年（
一
九
三
三
）、東
京
文
理
科
大
学（
後

の
東
京
教
育
大
学
）助
教
授
、同
十
八
年（
一
九
四
三
）、同
学
教
授
。
同
二
十
一
年
、公
職
追
放
。
同
二
十
七
年
、

東
京
教
育
大
学
（
現
在
の
筑
波
大
学
）
教
授
な
ど
。
著
書
に
『
日
本
神
話
研
究
』（
河
出
書
房
、
昭
和
十
三
年
）

な
ど
。

㉚　

芳
賀
幸
四
郎
（
一
九
〇
八
―
一
九
九
六
）。
日
本
史
学
者
（
中
世
文
化
史
）。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
東

京
文
理
科
大
学
（
後
の
東
京
教
育
大
学
）
助
教
授
、
同
三
十
九
年
、
同
学
教
授
。
同
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）

大
東
文
化
大
学
教
授
。
著
書
に
『
東
山
文
化
の
研
究
』（
河
出
書
房
、
昭
和
二
十
年
）
な
ど
。

㉛　

谷
口
吉
郎
（
一
九
〇
四
―
一
九
七
九
）。
建
築
家
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）、
東
京
工
業
大
学
（
現
在
の
東
京

科
学
大
学
）
助
教
授
。
同
十
八
年
同
学
教
授
。
出
光
美
術
館
、
東
京
国
立
博
物
館
東
洋
館
、
東
京
国
立
近
代
美

術
館
な
ど
多
く
の
建
築
の
設
計
を
手
掛
け
た
。

〈
主
要
参
考
文
献
〉

『
人
事
興
信
録　

第
二
十
五
版
』（
人
事
興
信
所
、
昭
和
四
十
四
年
）

『
昭
和
人
名
辞
典
Ⅲ
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
平
成
六
年
）

『
日
本
人
名
大
辞
典
』（
講
談
社
、
平
成
十
三
年
）

『
角
川
茶
道
大
事
典
』（
角
川
書
店
、
平
成
十
四
年
）

『
新
訂
増
補　

人
物
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
典　

昭
和
（
戦
後
）・
平
成
編
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
平
成
十
五
年
）

谷
晃
『
近
代
数
寄
者
の
茶
会
記
』（
淡
交
社
、
平
成
三
十
一
年
）
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⒂　

こ
の
「
子
息
」
は
菅
原
通
濟
の
長
男
・
壽ひ
さ
お雄

（
一
九
二
三
～
二
〇
〇
八
）
あ
る
い
は
次
男
・
春
雄
（
一
九
三
〇

～
二
〇
一
九
）
と
考
え
ら
れ
る
。
壽
雄
は
父
の
没
後
、
常
盤
山
文
庫
の
二
代
目
理
事
長
、
春
雄
は
三
代
目
理
事

長
を
務
め
た
。

⒃　

こ
の
「
根
津
美
術
館
満
田
君
」
と
は
、
陶
磁
器
研
究
者
・
満
岡
忠
成
（
一
九
〇
七
―
一
九
九
四
）
の
こ
と
か
。

根
津
美
術
館
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
よ
り
同
館
で
の
勤
務
歴
が
あ
る
と
の
情

報
が
得
ら
れ
て
い
る
。

⒄　

井
上
恒
一
（
一
九
〇
六
―
一
九
六
五
）。
中
国
文
具
・
書
画
、
料
理
店
「
晩
翠
軒
」
店
主
。

⒅　

こ
の
「
鼠
志
野 

山
の
尾
」
は
、
本
書
影
印
本
上
巻
・
一
七
一
～
一
七
三
頁
「
熱
海
夜
雨
荘 

於
松
永
別
野
小
田

原
ニ
続
く　

昭
和
十
二
年
一
月
四
日
」
に
記
載
の
「
志
野 

銘
鈍
翁
、
山
の
庵
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

中
で
本
碗
（
現
在
、
個
人
蔵
）
は
、
政
斎
が
「
粉
引
茶
碗
」（
現
在
、
福
岡
市
美
術
館
蔵
《
粉
吹
茶
碗 

銘
「
十

石
」》（
所
蔵
品
番
号
６
―
Ｈ
ａ
―
56
）
と
引
き
換
え
に
耳
庵
か
ら
譲
ら
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⒆　

松
永
亀
三
郎
（
一
九
一
五
―
一
九
九
七
）。
実
業
家
。
中
部
電
力
社
長
、
同
会
長
、
中
部
経
済
連
合
会
会
長
、

中
部
航
空
調
査
会
理
事
長
等
を
務
め
た
。
松
永
安
左
エ
門
の
甥
。

⒇　

吉
田
吉
之
助
（
生
没
年
不
詳
）。
東
京
の
美
術
商
「
水
戸
吉
（
水
戸
幸
）」。

㉑　

宮み
や
が
わ
た
け
ま

川
竹
馬
（
一
八
八
七
―
一
九
六
四
）。
実
業
家
。
東
邦
電
力
株
式
会
社
の
技
術
部
次
長
な
ど
で
実
績
を
残
し
、

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）、
専
務
取
締
役
。
同
十
四
年
、
政
府
の
電
力
国
家
管
理
政
策
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

日
本
発
送
電
株
式
会
社
の
理
事
と
な
る
。
戦
後
は
松
永
安
左
エ
門
と
と
も
に
電
力
再
編
成
案
の
作
成
に
携
わ
っ

た
。
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）、
九
電
力
会
社
が
発
足
す
る
と
、
四
国
電
力
の
社
長
に
就
任
し
た
。

㉒　

稲
村
坦
元
（
一
八
九
三
―
一
九
八
八
）。
曹
洞
宗
の
僧
侶
、
歴
史
学
者
。
埼
玉
県
の
郷
土
史
研
究
に
お
い
て
多

く
の
業
績
を
残
し
た
。
晩
年
は
永
平
寺
副
監
院
、
埼
玉
県
郷
土
文
化
会
名
誉
会
長
を
務
め
た
。

㉓　

鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
―
一
九
六
六
）、
本
名
は
貞
太
郎
。
仏
教
学
者
。
帝
国
大
学
（
現
・
東
京
大
学
）
在
学

中
に
鎌
倉
円
覚
寺
に
参
禅
し
、
居
士
号
「
大
拙
」
を
受
け
る
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
渡
米
し
、
仏

典
の
英
訳
、
英
文
出
版
を
行
う
。
帰
国
後
は
学
習
院
教
授
、
大
谷
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
、
欧
米
の
大
学
で

明
治
大
学
工
学
部
建
築
学
科
、神
奈
川
大
学
工
学
部
建
築
学
科
で
教
授
を
歴
任
。
昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）、

日
本
芸
術
院
賞
受
賞
。
同
三
十
八
年
、
紫
綬
褒
章
受
章
。

⑹　

谷
川
徹
三（
一
八
九
五
―
一
九
八
九
）。
哲
学
者
。
法
政
大
学
文
学
部
哲
学
科
教
授
、同
学
総
長
な
ど
を
務
め
た
。

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）、
文
化
功
労
者
。

⑺　

正
し
く
は
山
田
健
太
郎
（
一
八
九
七
―
一
九
八
〇
）。
号
は
瓢
庵
。
美
術
商
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）、

東
京
美
術
倶
楽
部
の
監
査
役
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）、
同
第
六
代
社
長
、
同
取
締
役
会
長
。
昭
和

五
十
二
年
（
一
九
七
七
）、
同
会
長
辞
任
、
相
談
役
。
父
、
保
次
郎
の
後
を
継
ぐ
。

⑻　

本
書
影
印
本
の
「
人
物
略
解
説
」
七
三
九
頁
に
「
重
松　

柳
瀬
文
化
会
館
専
務
理
事
」
と
あ
る
。

⑼　

本
書
影
印
本
の
「
人
物
略
解
説
」
七
四
一
頁
に
「
谷
口
隊
長　

陸
軍
大
佐
（
柳
瀬
山
荘
駐
屯
）」
と
あ
る
。

⑽　

秋
山
光て
る
お夫
（
一
八
八
八
―
一
九
七
七
） 

。
美
術
史
学
者
（
日
本
近
世
絵
画
史
）。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）、

東
京
帝
室
博
物
館
（
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
）
学
芸
課
長
。
同
二
十
年
、
日
本
美
術
協
会
専
務
理
事
。
同

三
十
年
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
授
、
そ
の
後
学
長
を
務
め
た
。
著
書
に
『
日
本
美
術
論
攷
』（
第
一
書
房
、

昭
和
十
八
年
）
な
ど
。

⑾　

田
中
仙
樵（
一
八
七
五
―
一
九
六
〇
）、本
名
は
鼎か
な
え、別

号
に
三
徳
庵
。茶
道
家
。裏
千
家
の
前
田
瑞
雪（
一
八
三
三

―
一
九
一
四
）、
十
三
代
家
元
・
圓
能
斎
鉄
中
宗
室
（
一
八
七
二
―
一
九
二
四
）
に
師
事
。
明
治
三
十
一
年

（
一
八
九
八
）、
大
日
本
茶
道
学
会
を
創
設
し
た
。

⑿　

東
京
の
料
亭
「
八
百
善
」
の
八
代
当
主
・
栗
山
善
四
郎
（
一
八
八
三
―
一
九
六
八
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

⒀　
「
松
栄
主
任
」
と
読
め
る
が
、
不
明
。

⒁　

菅
原
通つ
う
さ
い濟

（
一
八
九
四
―
一
九
八
一
）、
本
名
は
通み
ち
な
り濟

。
実
業
家
。
日
本
初
の
自
動
車
専
用
道
路
の
建
設
、
鎌

倉
山
の
別
荘
地
開
発
や
バ
ス
路
線
整
備
、
江
ノ
島
電
鉄
の
買
収
と
近
代
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
展
開
。

さ
ら
に
松
竹
大
船
撮
影
所
の
誘
致
と
周
辺
開
発
に
も
関
わ
る
な
ど
多
方
面
に
活
躍
し
た
。
古
美
術
蒐
集
も
よ
く

し
、
自
邸
の
あ
っ
た
鎌
倉
常
盤
山
の
名
を
冠
し
た
財
団
法
人
常
盤
山
文
庫
を
設
立
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
現
在
、

東
京
国
立
博
物
館
等
の
寄
託
先
で
随
時
公
開
さ
れ
て
い
る
。
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耳
庵
翁
よ
り
明
朝
々
会
を
催
し
た
い
、
幸
い
谷
口
吉
（
（3
（
郎
博
士
、
本
田〔マ
マ
〕次郎

君
も
来
合
せ
た
と
、
急
な
お
使
い

野
良
姿
を
改
め
、
久
木
庵
に
入
席
す
る
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
床
に
銘
雨
後
月

0

0

0

と
称
す
る

両
框
の
堅
ウ
ケ
が
　

中
釘
花
山
吹
を

挿
れ
あ
り

ウ
ケ
筒
ニ
近
衛
豫
楽
院
歌
銘
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
秋
の
雨
の
よ
い
の
お
雲
迹
き
へ
て　

は
ら
う
あ
ら
し
に
か
か
る
月
か
な
」

新
古
今
、
順
徳
院
御
製
が
書
れ
て
あ
る
、
良
く
も
応
用
さ
れ
し
物
か
な
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

水
指
ハ
備
前
萱
壷
、
茶
入
遠
州
好
三
輪
山
古
杉
に
て
松
花
堂
の
、
三
輪
山
の
画
ア
リ

茶
杓
宗
中　
　
　

八
十
一
才
作　

茶
碗
熊
川
銘

花
摺

、
已
上
茶
碗
小
服
椀
に
て
お
濃
茶
を
振
舞
る
。
谷
口
博
士
ハ　

　

ま
だ
四
十
過
ぎ
温
厚
な
学
者
肌
、
茶
に
趣
味
あ
る
人

　

お
茶
終
り　

床
に
澤
庵
和
尚

　
　

の
歌
「
山
寺
の
春
わ
さ
ら
な
り
入
あ
い
の

　

か
ね
の
外
な
る
花
さ
か
り
可
那 

冥
之
」　

が
掛
ら
れ
茶
談
、
文
化
談
な　

ど
拝
聴 

辞
去
し
た
。

○
耳
翁
茶
の
押
売
押
つ
け		


四
月
廿
二
、三
日		
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食
料
補
給
に
多
忙
な
俄
百
姓
も
、
春
の
蔬
菜
の
手
入
に
土
と
闘
ふ
こ
の
頃
、
藤
沢
老
の
お
使
者
で

老
妻
の
親
友
松
本
某
と
云
ふ
婦
人
が
、
信
州
疎
開
先
よ
り
来
ら
れ
た
。
一
服
ご
相
伴
を
願　

ふ
と
の
事
、
マ
サ
カ
土
ま
び
れ
で
行
け
ず
、
野
良
着
を
改
め
出
掛
け
た
。　
　

　
　
　
　

松
本
老
婦
人
、
田
中
刀
自
に
一
子
老
夫
人
予
と
藤
沢
君　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

　

床
に
利
休

の
文　
口
上　

建
仁
寺
の
藤
見
物
に
来
く
御
隙
へ
は
御
供
申
度
々
た
た
み
や
に
来
り
く
て
お
茶
た
へ
申
候　

　
　
　
　
　
　
　

恐
惶
頓
首　
　

判　

十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

花
入
信
楽　
　
　

ウ
ツ
ク
マ
リ 

花
梨花　

水
指
仁
清

口
付　

茶
入
木
地

中
次　

茶
杓
宗和　

茶
碗
青
井
戸

銘
瀬
尾　

替
黄
瀬
戸 　

    

菓
子
キ
ン
ツ
バ

　

已
上
お
道
具
ハ
有
る
が
ま
ま
、
良
く
取
合
せ
ら
れ
あ
り
、
五
月
を
前
に
藤
見
物
の
消
息
も
よ
く
、
相
伴
し　

て
、
今
日
の
如
く
バ
押
売
に
も
数
寄
な
道
な
る
が
、
目
珍
し
き
事
か
な
と
、
お
礼
を
述
へ
お
暇
し
た
。　
　
　
　
　

△
二
日
前
よ
り
妻
は
東
京
行
、
一
人
暮
し
幸
い
に
菜
園
手
入
、
薪
割
又
は
草
庵
附
近
の
清
掃
と
、
目
の
廻　

る
多
忙
、
食
事
丈
は
朝
の
味
噌
雑
炊
で
三
度
の
食
事
の
気
軽
で
あ
る
。
処
が　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
三
時
過
き
、
耳
翁
か
ら
、
之
よ
り
松
本
老
婦
人
外
婆
さ
ん
連
に
私
を
入
れ
、
お
茶
一
服
頂
戴　
　
　

し
た
い
と
、
例
に
よ
り
お
茶
の
押
買
い
、
小
百
姓
に
も
夕
方
の
忙
い
折
、
マ
シ
テ
独
身
を
承
知
の
難
題　

止
む
な
く
、
縁
先
に
て
薬
鑵
と
も
考
へ
た
が

ド
ノ
道
上
る
な
ら
炉
に
釜
と　
　
　

　

テ
ン
テ
コ
舞
に
お
受
し
た　

壁
床
に
籠0

の
花
入

0

0　
　
　

花
ボ
ケ
ニ
山
吹
草

を
掛
け　

水
指
備
前

緋
襷　

茶
入
利
休
所
持
写　

一
閑
挽
家
自
作　

茶
杓
自
作
煤
竹　

二
日
前
削
る　

茶
碗

0

0

古
萩

0

0　
熊
川
風

　

銘
春0霜　

已
上
ハ
僅
三
十
分
間
で
用
意
ハ

出
来
た
が
、
手
洗
桶　

が
間
に
合
ず
フ
ト
思
い
つ
き
、
手
寄
に
あ
り
し
、
足
利
期

　

の
浄
水
瓶

0

0

0

を
時
代
根
来
浄
水
盆
に
入
れ　
　
　

縁
側
隅
に
備
へ
し
は
、
自
分
な
が
ら
意
外
な

速
意
の
考
案　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

間
も
な
く
老
婆
多
数
の
ヒ
シ
メ
ク
声
に
耳
翁
の

高
声
は
、
下
の
山
道
に
聞
え
た
。　

幸
い
菓
子
丈
は
お
持
参

露
地
の
打
水
も
終
っ
た　

広
間
に
ハ
福
岡
子
爵
家

伝
来
牧
溪
と
称
す
る
古
画
杜
子
美

0

0

0

の
幅
を
掛
け
た
。

　

扨
藤
沢
共
五
人
の
急
襲
も
、
何
と
か
濃
茶
を
練
り
、
先
達
耳
翁
の
茶
道
講
釈
を
聞　
　
　
　
　
　

さ
れ
無
事
お
役
目
を
終
っ
た
。
翁
も
マ
ン
ザ
ラ
で
な
い
よ
ふ
愉
れ
た
。
面
白
い
の
は
浄
水
瓶　

の
披
に
は
、
ウ
ー
ト
う
な
っ
て
い
ら
れ
、
一
捧
を
呈
し
た
感
が
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

必
ず
い
つ
も
の
猿
ま
ね
が
あ
る
事
な
ら
ん　
退
散
後
花
を
清
め
一
人

　

喫
茶
境
に
入
っ
た　

〈
註
〉　

⑴　

森
岡
平
右
衞
門
（
一
八
七
二
―
没
年
不
詳
）、
本
名
は
久
和
治
郞
。
実
業
家
、
銀
行
家
。
富
倉
銀
行
頭
取
、
東

京
銅
鉄
株
式
会
社
取
締
役
、
森
岡
平
右
衞
門
商
店
代
表
者
な
ど
。　

⑵　

本
書
影
印
本
の
「
人
物
略
解
説
」
七
四
八
頁
に
「
山
本
芳
明　

原
三
溪・畠
山
即
翁
出
入
の
表
具
師
」
と
あ
る
。

⑶　

根
津
藤と
う
た
ろ
う

太
郎
（
一
九
一
三
―
二
〇
〇
二
）。
実
業
家
。
二
代
・
根
津
嘉
一
郎
。
東
武
鉄
道
社
長
な
ど
。
初
代
・

根
津
嘉
一
郎
［
号
は
青
山
］（
一
八
六
〇
―
一
九
四
〇
）
の
子
。

⑷　

藤
澤
寂
仙（
一
九
〇
一
―
一
九
七
四
）の
こ
と
。茶
人
。桑
田
忠
親『
茶
道
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、昭
和
四
十
三
年
）

に
よ
れ
ば「
特
に
流
派
を
名
の
ら
ず
。
名
は
正
治
。
昭
和
五
年
大
日
本
茶
道
学
会
教
授
小
林
茶
侠
の
門
に
入
り
、

つ
い
で
同
会
々
長
田
中
仙
樵
に
つ
い
て
茶
を
学
ぶ
こ
と
十
五
年
、
最
高
の
印
可
を
受
く
。
白
隠
七
世
の
孫
蛮
山

寂
照
禅
師
よ
り
心
印
を
受
け
、
時
機
相
応
の
茶
禅
一
味
を
唱
導
す
。
現
在
、
北
鎌
倉
円
覚
寺
内
に
て
茶
道
を
教

授
す
。
茶
道
研
究
会
幹
事
。」
と
あ
る
。

⑸　

堀
口
捨
己
（
一
八
九
五
―
一
九
八
四
）。
建
築
家
、
建
築
史
家
。
帝
国
美
術
学
校
（
現
・
武
蔵
野
美
術
大
学
）、
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報
告
終
り
新
館
広
間
の

陳
列
を
托
さ
せ
た
明
後
八
日
釈
迦
尊　

下
誕
を
前　

床
に
因
果
経

0

0

0

断
欠
幅　

書
院
藤
原
時
代　

鍍
金
三
鈷
鈴
を
鎌
倉
期
木
製

0

0

0

0

0

金
網
盤
上
に　

側
ニ
時
代
華
籠

0

0

ニ

　

盛
花　
　
　

釜
芦
屋

霰
　

水
指
古
竹
よ
せ

手
桶　

　

茶
入
利
休
在
判

大
棗　

袋
薩
摩

漢
東　

茶
杓
慶
首
座
、
筒

原
叟　
　

　

　

茶
碗

0

0

高
麗

水
洗

銘
出
雲

0

0　

已
上
の
飾
附
に
て
耳
庵
翁
お
手
前
濃
茶
を
振
舞
れ
た
。
此
間　

　

又
茶
方
式
の
講
議
つ
く
る
こ
と
な
く
敬
聴
し
た
。　

要
す
る
に
、
茶
道
文
化
会
は
、
内
部
か
ら
漏
る
、
財
産
税
回
避
策
ハ
兎
も
角
、
翁
自
身
の
お
道
楽
及　

他
よ
り
研
究
資
料
の
吸
集
が
目
的
の
一
面
で
も
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
開
会
式
に
ハ
淋
し
さ
を
感
じ
た

　

道
具
組
の
内
、
光
琳
椿
ハ
田
中
親
美
翁
旧
蔵
、
茶
碗
ハ
魯
堂
愛
蔵
、
金
網
盤
ハ
井
上
候
伝
来　
　

予
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
、
翁
の
数
年
前
の
蒐
集
力
旺
盛
時
代
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

○
春
草
盧
の
朝
会			




四
月
十
四
日		
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三
日
見
ぬ
間
の
桜
か
な
、
吉
野
、
染
井
は
早
や
花
吹
雪
と
な
っ
た
、
食
料
飢
餓
に
迫
ら
れ
て
も
、
自
然　

の
み
は
陽
春
に
萌
立
つ
て
い
る
。
こ
の
際
朝
会
で
も
と
、
急
に
思
い
立　
　
　
　
　
　
　
　

昨
夜
松
永
翁
の
お
越
を
乞
い　

　

お
快
諾
を
得
た
。
朝
七
時
ニ　
耳
翁
、　　

　

安
太
郎
氏　

床
ニ
俊
成
の
昭
和
切

0

0

0

0

0

0

　
0

桜
ち
る
云
々
の
二
首
切

　

食
事
ハ
朝
鮮
足
附

膳
に
て
　

向
嫁
菜　
　

み
そ
ア
へ　

器
ハ
赤
楽　

篭
目
絵　

粥0

お
薩
、
人
参

京
菜
入
し
　

汁
三
州
味
噌
合
せ　

　
　

赤
蕪
薄
切　
　

薇セ
ン
マ
イ頭

木
の
芽　

香
の
物
芥
菜
、
干
大
根

ハ
リ
ハ
リ
甘
酢　

已
上
の
通
り
至
極
の
簡
素
に
て
汗
顔
、
猶
食
事
が
終
り　

菓
子
ハ
蓬
団
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

水
指

0

0

ハ
伊
賀

共
蓋　

茶
入

0

0

南
ば
ん

芋
の
子　

袋
縞
漢

東
　

茶
杓
舟
越
伊
豫

元
節
銘
寿　

茶
碗

0

0

古
刷
毛
目　
　

　

建
水
春
慶
曲

已
上
に
て
濃
茶
供
し
た
。
老
夫
人
、
田
中
刀
自
ハ
東
京
行
、
藤
沢
君
ハ
風
邪
に
て
お
親
子
丈　

花
も
省
略
、
窓
外
落
花
繽
紛
、
庭
前
花
吹
雪
に
色
彩
る
、
何
ぞ
花
を
要
せ
ん
や
と　
　
　
　
　

○
耳
翁
お
返
の
茶			




四
月
十
五
日
　
昼		
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山
荘
内
春
草
盧
ニ
疎
開
し
て
、
今
日
満
一
ケ
年
は
夢
と
過
ぎ
た
。
こ
の
間
の
苦
悩
は
自
他
共
ニ

筆
紙
に
尽
さ
れ
ぬ
物
ば
か
り
、
幸
ひ
長
男
丈
未
復
員
の
ま
ま
な
る
を
心
痛
以
外　
　
　
　
　

親
辺
丈
は
無
事
に
過
さ
れ
し
は
仕
合
、
然
し
愛
顧
を
得
た
人
々
中
悲
し
い
変
化
は
あ
っ
た
。

相
澤
刀
自
の
疎
開
先
の
死
去
を
初
め
親
し
い
人
々
の
数
は
書
に
し
の
び
ぬ
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

小
磯
将
軍
の
収
容
に
次
ぎ
、
岡
部
長
景
子
又
、
巣
鴨
冷
窓
に
呻
吟
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
哀

愁
と
疎
開
一
年
を
憶
び
、
其
方
々
に
因
縁
あ
る
品
々
に
て
、
唯
一
人
手
に
ふ
れ
ら
れ
し
薫
を　

慕
う　

茶
碗
ハ
自
作
黒
筒

銘
神
路
山

0

0

0　

茶
入
岡
部
子
、
三
津
浜
別
邸

魚
見
松
に
て
自
作
の

金
林
寺

0

0

0

子
爵
銘　
　

　
（
丹
頂
）
箱

裏
悦
子

0

0

夫
人
の
歌
「
と
ふ
と
り
の
つ
は
さ
ゆ
る
ら
に
う
か
へ
こ
く　

　
　

明
く
り
く
を
ろ
の
無
ら
さ
起
の
や
ま　

悦
子
」　

茶
杓

0

0

自
作
小
磯
葛
山

0

0

0

0

将
軍

銘　

若
櫻　
　
　
　

0

00000

　
　
　
　
　

床
に
ハ
鎌
倉
時
代
地
蔵
尊

仏
画

を
掛
け　
逝
き
し
知
己
の
追
幅
、
方
々
の
罪
の
軽
か
ん
祈
り
に
、
過

去
、
将
来
あ
り
方
に
迷
想
深
く
憶
出
を
過
し
た
。　
　

○
財
団
法人
松
永
茶
道
研
究
会
許
可

報
告	

四
月
六
日		
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桜
花
爛
漫
の
好
季
節
、
松
永
家
で
は
、
茶
道
研
究
会
、
法
人
組
織
許
可
完
了
、
其
第
一
回
委
員　
　
　

会
報
告
が
正
午
前
か
ら
開
催
さ
れ
た
。（
こ
の
茶
道
研
究
ハ
後
の
柳
瀬
文
化
会
の
先
身
で
あ
る
）　

こ
の
会
が
成
立
当
時
予
に
も
委
員
の
一
人
と
し
て
推
薦
承
認
書
も
交
附
さ
れ
し
が
、
浅
学
其
任
に

あ
ら
ず
と
、
其
ま
ま
放
置
し
た
。
同
時
に
在
京
ハ
元
よ
り
中
京
京
坂
知
名
の
数
寄
者
に
も
顧
問　

役
承
諾
書
発
送
せ
ら
れ
た
関
係
上
、
春
陽
郊
外
佳
景
の
山
荘
に
は
、
そ
れ
ら
関
係
者
多

数
参
集
を
想
像
し
、
草
盧
周
辺
の
清
掃
奉
仕
後
正
午
頃
参
入
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
想
は
、
は
ず
れ
た
。
多
数
と
思
い
し
委
員
顧
問
の
顔
ふ
れ
ハ 

（
堀
口
捨
己
、
肥
後
和

（
（2
（
男
、
芳
賀
幸
四

（
（3
（
郎
、
根
津
満
岡　
誰
の
四
人
）　　
　
　
　
　
　

外
山
内 

桑
田 

藤
沢
諸
氏
の
み
。

　

会
場
ハ
広
間　

床
ニ
光
琳

0

0

着
色　

紅
椿
0

0

の
大
幅　

食
事
赤
飯
、
鱠
、
汁
、
入
麵
椎
茸
椀
、
焼
物
信
州
紅
鱒
、
香
の
物

お
祝
儀
冷
酒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
後
、
松
永
会
長
ハ
、
会
の
進
行
報
告
と
今
後
会
に
運
営
上
の
抱
負
、
美
術
茶
器
鑑
賞
、
茶
道
の
革

新
、
そ
れ
に
対
す
る
文
献
の
研
究
、
機
関
紙
発
行
等
々
縷
々
数
十
言
の
長
講
談
に
、
得
意　
　
　

　
　
　

の
翁
に
引
か
へ
、
初
出
席
の
自
分
は
、
失
礼
な
が
ら
眠
ケ
を
催
し
折
角
の
要
旨
を
聞
き
洩
し
た
。

　

但
し
要
点
ハ
主
と
し
て
理
想
論
に
偏
し
い
、
然
し
博
士
達
を
前
に
滔
々
た
る
論
旨
に
敬
服
す　



39

で
も
認
め
中
、
側
に
ハ
顔
見
知
の
白
髪
の
お
老
人
が
居
ら
れ
た
。       　
　
　
　
　
　

                    　
　
　
　

　
　
　

主
翁
ハ
ヤ
ー
暫
く
、
私
の
方
も
愈
々
追
放
さ
れ
、
今
日
は
引
越
だ
、
表
札
通
り
の
有
様
、
そ
こ
で
一
時
下

の
二
階
に
移
る
事
に
し
た
と
、
話
の
内
奥
さ
ん
に
命
じ
、
手
元
に
あ
る
茶
箱
を
開
き
淡
茶
を
進
ら
れ
た
。　
　

　

其
折
主
人
ハ
（
藤
原
さ
ん
も
あ
の
問
題
で
外
出
も
出
来
ず
、
お
茶
に
も
招
け
ず
）
其
退
屈
を
慰
ん
と
思
い　

先
日
堆
朱
刻
の
よ
ふ
な
密
刻
の
茶
箱
仕
込
を
届
け
て
置
た
が
、
今
又
籠
の
茶
箱
を
改
め
、
そ
れ
を
届   　
　

 

け
お
取
替
し
て
、
少
し
で
も
お
慰
し
た
く
、
今
手
紙
を
認
中
で
あ
る
と
、
何
と
云
う
御
友
情
の
厚
い
事
か
と　

強
く
胸
を
打
れ
た
。
主
人
は
猶
君
も
一
応
見
て
も
ら
い
た
い
と
取
出
れ
し
は
時
代
藤
組

0

0

0

0

七
宝
金
物 

古
代
紐
つ
き

内
部
ハ
鍵
取  　

 

古
代
裂
張
仕
込
茶
器
ハ
籠
の
侘
に

対
し
て
の
組
合
　

祥
瑞

0

0

沓
形
胴
紐
五
郎
大
夫
在
名
水
も
シ
タ
タ
ル
名
碗
、
丸
文

描
割
枯
木
ニ
鳥
の
絵
、
祥
瑞
独
得
の
様
よ
ふ　
　
　

               

此
の
茶
碗
に
対
し
完
備
し
た
茶
箱
で
あ
っ
た
。

自
分
は
無
仕
附
に
も
こ
の
茶
碗

で
一
服
頂
戴
し
た
い
と
所
望
す
る
と
、
最
だ
藤
原
さ
ん
と

共
に
呑
た
積
り
で
、
三
人
で
喫
み
合
い
お
届 　

 

す
る
も
意
義
あ
る
と
、
水
飴
を
菓
子
、
奥
さ
ん
の
お
手
前
に
て
拝
服
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

不
思
議
な
縁
で
こ
の
日
は
か
ら
ず
、
藤
原
さ
ん
へ
の
茶
箱
送
り
に
出
合
つ
た
と
は
、
自
分
な
が
妙
な
廻
り

合
で
も
あ
り
、
お
主
人
方
の
雅
量
の
豊
さ
に
感
慨
に
耐
な
か
っ
た
。
こ
の
お
厚
志
を
紀
念
に
お
暇
す
る　

と
奥
さ
ん
は
マ
ー
マ
ー
今
日
お
豆
腐
を
頼
み
今
来
ま
し
た
と
引
留
ら
れ
、
そ
の
用
意
中　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

お
別
に
庭
で
も
一
巡
せ
よ
と
、
主
人
と
共
に
庭
に
下
り
立
つ
。
明
治
大
帝
行
幸
に
因
り
あ
る
こ
こ
亀
ヶ

岡
宏
壮
な
庭
園
も
、
今
日
を
名
残
り
に
暫
し
の
お
別
か
と
巡
遊
し
な
が
ら
感
慨
無
量　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庭
内
南
端
の
一
隅
に
ハ
現
に
新
居
が
建
造
中
、
下
の
二
階
家
に
ハ
畠
山
一
清
の
表
札
も
掲
て
あ
っ
た
。

部
屋
に
帰
る
と
食
事
の
用
意
も
備
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

葉
山
か
ら
の
鰯
の
カ
ラ
揚
、
蓮
根
の
酢
物
お
酒
、
豆
腐
の
飴
掛
ヲ
ロ
シ
生
薯
は
特
ニ
目
珍
し
く

も
美
味
、
お
国
名
物
河
豚
の
ヌ
カ
漬
が
九
谷
の
鉢
に
と
云
ふ
、
珍
味
の
馳
走
、
そ
こ
に
又　
　
　
　

愛
婿
酒
（
（2
（

井
氏
が
、
愛
孫
学
校
卒
業
祝
ニ
赤
飯
持
参
両
祖
父
母
の
喜
び
を
共
に
祝
し　

つ
つ
あ
る
際
、
山
田
憲
太
郎
君
も
久
々
と
て
来
訪
。
共
に
振
舞
れ
、
久
し
振
、
旧
知

に
も
会
い
午
後
二
時
過
ぎ
食
塩
迄
贈
ら
れ
、
辞
去
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

水
戸
幸
の
お
茶
に
親
み
、
迹
又
藤
原
翁
に
対
す
る
、
一
斎
翁
の
茶
箱
服
合
を
得
た

事
、
畠
山
家
の
邸
宅
追
放
な
ど
悲
喜
こ
も
ご
も
を
胸
に
い
だ
き
、
殺
人
的
の
車
上
を
、
日

没
過
ぎ
漸
く
二
泊
東
京
よ
り
帰
山
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
憶
出
の
独
茶			




三
月
廿
六
日		
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而
生
庵

0

0

0

に
入
席
す
る
と
、
床
ニ
澤
庵
和
尚
冊〔

マ
マ
〕短　
　

用
紙
砂
子
歌
二
首　

「
む
め
の
花
た
つ
袖
ふ
れ
し
に
ほ
ひ
に
て

　

春
や
無
か
し
の
月
に
と
は
わ
や　

」

　

花
入

0

0

朝
鮮
唐
津　

花
白
玉
紅
梅

澤
庵

0

0

短
冊
に
花
の
意　
　
　
　
　
　

充
分
こ
も
り
し
上
白
い
釉
薬
ナ
ダ
レ
「
花
な
く
ば
い
か
に
思
ぞ
深
か
ら
ん

　
　
　

と
こ
そ
胸
に
浮
ぶ　
　
　

」

釜
古
阿
弥
陀
堂

唐
金
ぶ
た
　

懐
石
信
玄

弁
当
仕
込　

向
若
菜
の　

胡
麻
あ
へ　

土
筆
頭
嫁
菜
、
天
草
和
布

フ
キ
の
花　
　

　

汁
合
せ
み
そ
、
小
蕪　

銀
手
附
鍋
持
出
し　

　

焼
物
貝
柱　

椀
素
麺

椎
茸
青
菜
、
強
魚
八
ツ
頭　

織
部
沓
鉢　

香
物
白
菜

古
漬　

酒
器
銚
子
、
備
前
徳
利

杯
捻
、
唐
津　

　

菓
子
蕎
麦
だ
ん
ご　

小
豆
飴
か
け
て
朱
の
小
椀
ニ　
已
上
の
如
く
初
春
に
ふ
さ
わ
し
き
、
取
り
取
り
の
野
の
若
菜
料
理　

に
心
込
め
ら
れ
、
耳
翁
と
只
二
人
え
の
持
成
丈
心
か
ら
、
主　
　
　

人
無
事
復
員
を
祝
し　

心
お
き
な
く
頂
戴
し
た　

お
神
さ
ん
に
も
お
相
伴
を
乞
い
て　

水
指

0

0

黄
瀬
戸

筒　

　

茶
入

0

0

宗
白

耳
附

　
花
入
に
良
く

似
た
姿　

　

茶
杓
宗
中
作　
　
　

八
十
一
才
の
作　

茶
碗

0

0

熊
川

0

0

銘
ほ
と
と
ぎ
す　
　

外
箱
上
ニ
咸
鏡
道
ト
ア
ル　

蓋
置
庸
軒
作
詩
ア
リ　
建
水

曲

已
上
に
て
お
濃
が
至
極
良
く
練
れ
拝
服
し
た
。
水
指
ハ
黄
瀬
戸
と
あ
る
が
、
伯
庵
風
の
釉
薬
あ
り
、
茶
入
は
光

澤
な
く
渋
紙
手
ニ
似
て
正
意
作
で
も
あ
ら
ん
か
に
見
え
、
高
台
あ
る
も
目
珍
く
、
茶
碗
は
大
振
り
上
釉　

白
味
勝
、
諸
々
に
黒
く
滲
あ
り
、
高
台
も
高
く
、
土
見
多
し　
　
　
　
　
　

　
　

銘
杜
鳥
も
こ
の
滲
み
よ
り
名
附
し
な
ら
ん
が
箱
書
咸
鏡
道
に
意
味
不
明
、　
然
し
何
れ
も
良
い
品
々
で　
　

　
　
　
　
　
　
　

あ
っ
た
。　
　
　
　
　

扨
広
間
に
動
座　

す
る
と
床
ニ
一
休
和
尚

0

0

0

0

筆

（
梅
の
画
讃
）　

香
炉
七
宝

火
舎
香
炉　
唐
物
籠

花
入

方
卓
上
ニ
書
院
寂
蓮

0

0

の

歌
の
巻　

　

右
エ
門
切

0

0

0

0

と
称
す
る　

元
冊
子
を
巻
に
改
し
物　

こ
の
外
違
棚
に
蒔
絵
硯
箱
な
ど
飾
り

　

炉
に
文
字
入
釜
を
掛
け　
　

長
板
へ
仁
清

0

0

水
指
を
備
し
の
み
に
て　

　

淡
茶
を
省
略
さ
れ
水
果
子　

な
ど
数
々
の
持
成
が
あ
り
。
母
堂
の
話
の
内
、
主
人
逝
き
十
五
年
を
経
、
明
後
廿
五
日
ハ
命
日
に
も
当
る
雄
造

も
無
事
復
員
し
ま
し
た
喜
び
に
改
め
お
越
を
願
い
た
い
と
の
事
、
思
な
し
が
、
床
の
一
休
筆
に
も
、
故
人　

　
　
　
　

梅
露
君
の
供
養
気
分
も
ひ
そ
み
奥
ゆ
か
し
き
心
さ
へ
浮
び
、
厚
い
お
持
成
を
謝
し
辞
去
し
た
。　
　

　

出
京
序
ニ
広
尾
旧
宅
に
立
寄
り
一
泊
の
上
、
翌
日
知
已
の
雑
用
に
手
間
と
り
又
一
泊
す
。

　

翌
廿
三
日
ハ
朝
九
時
畠
山
家
を
玄
関
迄
と
訪
い
し
に
、
意
外
に
も

　
　

玄
関
表
札
は
所
は
す
さ
れ　

大
蔵
大
臣
官
舎

0

0

0

0

0

0

の
表
札
が
筆　

太
太
と
あ
る
。

さ
て
は
、
お
当
家
も
官
省
に
接
収
せ
ら
れ
し
か
と
、
一
時
タ
メ
ラ
イ
し
が
、
締
切
れ
し
呼
鈴
に
て
門
が
開
か
れ
た
は

奥
さ
ん
で
あ
っ
た
。
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
い
か
め
し
い
表
札
の
意
味
を
尋
ね
る
と
、
ト
ウ
ト
ウ
追
い
出
さ
れ
ま
す 　

  

マ
ー
一
寸
お
上
り
と
進
ら
れ
し
が
、
只
な
ら
ぬ
空
気
に
、
之
に
て
お
暇
を
つ
け
る
と
、
そ
れ
で
ハ
主
人
に
伝
へ
ま
す
お
待

く
だ
さ
い
と
待
つ
間
な
く
、
主
人
ハ
少
し
用
も
あ
る
是
非
上
れ
と
で
止
む
な
く
、
部
屋
に
通
る
と
、
主
人
ハ
手
紙 　
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○
松
永
家
若
衆
招
く
の
会	

昭
和
廿
一
年
二
月
廿
五
日
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戦
禍
を
さ
け
、
こ
の
山
荘
に
仮
住
し
て
既
に
、
一
ケ
年
に
満
た
ん
と
す
。
此
間
耳
庵
翁
の
厚
意
に
依
り
、
山

荘
中
最
も
風
光
佳
景
、
本
邸
よ
り
遙
に
離
れ
、
閑
寂
な
一
室
を
与
え
ら
れ
し
こ
の
春
草　
　
　
　

       

盧
ハ
原
三
溪
先
生
寄
贈
に
な
る
河
村
隨
軒
遺
構
で
あ
る
。
老
夫
婦
住
よ
い
分
に
過
る
程
ニ　
　
　
　

翁
の
徳
を
日
毎
感
銘
し
て
い
る
。
同
時
に
令
息
安
太
郎
氏
お
夫
婦
方
の
、
た
だ
な
ら
ぬ
日
頃
の
温
情　

を
報
る
為
、
幸
ひ
来
荘
中
の
令
妹
お
夫
婦
を
交
へ
夕
景
か
ら
お
出
を
願
っ
た
。

こ
の
際
老
夫
婦
ハ
お
免
を
こ
う
む
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

                          

　
　
　
　
　
　
安
太
郎
氏 

同
千
代
子
夫
人
、　　

　
　

田
中
精
一
氏 

同
英
子
夫
人　

     　
　
　

お
招
き
す
る
と
て
、
何
一
ツ
不
自
由
の
山
里
、

ま
し
て
道
具
に
至
り
て
は　
　
　
　
　
　

   
 　

床
に
寂
室
和
尚　
　
　
　

出
山
釈
迦
の
画
讃　

　

花
入
自
作
竹
筒

銘
雲
雀
　

花
山
椿
ニ

早
梅　

釜0

天
猫

霰

こ
こ
に
て
粗
末
な
が
ら

食
事　
　

　
　

向
嫁
菜
胡
麻　
　
　
　

あ
へ
、
絵
唐
津
に　

　

吸
物
椎
茸
、
和
布

自
園
青
豆
　

根
来
椀
に
五
目
飯
と
お
若
衆
に
物
た
ら
ぬ
粗
飯
を

呈
し
た
の
み　
　
　
　
　
　

　

菓
子
味
噌 

手
製

松
風　
　

   

水
指

0

0

ハ
伊賀
共
蓋

　

茶
入
南
ば
ん

芋
の
子　

袋
漢東　

茶
杓
自
作　

銘
枯
野　

茶
碗

0

0

古
刷
毛
歪

銘
（
翁
）
、

　

建
水
曲
に
て
濃
茶
を
供
し
た
。
お
若
い
方
々
で
も
、
流
石
耳
庵
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
下
日
々
趣
味
も
あ
り
、
一
時
の
静
談
を
乞
ふ
た
。
広
間
で
ハ
探
幽
筆
天
神
像
を
掛
け　

今
日
の
天
神
祭
を
憶
ん
だ

　

こ
こ
で
春
草
盧
の
略
図
を
示
ス

○
吉
祥
寺
而
生
庵
の
茶		



三
月
廿
二
日		
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戦
争
に
狩
り
立
ら
れ
勇
造
君
と
前
後
し
、
中
支
方
面
に
苦
難
を
か
さ
ね
、
雄
造
君
引
揚
に
遅
れ
、
昨
冬
無
事
復

員
さ
れ
し
水
戸
幸
主
孝
太
郎
君
か
ら
先
月
来
荘
の
際
、
日
を
期
し
一
日
耳
庵
翁
と
共
に
お
越
を　
　
　

     

乞
い
た
い
と
の
事
が
、
今
日
出
現
し
耳
翁
と
共
に
、
渋
谷
経
由
井
之
頭
而
生
庵
に
出
向   　
　

  　

　

赤
坂
仲
ノ
町
本
宅
ハ
不
幸
戦
禍
に
焼
失
せ
る
も
、
こ
こ
野
水
庵
は
安
体
益
々
広
い
庭
園
も
幽
邃　

雅
興
を
深
て
い
る
。
両
君
出
征
中
に
も
、
趣
味
深
き
母
堂
に
依
っ
て
、
苦
難
の
数
年
、
良
く
家
業
を
健

持
せ
ら
れ
た
。
さ
て
、
寂
び
た
庭
よ
り
春
を
迎
ゆ
る
き
ざ
し
が
萌
へ
そ
め
て
い
る
園
内
を　
　
　
　
　

         　
　
　
　

堀
口
氏
と
茶
杓
問
答
の
折
、
丹
精
こ
め
て
茶
杓
を
削
り
呈
上
す
る
と
話
さ
れ
し
が
、
い
つ
か
忘
れ
て
い
た
、
処
が

今
日
来
荘
と
共
に
自
ら
お
持
参
を
得
其
厚
志
を
謝
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                    

　

上
包
ニ
拙
作
竹
茶
杓
筒
共

銘
月
の
如
し
と

あ
り　
早
速
拝
見
す
る
と
、

筒
四
方
削
ニ
歌
一
首　
月
の
夜
の
空
の
色
か
も
朝
あ
け
の

　

海
の
い
ろ
か
も
ほ
の
か
に
深
く
捨 

と
あ
り

　
　
　
昭
和
廿
一
年
二
月

　

仰
木
老　
　
　

 　

蓬
里
愚
痴
捨
庵　
一
方
ヘ
ハ　

　
　

如
月　

捨
庵
作
、
徹
と
谷
川
徹
三
氏
の　
　

　
　
　

サ
イ
ン
あ
る　

流
石
が
ご
丹
精
ニ
細
書
き
の
筒
歌
ニ
深
く
お
礼
を
申
上
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

扨
茶
杓
ハ
と
見
れ
ば
、
逆
竹
が
用
い
ら
れ
隨
て
貝
先
迄
樋
は
無
論
な
い
の
み
か
、
節
上
よ
り

貝
先
迄
自
然
の
上
皮
が
叮
寧
に
削
ら
れ
て
あ
る
に
は
、
少
な
か
ら
ず
奇
異
に
感
じ
た
。
自
然
の
持
つ
竹
の

味
、
そ
れ
が
筒
迄
四
角
に
削
ら
れ
し
と
は
、
こ
れ
が
茶
杓
研
究
家
堀
口
老
の
作
で
あ
っ
た
。　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
六
回

　
　
　

茶
会
集
第
九
集
も　
昭
和
廿
六
年 

十
一
月
廿
一
日
書
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　

誤
字
拙
文
自
恥

雲
中
庵
茶
会〔

マ
マ
〕集　

　
十					
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埼
玉
疎
開
後
終
戦
を
迎
な
が
ら
、
都
内
の
灰
燼
と
食
糧
の
欠
乏		
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は
、
幸
ひ
我
家
は
戦
禍
を
ま
ぬ
が
れ
し
も
復
帰
の
意
慾
な
く

　

廿
一
年
と
年
改
り
て
も
な
お
武
蔵
野
々
趣
に
親
み
、
松
永
耳
翁

　

の
茶
三
昧
に
恵
れ
つ
つ
、
時
に
は
東
京
旧
知
の
方
々
が
戦
後
の　

　

う
つ
を
は
ら
さ
れ
る
為
の
茶
事
に
招
れ
出
京
す
る
な
ど
茶

　

事
も
復
興
の
き
さ
し
あ
り
、
そ
れ
ら
の
記
事
を
ま
と
め

　

廿
三
年
雨
月
ま
で
が
こ
の
冊
に
お
さ
め
た
の
で
あ
る



41

耳
翁
徒
然
の
茶
ハ
日
毎
に
行
は
れ
、
所
謂
茶
喫
相
手
も
成
べ
く
を
辞
退
し
な
が
ら
、
今
日
ハ
又
神
戸

乾
新
兵
衛
氏

（
（2
（

（
忠
彦
〔
マ
マ
〕）
さ
ん
が
お
越
ゆ
へ
、
是
非
と
の
事
で
正
午
参
入
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乾
さ
ん
は
、
現
に
山
荘
疎
開
中
の
田
中
刀
自
の
令
弟
な
り
、
名
古
屋
高
橋
正
彦
氏
の
末
弟
、
乾
家
の
当　

主
で
あ
る
。
合
客
ハ
乾
氏
に
令
姉
、
予
の
三
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
面
会
の
乾
氏
ハ
四
十
才
前
後
、
磊
落
豁
達
な
紳
士
と
見
受
る
。
広
間
に
ハ　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

令
兄
旧
蔵
の
光
琳
筆
金
銀
泥
梅
の
幅
讃
光
悦
ニ　

誰
聞
春
風
到
南
、
春
色
花
初〔マ

マ
〕開と
あ
（
（2
（
り　

正
客
に
対
し
因
り
の
物　

懐
石
ハ
向
平
目
の
細
切

ヲ
ロ
シ
あ
へ　

器
鼠
志
野

地
紙
形　

汁
小
蕪 

地
み
そ　

椀
鮭
の
淡
塩
、
生
椎
茸
、

人
参
、
蓬
連
草
、　

　

焼
物
生
鰤　
　

あ
ん
か
け　

進
魚
鴨
味
そ
漬
器

染
附
四
方
　

鮪
平
目
刺身　

器
ハ
天
啓

赤
絵
丼　
香
物

白
菜
黄
瀬
戸
銅
鑼
鉢
、
酒
器
銚
子

粉
引
徳
利

菓
子
お
手
製

ド
ラ
焼
と
云
ふ
お
献
立
も
目
珍
く
頂
戴
し　
　

さ
て
雨
の
路
地
を
小
間
に
移
と　

床
ニ
西
行
の
歌　

は
つ
ね
云
　々

炉
に
ハ
姥
口
鐶
付
勝
虫

の
釜
が
掛
り

釣
棚
ニ　
無
地
呉
須

香
合
飾

と
云
ふ
名
器
に
適
幅
、
お
主
人

出
座
香
一
炷
の
後　

　

香
器
拝
見
、
お
当
家
大
一
番
丈
正
客
の
喜
び
我
ら
の

眼
服
又
新
に
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

　

水
指
ハ
木
地

曲
　

茶
入
道
安
松
の

棗　
　

　

茶
杓
道
安
筒
書　
　

桑
山
猪
兵
衛
殿
片
桐
石
見
守
と
上
部
の
道
安
作

依
所
望
に
書
之
　

あ
ま
り

例
の
な
い
削
筒
に
、
お
叮
嚀
な
筒
書
、
仮
空
の
人
物
桑
山
猪
兵
衛
宛
送
筒
も
、
誰
か
の
戯
あ
ら
ん
が
、
道

安
茶
入
ニ
道
安
茶
杓
の
中
の
よ
さ
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

茶
碗
ハ
伝
光
悦
赤

銘
新
玉

に
て
お
濃
を
頂
く
、
翁
の
濃
茶
丈
ハ
、
入
念
の
練
り
と
、
お
気
性
か
ら
イ
ツ
も
上
々
の

　

練
り
方
に
て
拝
服
す
。
濃
茶
終
り
て
、
田
中
刀
自
代
点
に
て
お
淡
は 　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

水
指
尹
部　

烏
帽
子　

茶
入
唐
物
亀
甲

青
貝　

　

茶
杓
ハ
牙　

茶
碗
青
井
戸
、
替　

空
中
在
名
小
筒　

干
菓
手
製　
　
　

み
そ
松
風
、

扨
水
指
ハ
益
田
家
蔵
品
の
内
、
近
来
の
得
物
の
よ
し
、
茶
碗
青
井
戸
は
な
か
な
か
良
く
も
偽
空
中
が
飛 　
　
　
　
　
　

び
出
し
、
如
何
に
も
興
を
そ
い
だ　
　

乾
氏
ハ
令
兄
令
兄
蓬
庵
氏
と
共
ニ
、
先
代
の
趣
味
の
血
を　
　
　
　
　
　
　

受
ら
れ
、
近
来
高
貴
な
美
術
品
茶
器
蒐
集
と
聞
く
。
其
の
正
客
振
り
に
接
し
前
途
を
祝
す
。

　

春
雨
瀟
々
裡
に
牛
の
名
香
器
の
佳
香
薫
郁
座
中
に
満
、
塵
外
の
雅
興
之
に
過
あ
ら
ん
や　

○
捨
己
翁
よ
り
茶
杓
到
来		



二
月
十
八
日		
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八
時
出
立
と
申
込
れ
、
俄
の
事
と
て
未
明
か
ら
釜
の
用
意
は
し
た
が
、
時
刻
に
な
っ
て
も
顔
を
見
せ
ず

煮
は
落
る
と
云
う
の
に
、
ア
レ
程
時
間
の
無
理
を
申
込
な
が
ら
、
無
茶
人
連
に
も
と
九
時
に
迎
い
に　

出
か
け
る
有
様
、
そ
れ
丈
澤
庵
狂
歌
ノ
意
義
は
深
か
っ
た
。
お
茶
の
終
り
し
後
も
急
ぎ
と

言
い
つ
つ
内
本
老
も
腰
を
落
つ
け
十
時
過
ぎ
出
立
。
翁
丈
迹
に
残
り
文
化
会
事
業
の
経
果　

及
余
に
対
し
、
前
日
上
京
の
際
、
畠
山
君
に
会
い
、
其
際
畠
山
君
か
ら
仰
木
君
も
、
モ
ー
東
京
に
引　
　

揚
け
製
作
を
初
め
た
ら
よ
さ
そ
う
に
、
あ
の
ま
ま
過
さ
す
ハ
残
念
だ
と
、
貴
老
の
事
を
心
配
し
て
い
た　

私
か
ら
は
、
ま
だ
本
人
に
製
作
欲
が
出
な
よ
ふ
だ
が
、
原
因
ハ
資
材
の
な
い
為
な
ら
ん
と
答
へ
た
、
畠
山

老
か
ら
も
貴
老
の
技
術
を
こ
の
ま
ま
終
ら
す
ハ
甚
だ
遺
憾
至
極
と
言
っ
て
い
た
な
ど
、
厚
意
あ
る
閑　

　

話
に
短
い
冬
の
日
お
昼
頃
帰
ら
れ
た
。
降
伏
の
社
会
状
勢
に
あ
き
た
ら
ず
、
道
義
の
廃
退
、
同
胞　
　
　
　
　
　

相
は
む
現
実
に
、
小
百
姓
生
活
に
無
念
を
過
す
の
が
今
自
分
ノ
希
望
、
厚
意
を
よ
せ
ら
れ
る
方
々
に
ハ
萬
謝
す
る　

○
無
茶
な
献
立			




二
月
九
日
　
夜		
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老
妻
の
東
京
行
き
に
一
人
や
も
め
暮
し
の
淋
し
さ
に
、
夜
話
か
た
が
た
耳
庵
翁
を
訪
づ
れ
る
と
、
茶

の
湯
催
と
見
え
、
道
具
や
食
器
が
取
揃
へ
て
あ
る
。
翁
の
話
で
は
、
明
日
正
午
、
小　
　
　

         

林
逸
翁
初
め
長
尾
欽
弥
一
家
、
鈴
（
（2
（

木
宗〔

マ
マ
〕甫

夫
婦
を
招
く
、
小
林
翁
丈
今
日
大
阪
急
用
不
参
、
其
の
為

今
夜
か
ら
の
準
備
中
ト
。
道
具
組
ハ
、
去
る
一
月
初
の
信
実
や
砧
青
磁
花
入
、
其
外
雲
鶴
茶　
　

　
　
　
　
　

碗
な
ど
、
堂
々
た
る
組
合
。
処
が
驚
き
し
は
懐
石
の
献
立
。
焼
物
替
り
に
、
豆
七
輪
に
土
鍋　
　
　

を
掛
け
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
持
出
す
積
り
仰
木
さ
ん
如
何
で
す
、
良
い
趣
向
で
シ
ー
と
、
過
る
年
沼
津　

の
浜
の
小
料
理
屋
で
使
っ
た
野
卑
な
七
輪
土
鍋
を
見
せ
ら
れ
た　

信
実
歌
仙
、
砧
青
磁
を
前
に
、
七
輪　

土
鍋
の
煮
食
で
は
と
、
客
は
わ
か
も
と
一
派
、
如
何
に
無
茶
人
と
数
寄
間
衆
知
と
云
へ
、
あ
ま
り
の
無　

法
に
速
座
に
中
止
を
勧
告
す
る
と
翁
ハ
仰
木
さ
ん
も
お
承
知
の
通
り
、
故
鈍
翁
が
帆
立
貝
を
七
輪
に
掛
け　
　
　

出
さ
れ
た
事
あ
り
、
何
に
も
不
都
合
あ
ら
ん
、
近
来
知
人
間
に
、
名
食
器
の
み
使
い
、
型
に
ハ
マ
リ
面
白
く
な
い　

益
田
さ
ん
ハ
流
石
大
茶
人
で
あ
っ
た
。
私
ハ
私
の
趣
向
で
今
の
金
持
茶
人
に
覚
醒
さ
せ
る
と
鼻
息
の

荒
い
こ
と
。
鈍
翁
イ
タ
ラ
貝
の
折
は
名
残
の
侘
茶
で
あ
っ
た
。
型
破
り
も
こ
こ
迄
悪
に
落
れ
ば　

議
論
外
と
、
寒
い
夜
を
引
揚
げ
た
。
処
が
翌
夕
聞
け
ば
、
献
立
も
ス
ッ
カ
リ
更
り
ま
し
た
と
藤
沢

老
の
話
し
。
凄
い
頭
脳
の
持
主
に
も
、
茶
に
限
ら
ず
こ
の
筆
法
発
揮
が
翁
の
性
格
で
あ
る
。　
　
　

○
耳
庵
翁
且
座
席
の
茶		



二
月
十
六
日 

雨		
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○
服
部
山
楓
氏
の
茶
信
　
信
州
上
諏
訪

湖
畔
よ
り

	

一
月
廿
四
日		
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消
息
に
依
れ
ば
、
余
ハ
今
信
州
諏
訪
湖
畔
浜
の
湯
に
て
、
中
信
連
峰
の
雪
峯
に
親
ん
で
い
る
、
客
次
炬
燵

裏
か
ら
、
猶
去
る
九
日
耳
翁
山
荘
で
正
客
を
ケ
ガ
し
た
際
、
懐
石
食
器
共
、
田
舎
家
に
ふ
さ
わ
し
か　

り
し
が
、
茶
碗
光
悦
赤
、
道
安
松
の
茶
入
の
大
侘
ハ
、
正
月
よ
り
も
極
月
に
お
使
得
た
ら
感
興
深
か
ら
ん
に　
　
　

然
し
利
休
百
会
中
正
月
十
三
日
尻
フ
ク
ラ
と
黒
茶
碗
、
同
じ
十
五
日
ニ
古
瀬
戸
と
木
守
と
を
用
い
て
い
る
、
セ
メ
テ　

茶
入
丈
な
り
ト
確
し
た
茶
器
を
取
合
せ
た
ら
と
思
ふ
が
如
何
、
尤
も
こ
れ
は
貴
老
に
対
し
、
釈
迦
に
説
法
、

他
言
無
用
他
言
無
用
と
あ
っ
た
。
余
は
服
部
さ
ん
の
見
解
に
つ
き
一
理
あ
る
が
、
利
休
が
正
月
中
ば　

黒
楽
、
赤
木
守
を
使
い
し
は
、
其
前
既
に
元
旦
な
り
以
来
新
春
の
茶
器
を
用
い
た
と
考
へ
た
い
。　
　
　
　

そ
れ
以
後
ハ
招
客
の
顔
ふ
れ
に
も
よ
る
事
と
思
は
る
。
利
休
百
会
の
研
究
も
及
ば
ぬ
自
分
な
が
ら
斯
く
考　

て
い
る
。
茶
筅
蓋
置
、
筧
に
至
る
迄
、
た
だ
一
日
に
し
て
新
春
の
気
ハ
漲
る
青
竹
の
用
意
あ
っ
て
こ

そ
寿
之
新
玉
気
分
ハ
茶
道
の
み
な
ら
ん
や
、
耳
庵
翁
新
玉
も
広
間
に
雲
鶴
、
粉
引
の
朝
鮮
茶　
　

　

碗
并
用
よ
り
、
小
間
と
逆
転
し
た
ら
ば
違
存
な
か
り
し
に
、
十
六
万
金
に
引
ず
ら
れ
た
の
か
、
茶
道
革　
　
　
　
　
　

新
の
禍
い
で
は
あ
る
ま
い〔マ

マ
〕た。
イ
ヤ
、
ト
ン
ダ
愚
説
を
書
い
た
物
ダ　

了　

猶
山
楓
氏
か
ら
凍
豆
腐
が
届
い
た
。　

○
内
本
宗
韻
帰
路
の
茶		



二
月
六
日
　
朝		
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九
州
水
電
社
長
で
あ
り
、
九
州
一
の
茶
人
と
自
任
し
つ
つ
、
一
面
芭
蕉
研
究
の
俳
人
で
も
あ
る
、
内
本
亮
老

が
先
夜
か
ら
松
永
翁
を
訪
ね
一
泊
し
た
。
耳
翁
か
ら
明
朝
八
時
内
本
君
は
帰
途
に
つ
く
が
、
其　
　

 
 

前
貴
庵
で
淡
茶
一
服
是
非
所
望
と
の
例
の
難
題
。
然
し
九
州
一
を
自
負
す
る
内
本
老

で
も
あ
り
、
旧
知
の
人
を
送
る
に
も
望
る
る
ま
ま
お
受
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

               

扨
道
具
と
て
な
く　

前
日
掛
け
し
ま
ま
の
澤
庵

0

0

和
尚

0

0

消
息　
俄
に
上
洛
と
り
急
き
し
ま
ま
隣
り
に
も
其
ま
ま

　

高
桐
に
て
待
入
候　

紹
有
坊
ま
い
る　

宗
彭

と
あ
り
狂
歌

一
首　

　
　
　
見
ら
さ
れ
に
早
く
お
出
や
れ
せ
う
ゆ
う
■　

　
　
　
　

首
な
か
く
し
て
高
坊
に
ま
つ
可
　々

花
入

0

0

信
楽
、
豆 

ウ
ズ
ク
ま
り　

花
山
椿　
水
指
丹
波

矢
筈　

  

　

茶
入

0

0

宗
旦

0

0

在
判 　

小
棗
一
燈
箱
、　

茶
杓
ハ
自
作
銘

凩　

 　

茶
碗

0

0

空
中
作　

銘
宵
待
、　
こ
の
茶
碗
ハ
翁
よ
り

所
望
に
て
用
ゆ　

  　

茶
杓
数
本
を
拝
見
共
に
研
究
し
た
が
、
翁
か
ら
茶
杓
研
究
ハ
仰
木
老
こ
そ
と
も
可
然
と
云
は
れ
お
邪
魔
し
た
と
。

こ
の
捨
己
老
ハ
建
築
家
と
し
て
、
最
近
博
士
号
の
持
主
、
其
外
造
園
茶
道
批
評
に
自
己
の 　
　
　
　

      
           

見
解
意
識
を
雑
誌
に
も
発
表
し
特
に
茶
杓
研
究
の
一
人
者
と
自
任
す
る
人
。
そ
こ
で
自
分
は
、   　
　
　

    

ト
ン
デ
も
な
い
難
題
、
私
は
萬
事
無
観
識
の
上
、
茶
杓
鑑
定
認
別
な
ど
、
凡
六
ケ
敷
い
物
に
至
り
て
は
、　

然
し
お
同
よ
ふ
、
茶
杓
削
り
は
自
己
満
足
に
愉
い
物
な
か
ら
、
サ
テ
削
ッ
て
見
る
と
猶
更
其
作
と
判
定
の
六

ツ
か
し
さ
が
判
る
。
書
画
家
に
し
て
壮
年
晩
年
と
違
の
あ
る
物
、
殊
に
自
然
の
一
竿
を
以
て
削
る
際
ハ　
　

  

竹
そ
の
物
が
持
つ
自
然
に
よ
っ
て
太
く
も
又
細
く
も
止
む
を
得
な
い
場
合
が
多
い
。
素
竹
其
物
に
依
っ
て
作

意
に
左
右
さ
れ
る
。
壮
年
の
作
に
ハ
色
気
も
あ
ら
ん
、
晩
年
と
な
り
て
ハ
猶
更
侘
も
俱
ふ
、
或
ハ
又
茶
碗　

に
依
っ
て
ハ
、
そ
の
茶
碗
に
対
す
、
多
少
の
長
短
も
ア
ロ
ー
、
従
っ
て
之
が
遠
州
だ
石
州
又
ハ
不
昧
作

と
か
、
侘
茶
人
で
は
利
休
を
初
め
宗
旦
、
古
織
庸
軒
で
も
、
多
少
個
性
と
癖
は
あ
っ
て
も
、
た
や
す
く

鑑
定
の
至
難
を
感
じ
ら
れ
る
。
遠
州
の
如
き
ハ
泉
州
堺
の
住
甫
竹
な
る
物
に
下
削
を
命
し
た
関
係
ハ
、
カ
イ 

先
に
特
徴
が
凡
一
定
し
て
い
る
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
ハ
已
上
な
見
解
か
ら
、
先
つ
茶
杓
の
作
行
に
対
し
筒
書

書
風
な
ど
に
依
り
、
之
れ
な
ら
ば
考
定
し
初
め
て
得
心
す
る
外
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。
何
物
に
よ
ら
ず
古
来

市
価
あ
る
物
程
偽
作
の
多
い
中
に
も
茶
杓
ハ
特
に
難
事
と
思
ふ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

                                

只
耳
翁
所
持
、
氏
郷
作
茶
杓
丈
ハ
、
売
立
の
為
名
古
屋
よ
り
、
東
京
一
日
の
展
観
の
際
、
私
ハ
確
信
し
て
、
翁　

に
推
薦
し
た
外
、
茶
杓
に
つ
い
て
ハ
、
已
上
の
見
解
上
、
こ
ん
後
貴
所
当
り
の
ご
高
説
を
聴
以
外
ナ
シ
ト　
　
　
　

答
へ
た
。
想
ニ
学
者
と
し
て
文
献
上
か
ら
判
断
す
る
捨
己
老
等
が
如
何
し
て
も
鑑
定
の
不
能
な
る
は
謂
迄
も

な
い 

氏
ハ
又
曰
ク
貴
老
に
対
し
僕
は
精
魂
こ
め
茶
杓
一
本
削
り
差
上
る
か
ら
、
貴
所
作
竹　

花
入
一
本
是
非
お
切
り
願
た
い
。
実
ハ
二
三
度
竹
筒
拝
見
し
、
か
ね
て
所
望
し
た
い
と
考
て
い
る
と
、

　

世
の
中
に
自
己
過
信
と
学
者
程
、
度
し
か
た
い
は
な
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                         

今
一
ツ
茶
器
に
つ
い
て
書
き
た
い
は
、
耳
翁
、
こ
の
元
旦
初
め
て
茶
に
用
ら
れ
し
光
悦
風
茶
碗
で
あ
る
。

元
旦
以
来
、
来
訪
茶
友
に
対
し
毎
事
こ
の
茶
碗
を
用
い
ら
れ
し
に
つ
き
、
昨
夜
寂
仙
君
来
遊
の

夜
話
中
、
話
ハ
光
悦
茶
碗
に
及
び
、
数
日
前
谷
川
徹
三
博
士
よ
り
の
消
息
中
、
耳
翁
光
悦
を
拝
見　

 

し
た
が
、
作
行
殊
に
胴
廻
り
ヘ
ラ
目
な
ど
か
ら
光
悦
と
は
思
は
れ
ぬ
が
意
見
を
知
せ
よ
と
あ
っ
た
。　

然
し
私
に
ハ
意
見
ハ
出
来
ぬ
が
、
実
ハ
ア
ノ
茶
碗
ハ
、
箱
に
光
悦
作
と
あ
り
、
筆
者
空
中
光
甫
と
迄
あ
り
、

銘
新
玉
と
あ
る
、
最
近
三
井
家
よ
り
出
で
、
水
戸
吉
君
よ
り
旧
冬
価
十
六
万
金
で
買
受
ら
れ
し　

  
  

事
丈
ハ
、
蔵
番
宗
匠
の
私
は
承
知
と
、
初
め
て
翁
の
秘
め
ら
れ
た
、
内
容
と
知
っ
た
。
只
唖
然
た
る
の
み

　

謎
ハ
解
け
た
。
水
戸
吉
へ
の
蔵
品
払
い
、
十
万
金
の
鼠
志
野
茶
碗
の
水
戸
吉
の
買
振
の
素
早
も　
　
　

      

そ
こ
で
気
の
毒
な
の
は
、
翁
元
旦
の
初
使
に
、
鑑
定
を
求
め
ら
し
折
、
余
は
光
悦
で
な
く
、
ノ
ン
コ
ー
で
も　

 

な
し
、
一
元
当
り
の
作
で
は
と
、
口
を
ス
ベ
ラ
し
た
事
で
あ
る
。
初
め
て
聞
ハ
銘
新
玉
と
あ
る
も
、
元
旦
初
　々

凡
光
悦
に
て
も
楽
茶
碗
を
用
ゆ
る
な
ど
、
寧
ろ
広
間
に
於
る
、
淡
茶
に
用
い
て
こ
そ
誇
る
べ
き
に
と
も
、
当
時　

翁
の
茶
の
行
方
を
、
い
つ
も
な
が
ら
怪
ん
だ
程
に
て
、
今
こ
の
話
に
依
っ
て
、
光
悦
な
ら
ざ
る
事
を
確
断
し
た
。 
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花
入
九
州
は
豊
公
時
代
よ
り
名
物
と
し
て
、
茶
人
間
に
尊
重
せ
ら
れ
る
名
器
、
只
然
し
当
時
ハ　
　

時
の
数
寄
権
位
者
が
、
一
ト
度
取
揚
る
や
、
た
だ
ち
に
名
物
を
称
へ
ら
れ
し
例
多
く
、
今
日　

其
伝
統
を
尊
ぶ
の
み
、
此
花
入
は
形
式
の
良
さ
か
ら
も
、
其
一
例
と
見
る
、
茶
人
の
尊
ふ
花
入
ハ
銅
器

の
場
合
特
に
其
の
傾
向
が
多
い
よ
ふ
思
は
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
萩
井
戸
は
、
あ
き
ら
か
に
、
箱
書
に
も
あ
り
、
大
に
参
考
に
な
っ
た
。
其
理
由
ハ
、
去
年
塩
原
家
茶
の

折
（
（2
（

、
小
貫
入
と
称
す
る
茶
碗
が
、
萩
窯
で
焼
製
さ
れ
た
物
な
ら
ん
や
と
疑
問
せ
ら
れ
た
が
、
此　
　
　
　
　
　

萩
井
戸
を
見
る
に
及
び
、
土
味
釉
薬
作
行
か
ら
も
、
愈
々
断
定
す
る
と
共
ニ
、
古
萩
時
代
、
斯
迄
井
戸
茶　

碗
の
作
焼
見
る
点
か
ら
も
、
今
日
井
戸
と
伝
ら
れ
る
多
く
の
物
の
内
、
相
当
多
く
は
、
萩
窯
焼
製　
　
　

の
物
な
ら
ん
か
、
予
の
想
像
す
る
は
、
明
治
末
よ
り
国
焼
窯
跡
ハ
勿
論
、
朝
鮮
に
て
も
民
間
人
は
元
よ
り

総
督
府
時
代
官
の
手
に
よ
り
、
古
陶
跡
発
掘
研
究
さ
れ
し
も
、
朝
鮮
で
は
、
至
る
所
井
戸
焼
製　
　
　

　
　
　

窯
跡
の
発
見
に
至
ら
ず
。
従
っ
て
、
朝
鮮
在
住
研
究
家
一
部
に
も
、
内
地
茶
人
間
の
井
戸
と
称

す
る
茶
碗
を
朝
鮮
窯
と
し
て
尊
重
す
る
を
疑
問
視
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

今
日
こ
の
萩
井
戸
に
よ
り
、
初
代
朝
鮮
渡
来
人
陶
工
の
手
に
よ
り
、
萩
に
て
焼
始
さ
れ
た
の
で
ハ
あ
る
ま
い

か
が
、
こ
ん
後
大
き
な
問
題
を
残
す
物
で
あ
る
。
畠
山
家
の
こ
の
茶
碗
も
、
古
来
の
箱
書
な
く
ば　
　

或
ハ
本
井
戸
と
し
て
、
通
称
尊
用
さ
れ
る
程
の
、
姿
釉
薬
、
高
台
縁
の
一
名
カ
イ
ラ
ギ
等
寸
分
井
戸

其
ま
ま
で
あ
る
点
、
只
見
込
置
目
の
多
過
る
丈
不
用
意
の
点
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

望
外
な
宝
器
拝
見
に
手
間
取
ど
り
、
お
当
家
の
迷
遺
惑
と
旧
宅
要
件
も
あ
り
お
暇
す
る
と
、
奥
さ
ん
初
め
お

主
人
よ
り
、
柏
屋
を
招
き
女
中
連
に
食
事
も
出
来
た
、
是
非
居
間
に
て
喰
ッ
て
行
け
と
引
留　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
即
時
ニ
膳
が
運　

　
　
　

ば
れ
た　
　

向
鮒
糸
作
り　

子
と
の
甘
酢　

鮪
の
刺
身
が
切
子
の

高
杯

に
盛
ら
れ
ジ
ン
洋
酒
が
進
ら
れ
る
。　
　
　

貝
柱
、
サ
ヨ
リ
、
鮪
、
巻
海
苔
と

色
と
り
ど
り
の
寿
司
と
云
ふ
、
高
級
料
理
、
最
後
ハ
蛤
吸
物
飯
と
種
々
の
馳
走
に
な
り
、
ジ
ン
数
杯

よ
い
気
持
で
お
暇
す
る
と
、
之
又
莨
一
箱
、
洋
菓
子
一
箱
の
外
淡
茶
迄
、
正
午
の
多
忙
に
振
舞
れ　

し
上
、
玄
関
に
て
、
長
い
包
の
お
土
産
迄
頂
戴
し
た
は
、
恐
縮
千
萬
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

広
尾
旧
宅
に
帰
り
包
を
改
る
と
、
鑵
詰
六
個
、
生
鱸
一
尾
で
あ
り
、
重
ね
重
ね
の
厚
情
を
謝
し
、
同
夜　

こ
こ
に
て
一
泊
の
上
、
雑
用
数
件
を
す
ま
し
帰
廬
し
た
。

○
堀
口
捨
己
老
と
茶
杓
問
答		



一
月
廿
二
日
　
夜		



︱︱︱︱



　
ｐ
32

大
寒
前
に
ハ
目
珍
暖
さ
に
、
連
日
畑
に
薪
と
昼
の
疲
れ
に
夕
食
を
終
っ
た
頃
、
仰
木
さ
ん
お
内
で
す
か
と

堀
口
捨
己
老
が
来
訪
。
い
つ
も
夕
方
お
邪
魔
す
る
が
、
今
日
ハ
松
永
さ
ん
を
訪
問
し
、
翁
所
蔵　

   

　

茶
杓
自
作
銘　
　

か
た
わ
れ
月　

茶
碗

0

0

粉
引

0

0

銘

草
庵

箱
鈍
翁　
建
水

曲

に
て
濃
茶
を
呈
し
た
。
心
斗
り
の
粗
茶
汗
顔

の
次
第
、
茶
の
終
し
頃　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

埼
玉
県
聴
史
跡
課
長
稲
村
坦
（
（2
（

元
氏
も
来
ら
れ
、
幸
い
と
て
淡
茶
を
供
し
歓
談
数
刻
の
後
お
開
き
を
乞
ふ

茶
の
一
ト
時
窓
外
禽
鳥
の
音
律
幽
に
合
和
し
興
を
添
へ
し
は
山
荘
の
餘
韻
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

○
畠
山
家
年
賀
に
茶
に
出
合		



一
月
十
三
日		



︱︱︱︱



　
ｐ
30

元
旦
来
東
京
出
を
思
い
立
ち
漸
く
今
日
予
定
通
り
実
行
出
来
た
。
東
京
出
は
交
通
難
で
数
ヶ
月

ふ
り
、
田
舎
お
爺
の
土
産
は
薩
摩
芋
、
一
里
の
道
を
志
木
を
経
て
五
反
田
駅
下
車
。　
　

畠
山
家
玄
関
ハ
は
日
曜
な
が
ら
お
客
で
も
催
し
か
物
々
し
さ
、
玄
関
に
て
お
夫
婦
に
お
目
る
と
、
兎
も
角　
　
　

一
寸
お
上
り
と
進
ら
れ
居
間
に
通
る
と
、
先
着
の
老
紳
士
が
い
ら
れ
る
。
先
づ
年
頭
の
詞
を
述
べ
た
後
お
主
人
ハ

良
い
日
に
来
ら
れ
た
。
実
ハ
今
日
米
進
駐
の
大
官
連
が
、
日
本
家
庭
の
生
活
状
態
が
見
た
い
為
正
午　
　
　
　
　
　

か
ら
招
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
接
待
兼
お
説
明
を
、
こ
こ
に
居
ら
れ
る
、
禅
学
の
大
家
鈴
木
大

（
（2
（
拙
師
に
お
越
し
を
願

た
と
紹
介
せ
ら
れ
た
、
大
拙
師
ハ
著
名
の
碩
徳
語
学
又
堪
能
の
禅
師
で
あ
る
。
自
分
ハ
初
対
面
を
得
た
、
頭
髪

雪
を
頂
く
も
容
姿
端
麗
な
方
で
あ
る
。
主
人
ハ
飾
附
も
終
っ
た
一
巡
見
て
く
れ
と
の
事
、
之
こ
そ
望
む　
　

　
　

所
と
お
主
人
の

案
内
に
て
先
づ
般
若
苑
寄
附

か
ら　

乾
山
筆
寒
山
背
後
の

図
が
掛
る

墨
画
に
て
乾
山
の
得
色

現
は
れ
て
い
る
　

丸
炉
文
字
入
真
形

釜
雲
鐶
付
　

御
殿
と
称
す
る

大
広
間
　

床
に
名
物

0

0

探
幽
筆
白
鳥

0

0

水
に

芦

の
大
横
物
六
十
一
才

筆　
　

　
こ
の
白
鳥
の
姿
勢
筆
致
の
豪
健
さ
ハ
唐
画

研
究
に
半
生
を
没
入
せ
る
狩
野
派
中
興　

の
祖
と
喧
傳
せ
る
丈
あ
り
、
狩
野
派
の
下
火
と
な
り
し
現
在
に
も
猶
探
幽
丈
ハ
市
価
を
落
さ
ぬ
由
縁
は　
　
　
　
　
　

こ
の
幅
と
接
し
改
め
考
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
主
人
の
話
に
よ
れ
ば
、
私
ハ
こ
の
幅
を
求
る
際
、
餘
り
高
価
な
り
し　

に
世
評
を
賑
し
た
程
だ
と
、
書
院
追
羽
根
蒔
絵　
　

硯
箱
、
江
戸
中
期　

袋
棚
ニ
京
人
形
、　

蒔
絵
小
箪
笥  

な
ど
外
人
趣
味
品
が
陳
列
さ
れ
あ　

り
、
そ
れ
よ
り
茶
席
に　
　
　
　
　

         

　

床
ニ
牧
溪

0

0

筆
淡
墨

破
蓮
に
飛
鷺　

表
装
中
二
重
蔓

茶
地
金
襴
上
下
銀襴
一
風　
濃
浅
黄
地　

二
重
蔓
金
襴　

水
屋
に
て
道
具

組
ハ

花
入

0

0

古
銅

名
物
九
州

0

0

花
黄
梅

山
椿　

水
指
利
休
信
楽

共
蓋　

茶
入
唐
物
竹
四
君
子
刻

黒
漆
ツ
ブ
シ　

　

本
茶
入
仁
清

0

0

0

0

　

茶
杓
光
悦
作　

二
重
ダ
メ　

筒
書
本
阿
弥

光
勢
　

茶
碗
古
萩
井
戸

0

0

0

0

0

0　
建
水
備
前

緋
襷　

已
上
凡
て
の
道
具
組
拝
見
し
た
仕
合　

扨
牧
溪
鷺
の
画
は
荒
い
絹
の
為
か
画
面
に
感
を
得
な
こ
と
は

伝
来
を
尊
ぶ
以
外
ニ
な
い
が
、
牧
溪
で
あ
る
や
否
や
に
留
む
る
外
な
く
、　　
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買
い
ま
し
た
と
答
へ
し
に
ハ
、
耳
翁
初
列
席
一
同
啞
然
と
し
て
、
予
又
男
ら
し
く
お
売
な
さ
い
と
進
め
、
翁
ハ

目
を
パ
チ
ク
リ
さ
れ
る
内
手
打
な
り
大
取
引
ハ
成
立
し
た
。
吉
田
君
の
度
胸
に
も
感
服
し
た
が
、
元　
　
　

　
　
　

こ
の
茶
碗
ハ
、
翁
が
茶
を
始
め
ら
れ
間
も
な
き
折
亡
兄
魯
堂
所
持
な
り
し
時
代
、
鼠
志
野
ハ
普
通

志
野
程
顧
ざ
り
し
際
、
予
は
切
に
進
言
し
不
性
無
性
に
四
千
五
百
金
で
買
入
仲
介
し
た
茶
碗　
　
　

処
が
二
年
後
某
大
家
売
立
ニ
、
同
し
桧
垣
で
あ
る
が
、
こ
の
茶
碗
よ
り
低
位
に
て
四
万
某
で
落
札
し
た　
　
　

事
が
あ
り
、
そ
れ
以
来
翁
ハ
次
第
に
重
用
せ
ら
れ
、
他
の
数
寄
者
か
ら
も
薦
賞
さ
れ
る
よ
ふ
に
な
り
、
鼠
志　

野
も
市
価
を
昇
げ
た
。
食
器
に
ハ
鼠
志
野
も
マ
マ
名
品
あ
れ
ど
、
茶
碗
ハ
数
少
な
く
従
っ
て
愛
用　

さ
れ
て
来
た
。
何
れ
に
し
て
も
一
個
の
茶
碗
十
万
金
の
商
人
引
取
り
に
ハ
宮
川
日
発
理
事
も
驚
嘆
し　

て
い
た
。
喜
び
し
は
水
戸
吉
君
、
他
の
品
ハ
正
造
に
ま
か
せ
し
て
、
こ
の
茶
碗
、
硯
箱
踏
鉢
三
点
丈
ハ
自
ら
携　

帯
帰
途
、
途
中
我
春
草
盧
に
も
立
寄
り
、
小
供
時
代
に
よ
く
老
妻
に
も
親
ま
れ
た
関
係
あ
り
お
会
し
た　
　
　
　
　
　
　
　

い
と
久
し
振
り
の
面
会
ニ
今
ハ
五
十
の
吉
ち
ゃ
ん
か
と
感
慨
無
量
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

扨
翌
四
日
松
永
家
か
ら
、
前
日
の
お
礼
を
か
ね
蒔
絵
籬
乱
盆
は
貴
所
懇
望
と
も
見
受
ま
し
た
の
で
、
水　

戸
吉
と
も
相
談
売
留
し
改
め
進
呈
す
る
と
届
け
ら
れ
し
ハ
意
外
で
も
あ
り
希
望
を
と
げ
た
。
猶
立
田　
　
　
　

硯
箱
も
、
翁
秘
蔵
備
前
矢
筈
水
指
と
共
に
六
千
八
百
円
に
て
予
が
推
薦
せ
る
物
水
指
丈
で
も
今
四
五
万
の
値
。　

○
自
宅
飯
後
の
催			




一
月
十
二
日		
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正
月
の
山
荘
は
落
ち
つ
く
し
た
凩
に
寒
林
と
化
し
た
。
麦
一
色
の
武
蔵
野
ハ
今
霜
柱
に
盛
上
る
即
ち
麦
踏
み

姿
の
乙
女
や
老
婆
の
悠
々
た
る
長
閑
さ
を
見
る
。
東
京
よ
り
の
買
出
し
は
朝
来
リ
ク
を
背
に
引
き
も　

も
切
れ
ぬ
さ
ま
日
々
繰
返
し
て
い
る
。
松
永
家
ハ
流
石
日
々
茶
客
を
集
め
六
日
團
さ
ん
と
二
号
を
、
七
日
ハ
田
山
方　

南
、
井
上
晩
翠
主
瀬
津
君
ら
、
九
日
又
服
部
山
楓
に
株
屋
の
室
老
な
ど
、
其
都
度
相
伴
役
も
、
小
作　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
の
冬
は
用
な
く
招
れ
る
ま
ま
参
加
し
た
が
、
道
具
組
は
元
旦
二
日
と
凡
同
よ
ふ
で
あ
る

　

扨
耳
翁
も
近
々
堂
ヶ
島
避
寒
の
為
、
今
午
后
飯
後
の
茶
を
催
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

お
出
を
乞
い
し
は
一
山
の

お
弟
子
連　

　

即
ち
大
僧
正
耳
庵
翁
、
田
中
刀
自
、

本
山
夫
人
、
藤
沢
寂
仙　

　

の
四
人

名
器
豊
蔵
の
耳
翁
に
対
し

物
持
た
ぬ
我
と
て
　

床
に
こ
の
朝
切
り
し

青
竹
一
重
切

ニ
花
野
梅
ニ　
　
　

ヤ
シ
ヤ
の
若
芽
を
挿
し
た
。
お
口
よ
ご
し
迄
と　
　
　
　

向
大
根
人
参
ク
ル
ミ
ア
え　

　

器
ハ
五
山
窯

散
梅
絵　

鮎
の
昆
布
巻

百
合
根　

器
染
附

手
鉢　

天
婦
羅
貝
柱

野
菜　

重
込　
う
と
ん
の

煮
込　

　
御
殿
山
焼
赤
楽
蓋
物　

御
酒
、
銚子　

お
菓
子
お
萩
、
器

時
代
糸
目

に
て
動
座
を

願
い
　

水
指

0

0

南
ば
ん

0

0

0　
　

ハ
ン
ネ
ラ
蓋

茶
入

0

0

瀬
戸
銘
無
一
物
鈍
翁
箱

箱
に
御
殿
山

0

0

0

産
ト
ア
ル　

お
床
内
の
豪
華
、
炉
中
の
見
事
な
る
は
、
流
石
敬
服
し
な
が
ら
、
煤
竹
水
指
は
よ
い
に
し
て
も
、
茶
碗
住
吉
絵

あ
る
の
も
お
床
の
住
吉
図
に
対
し
、
お
入
念
す
き
し
上
、
茶
入
中
次
に
至
り
て
は
、
他
に
対
し
侘    

び
用
丈
、
甚
だ
以
っ
て
不
釣
合
い
、
翁
も
お
理
窟
本
山
丈
に
困
っ
た
物
、
沢
山
の
蒐
蔵
家
丈
、
我
ら
無
一
物
者

は
、
正
月
初
々
こ
ん
な
批
評
を
考
へ
て
見
る
、
連
客
ハ
一
家
総
出
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
耳
翁
蔵
品
払
の
茶		



一
月
三
日		
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耳
庵
翁
か
ら
東
京
よ
り
水
戸
吉
君
が
来
る
か
ら
お
茶
を
共
に
上
げ
た
い
と
招
か
れ
た
が
、
連
日
の
事
で
も
あ

り
一
寸
考
へ
で
も
見
た
が
、
水
戸

（
（2
（
吉
君
は
、
こ
の
柳
瀬
ハ
初
め
な
り
、
戦
災
後
も
会
な
い
の
で
、　

出
掛
て
見
る
と
コ
ム
長
靴
姿
に
先
客
宮
川
日
発
理
（
（2
（

事
の
居
ら
れ
る
の
で
、
彼
れ
は
耳
翁
の
進
め
る

お
番
茶
も
辞
退
し
、
私
ハ
そ
れ
よ
り
お
品
を
拝
見
が
愉
で
す
と
、
彼
一
流
の
無
遠
慮
な
挨
拶　
　
　
　

そ
こ
で
主
人
ハ
先
着
の
正
造
武
市
の
両
君
に
命
じ
、
倉
の
一
山
を
廊
下
に
出
す
よ
う
命
ら
れ
た
。

自
分
ハ
一
寸
変
ニ
考
へ
た
、
扨
ハ
茶
な
く
不
用
品
の
売
払
と
感
じ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

翁
ハ
仰
木
さ
ん
も
共
に
品
別
を
見
て
ホ
シ
ー
ト
の
事
に
て
共
に
庫
前
に
行
く
と
、
凡
二
百
点
で
な
る
、
中

に
も
立
田
と
云
ふ
時
代
蒔
絵
硯
箱
、
唐
瀬
の
沓
鉢
な
と
惜
き
物
が
あ
る
外
他
ハ
な
く
と
も
よ
い
物
の
み　

唯
一
ツ
予
の
作
品
蒔
絵
籬
の
乱
盆
が
あ
る
に
ハ
何
と
な
く
胸
を
打
れ
し
が
、
今
の
松
永
家
に
ハ
不
用
か
と
思
い
返
し

吉
之
助
君
の
踏
値
で
買
受
け
ん
と
、
彼
れ
に
依
頼
し
た
。
間
な
く
耳
翁
が
顔
を
出
す
と
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

彼
れ
は
、
旦
那
さ
ん
、
こ
の
位
の
所
で
ハ
（
椀
フ
セ
）
も
出
来
ま
せ
ん
。
私
の
値
踏
で
お
売
な
さ
い
と
話
合
が
つ
き
、
僅

か
三
十
分
で
値
附
ハ
終
っ
た
。
立
田
ハ
二
万
円
、
唐
瀬
ハ
一
万
五
千
円
が
最
高　

籬
の
乱
盆
ハ
彼
れ
ハ
予
に
二　
　
　

　

五
〇
〇
と
耳
打
し
た
。
総
高
十
二
三
万
翁
ハ
不
満
で
あ
っ
た
が
、
流
石
水
戸
吉
良
く
買
ふ
物
と
翁
に
進
め

商
談
決
定
し
た
。
正
月
早
々
茶
に
招
か
れ
道
具
払
に
立
合
も
珍
な
事
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

扨
取
引
終
る
と

　
　
　

食
事
宮
川
氏　
水
戸
吉

主
人

、
予
ニ
藤
沢
君
の
お
給
仕
に
て　

向
皮
鯨
の

み
そ
酢　

器
ハ
鼠
志
野

木
瓜
形　

汁
三
州
み
そ

小
蕪　

椀
焼　雑

煮　

焼
物
塩
鰤　
　

織
部
の
皿　

強
魚
大
根
輪
切

サ
バ
煮
込　

八
寸
細
昆

布

外　
器
ハ
染
附

瓢
形　

　

香
の
物　

お
酒
ハ
抜
に
て

お
正
月
な
の
か
松
永
家
と
し
て
ハ
目
珍
お
献
立
に
相
伴
人
ハ
仕
合
、
今
一
ツ
ハ
昨
冬
長
岡
で
の
水
戸
吉
君
の
振
舞

答
礼
で
も
あ
ら
ん
。
食
事
ハ
終
り
広
間
で
の
茶
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

床
掛
物
前
日

通
り　

花
入
又
同

よ
ふ　

書
院
白
翁
の

能
面
　

茶
入

0

0

薩
摩　

銘
望
月
0

0　

茶
杓
前
日

通
り　

茶
碗

0

0

鼠
志
野

刻
桧
垣

已
上
に
て
お
濃
茶
が
一
巡
す
る
と
、
水
戸
吉
君
ハ
お
主
人
、
お
席
ニ
こ
の
茶
碗
を
お
売
な
さ
い
よ
と
、
こ
れ
に

答
へ
て
耳
翁
ハ
何
心
な
く
十
一
万
円
な
ら
売
る
と
答
ら
れ
た
。
水
戸
吉
君
ハ
速
座
に
ヨ
ロ
シ
ー　
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ゆ
。
元
旦
早
々
速
断
を
控
へ
、
翁
又
タ
レ
作
と
発
表
な
く
終
っ
た
。　
　
　
　

　
　
　
　

元
旦
と
て
広
間
ハ
な
く
、
元
旦
早
々
の
お
厚
意
を
謝
し
退
散
し
た
。　

都
落
ち
の
俄
百
姓
の
自
分
は
、
午
後
丈
ハ
骨
休
に
安
息
せ
ん
と
、
老
妻
の
疲
れ
も
考
へ
、
炬
燵
に
も
ぐ
り
、
小

児
ら
の
乏
し
き
正
月
生
活
の
様
や
、
幾
十
年
振
り
の
借
家
の
正
月
な
と
を
迷
想
の
夕
刻　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
突
然
松
永
老
夫
人
が
、
藤
沢
君

同
伴
で
仰
木
さ
ん
お　

茶
一
服
ヨ
ン
デ
お
く
れ
と

九
州
訛
り
で　

  

急
襲
さ
れ
た
。
お
主
人
同
よ
ふ
の
振
舞

止
む
な
く
炉
に
火
を
入
れ　
　

 

床
に
除
夜　

到
来
の
厓
和
尚
の
乕
の

絵
　

水
指
ハ
木
地

釣
　

茶
入
時
代
蔦

0

0

0

挽
タ
メ　

袋
利
休
漢
東　

赤
地
モ
ー
ル
片
身
替　
茶
杓

0

0

ハ
舟
越
伊
豫
作　
　

　
　
　

銘
寿　
　
　
　
　

        

　

茶
碗

0

0

鼠
志
野

0

0

0

山〔ママ
〕の
（
（1
（
尾
鈍
翁
銘　

菓
子
ハ
正
月
早
々
、
朝
の
干
柿
が
頭
に
あ
り
し
も

　

生
椎
茸
の
あ
り
し
を
甘
焼
に
て　
　
　
　

濃
茶
を
振
舞
っ
た
。
お
二
人

共
満
足
に
見
へ
し
　
　
　
　

が
、
こ
の
俄
催
に
、
木
香
も
高
い
木
地
釣
に
銘
寿
の
茶
杓
、
大
疵
な
が
ら
鈍
翁
が
、
残
念
が
ら
れ
し
程
に

作
行
と
型
の
堂
々
た
る
茶
碗
を
使
い
し
は
、
お
客
の
お
世
辞
に
ま
さ
る
悦
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

暮
れ
か
ら
日
頃
な
み
な
み
な
ら
ぬ
程
、
我
ら
を
初
め
、
在
京
の
小
供
の
食
料
迄
、
乏
し
い
貧
農
な
が
ら
補
給
を

続
け
て
く
れ
る
、
隣
部
落
森
田
老
夫
人
に
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
食
事
と
案
内
し
て
置
い
た　
　
　
　

　
　
　
　

為
、
叔
母
さ
ん
ハ
コ
ズ
叔
父
丈
が
一
人
来
て
、
松
永
夫
人
の
引
揚
を
待
っ
て
い
た
。
心
な
し
の
無
茶
人
方
よ
り

お
世
辞
も
な
い
素
朴
な
こ
の
お
爺
さ
ん
と
の
夜
食
の
愉
が
深
く
、
前
日
正
月
用
配
給
酒
を
ア
ツ
か
ん
に
天
婦　

羅
、
赤
の
飯
に
て
粗
朶
さ
し
く
べ
会
食
し
た
の
は
、
近
頃
な
い
愉
い
食
事
で
あ
っ
た
。
栄
さ
ん
の
帰
り
に
家
内　

は
お
叔
母
の
分
と
て
重
箱
詰
を
持
せ
、
夜
を
ふ
か
し
て
帰
ら
し
た
、
斯
く
し
て
元
旦
ハ
終
っ
た
。　
　
　
　
　

○
耳
庵
翁
広
間
の
茶		



一
月
二
日
　
午
后		
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元
旦
か
ら
暖
い
良
い
お
正
月
、
お
昼
前
、
田
中
の
老
母
が
お
長
男
と
年
始
に
来
ら
れ
た
。
こ
れ
幸
い
と
、
安

太
郎
君
に
、
名
古
屋
か
ら
上
京
の
亀
三

（
（1
（
郎
君
の
お
兄
弟
を
招
き
、
粗
末
な
が
ら
重
詰
を
開
き
、
配　
　
　
　

給
酒
を
傾
け
尽
し
、
昨
夜
栄
さ
ん
土
産
の
ウ
ド
ン
の
温
い
の
を
呈
し
一
同
紅
顔
よ
い
気
分
で
帰
ら
れ
た
。

お
茶
丈
ハ
午
后
母
屋
で
振
舞
る
と
の
事
で
遠
慮
し
た　
　

藤
沢
宗
ハ
病
臥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

扨
午
后
二
時
母
屋
に
参
入

す
る
と
お

広
間
へ
通
さ
る　
前
日
広
間　
　
　

抜
が
今
日
と
な
る　

床
ハ
信
実

0

0

の
歌
仙

0

0

巻
頭
住
吉
　

花
入

0

0

ハ
砧
青
磁
鳳
凰
耳

花
妙
蓮
寺
紅
椿

　

茶
道
具
ハ　

釜0

古
芦
屋

馬
地
文

縁
黒
嵯
峨

蒔
絵
　

水
指
紹
鷗
好　

古
竹
ノ
桶　

茶
入

0

0

中次　

茶
杓
宗
甫

作
　

茶
碗
志
野
住
吉

絵
大
筒

語
れ
ば
、
イ
ヤ
、
宅
ハ
正
月
用
意
で
取
込
だ
と
の
答
へ
、
我
々
と
て
も
そ
れ
は
同
じ
だ
と
ハ
思
っ
た
が
言
ふ
丈
愚

其
内
包
か
ら
之
ハ
お
歳
暮
だ
と
出
さ
れ
し
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
厓
和
尚
乕
の
絵

讃
の

真
黒
い
幅　

讃
ニ
厓
公
是
何
曰
乕
人
皆
笑
、
厓
亦
笑
、
と
あ
り
、
明
日
を
迎
ゆ
る
乕
年
を

期
に
送
ら
れ
物
な
ら
ん
と
、
其
好
意
を
謝
し
、
早
速
壁
に
掛
け
炉
辺　

に
て
淡
茶
を
呈
し
た
。
こ
の
咄
嗟
の
振
舞
と
て
、
何
の
除
夜
気
分
を
表
し
得
ざ
る
も
、
満
足
ケ
に
引
揚
げ

ら
れ
た
。
食
後
厓
和
尚
の
飄
逸
洒
落
の
幅
を
眺
め
な
が
ら
、
老
妻
共
一
碗
を
啜
り
廿
年
を
終
る　
　
　
　

　
△
元
旦
耳
翁
の
茶		



一
月
元
旦		
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歳
は
改
っ
た
。
一
ト
月
遅
れ
の
田
舎
と
て
何
の
正
月
光
栄
さ
え
見
え
ぬ
ケ
サ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
渡
す
武
蔵
野
の
風
景
に
も
枯
木
と
化
し
た
杜
、
青
松
に
囲
ま
れ
し
平
林
寺
の
松
林
と
の
対
照
と
共　

に
拓
け
し
耕
地
の
麦
の
芽
さ
し
の
色
調
は
自
然
の
風
致
と
共
に
閑
寂
さ
そ
そ
る
の
み
、
只
去
年
の
今
日
と
更
る
は
復

員
壮
年
の
野
良
を
耕
す
姿
の
多
さ
あ
る
の
み
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

気
分
的
に
も
松
永
家
丈
ハ
改
年
の
挨
拶
す
べ
き
と
、
朝
の
雑
煮
を
終
り
、
茶
も
啜
て
十
時
に
出
掛
く

老
お
夫
婦
、
安
太
郎
氏
一
家
お
揃
い
、
朝
の
屠
蘇
の
終
り
し
所
、
我
ら
に
も
屠
蘇
を
振
舞　
　

れ
た
後
、
お
雇
と
て
早
朝
か
ら
出
勤
の
藤
沢
氏
に
命
じ
ら
れ
、
久
木
庵
、
即
ち
且
座
席
に
て
お
茶
振
舞

と
の
事　
　
　
　
　
　

（
合
客
ハ
田
中
刀
自
、
老
夫
人　

安
太
郎
君
と
予
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
に
免
ん
じ
予
が
先
達
、
露
じ
伝
い
久
木
庵
に
。
処
が
、
□躪
水
も
露
地
の
落
葉
と
共
に
う
ず
も
れ
し
ま
ま
。
気

分
的
に
も
手
水
の
水
丈
位
ハ
浄
め
て
あ
る
べ
き
に
、
翁
の
常
説
に
も
不
似
合
を
感
じ
入
席
す
る
と
、　　
　
　

　

床
ニ
西
行

0

0

の

色
紙

、
は
つ
ね
と
題
し　
　
　

つ
い
た
ち
の
日
云
々
の　

詞
書
あ
り
「
う
す
こ
を
り
と
け
ぬ
る
よ
に
く
も
わ
な
く　
　

　
　
　

い
け
の
か
か
み
ニ
ハ
か
け
り
な
し
つ
つ
」
又
一
首

「
く
も
な
き
い
け
の
か
か
み
に
よ
ろ
す
よ
お

　

む
す
へ
き
か
け
に
く
る
く
ミ
へ
け
る　

」
と　
二
首
認
め
あ
り
元
旦
に
申
分
な
き
お
歌
掛
り
お
主
人
の
お
得
意
さ
へ

察
ら
れ
る
。
た
だ
新
仕
立
表
装
の
見
苦
さ
、
お
説
明
に
よ
る
と　

　

旧
臘
八
百
善
所
蔵
手
鑑
中
よ
り
捲
上
け
表
装
申
付
、
昨
夜
届
き
よ
し
。
従
っ
て
初
使
で
あ
る
訳
、　　

　
　
　
　

猶
こ
の
筆
者
が
西
行
で
あ
る
か
否
や
ハ
、
浅
学
の
私
に
ハ
ワ
カ
ラ
ヌ　
　
　
　
　
　
　
　

　

水
指
ハ
曲　
お
香
が

あ
り
　

香
合

0

0

黄
瀬
戸

一
文
字　

茶
入
ハ
道
安
の

松　

　

茶
杓
失念　

茶
碗
赤
楽

建
水
砂
張　

菓
子
干
柿

さ
て
茶
碗
ハ
初
め
て
拝
見
す
る
物
、
お
主
人
は
イ
ト
モ
叮
重
な
お
披
い
ワ
リ
、
茶
筅
使
い
も
日
頃
に
見
ぬ
入　

念
さ
わ
、
お
貴
重
品
な
ら
ん
と
拝
見
を
乞
ふ
。
作
風
は
光
悦
振
だ
が
、
光
悦
と
断
ず
る
勇
気
ハ
な
い
、
横
に　

見
る
段
々
の
ヘ
ラ
目
に
イ
ヤ
味
が
あ
り
、
暫
し
見
入
る
内
、
翁
ハ
遠
慮
な
き
判
断
を
乞
れ
た
が
、
軽
々
し
く
も　

な
ら
ず
、
ノ
ン
コ
ウ
な
ら
ず
素
人
作
で
ハ
無
論
な
い
。
そ
う
考
へ
る
と
お
主
人
ハ
光
悦
と
し
て
求
め
ら
れ
し
と
見　
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妻
相
手
に
又
一
服
啜
り
合
ふ
。
拙
句
胸
に
浮
ぶ　

初
雪
に
新
羅
万
象
う
す
化
粧

午
后
三
時
か
ら
又
母
屋
よ
り
招
か
れ
た
。
淡
い
雪
は
午
后
か
ら
の
晴
れ
で
解
け
て
い
る
が
、
途
中
の
山
内
ハ
、
ソ
コ
コ
コ
と

残
雪
。
お
指
定
の
且
座
席
に
通
る
と
合
い
客
は
朝
と
同
よ
ふ
。
進
ら
れ
る
ま
ま
先
入
す
る
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

床
ニ
其
角

0

0

に
点
字
を
乞
い
し

人
に
宛
た
る
一
句　

「
め
す
ら
し
き　
　
　
　
　

も
の
が
ふ
り
た
す
寒
か
な
」
詢
に
初
雪
に
は
此
上
な
い
適
幅
、　　
　
　
　
　

（
も
の
持
た
ぬ
人
こ
そ
寒
し
け
さ
の
雪
）
と
で
も　

言
ふ
べ
き
感
懐
で
あ
る
。
水
指

0

0

ハ
備
前
の

矢
筈
　

茶
入
利
休
所
持

挽
家
形

写
予
の

作
　

茶
杓
石
州　

茶
碗

0

0

克
徳
翁
作
黒
楽

　

銘
不
出
来

0

0

0　
　
　

　

已
上
に
て
お
濃
茶
ハ
連
日
の
手
練
丈
ま
こ
と
に

結
構
に
拝
服
し
た
。
菓
子
干
柿
に
て　

　

 

扨
お
そ
ば
で
も
揚
上
た
い
が
手
に
入
ら
ず
粗
末
な
が
ら
と
運

ば
れ
し
は　

向
膳
を
染
附
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

吸
物
蛤
、
大
根
の
煮
込

柚
子
味
そ　
　

　

香
の
物
新
大
根

漬　

と
云
ふ　
思
掛
な
い
お
振
舞
に

網
手
徳
利
に
お
酒
迄
頂
き
お
心
入
を
謝
し
た
。
猶
喜
し
く
感
じ

た
は
、
志
野
誰
釉
の
香
合
で
あ
る

型
ハ
小
さ
い
が
、
其
出
来
の
よ
さ
、
お
自
慢
あ
っ
て
然
る
べ
き
香
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

茶
碗
不
出
来
ハ
克
徳
翁
遺
品
中
の
名
作
、
元
お
合
客
田
中
刀
自
令
兄
正
彦
氏
愛
品
で
あ
っ
た
。
了

　

八
年
と
一
ヶ
月
永
い
戦
争
、
最
后
ハ
無
条
件
降
伏
と
云
ふ
悲
惨
な
国
情
ハ
数
百
万
の
人
命
を
損
し
、
国
民
ハ
悲

嘆
に
く
れ
つ
つ
、
貧
者
ハ
食
ふ
に
食
な
く
、
富
者
の
み
が
ア
ヲ
ル
闇
市
に
物
価
は
高
昇
す
る
年

こ
の
悲
愴
状
態
は
、
こ
ん
後
益
々
深
刻
を
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
過
酷
を
続
け
な
が
ら
永
久
忘
が
た
き   

昭
和
廿
年
を
送
る
。

◎
除
夜
昭
和
廿
一
年

囲
炉
裏
の
茶		



元
旦
前
夜
の
急
襲		
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有
史
以
来
か
っ
て
見
ざ
る
屈
従
降
伏
を
甘
受
し
、
国
民
永
遠
に
忘
れ
が
た
い
、
こ
の
廿
年
八
月
十
五
日
と
言
忌
し
い
年

に
最
後
を
つ
げ
る
除
夜
の
今
日
、
去
年
迄
は
旧
宅
裏
門
祥
雲
寺
の
名
鐘
の
除
夜
を
つ
ぐ
る
響
に                   　

一
年
の
邪
念
を
払
ひ
し
も
の
を
、
今
は
平
林
禅
寺
よ
り
遠
く
武
蔵
野
を
伝
ゆ
る
梵
鐘
さ
へ
、
皆
無
な
燃
料　
　
　

に
釜
か
け
る
に
す
べ
な
く
、
改
る
初
春
の
用
意
さ
へ
、
お
ほ
つ
か
な
い
ま
ま
、
寒
さ
を
凌
ぐ
は
、
早
寝
の
外
な
く　

夕
暮
の
仕
度
中
、
松
永
さ
ん
か
ら
お
茶
頂
戴
に
出
掛
く
る
と
の
お
使
な
り
し
も
、
寒
さ
と
疲
れ
の
老
妻
に
も
、

婦
人
ハ
婦
人
の
元
旦
の
用
意
に
追
れ
る
最
中
、
お
断
り
し
た
の
に
、
そ
れ
に
も
お
か
ま
な
く
早
や
閑
室　

当
り
か
ら
大
声
に
二
人
連
で
襲
は
れ
、
例
に
よ
り
茶
と
菓
子
は
持
参
し
た
、
お
茶
一
服
願
た
い
と
無
理
難
題
。　
　

夕
餉
仕
度
に
お
湯
さ
へ
な
く
、
至
極
迷
惑
と
思
っ
た
が
、
そ
ん
な
事
に
理
解
な
い
無
茶
人
、
お
連
ハ
田
中
の
精
一
君

胸
に
浮
ん
だ
は
台
所
の
囲
炉
裏
端
、
そ
こ
で
兎
も
角
と
、
煮
物
の
鍋
を
手
取
釜
に
か
へ
、
粗
朶
さ
し
く
べ　
　

案
内
し
た
。
お
湯
の
沸
迄
松
の
花
や
粗
朶
を
た
し
な
が
ら
、
除
夜
に
ハ
お
家
で
こ
そ
お
催
も
あ
る
べ
き
に
と　

怪ア
ヤ
シゲ
な
空
合
の
夜
は
明
け
た
。

い
つ
も
早
起
の
老
妻
は
　

雪
で
す
よ
と
云
ふ
声
に
、
そ
れ
は
初
雪
と
雨
戸
を
操
と
、
深
く
は
な
い
が

野
も
杜
も
一
面
の
白
紗
ま
た
降
り
続
い
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

                      
憧
れ
て
い
た
春
草
盧
か
ら
の
雪
、
薄
化
粧
に
お
ふ
わ
れ
し
武
蔵
野
は
、
何
と
云
ふ
景
色
で
あ
ろ
う
。
杜
も
野
も
一
色

に
彩
ら
れ
、
刈
迹
の
稲
の
株
に
は
綿
帽
子
を
列
へ
た
よ
ふ
に
、
其
の
白
紗
に
黒
く
浮
出
る
鴉
の　
　
　
　

群
れ
は
、
牧
溪
な
ど
に
見
る
唐
画
の
姿
、
花
に
若
葉
、
月
に
良
く
、
雪
の
眺
の
景
色
に
、
一
人
あ
か
ぬ
憶

に
ふ
け
る
七
時
前
耳
庵
翁
か
ら
の
お
使
い
に
、
消
息
文
に
木
炭
を
添
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
昨
日
ハ
よ
い
お
茶
拝
服
一
同
感
ニ
入
候
、
又
名
々
に
お
茶
杓
申
下
難
有
く
初
雪
降
り
し
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
寒
く
も
可
有
炭
少
々
為
持
、
其
内
雪
見
か
た
が
た
お
た
つ
ね
申
候
、
こ
ち
ら
に
も
お
越
は
入
候　

廿
三
日
朝
耳
叟

　
　
　
　
　
　

 

仰
木
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
初
雪
に
炭
ま
ひ
ら
す
る
寒
さ
か
な
）　

月
並
月
並　

と
老
人
へ
の
思
い
や
り
は
初
雪
と
共
に
風
流
感
が
、
少
し
の
炭
に
も
心
こ
も
り
う
れ
し
き
思
い
、
我
無
沙　
　
　

羅
の
翁
の
一
面
に
こ
の
温
情
が
あ
っ
て
こ
そ
、
多
く
の
部
下
を
駆
使
せ
ら
れ
、
部
下
又
隨
服
す
る
所
以
で
あ
る　

朝
の
行
事
を
終
り
雪
あ
る
内
に
、
炭
の
お
礼
を
か
ね
、
山
荘
雪
景
色
を
探
ら
ん
と
思
ふ
折
柄
、
寂
な
山
道
に
人　
　

の
ケ
配
、
朝
ま
だ
早
い
こ
の
頃　

誰
人
な
ら
ん
と
、
木
の
間
を
見
れ
ば
、
雪
道
を
杖
を
た
よ
り
に
耳
翁
初

老
夫
人
田
中
刀
自
と
其
令
息
精
一
君
に
藤
沢
老
の
一
連
で
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

雪
見
の
為
の
急
襲
に
、
一
寸
マ
ゴ
つ
き
し
が
、
こ
れ
ぞ
何
よ
り
の
好
客
と
、
縁
先
に
招
じ
雪
景
色
を
賞

せ
ら
れ
間
に
、
幸
ひ
こ
の
朝

　
　

床
に
掛
け
し　
　
　

　

永
真

0

0

立
信
筆　
　

雪
中
0

0

の
富
士

0

0

の
横
物
「
ち
は
や
ふ
る
神
よ
の
雪
を
見
る
こ
と
は　

　

富
士
の
た
か
ね
の
あ
れ
は
な
り
け
り　

宗
中
」

を
其
の
ま
ま
、
贈
れ
し
炭
火
の
火
鉢
を
用
意
し
て
、
押
よ
せ
ら
れ
た
上
は
、
お
茶
一
服
は
、
ま
ぬ
か
れ
ぬ
と
、　

　

小
間
に
招
し
、
内
朱
四
方
盆
に
、
フ
ッ
切
飴
を
進
む
。
翁
ハ
懐
中
か
ら
布
に
包
み
し
椎
茸
五
ツ
を
取　
　
　
　
　
　
　
　

出
し
お
土
産
と
提
出
れ
、
田
中
の
老
母
又
、
静
岡
か
ら
精
一
君
土
産
の
蜜
柑
の
ソ
ソ
別
け
、
後
に
て
聞
け
ば　
　
　
　

　

老
夫
人
よ
り
、
主
人
が
ア
マ
リ
、
ケ
チ
で
す
か
ら
、
内
所
で
す
と
之
又
椎
茸
を
頂
い
た
よ
ふ
だ
。
こ
こ
に
も
面
白
い

お
夫
婦
の
半
面
が
あ
る
。
贈
り
物
ハ
其
多
過
に
よ
ら
ず
、
内
容
に
こ
も
る
温
さ
で
あ
る
。

床
に
澤
庵
和
尚

0

0

0

0　

の
翁
の
大
字
に
小
書
あ
る
、
祥
雲
寺
伝
来

の
横
物
を
掛
け　
　
　

　

炭
の
恩
恵
に

炉
に
ハ
香
林
院
旧
蔵
天
猫

0

0　
　
　

　
　

筋
釜
を
懸
く

水
指
ハ
備
前

種
壷　

茶
入
道
安
好

自
作
写　

茶
杓
又
自
作
、
翁
筒
書

銘
浦
島　
　
　

　

茶
碗

0

0

ハ
空
中

0

0

信
楽

銘
宵
待

に
て
茶
を
練
り

初
め
る
と

思
ひ
か
け
ぬ
老
妻
の
急
造
の

黄
粉
ネ
リ
が

出
来
ま
し
た
と
運
び
出
し
た
は
、
上
出
来
で
あ
り

乏
し
き
な
が
ら
客
も
満
足　
　
　

で
あ
っ
た
。
さ
て
、
対
話
中
余
ハ
、
澤
庵
細

書
に
つ
き
、
其
解
釈
を　
　

耳
庵
に
乞
い
し
に
、
元
一
時
僧
族
で
あ
っ
た
云
ふ
。
藤
沢
君
か
ら
、
色
々
解
説
を
聞
き
し
も
、
禅
学
に

無
知
識
の
自
分
に
は
、
其
解
説
又
不
明
瞭
、
無
学
は
か
な
し
い
か
な
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

然
し
白
髪
の
正
客
、
予
又
髪
に
雪
を
頂
く
齢
い
、
窓
外
の
雪
と
共
に
、
翁
の
一
字
に
も
、
何
ら
か
一
脈
あ　
　
　
　
　
　

い
通
す
る
よ
ふ
に
思
は
れ
、
心
ひ
そ
か
に
、
自
己
満
足
で
あ
っ
た
。
一
行
退
散
後
釜
の
沸
も
落
ず
、
老　
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翌
十
七
日
午
后
藤
沢
君
東
京
行
の
途
立
寄
り
、
話
ハ
秋
月
ノ
一
件
に
及
ぶ
、
偽
物
と
確
定
し
た
の
で
、
之
れ
よ
り

旧
持
主
に
返
還
に
為
上
京
す
る
。
実
ハ
こ
の
幅
ハ
博
物
館
絵
画
主
査
秋
山
光
夫

0

0

0

0

氏
に
も
鑑
定
を　
　
　
　
　
　

乞
は
れ
真
筆
と
断
定
の
結
果
、
主
人
は
買
入
ら
れ
た
。
貴
下
の
直
感
の
鋭
さ
に
主
人
も
敬
服
さ
れ
た
と
、

自
分
ハ
書
画
跡
に
鑑
識
な
き
も
、
直
感
の
ま
ま
が
適
中
し
た
の
み
、
秋
山
君
も
こ
の
誤
認
は
何
か
の
錯
覚

な
ら
ん
と
答
へ
た
。
猶
持
主
商
人
と
云
ふ
は
、
栗
山
八
百
善
彩
光
庵
と
で
あ
る
と
は
、
彼
れ
の
常
習
的
、

価
も
八
千
金
と
、
お
歳
暮
買
に
ハ
耳
と
し
て
ハ
痛
手
な
ら
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
初
雪
　
冬
至
と
雪
見
の
茶		



十
二
月
廿
二
日		



︱︱︱︱



　
ｐ
21

寒
さ
の
早
く
お
と
つ
れ
し
こ
の
冬
は
、
冬
至
を
前
に
一
入
身
に
沁
む
寒
さ
、
柚
子
湯
な
ど
昔
の
夢
、
銭
湯
行
事

の
冬
至
湯
も
、
今
は
月
に
二
度
か
三
度
の
営
業
と
云
ふ
惨
な
有
様
。
人
間
の
身
も
心
も
汚
れ
る
ま
ま
に

飢
に
あ
へ
ぐ
此
頃
、
中
野
部
落
の
森
田
夫
婦
か
ら
、
冬
至
ダ
、
ウ
ド
ン
打
ツ
か
ら
、
夕
方
か
ら
二
人
う
と
ん
喰
に
ク
ベ
し

と
真
心
こ
も
っ
た
案
内
、
乏
し
い
な
が
ら
も
お
百
姓
の
た
し
な
み
、
こ
の
親
切
に
、
こ
の
夏
作
に
南
瓜
不
作
で
、
冬　

　

至
の
南
瓜
も
な
い
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
幸
ひ
食
料
補
足
で
、
ト
ツ
と
き
の
南
瓜
で
も
煮
て
届
に
ふ
と
、
家

内
は
朝
か
ら
用
意
を
し
て
い
た
。
処
が
突
然
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
后
耳
翁
お
夫
婦
、
田
中
の
刀
自
、
藤
沢
君
ら
が
押
掛
に
て
、
お
茶
と
菓
子
は
持
参
し
た
、
お
宅
で
一
服

頂
戴
し
た
い
と
の
所
望
。
閑
人
ば
か
り
の
こ
と
無
下
に
断
も
な
ら
ず
、
有
り
合
せ
の　
　
　
　
　

　

　

床
に
砥
平
石

0

0

0

の
墨跡
を
掛
け
お
湯
は

銀
瓶
　

茶
入

0

0

唐
物
張
抜

0

0

0

0

菊
の
絵

　

茶
杓

0

0

自
作
銘

山
兎
0

0

　

茶
碗

0

0

無
地
刷
毛　
　

見
込
ニ
天
目
釉

あ
り

に
て
お
持
参
の

代
代
木
ノ
杜
を
練
り
お
進
し
た
。
処
が
、
今
一
服
と
所
望
が
あ
っ
た
の
で
、
フ
ト
胸
に
浮
だ
、
森
田
へ
の
土
産
に　

煮
込
で
置
た
冬
至
の
南
瓜
こ
れ
に
越
す
菓
子
は
な
い
と
、
老
妻
の
怪
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
、
銘
々
盆
に
青
葉
を
し
き
運
び
出
し
た
と
き
の
耳
翁
の
驚
き
、
こ
の
速
饗
に
流
石
の
翁
も
一
棒　
　
　

を
与
へ
ら
れ
た
と
、
感
歎
さ
れ
し
は
、
心
よ
い
応
酬
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
茶
杓
山
兎
の
箱
書
を
乞
い
し
に

翁
ハ
速
座
に
「
山
兎
う
ま
の
耳
よ
り
長
い
耳　
　

　

耳
庵
の
み
み
に
か
よ
ふ
お
茶
杓　

耳

」
と
速
詠
せ
ら
れ
た
。　

　
　
　
　

こ
の
茶
杓　

箱
書
を
キ
ッ
か
け
に
田
中
刀
自
か
ら
タ
ッ
テ

所
望
さ
れ
、
二
日
前
削
り
し　
　

内
、
一
本
翁

の
銘
を
乞
ふ　

歌
ハ　
秋
の
田
の
刈
穂
の
い
ほ
の
苔
お

我
衣
て
は
露
に
ぬ
れ
つ
つ　

、
刀
自
の
祖
父
ハ
伊
勢
の
諸
戸
家
の
出

世
に
聞
へ
し
豪
農
を
因
み
て
と　
　
　

之
に
続
い
て
一
子
夫
人
か
ら

亦
一
本
と
望

ま
れ
、
何
れ
は
、
水
屋
の
す
み
に
押
込
め
ら
れ
る
と
知
な
が
ら
、
一
本
差
上
げ
た
。

　

同
時
に
兼
て
田
山
方

0

0

0

南
君
か
ら
頼
れ
し
茶
杓
に
耳
翁
の
銘
を
乞
ふ
た
。
銘
ハ　

桺
瀬
川

0

0

0

と
夫
人
の
は　

（
ひ
よ
鳥
越
）

已
上
の
よ
ふ
な
冬
至
気
分
に
、
茶
杓
の
分
捕
余
興
に
、
お
連
中
歓
を
つ
く
し
て
退
散
さ
れ
た
。        　
　

     　

　

こ
ん
な
訳
で
、
中
野
か
ら
は
う
ど
ん
を
届
け
て
く
れ
、
寒
い
夜
食
に
舌
鼓
を
打
厚
意
を
味
っ
た
。

寒
さ
は
連
日
続
く
、
用
水
桶
は
元
よ
り
、
田
圃
一
面
硝
子
張
り
と
も
見
ゆ
る
厚
氷
、
こ
れ
を
又
里
の
童
子
が　

     

素
足
の
ま
ま
、
パ
タ
リ
パ
タ
リ
踏
砕
き
嘻
々
と
し
て
娯
ん
で
い
る
。
都
育
に
出
来
な
い
勇
気
も
頼
母
し
い
。

老
妻
は
久
し
振
り
京
子
お
産
の
喜
に
上
京
し
た
独
身
生
活
ハ
、
釣
釜
に
芋
粥
の
美
味
さ
、　　
　

こ
の
日
信
州
松
本
在
ニ
疎
開
中
の
縣
君
が
、
耳
翁
を
訪
ね
来
遊
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
共
に
一
服

上
た
い
と
の
案
内
に
母
屋
に
出
掛
く

　
　
　
　
　

床
ハ
二
三
の
且
座
席　
　

床
へ
ハ
数
日
前　
　

上
京
の
得
物　

相
阿
弥

0

0

0

真
相
の
印
あ
る
山
水
、
讃
に
曰
ク　

 

「
満
地
霜
蕉
疲
入
牛
野
、
無
牧
緊
放　
　

悠
々
山
中
、
宰
相
似
新
画
襄
跡　
　
　

青
雲
不
見
収　

河
南
隠
者
完
玩
□
□
」 
筆
者
ハ
相
阿
弥
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
が
、
竹
林
中
の
茅
屋
一
放
牛
の
悠
々
た
る

構
図
に
筆
致
ハ
名
画
で
あ
る
。
古
来
如
斯
画
に
ハ
、
よ
く
相
阿
弥
の
印　
　

   

章
後
挿
が
あ
る
。
何
に
し
て
も
良
い　

画
で
あ
り
、
こ
の
幅
も
其
一
例
な
ら
ん　

猶
讃
ハ
一
休
和
尚

の
法
嗣
ト　
　
　

水
指

0

0

ハ
備
前
花
入　

を
打
割
し
物　

茶
入

0

0

唐
物
篭
地

内
黒　

　

茶
杓
古
織

　

茶
碗
熊
川　
　
　

建
水
砂
張
　
と
云
ふ
大
奮
発

菓
子
干
柿　

　
濃
茶
が
終
っ
て
、
斗
々
屋
に
て
お
淡
を
頂
く

お
菓
子
ハ
田
中
刀
自
よ
り
手
製
蒸
マ
ン　

　
折
柄
東
京
よ
り
、
水

戸
幸
正
造
君
来
る

家
内
不
在
の
為
と
て
夕
餉
を
一
同
と
共
に
居
間
移
る

　
　

部
屋
の
囲
屛
風
に
古
画
の
山
水
が
掛
て
あ
る　
　
か
ね
て
お
主
人
よ
り
秋
月
筆
山
水
を
求
め
し
と
聞
し
ニ
は
、　

　

拝
見
を
前
に
、
こ
れ
は
何
人
の
筆
か
を
伺
い
立
る
と
、
主
人

は
秋
月
4

4

と
答
へ
ら
れ
た
。
一
見
し
た
自
分
は
、
不
思
議
で
な
ら
ぬ
ハ
、
お
主
人
ハ
元
よ
り
、
予
よ
り
前
に
実
見
し
た
縣
君
ら
の

讃
詞
で
あ
る
。
何
事
ぞ
、
此
幅
ハ
真
赤
偽
物
、
然
も
近
来
出
来
の
硬
質
刷
で
は
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

然
し
直
感
ハ
シ
タ
が
速
直
に
断
言
す
る
訳
に
も
行
か
ず
、
近
来
お
主
人
ハ
美
術
鑑
定
に
も
大
分
お
天
狗
で
も
あ
り
、
縣

君
に
対
し
て
も
と
、
お
主
人
に
向
い
お
求
に
な
り
ま
し
た
か
と
尋
し
に
、
ハ
イ
買
取
ま
し
た
。
然
も
立
派
な
商
人

所
蔵
三
幅
ツ
イ
中
、
無
理
懇
望
し
ま
し
た
と
、
ス
マ
シ
た
お
返
詞
ニ
、
ア
ー
困
っ
た
お
方
だ
な
ー
と
縣
氏
を
側
ニ

招
き
、
君
も
今
一
度
好
く
見
直
し
た
ら
ド
ー
ウ
だ
、
紙
ニ
は
専
門
の
事
、
こ
の
用
紙
ハ
最
近
の
製
紙
殊
に　
　
　
　
　
　
　

硬
質
刷
で
あ
る
事
ハ
、
表
の
紙
中
、
折
れ
が
裏
か
ら
見
え
な
い
点
も
疑
ふ
迄
も
な
い
と
再
見
を
進
め
し
に
氏
も
初
テ

誤
認
を
さ
と
り
、
予
と
同
意
見
、
こ
こ
で
初
め
て
、
耳
翁
に
も
不
正
品
な
る
事
を
進
言
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

幸
ひ
旧
持
主
が
商
人
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
な
く
返
品
を
進
め
た
。
商
人
の
何
人
か
は
不
明
な
る
も
、
松
永
さ
ん

対
手
で
あ
る
以
上
相
当
知
名
な
ら
ん
に
、
奸
商
の
不
都
合
も
悪
し
も
の
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
食
事
ハ
お
粥
に
大
根
煮
〆　
　

サ
ン
マ
ー
の
寸
切
少
々
は
詢
に
お
い
し
か
っ
た
。
縣
君
は
一
泊
、
如
何
山
上
で
も
一
軒
家
の
空
家
を
気
遣

帰
宅
も
す
る
と
、
ま
だ
東
京
泊
り
と
思
い
し
老
妻
帰
宅
し
て
い
た
。　

　

寒
月
光
々
と
老
松
を　
　

透
し
草
盧
を
照
す
。　
今
日
を
限
り
に
巣
鴨
収
容
所
に
、
入
所
す
べ
き
筈
の
近
衛
文
麿
公
は
今
朝

五
時
荻
窪
自
邸
に
於
て
服
毒
自
殺
と
発
表
さ
れ
た
。
五
摂
家
の
筆
頭
た

る
名
家
も
支
那
事
変
以
来
三
度
の
首
相
と
し
て
、

其
の
自
責
の
為
と
憶
わ
る
悲
愴
と
も
言
ふ
べ
き
か
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上
な
き
仕
合
で
あ
る
。

松
籟
幽
の
内
食
事

は
終
り　
服
部
山
楓
氏
の
お
炭

直
し
が
あ
り　
　

 

　

炭
斗
唐
物
竹
組
平
、
火
箸
象
嵌
、
釜
敷
時
代
長
門
組
、

　

羽
箒
青
ら
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
合　

銘
九
重　

香
合

0

0

ハ
鎌
倉
時
代
金
地
四
方

錫
縁
、
螺
鈿
籬
に
菊
見
返
し
菊
の

折
枝　
こ
の
名
香
合
出
現
に
ハ
、
一
同
少
か
ら
ず
感
激
し
た
。
鎌
倉
八
幡
蔵
硯
箱

と
手
法
と
図
案
の
一
致
は
、
見
る
か
ら
凡
同
時
代
の
物
と
思
は
れ
る
貴
重

な
香
合
で
あ
っ
た
。
予
ハ
想
に
明
治
の
中
期
、
パ
リ
博
覧
会
出
品
の
手
箱
が
不
幸
海
上
遭
難
の
為
、
伊
豆
沖
に
沈

没
の
災
に
遭
失
せ
る
事
か
ら
、
或
ハ
三
島
の
手
筥
同
よ
ふ
、
櫛
笥
内
の
一
部
で
な
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
た
。　
　
　

禾
日
庵
主
が
こ
の
名
香
合
を
惜
ケ
な
く
、
こ
の
歳
暮
に
用
ら
れ
し
温
情
を
謝
す
内

動
座
も
な
く
、
居
抜
の
ま
ま　

菓
子
善
哉
焼
餅
に
て
、　　
　
　
　
　

水
指

0

0

備
前

緋
襷

　
茶
入　

記
三
棗

　

茶
杓

0

0

長
闇

0

0

堂
作

共
筒　

　

茶
碗

0

0

井
戸

0

0

小
振
山
中
道
億

0

0

0

0

書附　

建
水

0

0

島物

と
云
ふ
禾
日
庵
主
独
意
の
侘
び
に
て
、
之
又

山
楓
氏
の
お
手
前
で
お
濃
茶
ハ
見
事
に　

　

練
ら
れ
一
同
巡
服
し
た
。
扨
茶
碗
拝
見
と
な
り
、
正
客
は
こ
れ
は
名
碗
、
実
ハ
私
も
一
ツ
所
持
す
る
が
、
作
行
釉

薬
共
余
程
秀
れ
て
い
る
と
、
シ
キ
リ
に
賞
讃
せ
ら
れ
て
い
る
。
予
又
井
戸
小
貫
入
と
思
い
、
改
め
詳
細
に
拝　
　

見
す
る
と
、
見
込
の
作
、
高
台
廻
り
及
釉
薬
が
、
ナ
ン
ト
な
く
井
戸
と
思
え
な
い
点
が
あ
り
不
思
議
に
考
へ
な

が
ら
隣
席
の
お
主
人
に
向
い
、
結
構
で
す
が
普
通
よ
り
相
違
点
が
あ
り
ま
す
と
述
し
に　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

正
客
は
、
こ
の
茶
碗
ハ
疑
問
は
な
い
、
山
中
道
億
の
目
識
に
よ
っ
て
井
戸
と
伝
へ
ら
れ
て
あ
る
の
で
ハ
な
い
か
と
、
之
に
対　
　

し
主
人
ハ
、
イ
ヤ
、
実
ハ
私
も
井
戸
の
積
り
で
あ
っ
た
が
、
自
分
の
手
に
入
り
仔
細
に
研
究
す
る
と
、
作
行
萬
般
が　
　
　
　
　

朝
鮮
窯
で
な
く
萩
窯
で
あ
る
事
を
確
認
し
た
。
今
仰
木
君
が
、
作
行
釉
藥
に
疑
問
の
点
ハ
そ
こ
に
あ
る
。
私

は
井
戸
で
な
く
、
萩
窯
と
断
定
し
て
以
来
特
に
珍
蔵
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
茶
碗
の
由
来
ハ
、
二
三
年
前
、
大
坂
倶
楽
部
に
於
て
金
沢
所
蔵
家
の
売
立
に
出
た
物
で
、
実
ハ
服
部
君
が
、
下　
　

見
後
、
切
に
買
入
を
進
ら
れ
、
相
当
奮
発
し
た
が
大
坂
商
人
に
落
札
し
た
。
其
直
後
金
沢
の
鍛
冶
商　
　
　
　
　
　

に
利
附
せ
ら
れ
た
事
を
聞
き
、
迹
追
い
掛
け
僕
の
所
有
に
記
し
た
訳
だ
と
長
々
の
説
明
に
、
正
客
初
め
又
再
見　

と
云
ふ
研
究
ふ
り
で
あ
っ
た
。
然
し
猶
自
分
に
は
萩
と
は
断
定
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
元
来
萩
井
戸
と
称
す
る
程
の

上
作
が
、
世
に
本
井
戸
と
し
て
伝
称
さ
れ
つ
つ
も
、
こ
の
茶
碗
丈
ハ
、
其
地
土
と
云
い
高
台
の
月
ノ
輪
の
ヘ
ラ
取
り
か
ら
も　

釉
薬
の
発
色
か
ら
で
も
、
唐
津
当
り
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
想
像
せ
ら
れ
た
。
何
れ
に
し
て
も
愛
す
べ
き
良
い
茶
碗
で
あ
る
。

釜
を
懸
ら
れ
、
降
伏
後
初
の
歳
末
に
茶
友
に
対
す
る
、
禾
日
庵
ご
一
家
が
、
一
玉
と
な
っ
て
の
お
催
に
つ
き
一
同
ハ　
　

厚
き
お
厚
情
を
謝
し
、
お
番
茶
水
果
子
な
ど
の
持
成
し
後
、
お
暇
し
た
。
耳
庵
お
夫
婦
ハ
目
白
一　
　
　
　
　
　
　
　

泊
と
て
、
予
丈
坂
上
に
て
お
別
し
広
尾
に
立
寄
と
、
嫁
の
お
産
が
今
朝
あ
っ
た
と
共
ニ
、
四
国
に
移
住
し
た

筈
の
久
子
一
家
が
、
列
車
満
員
で
乗
車
不
能
で
昨
夜
一
泊
し
、
お
産
に
居
合
た
も
、
凡
て
が
因
縁
、
こ
の
喜

を
老
妻
に
も
伝
へ
ん
と
、
急
ぎ
帰
途
に
つ
い
た
が
志
木
着
ハ
六
時
半
寒
月
霜
を
踏
ん
で
、
草
廬
に
帰
り
し　

は
八
時
近
く
、
山
荘
寂
と
し
て
声
な
く
、
聞
ゆ
る
は
杜
の
梢
の
葉
す
れ
の
音
の
み
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
縣
君
を
迎
へ
て
耳
庵
翁
の
茶	

十
二
月
十
六
日		
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指
導
に
よ
り
寂
仙
老
の
お
手
前
で
濃
茶
を
頂
い
た
。　
　

　
　

こ
う
言
ふ
趣
向
茶
が
耳
翁
最
近
の
日
常
生
活
で
あ
る　
朔
風
肌
を
さ
く
山
路
を
迷
想
し　

　

な
が
ら
家
路
に
帰
る　
　
　

　
　
　

○
禾
日
庵
歳
暮
の
茶		



十
二
月
十
四
日
　
正
午	

︱︱︱︱
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塩
原
禾
日
庵
主
ハ
永
ら
く
箱
根
木
賀
の
別
邸
に
戦
禍
を
さ
け
ら
れ
し
が
、
本
邸
の
接
収
に
今
は
邸
内

旧
邸
に
不
自
由
な
ご
生
活
と
聞
き
し
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
茶
友
を
招
き
歳
暮
の

釜
を
懸
ら
れ
昨
日
耳
庵
翁
ご
夫
婦
と
も
招
か
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

零
下
一
度
と
云
ふ
ケ
サ
の
厳
寒
に
、
朝
霜
を
踏
〆
弁
当
迄
用
意
し
八
時
過
ぎ
一
里
の
道
を

志
木
ニ
、
松
永
夫
人
ハ
リ
ヤ
カ
ー
で
落
合
い
、
ヒ
シ
メ
ク
車
上
を
東
京
に
、
時
間
の
早
い
為
一
応
目
白
の
旧
宅

で
時
刻
を
過
し
た
。
こ
の
本
宅
ハ
、
周
囲
の
戦
禍
に
も
幸
ひ
ま
ぬ
か
れ
幸
運
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

禾
日
庵
ハ
本
宅
崖
下
門
を
這
る
と
服
部
さ
ん
の
お
迎
で
、
広
い
重
壮
な
洋
間
に
通
さ
る
。
停
電
又
停　
　

電
の
こ
の
時
柄
、
暖
房
装
置
、
聞
け
ば
、
本
邸
進
駐
が
自
家
発
電
に
な
り
、
其
の
配
電
か
ら
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

程
な
く
田
中
親
美
翁
参
入
さ
れ
る
。
お
主
人
出
座
に
久
々
の
挨
拶
の
上
、
互
ニ
今
日
の
催
を
謝
す
内

東
京
一
流
の
耳
翁
を
最
后
に　
　

禾
日
庵
お
主
人
を
交
へ 

五
人
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
さ
ん
の
進
ら
れ
る
番
茶
を
頂
く

　

汲
出
新
物
、
時
代
栗
盆　

お
席
ハ
八
畳
一
間
半
板
床
の

　
　

広
間
、
床
に
ハ　
空
中
よ
り

灰
屋
紹
益
宛
消
息
の
裏
ニ
紹
益
の

歌
二
首

「
か
し
こ
し
ふ
春
の
光
を
松
の
雪
の

身
に
さ
む
か
ら
ぬ
年
の
暮
可
那　

」「
次
に
歳
内

立
春　

　
四
方
の
空
雪
み
の
雲
や
そ
の
ま
ま
に

冬
た
つ
春
の　

霰
み
な
る
ら
ん　

　

紹
益
」
と
あ
り
、
表
装
ハ
お
能

衣
装
裂
上
下
平
絹　

　

ま
こ
と
に
歳
暮
に
ふ
さ
わ
し
く
、
春
待
つ
心
の
あ
ぶ
れ
た
、
紹
益
光
甫
間
の
茶
情
深
さ
が
滲
み
出
て
い
る
。

其
の
表
装
の
華
巌
を
見
る
に
つ
け
、
紹
益
と
吉
野
太
夫
の
情
熱
艶
や
事
さ
え
思
ひ
憶
ぶ
。
花
入
は　
　

宗
全
作
と
云
れ
る

藤
組　

　

に
花
侘
介

外
一
種　

時
代
大
鉄
炉

0

0

0

四
方

織
部
の

大
板
　

釜0

四
方
共
蓋
、
上
い
手

達
磨
堂
ト
文
字
あ
る

寒知
作

一
同
座
に
直
る
と

奥
さ
ん
の
お
運
び　

懐
石
膳
山
崎
膳

折
敷　

　

向
貝
の
柱

ハ
サ
ビ　

器
ハ
永
楽
作

絵
高
麗　

汁
地
み
そ

小
芋
　

椀
焼
雑
煮
、
人
参
冊
切

　

青
さ
さ
ぎ
豆　
　
　
　
　

　

焼
物
鰤
の

塩
焼
を
古
伊
賀

三
角
鉢　

進
め
魚
鮪
の

刺
身
器
天
啓
染
附

平
鉢　

　

強
魚
大
根
煮
込

豚
肉　

　

重
箱
ニ
番
茶
香
物

小
蕪
菜
打　

器
ハ
新
物

沓
鉢　

酒
器
瓜
形
銚
子
、
徳
利

古
九
谷
瓢
、
杯
ハ
和
蘭
陀
と
云
ふ
お
献
立
に
食
器
配
合
と
も
、
時
節
柄
に
も
歳
末
馳　
　
　

走
に
、
食
に
飢
え
た
の
む
で
あ
る
。
お
手
料
理
の
心
入
に
至
極
美

味
頂
戴
し
た
。
永
い
間
丼
懐
石
の
簡
素
に
慣
れ
し
我
々
と
て
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

歳
末
に
置
風
炉
と
思
ふ
ハ
愚
、
お
席
ま
で
仕
用
出
来
ぬ
な
か
の
お
催
し
と
て
、
殊
に
風
呂
釜
の
面
白
さ
は
、
此
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田
山
氏
ハ
墨
跡
の
権
威
者
、
井
上
氏
ハ
ま
た
壮
年
な
る
に
、
古
筆
画
絵
の
趣
味
深
き
と
は
聞
及
び
し
に
、
楽
浪
遺     

物
に
趣
味
を
持
れ
る
と
ハ
敬
服
の
外
な
く
、
業
ハ
中
華
料
亭
な
る
も
温
厚
な
人
物
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
氏
の
研
究
ハ
、
其
形
式
寸
法
か
ら
図
様
に
至
る
迄
熱
心
に
ハ
耳
庵
翁
も
満
足
さ
れ
、
無
準
墨
蹟
を
掛
ら
れ
、
淡　
　

茶
を
進
ら
れ
た
。
短
い
冬
の
日
、
夕
陽
西
に
傾
き
平
林
寺
の
晩
鐘
を
聞
く
頃
散
会
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
耳
翁
革
新
の
茶			




十
二
月
七
日		
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霜
ハ
日
一
日
と
濃
く
な
っ
た
。
山
荘
の
黄
紅
葉
も
落
ち
つ
く
し
、
松
林
常
盤
木
の
み
と
な
り
、
一
抹
の
寂
寥
を　

感
じ
る
。
閑
日
月
の
無
意
味
な
生
活
の
内
に
も
、
秋
か
ら
山
な
す
落
葉
ハ
、
農
家
に
と
り
貴
重　
　
　
　
　

          

な
肥
料
と
な
る
。
食
料
不
足
、
肥
料
の
欠
乏
の
際
は
、
特
に
其
必
用
を
感
ず
る
。
疎
開
人
を
苦
し
め
る
百
姓 

の
中
に
も
、
森
田
老
夫
婦
は
貧
農
な
が
ら
、
僅
か
な
か
ら
食
糧
の
補
給
を
与
へ
て
く
れ
る
。　
　
　
　
　
　

              

こ
れ
に
報
ゆ
る
の
が
、
山
内
一
部
の
落
葉
で
あ
る
。
清
掃
後
の
落
葉
こ
そ
、
彼
れ
え
の
奉
仕
で
あ
っ
た
。

勤
労
後
の
日
々
は
一
碗
の
喫
茶
に
世
相
風
雲
の
あ
り
方
を
沈
思
す
る
の
み
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

                     

数
日
来
戦
犯
者
と
し
て
、
要
職
顕
官
が
、
相
次
い
て
招
致
せ
ら
れ
、
去
る
三
日
ハ
藤
原
岡
部
子
ら
に
も
及
び

昨
六
日
ハ
近
衛
公
等
が
疾
風
的
に
招
致
せ
ら
れ
、
霜
深
き
収
容
所
に
沈
吟
せ
さ
る
を
得
な
い
と　

は
、
国
策
に
誤
り
し
と
は
謂
へ
、
国
際
情
勢
に
対
す
る
、
止
に
や
ま
れ
ぬ
大
戦
の
不
利
を
偲
ふ
時
、
悲

憤
と
同
情
に
堪
な
い
も
の
が
あ
る
。
無
聊
に
処
在
な
き
耳
庵
翁
よ
り
今
日
又
喫
茶
相
手
に
招
か
る　
　
　
　

今
日
の
茶
ハ
翁
と
藤
沢
君
の

合
作
ら
し
く　
　
耳
翁
を
先
頭
に
予　
　

夫
人
ニ
老
妻
、
お
詰
ハ
東
京
よ
り
来
合
た
豊
。

　

床
を
見
る
に
何
物
も
な
く
、
フ
ト
墨
跡
窓
連
子

0

0

0

0

0

に

信
楽
蹲
花
入
が
懸
り　

花
太
郎
庵
椿
一
輪
と
云
ふ
異
様
さ
、
そ
れ
に
も

ま
し
て
奇
異
に
感
じ
た
は　
　
　

　
　
　
　

ニ
ジ
リ
口
踏
石
上

0

0

に
白
布

0

0

が
敷
か
れ
て
あ
っ
た
。
お
主
人
に
こ
の
次
第
を
伺
い
立
る
と
、
翁
謹
然
と
曰
ク　

近
来
ハ
人
手
な
く
、
一
い
ち
草
履
の
仕
末
も
出
来
な
い
。
お
客
の
手
数
を
、
わ
ら
す
も
気
の
毒
と
考
へ
、
私

草
履
は
抜
捨
こ
の
白
布
を
踏
で
上
が
れ
ば
弁
理
と
考
へ
、
今
日
藤
沢
君
と
合
議
の
上
実
行
し
ま

し
た
と
。
茶
道
革
新
と
簡
素
化
を
主
張
さ
れ
る
と
は
云
へ
、
之
れ
は
又
あ
ま
り
の
改
革
、　　
　
　
　

席
入
に
は
古
来
人
手
ハ
用
ひ
ず
、
各
自
、
後
客
の
為
、
草
履
ハ
妨
に
な
ら
ぬ
よ
ふ
竹
簀
子
が
用
意
せ

ら
れ
て
い
る
。
明
治
以
後
富
豪
の
茶
に
ハ
、
お
出
入
道
具
屋
店
員
と
か
植
木
屋
な
と
に
命
し
、
殊　

更
こ
う
言
ふ
慴
慣
つ
け
ら
れ
た
所
謂
悪
風
で
あ
る
。
何
に
も
白
布
を
し
く
迄
も
な
い
の
に
、
譬
へ
一
時
の
気　
　
　

ま
ぐ
れ
に
せ
よ
、
餘
り
の
不
可
解
の
改
革
で
あ
る
。
茶
入
の
蓋
を
逆
扱
い
に
さ
ま
さ
ま
な
手
法
に
は
、
改
悪
と
も
云

へ
よ
ふ
。
扨
水
指
ハ
釣　
茶
入
ハ

　

金
馬　

茶
杓
銘
狼
子

0

0

ハ
予
が

今
朝
作
り
し
物　

茶
碗

0

0

八
勝
館
主

　

手
造
黒　

已
上
に
て
利
休
再

生
の
翁

床
に
二
三
日
前
山
下
孟
宗
藪
に
て

見
付
し
半
枯
竹
に
て
速
製
の
尺
八
花
時
鳥
の

巣
か
れ

と
残
花
が
良
く
挿
れ
、
名
残
の
ま
ま
の

　
風
炉
釜
、
水
指
釣  

　      

　
　
茶
入
金
馬
、
茶
杓
、
織

部 

銘
、
蓬
■
　

　

茶
碗
柿
の
蔕
　

銘
宗
見
子
　
菓
子
松
風
　
已
上
に
て
濃
茶
十
一
月
下
旬
の
鉄
風
呂
ニ
木
地
釣
と
云
い
、
茶
杓
銘
よ
む
ぎ
に
至
り
て

は
、
茶
論
家
と
し
て
餘
り
に
矛
盾
、
殊
ニ
度
々
最
近
ノ
お
道
具
　
　
　   

と
て
、
乍
残
念
興
味

薄
で
あ
っ
た
。
　

  

△
翌
廿
八
日
ハ
（
菅
原
通
（
（1
（

済
氏
同
子
（
（1
（

息
、
根
津
美
術
館
満
（
（1
（

田
君

　
堀
口
捨
己
来
遊 

予
も
相
伴
　
　
　
　
　
　
）

道
具
組
ハ
前
日
同
よ
ふ
、
只
菅
原
氏
の
目
的
ハ
、
予
が
数
年
前
亡
兄
旧
蔵
た
る
巾
凡
六
寸
、
竪
四
尺
五
寸
程
の

雪
舟
0

0

筆
杜
子
美

0

0

0

観
賞
の
為
で
あ
り
、
こ
の
幅
ハ
小
点
な
る
も
無
類
の
名
作
と
て
知
ら
る
物
に
て
　    

予
が
翁
の
為
、
無
理
に
推
挙
し
た
幅
で
あ
る

　
菅
原
氏
も
賞
讃 

二
時
過
ぎ
退
去
さ
る
。
　
　
之
よ
り
先
團
男
も
突
然
来
荘
せ
ら
れ
た
の
で
、
今
度
の
戦
禍
を

　
見
舞
共
に
久
々
茶
に
親
し
は
仕
合
で
あ
っ
た
。
　

○
藤
沢
君
耳
庵
の
茶		



十
二
月
三
日		
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藤
沢
君
が
上
の
耳
庵
席
に
て
釜
を
掛
け
る
か
ら
と
案
内
を
受
け
た
。
老
妻
同
伴
と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
未
知

の
合
客
の
あ
る
為
遠
慮
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
合
客
と
云
ふ
ハ
耳
庵
お
夫
婦
、
文
務〔

マ
マ
〕省の

田
山
信
郎
（
方
南
）

　
　
　
　

晩
翠

（
（1
（
軒
主
井
上
氏
と
予　
　
　
　
　
　
　
　

）

床
ニ
貫0〔

マ
マ
〕行0

家
の
集

冬
の
部　

　

囲
炉
裏
松
永
釜

0

0

0

縁
黒
柿　

水
指
釣　
茶
入
新
兵
衛

銘
白
露　

　

茶
杓
空
中

作
　

茶
碗
瀬
戸
織
部

銘
鶴
太
郎

已
上
ハ
藤
沢
君
耳
庵
移
転
に
対
す
る
、
祝
言
に
よ
り
、
名
幅
か
ら
茶
器
全
部
提
供
せ
ら
れ
、
茶
碗
鶴
太

郎
な
ど
、
最
も
ふ
さ
わ
し
き
銘
で
あ
る
。
茶
ハ
寂
仙
君
の
お
手
前
、
茶
が
終
り
広
間
へ
動
座　
　
　
　

耳
庵
よ
り
母
屋
迄
の
山
道
ハ
、
松
林
間
に
長
岳
寺
旧
蔵
奈
良
朝
古
塔
な
ど
、
三
溪
翁
指
定
場
所
に
据
ら

れ
あ
り
、
紅
葉
は
既
に
散
り
は
て
し
も
、
そ
れ
丈
静
寂
さ
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
事
ハ
テ
ー
ブ
ル
上
、
味
噌
汁
、
小
芋
の
煮
物

　
　
　
　

飯
一
碗
数
ノ
子
、
香
物　

と
云
ふ
簡
素
で
あ
る
。
田
山
氏
丈
合
成
酒
少
量
の
特
配
も
お
主
人

の
心
入
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

田
山
、
井
上
両
氏
不
時
の
訪
問
ハ
、
当
家
蒐
集
品
中
、
特
に
朝
鮮
楽
浪
出
土
品
参
観
の
為
の
よ
し
、
松
永
家
の

楽
浪
出
土
品
の
全
部
ハ
、
予
が
渡
鮮
蒐
集
一
部
と
、
鮮
地
よ
り
将
来
せ
る
優
品
を
推
薦
し
今
は　
　
　
　
　

　

相
当
の
名
器
数
点
が
あ
る
。

其
内
最
も
目
珍
し
き
ハ　

　

漆
画
丸
盆
文
字
ア
リ　
金
銅　

輪
ノ
桶

鳥
獣
文

朱
漆
絵
鍍
金
、
金
装
ノ

直
刀

同
鐸
頭
、

四
方
鍍
金

旗
頭　

、
青
銅
角
牙
嵌
入　

こ
の
外
新
羅
出
土

透
蓋
三
足
香
炉　
唐
時
代
蛤
貝

銀
平
脱
水
鳥
合
子
な
ど
が
あ
り 

其
展
示
が

あ
っ
た
。　
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も
あ
る
よ
ふ
だ
。
正
午
前
早
く
も
終
戦
初
め
て
、
田
中
親
美
翁
も
来
ら
れ
た
。
久
し
振
り
藤
原
家
以
来
で
あ
る
、
其
後
の
東

京
の
近
情
を
聞
く
内
、
時
刻
と
な
り
、
予
に
も
同
席
せ
よ
と
、
母
屋
か
ら
の
お
使
に
、
会
員
外
で
あ
る
が
出
席
す
る
と
、　

　
親
美
翁
の
外
、
海
東
鈴
木
の
中
配
電
正
副
社
長
、
秋
山
光
（
（1
（

夫
博
物
館
絵
画
部
長 　
　

　

田
中
仙

（
（1
（
樵
宗
匠
、
栗
山
八
百
（
（1
（
善
老
、
粟
田
老
、
重
松　

松
栄
主
（
（1
（
任
と
云
ふ
お
顔
振
れ

先
づ
広
間
に
て
、
各
自
携
帯
の
弁
当
開
き
、
お
馳
走
に
ハ
祭
日
の
お
赤
飯
が
丼
に
、
膾
に
汁
、
小
芋
の
煮
メ
天
婦
羅
と
、

数
々
の
振
舞
い　

床
に
ハ
光
悦
の
短
冊　

露
時
雨
も
る
山
陰
の
下
紅
葉
ぬ
る
は
を
ら
む
秋
の
か
た
み
に　

と
云
ふ

宗
達
下
絵
の
掛
ら
れ
て
い
る
、

食
後
奥
の
新
館
広
間
ニ　

移
と　

床
ニ
玄
澄
本

0

0

0

白
描

図
像
抄
二
幅
が

懸
り
　

古
銅
花
入

0

0

0

0

象
耳
ニ
妙
蓮
寺
椿
一
輪
が
挿
れ

書
院
ヘ
ハ
鍍
金
の

柄
香
炉　

炉
に
ハ
霰
松
永

0

0

0　

釜
が
掛
る　

水
指
ハ
寄
せ
竹

手
桶
　

茶
入
無
地

独
楽
中
次　
茶
杓
宗
旦

0

0

0

0

一
閑
張
り　

茶
碗
斗
々
屋
平
替
へ　
　

　

宗
慶
作
黒
筒
に
て

藤
沢
君
の
お
手
前
に
て
淡
茶
が
進
ら
る　

こ
の
間
床
の
幅
が
更
ら
れ
た
。
古
画
山
水　
　
筆
者
ハ
、
奈
良
法
眼
鑑
貞
と
か
で
、
お
主
人
、
堂
ヶ
島
に
て
八
百
善
主
人　
　

か
ら
、
斗
々
屋
茶
碗
と
共
に
得
ら
れ
し
と
、
茶
碗
ハ
大
疵
あ
る
も
、
夏
茶
碗
用

の
良
い
出
来
、
掛
物
に
対
し
て
、
秋
山
氏
の
有
益
な
画
説
あ
り
、
一
同
歓
を
尽
し
四
時
散
会
し
、
田
中
秋
山
栗
山
三
氏
ハ

山
内
秋
色
を
観
賞
し
つ
つ
、
我
春
草
盧
前
に
慰
ひ
帰
途
に
つ
か
れ
た
。
親
美
翁
ハ
戦
後
の
作
品
と
て
写
経
扇
面　
　
　

         

型
五
葉
を
予
に
贈
ら
れ
た
。
文
化
会
と
言
ふ
て
も
他
に
何
の
議
題
も
な
く
過
さ
れ
た
。　
　

　
　
　

紅
葉
ハ
今
酣　
（
風
な
き
に
お
ち
ち
る
紅
葉
や
雁
わ
た
る
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
耳
庵
翁
と
交
合
の
茶	

十
一
月
廿
七
日 

正
午	

︱︱︱︱
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宵
か
ら
の
冷
雨
は
猶
続
く
朝
、
母
屋
か
ら
の
特
使
藤
沢
老
の
話
に
よ
れ
ば
、
こ
の
秋
雨
の
静
寂
を
幸
び
、
貴
庵
で
一
服
頂

戴
し
た
い
、
午
后
ハ
主
人
の
催
で
返
茶
を
差
上
る
か
ら
と
の
申
込
、
一
寸
急
速
と
て
戸
マ
ド
ツ
タ
が
お
引
受
し
た
。
　

　
席
に
ハ
大
石
良
雄

0

0

0

0

よ
り

神
崎
定
次
郎
宛
お
茶
の
案
内
に
西
条
か
ら
到
来
の

枝
柿
少
々
お
届
け
す
る

云
々
の
消
息
を
掛
け  

釜0

天
明
筋
釜
　

0

0

0

00

香
林
院
旧
蔵
　
水
指
丹
波

矢
筈
　

茶
入
道
安
好
松

棗
自
作

　
茶
杓

0

0

箒
庵
作
　

銘
ド
ン
栗
　
茶
碗

0

0

高
麗

0

0

堅
手
　     

銘
千
歳
、
不
昧
箱
　
菓
子
ハ
お
萩
の
急
造
に
て
、
至
極
上
出
来
ニ
て
濃
茶

を
供
し
た
。
広
間
に
ハ
　
　
　
　
　
　    

           
光
悦

0

0

巻
物
切
葱
下

　
絵
「
■
そ
は
ら
志
徒
く
も
い
路
や
か
ハ
る
ら
無

　
　
ま
つ
濃
し
多
草
秋
ふ
け
に
け
り
　
　
」
の
横
物
を
掛
け
、

　
　
　
　
袋
棚
に
　
鎌
倉
刻
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
時
代
の
小
硯
箱
を
置
き

晩
茶
な
ど
を
供
し
た
。
合
客
ハ
（
耳
庵
翁
お
夫
婦
　
　
　
　
　
　
　

　
藤
沢
、
古
谷
老
人
で
あ
っ
た
。
）
午
后
と
な
り
、
お
約
束
の
返
茶
ハ
一
時
中
止

す
る
と
断
の
使
、
さ
て
ハ
一
杯
喰
ッ
た
か
と

気
に
も
留
づ
に
過
す
内
、
又
々

お
使
で
、
山
で
花
を
見
け
た

　
三
時
お
越
し
と
案
内
に

出
掛
る
と
　

　
夫
人
を
初
め
田
辺
夫
人
母
子
ニ

予
と
藤
沢
老
の
お
詰
で
　
　

　
久
木
庵
即
ち 

　  

　

　
且
座
席
へ

春
草
盧
の
冬
籠
り
は
来
た
。
疎
開
者
の
内
速
先
引
揚
け
ら
れ
し
は
、
谷
口
大
佐
一
家
、
続
い
て
田
辺
氏
一
家
の
引

揚
げ
と
共
に
冬
の
山
荘
は
寒
さ
の
お
と
づ
れ
と
同
時
に
淋
し
く
な
っ
た
。
冬
籠
り
に
必
用
ハ
何
よ
り　

燃
料
の
確
保
で
あ
る
。
木
炭
な
ど
有
る
筈
な
く
、
周
囲
の
枯
枝
、
杉
の
落
葉
と
粗
朶
の
用
意
に
、
日
々
の
仕
事

　

畑
の
お
芋
も
試
作
な
が
ら
、
初
霜
下
る
月
の
初
め
に
採
り
入
れ
、
凡
一
俵
半
の
収
穫
を
得
た
が
、
多
収
品　
　

種
と
肥
料
不
足
で
、
味
ハ
至
極
か
ん
ば
し
く
な
い
。
そ
れ
で
も
自
作
丈
、
尊
く
も
あ
る
。　
　
　

　

台
所
の
広
い
板
敷
を
幸
い
、
山
主
の
許
可
を
得
大
炉
を
切
り
、
自
在
に
釣
釜
の
用
意
も
出
来
た
。

三
ヶ
月
に
渉
る
堂
ヶ
島
静
養
中
の
耳
庵
翁
も
数
日
前
帰
山
せ
ら
れ
、
至
極
お
元
気
は
喜
し
く
、　　
　
　
　

今
朝
早
く
藤
沢
君
と
立
寄
れ
、
之
か
ら
志
木
研
究
所
に
出
掛
け
、
午
后
ハ
本
田
さ
ん
宅
に
て
お
茶
く

だ
さ
る
と
の
事
、
都
合
よ
け
れ
ば
お
出
と
進
ら
れ
お
受
し
た
。
昼
食
後
晴
れ
し
道
を
一
里
志
木
に
着
き
、
浅

原
某
と
云
ふ
社
員
と
共
ニ
本
田
さ
ん
の
社
宅
に
出
掛
く
、
研
究
所
ハ
一
万
数
千
坪
の
広
大
な
用
地
其
南
端
が

本
田
さ
ん
の
お
住
い
、
社
宅
と
て
茶
席
な
と
ハ
な
い
が
、
近
来
藤
沢
氏
の
指
南
で
茶
を
始
ら
れ
て
い
る
。

　
　

先
着
の
藤
沢
君
が
伴
頭
に
て
、
席
に
渡
辺
岸
岱
筆
龍
の
絵
が
掛
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

火
鉢
莨
盆

敷
物
な
ど
型
の
如
く
備
ら
れ

お
主
人
の
汲
出

を
頂
く　
隣
室
六
畳
に
移
る
と

　
　
　

床
に
土
肥　

二
三
筆
円
窓
に
一
休
和
尚
の
歌
を　

　
　

写
せ
る
と
か
け
て
あ
る

　

炉
に
ハ
阿
弥
陀
堂　
　

小
ぶ
り
の
新
釜　

水
指
木
地

釣
　

茶
入
瀬
戸
の

皆
口

袋
銀欄　

茶
杓
ハ
予
の
贈
り
し

自
作
銘
古
寺　

茶
碗
唐
津
に
て
、
お
菓
子

栗
入
善
哉
小
丸
椀
ニ

て
濃
茶
が
練
ら
れ
て
拝
服
し
た
。
稽
古
始
て
間
の
な
い
と
言
ふ
お
主
人
の
お
手
前
ア
サ
ヤ
カ
さ
は
、
流
石
一
事

業
を
司
と
ら
れ
る
丈
と
感
服
し
た
。
続
い
て
藤
沢
君
の
代
点
で
お
淡
を
、
茶
碗
一
入
黒
筒
（
了
入
箱
）
茶
器
水

指
元
の
ま
ま
、
干
菓
ハ
夫
人
お
手
製
の
ヲ
ト
シ
焼
、
替
茶
碗
ハ
米
金
作
志
野
橋
抏
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　

　

社
宅
仮
住
に
も
、
こ
う
言
ふ
茶
趣
ハ
漲
っ
て
い
る
。
器
物
の
高
下
ハ
論
ず
の
愚
な
る
、
茶
趣
の
妙
玄
は
主
人

の
心
構
へ
、
愛
知
春
井
在
旧
名
望
家
に
人
と
な
ら
れ
し
、
温
厚
篤
実
な
本
田
さ
ん
の
風
格
豊
な
る
を
敬
服
し
た
。　

　

多
忙
の
劇
務
の
中
に
、
栗
の
善
哉
干
菓
子
の
お
手
製
ハ
、
お
芋
の
お
絞
り
に
の
み
続
け
る
我
れ
人
と
も
、
面
恥
し

く
、
夕
餉
も
と
引
留
め
ら
れ
し
を
辞
退
し
社
宅
を
出
た
。
処
が
耳
庵
翁
よ
り
、
晩
秋
の
野
色
を
味
は
ん
と
、
志

木
か
ら
雑
木
林
に
入
り
、
道
に
迷
い
一
里
の
道
を
三
里
も
さ
ま
よ
い
、
帰
宅
せ
る
は
、
暗
い
夜
道
を
七
時
過
ぎ

○
文
化
会
第
二
次
会	

十
一
月
廿
三
日	

︱︱︱︱
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新
嘗
祭
雨
後
の
秋
晴
れ
、
初
冬
に
ハ
目
珍
い
暖
さ
。
今
日
は
耳
庵
翁
主
催
の
柳
瀬
文
化
会
第
二
次
集
会
が
催
れ
た
。

こ
の
文
化
会
の
主
旨
は
、
翁
晩
年
蒐
集
せ
ら
れ
し
美
術
品
及
現
柳
瀬
建
物
を
財
団
法
人
組
織
の
上
埼
玉　

県
に
寄
贈
シ
、
お
一
家
は
、
小
田
原
板
橋
在
建
築
中
の
新
居
完
成
次
第
、
温
い
同
所
に
永
住
さ
れ
る
下
準
備
と
か
聞

き
伝
え
て
い
た
。
戦
後
財
産
税
と
徴
収
ハ
、
各
富
豪
財
産
の
大
部
が
徴
税
化
す
る
急
迫
制
度
を
免
れ
る
手
段
か
ら
で
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○ 

珍
客
来
荘
の
寸
閑	

十
一
月
三
日	

︱︱︱︱
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明
治
節
の
佳
日
、
明
治
陛
下
の
お
高
徳
は
不
安
で
あ
っ
た
天
候
も
例
年
に
見
る
好
天
の
恵
み
、
本
来
な
れ

は
民
草
お
し
な
べ
、
お
誕
辰
の
佳
き
日
を
寿
き
、
輝
く
国
旗
を
軒
端
に
掲
げ
、
維
新
の
鴻
業　

を
憶
ふ
べ
き
に
、
国
旗
掲
揚
さ
え
許
さ
れ
ぬ
占
領
軍
の
厳
達
に
旗
の
影
さ
へ
見
ら
れ
ぬ
此
の
朝
、
自
分
ハ
其
の
指
令

に
属
せ
ず
、
軒
端
の
柿
の
実
る
枝
に
掲
げ
た
。
敵
の
軍
門
に
屈
し
た
と
ハ
言
へ
、
国
威
回
復
を
見
ざ
れ
ば
止
ま
ぬ
国

民
と
し
て
、
老
妻
は
日
々
少
量
の
食
料
補
給
を
求
め
に
農
家
行
が
日
課
、
颱
風
雨
に
荒
さ
れ
し
畑
の
施
肥
ニ

夢
中
の
折
柄
、
突
然
珍
客
の
お
と
づ
れ
、
そ
れ
は
（
服
部
山
楓
正
次
氏
で
あ
る
。）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
ハ
今
母
屋
を
尋
ね
た
が
、
老
翁
ハ
伊
豆
行
不
在
、
兎
も
角
お
互
の
無
難
を
祝
し
合
い
、
老
妻
ハ
不
在
な
が
ら
、
お　
　

湯
も
沸
き
お
茶
で
も
進
る
用
意
中
、
老
妻
も
帰
り
、
お
食
事
ハ
弁
当
携
帯
な
り
し
も
、
母
屋
か
ら
食
事
の
運
び
し　
　
　
　
　

鯵
の
干
物
、
大
根
ヲ
ロ
シ
と
云
ふ
、
詢
に
簡
素
な
物
に
て
食
事
を
終
ら
れ
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

掛
物
ハ
東
京
か
ら
の
お
遠
来
の
意
味
に
て
、
室
町
時
代
無
款
の
杜
子
美
を
掛
け
、
茶
碗
空
中
作
信
楽
筒
ニ

て
一
服
淡
茶
を
供
し
て
、
降
伏
後
の
都
の
様
な
ど
語
ら
れ
、
敗
滅
し
行
く
世
相
に
感
慨
を
深
め
る
折
柄
、
母
家

よ
り
お
茶
の
用
意
が
整
い
、
服
部
さ
ん
に
差
上
た
い
と
の
お
使
ニ
同
行
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
日
の
母
家
ハ
奥
さ
ん
生
母
の
供
養
と
か
で
、
平
林
寺
敬
山
老
師
を
招
か
れ
誦
経
が
な
さ
れ
て
取
込
中

そ
の
為
か
お
床
に
ハ
平
林
寺
開
祖
石
室
善
玖
師
墨
蹟
が
懸
ら
れ
て
あ
っ
た
。
水
指
ハ
釣

　

茶
入
不
昧
好
、
伊
川
下

絵
漆
古
斎
作　

　

夢
に
蝶
蒔
絵　
　

金
輪
寺

茶
杓
松
花
堂
共
筒

逆
桶
、
侘
竹　

茶
碗
庸
軒
花
押

の
赤
楽　
　

菓
子
ハ
お
芋
の

し
ぼ
り
に
て

に〔
マ
マ
〕てお

茶
振
舞
が
あ
り
、
干
柿
蜜
柑
な
ど
が
進
ら
れ
、
四
時
過
ぎ
、
氷
川
神
頭
ま
で
服
部
さ
ん
を
見
送
り
、
夕
陽
迫

る
頃
福
善
寺
の
晩
鐘
を
聞
き
つ
つ
柳
瀬
堤
を
草
廬
に
帰
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
振
舞
ハ
藤
沢
君
の
お
手
前
に
て
、
其
の
挨
拶
に
、
お
淡
を
差
上
る
積
り
で
す
が
お
茶
ハ
代
々
木
の
杜
の
上
茶
、
お
望
な
ら

ば
濃
茶
で
差
上
ま
す
が
と
、
山
楓
氏
そ
れ
は
結
構
是
非
お
手
数
で
も
お
手
前
を
願
た
い
と
望
ま
れ
、
イ
ト
叮
重
に
練
ら　
　
　

れ
、
次
客
の
予
も
相
伴
す
る
と
、
意
外
に
も
強
弾
が
二
ツ
も
底
に
残
っ
て
い
る
、
流
石
物
に
屈
せ
ぬ
自
分
に
も
、
宗
匠　

お
手
前
を
恥
め
た
く
な
い
が
呑
み
干
切
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
お
返
し
し
た
（
弾
丈
残
し
）
茶
碗
の
内
部
を
改
め
し
宗
匠
、
之

れ
は
失
礼
と
平
謝
り
の
体
た
ら
く
、
所
謂
猿
も
木
か
ら
の
譬
へ
の
と
う
り　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慎
む
べ
き
教
へ
で
あ
る
。

○
本〔

マ
マ
〕田理
事
長
の
茶		



十
一
月
廿
一
日		
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な
ど
翼
を
休
め
る
未
明
の
暁
、
霧
に
包
ま
れ
咫
尺
も
見
え
ぬ
な
か
よ
り
黎
明
を
伝
え
、
丁
度
朝
陽
と
共
に
、
こ
の
羅
端　
　

の
張
幔
が
き
れ
る
と
展
開
さ
れ
る
野
火
番
の
全
望
、
点
々
す
る
農
家
の
防
風
林
、
平
林
禅
寺
の
松
林
よ
り
南
西
に
流
れ
る
杜

に
は
、
黄
喝
色
の
雑
木
林
を
交
え
多
彩
の
色
調
を
添
へ
、
麦
畑
の
斜
面
と
入
間
川
を
上
流
に
荒
川
に
そ
そ
ぐ
柳
瀬
川
の
帯

よ
ふ
の
柔
く
う
ね
る
堤
に
放
牛
の
悠
遊
た
る
様
な
ど
、
大
和
絵
画
巻
を
捲
ひ
ろ
げ
し
実
感
そ
の
ま
ま
、
平
林
寺
晩
鐘　

　

の
、
幽
に
つ
た
わ
る
秋
雨
に
ハ
、
牧
溪
筆
の
晩
鐘
其
の
ま
ま
の
趣
き
さ
え
感
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
庵
の
縁
先
よ
り
眺
む
る
こ
の
武
蔵
野
、
月
に
良
く
、
氷
川
の
杜
か
ら
昇
る
月
ハ
、
草
庵
の
部
屋
一
面
に
指
照
し
、
為
ニ

灯
火
を
消
し
て
軒
端
に
聳
ゆ
る
老
双
松
の
上
に
昇
る
迄
、
あ
か
ぬ
観
月
に
夜
を
徹
す
る
折
さ
へ
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
恵
ま
れ
し
環
境
に
身
を
あ
ん
ず
る
我
ら
の
仕
合
に
も
、
終
戦
に
ま
さ
る
食
糧
不
安
ハ
、
刻
々
に
迫
り
、
主
食
不
足
ハ
元
よ
り

食
塩
さ
へ
事
か
く
苦
迫
情
態
、
こ
の
苦
難
は
我
人
と
も
味
ふ
現
在
、
自
分
丈
ハ
自
覚
せ
る
も
、
堪
へ
難
ハ
は
主
婦
の
悩
み
。　
　

今
一
ツ
は
用
水
の
不
自
由
、
こ
の
用
水
も
、
先
頃
迄
は
、
松
永
家
を
通
じ
自
家
揚
水
の
地
下
配
水
設
備
で
あ
っ
た
が
、
最
近
そ
れ

は
不
給
と
な
り
、
山
下
遠
く
井
水
を
求
め
る
外
、
途
な
く
、
凡
て
が
原
始
的
生
活
に
戻
る
有
様
、
不
慮
の
怪
我
を
床
中
に
養　

い
つ
つ
、
出
邃
佳
境
の
風
致
を
賞
し
な
が
ら
、
降
伏
後
我
国
の
将
来
の
姿
、
在
満
州
消
息
不
明
の
長
男
の
安
否
や
、
我
ら
今
後

に
来
る
イ
ン
フ
レ
ー
生
活
に
処
る
不
安
な
ど
、
去
来
す
る
雲
霧
の
如
き
迷
想
に
ふ
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
療
養
中
、
堂
ヶ
島
静
養
中
の
耳
庵
翁
の
便
り
に
、
怪
我
に
つ
い
て
の
見
舞
文
の
す
へ
ニ
、
こ
の
な
狂
歌
一
首
あ
り　

　
　
　

元
気
に
て
い
そ
ぎ
ス
ヘ
ク
ル
山
道
は

　
　
　
　

ゆ
ッ
く
り
歩
き
茶
で
も
お
あ
が
り　
お
い
お
い
に
老
の
か
さ
な
る
山
坂
は

　

コ
ロ
木
で
も
お
き
急
か
ず
と
行
け

○
藤
沢
寂
仙
老
口
切
の
茶		



十
月
廿
日		
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山
荘
主
伊
豆
堂
ヶ
島
静
養
中
の
山
荘
は
、
閑
寂
そ
の
物
、
蔬
菜
に
寒
さ
を
凌
ぐ
薪
の
用
意
、
他
ハ
日
々
の
喫
茶　
　

境
に
国
情
の
行
所
を
偲
ふ
の
み
。
同
じ
山
荘
母
屋
に
疎
開
中
の
寂
仙
君
も
、
谷
口
大（

９
）佐の
軍
人
解
体
後
、
郷

里
ニ
引
揚
ら
れ
し
耳
庵
席
に
移
転
さ
れ
し
が

今
日
山
荘
の
人
々
を
招
き
口
切
を
催
す
か
ら
と
招
か
れ
幸
い
東
京
よ
り
来
合
せ
た
豊
を
同
伴
し
た
。
豊
ハ
仙
樵
老
同

門
の
藤
沢
老
と
ハ
旧
知
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
合
客
ハ
（
山
主
一
子
夫
人
、
千
代
子
、
花
子
両
若
夫
人

　

田
辺
春
子
さ
ん
、
佐
藤
ニ
予　
　
　
　
　

）
床
に
ハ
原
三
溪

0

0

0

翁
筆
淡
彩
秋
景
山
水　
　
　
　
　
　
　

　

花
入
ハ
予
の
拙
作
尺
八
ニ
白
玉
一
輪
が
挿　

れ
て
双
飾
り　

釜
菊
地
紋

真
な
り　

水
指
真
の

手
桶　

茶
入

0

0

唐
物

金
馬　

茶
杓
久
須
見
疎
安

　
　

作　
　
　

茶
碗
宗
入
黒
、
替　

仁
清
写
、
菓
子　

お
芋
の
布
巾
絞
り
に
て
お
淡
が
振
舞
れ
た
。
お
婦
人
方
ハ
寂
仙
老
に
お
茶
の
稽
古
中
と
て
、
お
手
前
も
入　

念
に
終
ら
れ
、
無
我
流
の
自
分
に
ハ
、
よ
い
見
学
で
あ
っ
た
。
猶
三
溪
翁
の
幅
ハ
余
程
前
書
に
て
、　　
　
　
　

大
雅
風
の
筆
致
で
あ
る
。
こ
の
幅
ハ
翁
沼
津
宿
舎
で
の
作
を
、
松
崎
町
長
ニ
伝
り
、
先
日
寂
仙
君
堂
ヶ
島

来
の
際
町
長
よ
り
譲
ら
れ
し
と
、
三
溪
先
生
の
遺
筆
を
前
に
、
雨
中
の
雅
会
に
恵
ま
れ
し
娯
し
さ
。　



53

元
の
席
に
お
火
が

這
る
　

水
指

0

0

南
ば
ん

0

0

0

芋
頭

ハ
ン
ネ
ラ
蓋
鴻
池

0

0

旧
蔵　
茶
入
宗
哲

漆
桶　

袱
紗
包　
茶
杓

0

0

魯
堂
作　

夫
人
へ
の
送
筒

　

茶
碗

0

0

蕎
麦

0

0

大
振　

建
水
塗
曲
。
已
上
に
て
お
濃
茶
を
頂
く
、
お
婦
人
丈
お
手
前
も
見
事
に　
　
　
　
　
　
　

　

水
指
ハ
鴻
の
池
伝
来
の
名
器
と
て
申
分
な
く
、
茶
碗
ハ
数
度
拝
見
し
な
が
ら
、
土

も
柔
く
、
色
目
よ
く
、
茶
入
ハ
平
凡
、
茶
杓
魯
堂
作
ハ
目
珍
し
く
、
亡
兄
ハ
自
家
用
に
削
り
し
事
あ
る
も
、
他
ニ

贈
る
こ
と
ハ
稀
な
丈
。
従
っ
て
我
ら
に
ハ
一
本
の
遺
物
さ
え
な
く
、
そ
れ
丈
懐
し
く
感
じ
た
。　
　
　
　
　
　
　

お
主
人
の
蔵
品
ハ
地
下
格
納
以
外
、
お
留
主
と
も
な
れ
ば
、
ド
コ
か
ら
と
も
な
く
出
で
来
る
の
も
面
白
く
、
お
留

主
事
に
拝
見
す
る
も
喜
し
い
こ
と
で
あ
る
。
山
荘
移
住
以
来
今
日
の
如
く
和
気
に
満
た
お
茶
は
初
丈
、
奥
さ
ん　

亦
お
小
言
な
く
、
自
由
の
ま
ま
の
振
舞
に
て
、
ご
満
足
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

紅
葉
迄
に
ハ
、
ま
だ
間
も
あ
る
山
荘
も
、
初
秋
の
ケ
配
野
に
田
の
面
に
お
と
づ
れ
、
日
足
の
早
き
夕
日
か
た
む
く
頃
散
会
す
。

○
畠
山
家
よ
り
藤
原
亀
彦
翁
別
れ
の
茶
ニ
電
報
来
る	

十
月
十
二
日	

︱︱︱︱
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去
月
廿
七
日
長
雨
の
後
、
母
屋
の
留
主
宅
を
訪
れ
の
帰
途
、
耳
庵
茶
室
裏
迄
で
来
た
途
端
、
不
覚
に
も
、
無

数
落
ち
散
る
ド
ン
栗
を
踏
み
横
倒
に
顛
倒
、
左
胸
部
を
強
打
し
、
一
時
起
き
上
る
こ
と
も
出
来

な
く
、
帰
庵
後
局
部
の
疼
痛
甚
し
く
、
早
速
医
士
を
招
き
手
当
は
し
た
が
、
田
舎
の
医
士
で
内
部
の
故
障
の
判

る
筈
な
く
、
数
日
安
静
を
続
け
、
幸
ひ
痛
み
も
薄
ら
ぎ
、
母
屋
の
留
主
事
茶
に
も
列
席
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

処
が
、
久
し
振
り
入
浴
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
亦
痛
ハ
逆
戻
り
、
左
胸
骨
に
異
状
あ
ら
ん
と
、
赤
十
字
病
院
の
診
察
を
得
る

為
今
日
出
京
し
た
。
胸
部
の
痛
む
体
を
車
中
に
繰
れ
、
診
察
の
結
果
ハ
肋
骨
に
疵
を
生
し
て
い
る
と
の
診
断
で
、
手　

当
を
受
け
二
三
日
毎
に
病
院
通
い
の
宣
告
を
受
け
た
。
公
立
病
院
と
て
、
診
察
薬
費
共
、
僅
三
円
五
十
五
銭
と
は
。

　

扨
帰
宅
す
る
と
家
内
ハ
出
し
抜
け
高
橋
に
会
い
ま
し
た
か
と
聞
か
れ
た
。
突
然
な
の
で
、
高
橋
が
何
者
で
あ
る
か
を

思
い
出
せ
な
く
、
よ
く
よ
く
聞
く
と
松
永
家
の
使
用
人
で
あ
る
。
落
着
い
て
事
情
を
聞
く
と
、
ア
ナ
タ
が
出
掛
て
間
も
な
く

畠
山
さ
ん
か
ら
至
急
電
報
来
た
。
其
電
文
ハ
一
二
ヒ
ル
キ
ウ
ニ
フ
シ
ハ
ラ
ヨ
ン
ダ
、
オ
イ
テ
マ
ツ
と
あ
り
其
為
高
橋　
　
　
　

を
頼
み
赤
十
字
迄
、
電
報
持
せ
、
わ
ざ
わ
ざ
お
知
せ
し
ま
し
た
と
の
事
で
あ
っ
た
。
病
院
ハ
診
察
か
ら
、
薬
局
迄
永
い
時
間
待

さ
れ
食
事
も
薬
局
で
す
ま
し
た
の
に
、
高
橋
が
ウ
カ
ツ
な
為
出
合
な
か
っ
た
訳
、
折
角
の
お
招
き
に
如
何
に
も
残
念　
　
　
　

藤
原
さ
ん
を
お
招
き
な
さ
る
の
は
、
先
夜
の
返
礼
ば
か
り
で
な
く
、
或
ハ
当
分
の
お
別
れ
意
味
も
、
ふ
く
ま
れ
し
な
ら
ん
に

と
、
返
す
返
す
口
惜
き
思
い
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
荘
の
秋
色
荘
内
唯
一
の
こ
の
春
草
盧
を
、
山
主
耳
庵
よ
り
附
与
せ
ら
れ
し
は
、
こ
の
苦
難
の
内
に
も
我
ら
は
何
よ
り
幸
福

で
あ
る
。
夏
の
暑
さ
も
林
間
山
腹
と
て
、
他
の
炎
暑
よ
り
凌
き
良
く
、
武
蔵
野
を
渉
る
涼
風
に
恵
ま
れ
、　　

秋
と
も
な
れ
ば
、
山
内
紅
葉
に
彩
れ
、
無
数
の
禽
鳥
の
囀
す
る
音
律
は
松
籟
の
音
と
も
和
し
我
ら
の
友
と
な
る
。　
　
　
　
　

刈
り
揚
け
し
稲
穂
ハ
湿
地
の
田
圃
と
て
、
矢
来
を
組
み
て
掛
る
様
も
、
こ
の
地
方
の
な
ら
わ
し
、
巧
に
組
み
し
矢
来
の
杭
に
鳥

香
合
ハ
無
地
平
独
楽

上
に
牙
嵌
入
で
あ
っ
た
。
後
席
ハ
銅
羅

引
き
入
れ　
　

床
に
ハ
蹲
信
楽
、
花

秋
草
二
色　
　

水
指
備
前

種
壷　

茶
入
黒
棗　
　

不
白
花
押　

茶
碗

0

0

空
中

宵
待

　

茶
杓
ハ
伝
朱
徳
作
元
節

銘
昔
つ
く
り
　

建
水
ハ
ン
ネ
ラ

　

以
上　

に
て　
お
濃
茶
ハ
至
極
結
構
に
拝
服
し
た
。
道
具
組
に
も
、
翁
の
主
張
に
よ　

る
利
休
ハ
茶
に
侘
を
徹
し
た
、
翁
亦
時
局
速
応
の
革
新
の
表
れ
で
あ
る

が
、
茶
碗
外
二
三
点
は
、
他
の
借
物
、
御
蔵
品
ハ
地
下
に
モ
グ
ッ
テ
い
る
と
は
言
へ
、
ま
だ
ま
だ
一
、二
会
用
は
お
手
元
に
あ
る
の
に

こ
こ
に
も
翁
の
茶
道
観
の
現
ら〔マ

マ
〕れで
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
代
的
簡
粗
は
我
々
に
も
何
の
異
存
は
勿
論
な
い
が
、
物
に
ハ
丁
度
が
あ
る
。
こ
と
に
其
人
の
地
位
に
も
よ
る
、
こ
の
見

致
か
ら
で
も
、
今
少
し
趣
向
も
あ
る
べ
き
に
、
猶
花
入
信
楽
、
茶
碗
信
楽
、
建
水
ハ
ン
ネ
ラ
か
ら
見
て
も
、
其
色
調　
　

配
合
に
は
、
翁
の
著
作
茶
録
の
思
想
と
は
、
餘
り
の
相
違
の
甚
し
き
ニ
後
輩
は
迷
は
ざ
る
を
得
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
者
を
交
へ
、
茶
の
革
新
を
主
張
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
実
行
に
う
つ
さ
れ
た
の
が
、
若
し
こ
の
前
程
で
あ
る
と
し
た
ら
、
地
下　

の
利
休
居
士
か
ら
も
、
異
儀
指
案
が
あ
り
そ
う
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
れ
に
し
て
も
翁
著
文
献
と
の
喰
違
は
甚
し
い
。

○
松
永
夫
人
留
主
事
の
茶		



十
月
六
日
　
正
午		
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お
主
人
堂
ヶ
島
行
き
後
の
山
荘
は
、
夫
人
の
東
京
行
な
ど
、
家
族
の
連
中
も
羽
根
を
の
ば
し
て
い
た
の
に
、
突
然
襲
い

し
こ
の
地
方
未
曾
有
の
大
洪
水
に
各
所
被
害
を
生
じ
、
夫
人
も
帰
山
せ
ら
れ
た
は
数
日
前　
　
　
　
　
　
　

　

　

藤
沢
君
を
使
い
に
今
日
正
午
、
留
主
事
に
茶
を
催
す
か
ら
、
老
妻
と
共
に
お
出
で
く
た
さ
い
と
の
事
で
お
受
し
た
。　

こ
の
日
堂
ヶ
島
か
ら
の
便
り
に
、
十
五
日
頃
伊
豆
長
岡
水
戸
幸
へ
出
掛
る
か
ら
、
其
頃
予
に
長
岡
迄
来
遊
如
何
と
あ
っ

た
が
、
こ
の
時
節
長
岡
行
き
ハ
不
可
能
な
の
で
お
断
り
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

時
刻
が
遅
れ
、
田
中
刀
自
の
お
迎
い
を
受
け
、
老
妻
を
う
な
が
し
母
屋
へ
駆
せ
つ
け
る
と
、
奥
さ
ん
ハ
姿
を
見

る
な
り
、
ア
ン
タ
方
は
何
を
し
て
い
る
、
早
く
し
て
お
く
れ
、
私
一
人
で
ヤ
ッ
て
い
る
か
ら
大
変
と
。
例
の
お
気
性
、
サ
テ
ハ
此
調
子
だ
と
、
お
茶

で
な
く
、
只
の
お
食
事
か
と
、
縁
側
を
見
る
と
手
桶
の
用
意
、
ヤ
ハ
リ
お
茶
事
と
う
な
づ
か
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
客
を
見
る
と
田
中
刀
自
、
田
中
の
若
夫
人
、
田
辺
春
子
さ
ん
、
藤
沢
君
、

重
松
老

（
８
）、
安
太
郎
夫
人
に
予
ら
夫
婦
の　
　
　
　
　
　

八
名　
歳
は
取
り
た
く
な
い
物
、
ワ
シ
は
年
長

と
て
正
客
に
祭
り
上
ら
れ
た
。　
　

玄
関
寄
附
板

戸
に

春
屋

0

0

一
行
「
不
知
秋
風　
　

遠
寺
晩
鐘
送
来
」
の
一
行
に
、
鉄
大
ヤ
ツ
レ

風
炉
釜
に
　
火
の
気
な
く

ス
え
附
。　

お
挨
拶
ハ
主
人
不
在
を
幸
ひ
、
私
の
趣
向
で
皆
さ
ん
に
、
一
服
差
上
ま
す
、
手
不
足
で
お
構
出
来
ぬ
が
と
、　

　
　
　
　

向
コ
ン
ニ
ヤ
ク
み
そ
酢　

汁
地
み
そ
茄
子
、
椀
素
麺
松
茸
、
天
婦
羅
、
香
の
物
、
お
湯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
菓
子
ハ
お
薩
の

お
絞
り　
名
残
気
分
の
お
献
立
、
お
加
減
も
近
来
お
当
家
に
目
珍
し
く
、
食
生
活
に
悩
む
折
と
て

お
い
し
く
頂
い
た
。
お
主
人
で
は
望
め
ん
馳
走
で
あ
る
。
お
菓
子
を
頂
き
、
動
座　
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に
て
お
濃
茶
代
々
木
の
杜
を
練
ら
れ
、
巡
拝
服
し
た
。
お
茶
器
落
穂
手
ハ
、
田
面
の
秋
を
思
わ
せ
、
鳥
羽
田
に
照
ら
す
仲
秋
ニ

茶
杓
に
か
よ
ふ
虫
の
音
も
、
ふ
け
行
く
秋
の
情
景
こ
も
り
、
物
寂
び
た
る
中
に
も
、
季
に
応
し
時
に
対
し
自
由
自
在
の
宝　
　
　

器
を
駆
使
せ
ら
れ
な
が
ら
、
無
一
物
と
最
後
の
と
ど
め
を
射
れ
し
は
、
実
業
界
は
勿
論
、
難
局
の
台
閣
に
智
謀
を
発
揮

せ
ら
れ
し
老
巧
者
と
こ
そ
思
わ
れ
た
。
名
残
に
木
地
曲
丈
ハ
と
言
ふ
な
ら
ん
も
、
落
穂
手
の
寂
と
、
雨
漏
茶
碗
ハ
堅
手

同
よ
ふ
の
、
然
々
堂
々
た
る
と
の
取
合
に
ハ
、
型
に
這
る
よ
ふ
も
な
く
、
其
対
照
こ
そ
、
総
合
的
芸
術
で
も
あ
る
。　
　
　

　

特
に
南
ば
ん
縄
簾
建
水
ハ
拝
見
す
る
毎
ニ
其
名
器
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
。
建
水
と
し
て
唯
一
と
言
ふ
て
も
過
言
で
な
い　

多
難
の
要
職
で
あ
る
お
主
人
の
長
途
の
疲
れ
も
忘
れ
、
こ
の
お
振
舞
の
内
、
私
も
イ
ツ
何
時
マ

〔
マ
マ
〕

ッ
サ
ー
か
ら
招
か
れ
る
も
知
れ

ぬ
、
今
日
皆
さ
ん
の
お
出
を
願
い
、
嗜
の
茶
に
一
時
を
過
し
、
心
置
き
な
く
気
も
軽
く
な
り
ま
し
た
と
意
味
あ
〔
マ
マ
〕

げ
な　

     

お
話
に
、
私
は
ひ
そ
か
に
暁
雲
翁
の
お
覚
悟
が
、
う
か
が
わ
れ
、
感
慨
無
量
で
あ
っ
た
。
畠
山
さ
ん
亦
査
察
吏
の

要
職
と
で
、
お
同
列
ニ
意
義
深
き
お
手
前
を
拝
服
せ
る
光
栄
を
感
銘
し
、
厚
く
お
礼
を
述
べ  　
　
　
　
　

      
         

畠
山
家
に
引
揚
げ
一
泊
し
た
。
こ
の
一
泊
ハ
般
若
苑
広
間
を
寝
室
に
当
ら
れ
、
歓
待
い
た
り
尽
り
で
、
翌
朝
食
ハ　

　
　

豆
腐
あ
ん
掛
、
卯
の
花
の
外 

玉
子
、
葉
山
か
ら
の
ホ
ー
ボ
ー
煮
附  

み
そ
汁
と
云
ふ
お
馳
走
の
後　
　

    

菓
子
羊
羹
に
て
お
淡
を
頂
き
、
漸
く
九
時
過
ぎ
お
暇
し
た
。
こ
の
際
奥
さ
ん
よ
り
抹
茶
二
十
匁
罐
、
伊
勢
海

老
五
尾
、
お
主
人
自
ら
又
餅
米
二
舛
を
贈
ら
れ
シ
上
、
中
食
弁
当
迄
賜
り
、
お
夫
婦
の
ご
厚
情
を
謝
し

主
人
の
官
省
お
出
省
を
門
前
に
送
り
お
暇
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

藤
原
翁
ハ
後
招
致
せ
ら
れ
た
が
、
病
体
の
為
自
宅
出
頭
延
期
と
な
ら
れ
た　

要
ハ
翁
の
徳
行
の
表
か
ら
と

思
は
る
。

在
京
二
日
間
に
意
義
深
き
お
茶
に
列
し
た
外
、
畠
山
御
一
家
の
望
外
の
お
厚
意
と
に
よ
り
、
予
定
の
雑
用
を 

終
り
、
埼
玉
草
廬
に
帰
り
し
は
午
後
二
時
過
ぎ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

○
本〔

マ
マ
〕田氏
送
別
の
茶
、
耳
翁
催	

九
月
廿
九
日	
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本
田
さ
ん
ハ
元
東
邦
志
木
研
究
所
長
と
し
て
前
所
長
海
東
氏
の
後〔

マ
マ
〕き続

き
、
現
在
に
及
ん
だ
が
、
同
研
究
所
が

慶
応
大
学
に
寄
贈
せ
ら
れ
と
か
で
職
を
辞
し
、
郷
里
愛
知
県
に
帰
省
せ
ら
れ
の
を
送
る
為
に
と
、
耳　

　
　
　
　
　
　

庵
主
催
、
茶
の
催
で
あ
る
。
氏
も
近
来
耳
庵
翁
の
進
に
て
、
藤
沢
門
下
と
し
て
茶
に
親
れ
て
い
る　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

合
客
ハ
主
客
本
田
氏
、
鈴
木
理
事
、
予
、
田
中
刀
自
、
一
子
夫
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

玄
関
寄
附
に
ハ

唐
絵　

猪
頭
仙
人
の
幅
、
番
茶
が
出
て

　

且
座
席
ニ　
　
　
　

床
に
ハ
季
節
の
歌
物
で　
　

あ
っ
た
が
記
憶
ナ
シ　
鉄
風
炉　

釜
尾
だ
れ
が
懸
り　

懐
石
ハ

　

向
野
菜
の

酢
物

器
新
古

寄
物　

汁
地
み
そ

茄
子

飯
丼
一
碗　
野
菜
天
婦
羅

香
の
物　

と
云
ふ　
翁
近
来
独
創
の
新
態
制
、
所
謂
時
局

対
応
式
献
立
、
従
っ
て
酒
杯
な
し

　

菓
子
黄
粉

お
萩　

こ
こ
に
て
お
炭
直
し
ハ
炭
斗
藤
組
唐
入
傘 

釻
時
代
細
打
、
羽
箒
野
雁
、
火
箸　

東
大
寺
瓦
釘
天
平

年
記　

釜
敷
新物 　

以
上
に
て
中
立

に
着
陸
后
故
障
し
ま
し
て 

其
為
、
八
日
間
と
云
う
物
は
米
子
に
待
機
し
ま
し
た
。
其
訳
ハ
、
修
理
に
要
す
る
材

料
を
満
州
よ
り
取
よ
せ
な
く
て
ハ
な
ら
ぬ
為
で
、
然
し
長
途
の
お
用
も
無
難
で
は
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

当
分
隠
居
の
体
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
急
に
皆
さ
ん
に
お
越
を
願
い
、
殊
に
仰
木
さ
ん
に
ハ
、
こ
の
前
畠
山
さ
ん
の

お
催
し
の
際
、
空
襲
で
お
越
し
な
か
っ
た
の
に
、
今
度
私
の
催
に
お
繰
合
せ
く
だ
さ
っ
た
事
ハ
皆
様
と
共
に

仕
合
で
す
。
山
田
さ
ん
ハ
格
外
急
に
申
上
し
に
拘
ら
ず
、
之
又
仕
合
で
す
と
、
い
つ
も
な
が
ら
温
情
あ
ぶ
れ
る
お
挨　
　
　
　
　

拶
の
後
、
近
頃
は
、
小
清
の
包
丁
も
頼
め
ず
、
急
な
こ
と
と
て
材
料
も
調
い
ま
せ
ず
、
お
粗
末
な
手
料
理
を
差
上
ま
す
と
。　

自
ら
お
給
仕
に
て　

向
胡
麻

あ
へ　

器
ハ
祥
瑞
丸
文

端
い
り
　

汁
茄
子
輪
切

栃
木
味
そ　

焼
物
小
鯖
の

味
そ
煮　

器
蓮
花
形

仁
清
作
、
椀
馬
鈴
薯
、
人
参　
　
　

小
切
焚
込
、
山
挽
椀　
　

ツ
マ
ミ

物　

真
菊
し
た
し
物　
　

   

器
ハ
肥
後
三
島　

強
魚
天
婦
羅　

エ
ビ
キ
ス
野
菜　
器
ハ
新
物

手
鉢　

  

進
魚
豚
肉
薄
切　

ト
マ
ト
附
合　

器
染
附
手
鉢　
　
　

　
　

葡
萄
棚
の
絵　

小
芋
の
煮
〆
自
園
栽　

   

染
附
蓮
形
平　
外
ニ
ウ
キ
ウ
ト

　

胡
麻
か
け　

  

湯
針　生

ガ　

八
寸
蟹
ム
キ

黒
豆

枝
豆　
香
物
浅
漬

備
前
尹
部　

酒
器
ハ
赤
絵
獅
子
フ
タ

銚
子
の
外　

  

徳
利
粉
引
ハ　
　
　
　

益
田
さ
ん
遺
物

杯
金
襴
手

井
戸
　

菓
子
黄
粉

飴

二
色
の
お
萩
、
已
上
に
て
お
炭
直
し

　
　

香
合
0

0　
鎌
倉
刻
時
代
一
輪
牡
丹　

　

銘
星
月
夜
楓
軒
旧
蔵　

炭
取
時
代
和
組
、
釻
角
捺
、
釜
敷
七
宝
組　

羽
根
野
雁
、
火
箸
六
角
象
眼
、
灰
さ
じ
黄
銅　
灰
器　
　

南
ば
ん
、　
記
録
の
通
り
お
手
料
理
で
あ
っ
た
の
は
、
其
材
料　

か
ら
も
、
う
か
が
は
れ
る
が
そ
れ
丈
、
お
心
こ
も
り

時
局
柄
に
も
適
い
、
頂
く
方
に
も
華
美
に
な
ら
ず

殊
に
名
残
と
し
て
申
丈
な
く
、
訳
て
も　
　
　

其
の
食
器
丈
ハ
向
祥
瑞
の
外
染
附
蓮
華
の
鉢
ハ
肥
後
焼
尹
部

と
の
組
合
も
美
に
化
せ
す
侘
を
そ
へ
た
。
鈍
翁
お
遺
物

粉
引

0

0

徳
利
な
ど
偲
出
も
増
し

お
心
こ
も
る
お
振
舞　
　

特
に
香
合

0

0

ハ
吉
田
楓
軒
翁
愛
蔵
に
て

　

鎌
倉
期
中
の
優
品
、
銘　
　

星
月
夜

0

0

0

と
は
寄
附
一
首
と
も
、
つ
な
が
り
、
興
味

深
く
、
茶
略
の
妙
と
そ
思
ふ　
　
　
　

　

中
立
ハ
広
い
庭
に
面
し
た
腰
掛
け
、
斜
面
あ
る
中
服
に
聳
ゆ
る
宝
塔
の
九
輪
ハ
夕
闇
な
か
ら
、
金
色
輝
き
槙
に
楓
と　
　
　
　

巨
木
の
間
に
、
こ
の
広
い
庭
に
も
、
蔬
菜
補
給
の
為
に
菜
園
と
化
し
て
い
る
。
程
な
く
お
自
慢
の
銅
鑼
ハ
一
点
又
一
点　

太
と
細
く
声
え
て
ハ
杜
と
流
れ
て
消
く
。
七
点
終
り
て
、
上
水
に
身
を
清
め　

　

正
客
順
に
再
入
席
す
る
と
、
後
座
床
に
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
つ
き
を

よ
め
る　
あ
ま
の
よ
の
つ
き
の
ひ
か
り
も
あ
か
け
れ
は

　

く
ら
ふ
の
や
ま
も
こ
え
ぬ
へ
ら
な
く　
　

」
筆
者
に
つ
い
て
親
美
翁
の
説
で
は
、
貫
之
集
と
も
称
す
る
が　
　
　
　
　

お
き
風
集
と
も
伝
へ
ら
れ
て
い
る
と
、
今
宵
仲
秋
の
月
に
遠
州
月
を
見

る
の
感
情
的
消
息
と
の
関
連
に
、
お
主
人
の
お
得
意
ば
か
り
か
、
こ
の
情
趣
に
し
た
る
客
の
幸
福
云
ふ
ば
か
り
な
く
、
窓
外

ア
タ
ラ
雲
に
妨
げ
ら
れ
し
共
、
こ
の
歌
に
も
あ
る
通
り
、
月
は
心
の
奥
ま
で
て
ら
し
、
難
行
苦
境
の
時
局
さ
へ
乗
り
越
し　

得
よ
と
、
訓
さ
る
や
に
お
も
わ
れ
る
。
水
指
ハ
木
地
の

　

曲　
　
茶入 　
萬
右
衛
門
作

落
穂
手

0

0

0　

銘
鳥
羽
田

0

0

0

（
友
雀
モ
き
い
て
お
り
ぬ
山
城
乃

鳥
羽
田
の
面
に
落
穂
ひ
ろ
ふ
と
）

　

茶
杓

0

0

澤
庵
和
尚
共
筒　
　

銘
虫
、
箱
宗
守
直
斉　

茶
碗

0

0

高
麗

雨
漏
銘
無
一
物

0

0　
建
水
南
ば

0

0

0

0

ん

縄
簾
小　

　
如
斯
道
具
組
内
に
、
温
容
微
笑
と
共
ニ

談
話
を
交
え
な
が
ら
見
事
な
お
手
前
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お
招
き
し
た
折
、
ア
ナ
タ
が
空
襲
の
為
お
越
が
出
来
な
か
っ
た
為
、
藤
原
さ
ん
は
、
私
夫
婦
と
共
に
ア
ナ
タ
も
ご 　
　
　

一
緒
に
、
そ
れ
に
山
田
の
憲
さ
ん
を
加
え
て
と
の
事
で
す
。
特
に
今
日
の
催
し
は
、
現
在
の
世
相
ゆ
へ
、
極
秘
に
と
の　
　

こ
と
で
す,

、
時
刻
が
四
時
か
ら
故
、
今
晩
ハ
一
泊
な
さ
い
と
進
ら
れ
、
広
尾
か
尾
藤
泊
り
の
予
定
を
か
へ
、
お
世　
　

話
に
な
る
こ
と
に
し
た
。
藤
原
さ
ん
行
き
迄
時
間
が
あ
る
の
で
、
お
淡
を
頂
き
二
部
隊
に
達
朗
を
訪
ね
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

途
中
四
谷
見
附
当
り
か
ら
、
三
番
丁
竹
町
辺
に
ハ
既
に
、
進
駐
軍
の
監
視
兵
が
、
武
装
姿
で
警
戒
し
て
い
る
。

其
半
面
、
我
旧
兵
士
等
ハ
非
武
装
の
丸
腰
、
国
威
ハ
地
ニ
落
ち
感
慨
に
堪
な
い
。
処
が
達
朗
部
隊
ハ
既
に
解

隊
し
、
達
朗
ハ
一
週
前
除
隊
と
聞
き
、
私
は
唖
然
と
し
た
。
迹
に
て
聞
け
ば
、
嫁
の
疎
開
先
に
帰
還
し
て
い
た
と

　

親
の
心
児
知
ら
ぬ
と
は
、
こ
の
事
。
病
体
を
引
摺
り
な
が
ら
、
他
の
用
件
を
終
り
再
び
畠
山
さ
ん
へ　
　
　
　
　
　
　

お
主
人
も
帰
宅
さ
れ
、
山
田
憲
太〔

マ
マ
〕郎

君
（
７
）も

来
着
。
紗
の
和
服
白
足
袋
と
云
う
戦
前
平
和
時
の
服
装
、

同
家
で
車
に
四
人　

藤
原
家
お
指
定
の
東
側
茶
席
前
よ
り
入
門
す
。　
　
　
　
　
　

　

出
迎
し
は
旧
山
澄
の
店
員
、
浜
町
一
帯
の
爆
撃
に
横
死
し
た
一
家
の
惨
害
を
慰
問
し
て
、
寄
附
前
に
出
る
と
、
清　
　

浄
さ
れ
た
露
地
の
打
水
、
巨
木
樹
林
に
の
奥
に
ハ
荘
厳
と
聳
る
太
宝
塔
は
亡
兄
移
建
後
既
に
古
彩
を
お
び
て
い
る
。
邸

外
雑
然
た
る
四
囲
の
焦
土
の
中
に
、
こ
の
藤
原
家
の
災
害
を
ま
ぬ
か
れ
あ
る
は
、
其
の
人
に
よ
り
幸
不
運
ハ
あ
る
と
し
て

も
、
暁
雲
翁
の
徳
行
と
、
太
宝
塔
内
安
置
の
仏
陀
の
加
護
か
ら
と
も
供
徳
の
程
を
感
じ
た
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
お
邸
内
の

無
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
我
々
迄
も
太
き
な
仕
合
、
今
日
の
相
伴
の
恵
を
得
ら
れ
た
。　
　

　
　
　

さ
て
今
日
の
お
連
客
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
畠
山
さ
ん
お
夫
婦
、
田
中
親
美
翁
、
予

　

山
田
瓢
庵
氏
ニ
中
村
好
古
主
人　
　

）

　

お
寄
附
一
間
通
し
上
げ
床
ニ

遠
州
の
消
息
文　

「
仲
秋
の
月
何
方
に
て
も
扨
も
く
ろ
き
こ
と
の　

雨
そ
と
ば
か
り
申
し
て
空
お
な
か
め
て
云
々
に
」「
さ
ま
さ
ま
と
か
は
る
景
色
は
一
と
世
を

一
夜
の
月
と
■
ら
に
見
す
ら
ん　
　

」

と
の
一
首
が
書
き
添
へ
あ
り
、
今
宵
の
お
寄
附
ニ
、
こ
れ
程
の
適
幅
や
あ
ら
ん
。
数
日
前
関
東
一
円
を
襲
い
し
颱
風
後
、
定
ま
ら
ぬ

雨
後
に
対
し
て
も
と
、
一
同
お
主
人
の
お
た
し
な
み
に
敬
服
す
。
地
袋
上
に
ハ
稲
穂
ニ
鳥
追
の
蒔
絵
硯
箱
、
見
返
し
水
ニ
菊　
　

　

瓶
掛
鉄
瓶
、
汲
出
朝
日
の
新
物
、

振
出
美
土
呂
焼
、
盆　

唐
物
角
切

長　
　

莨
盆
火
入

0

0

黄
瀬
戸

足
附　
　

目
珍
し
い
下
廻
り
の　
　
　

作
行
と
足
付
、
黄
色
の
さ
へ　
名
火
入
で

あ
る
。　

遠
州
文
の
歌
意
、
稲
穂
の
硯
箱
時
節
柄
お
取
合
の
巧
妙
な
る
は
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
蔵
品
の
豊
か
ら
で
も
と
偲
ぶ
内
、
お
主
人
お
迎
附
。
前
例
ハ
正
面
庭
に
例
な
る
モ
、
今
日
ハ
お
入
口
か
ら
で
あ
っ
た
。

畠
山
翁
を
先
達
で　

　

入
席
す
る
と　

床
に
古
備
前

銘
唐
犬
と
あ
る
花
入

ニ
秋
草
色
数

が
挿
さ
れ　

釜
山
城
庄
兵
衛
作

メ
ン
取
筒　

布
袋　
ツ
マ
ミ

　

共
蓋

風
炉
宗
関
好　
　

唐
金
四
方

 
間
も
な
く
お
主
人
出
座
さ
れ
、
今
日
ハ
突
然
の
催
し
に
て
よ
く
こ
そ
お
出
く
だ
さ
れ
ま
し
た
。
時
局
柄

催
は
如
何
と
考
へ
ま
し
た
が
、
私
が
査
察
使
と
し
て
満
鮮
四
十
日
の
予
定
が
、
八
十
日
の
費
し　
　
　
　

其
間
各
地
で
出
会
ま
し
て
、
殊
ニ
京
城
で
ハ
、
出
立
直
後
の
あ
の
大
空
襲
に
も
遭
ま
し
た
。
満
洲
国
か
ら
私
の
為
特

に
提
供
さ
れ
た
、
大
旅
客
機
で
満
州
飛
行
中
故
障
な
く
飛
び
続
け
ま
し
た
が
、
帰
途
内
地
米
子
飛
行
場　
　
　
　
　

前
日
、
其
別
れ
の
茶
を

催
さ
れ
た
。　
　
　

　

茶
杓
朱
徳
作

銘
昔
作　

茶
入
不
白
花
押　

黒
棗　
　
　
　

茶
碗
信
楽　

空
中
作
銘
宵待　

水
指
手
元
用

薬
か
ん　

菓
子
砂糖　
　
　
　

　

連
客
ハ
志
木
研
究
所
長
本
田
氏
、
同
鈴
木
理
事
、
田
中
仙
樵
宗
、

　

粟
田
天
青
老　

予 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

已
上
鉄
風
炉
釜
、
香
合
無
地
独
楽
、

に
て
前
茶
に
て
お
濃
茶
を
頂
き

食
事
は
簡
粗
な
丼
飯
に
て
、
右
の
内
茶
碗
空
中
ハ
予
の
蔵
品
、
茶
入
茶
杓
も
お
借
も
の
に
て
他
ハ
翁
の
蔵

品
で
あ
る
。
こ
れ
は
蔵
品
の
隠
匿
埋
蔵
か
ら
で
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

然
し
こ
の
不
自
由
中
に
も
、
釜
を
懸
け
茶
を
別
ち
、
暫
し
の
別
れ
を
惜
ま
れ
る
心
境
を
お
も
え
ば
、
翁
の

元
気
回
復
を
お
祈
り
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

○
藤
原
暁
雲
翁
戦
犯
予
期
の
茶	

九
月
廿
日
　
夜	

︱︱︱︱



　
ｐ
３

終
局
後
起
る
問
題
の
内
、
特
に
我
々
の
憂
慮
す
る
戦
犯
者
の
取
扱
い
で
あ
っ
た
。
戦
争
の
結
果
は
悲
惨
の
終         

局
を
つ
げ
、
勝
者
は
戦
犯
と
し
て
其
罪
を
問
い
、
国
民
亦
其
の
無
法
侵
略
の
非
を
し
ら
す
も
、
其
因〔マ

マ
〕遠

は
国
威
宣
揚
に
基
く
愛
国
心
か
ら
で
あ
る
。
只
其
の
間
行
き
過
ぎ
停
戦
の
期
を
逸
し
た
迄
は
主
と
し
て
軍

閥
者
の
責
任
の
重
大
さ
は
、
こ
の
非
局
を
演
じ
其
の
罪
を
訊
す
も
亦
止
む
を
得
な
い
痛
恨
事
で
あ
る
。　

マ
元
帥
進
駐
以
来
こ
れ
ら
の
所
置
は
実
行
さ
れ
、
現
当
局
者
は
元
よ
り
、
戦
争
開
始
以
来
の
顕
官
関
係
ヲ
初
め

関
係
高
官
の
戦
犯
と
し
て
招
致
せ
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
。
我
等
ハ
ひ
そ
か
に
、
前
運
輸
相
と
し
て
亦
重

要
職
に
就
か
れ
、
国
家
に
貢
献
せ
ら
れ
し
、
暁
雲
藤
原
銀
次
郎
翁
の
身
辺
に
不
安
を
感
じ
つ
つ
あ
っ
た
。　
　
　

     　

　

既
に
小
磯
国
昭
将
軍
、
岡
部
長
景
子
等
の
招
致
せ
ら
れ
て
い
る
。
自
分
ら
は
、
去
る
十
六
日
耳
翁
堂
ヶ
島
行
直
後　
　

先
づ
老
妻
胃
痙
攣
で
倒
れ
、
続
い
て
予
又
其
の
看
護
中
発
熱
し
枕
を
并
ふ
る
こ
と
と
な
り
、
山
上
の
二
人
暮
ニ 

途
方
に
く
れ
し
が
、
幸
ひ
耳
翁
出
発
と
同
時
に
一
子
夫
人
ハ
東
京
行
き
の
為
、
千
代
子
若
夫
人
が
お
留
主
の
多
忙

と
三
人
の
お
児
あ
る
中
を
医
士
や
食
事
に
至
る
迄
、
肉
身
も
及
ば
ぬ
看
護
を
つ
く
し
て
く
だ
さ
れ
、
自
分
丈
は

十
九
日
に
至
り
熱
も
七
度
迄
解
熱
し
一
ト
安
心
の
折
、
こ
の
夕
電
報
と
言
ふ
声
、
発
信
者
ハ
、　　
　

         
         

藤
原
銀
次
郎
翁
で
あ
っ
た
。
電
文
に
ハ　

ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ク
ル
二
〇
ゴ
ゴ
四
シ
コ
イ
と
あ
っ
た
。  　
　
　

     

電
文
か
ら
で
も
お
茶
事
で
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
た
。
然
し
熱
も
平
常
に
は
至
ら
ず
、
殊
に　

予
定
し
た
亡
兄
祥
月
命
日
明
廿
日
護
国
寺
墓
詣
も
中
止
せ
る
こ
と
と
て
躊
躇
し
た
が
、
不
安
に
感
じ
た
戦
犯
招   　
　

      

致
の
相
い
次
ぐ
こ
の
頃
で
も
あ
り
、
何
に
か
そ
れ
ら
に
関
連
の
催
し
で
は
あ
る
ま
い
か
、
正
客
畠
山
さ
ん
で
あ
る
以
上
或
は

そ
ん
な
意
味
で
も
と
も
考
ら
れ
、
食
事
の
注
意
サ
エ
す
れ
ば
大
丈
夫
と
、
お
受
の
急
電
を
打
電
し
た
。
乗
車
券 

も
安
太
郎
氏
に
依
頼 

前
日
求
め
て
置
い
た
。
老
妻
又
幸
い
小
康
を
得
、
出
京
に
も
不
安
は
な
か
っ
た
。　
　

           

志
木
駅
を
九
時
乗
り
、
先
ず
畠
山
家
を
訪
ね
田
舎
土
産
の
薩
摩
芋
自
作
を
呈
し
た
。
お
主
人
ハ
不
在
、
奥
さ
ん
に　

    

そ
れ
と
な
く
、
藤
原
さ
ん
の
お
催
の
様
子
を
尋
る
と
、
奥
さ
ん
は
、
先
達
私
の
内
に
、
藤
原
お
夫
婦
田
中 

中
村
さ
ん
を
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十
五
日
朝
の
行
事
を
終
り
食
事
の
折
、
安
太
郎
氏
が
来
ら
れ
、
父
か
ら
の
伝
言
に
、
ケ
サ
の
ニ
ー
ス
に
ハ
天
皇
御
自
ら

大
放
送
を
正
十
二
時
か
ら
全
国
民
に
お
訓
な
さ
ル
か
ら
、
事
重
大
と
思
、
お
夫
婦
共
お
出
に
ナ
リ
拝
聴
せ
よ
と

事
で
あ
っ
た
（
自
家
ラ
ジ
オ
故
障
の
為
）
こ
の
お
知
で
、
こ
こ
数
日
の
情
態
か
ら
、
た
だ
事
な
ぬ
と
、
夫
婦
共
服
装

を
改
め
母
家
に
十
一
時
過
き
出
掛
け
た　

ラ
ジ
オ
の
前
に
ハ
耳
庵
お
夫
婦
の
外
、
千
代
子
夫
人
、
田
中
誠
一
君
母
堂

同
花
子
夫
人
及
び
田
辺
夫
人
ニ
予
ら
夫
婦
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

御
放
送
ハ
支
那
事
変
以
来
八
年
ト
一
ヶ
月
国
民
揚
げ
て
光
輝
あ
る
国
家
の
為
、
多
く
の
犠
牲
を
つ
く
し
た
が
、
此
事
態

を
猶
続
け
る
に
ハ
忍
び
ぬ
、
依
っ
て
遺
憾
な
が
ら
、
ボ〔
マ
マ
〕ツ

ダ
ム
宣
言
に
隨
ひ
、
戦
争
の
終
決
を
つ
げ
る
と
、
切
々
断
腸

の
お
勅
諭
を
拝
し
た
。
拝
聴
す
る
刻
々
の
お
声
を
聞
く
我
ら
は
嗚
咽
に
ふ
け
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ボ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
苛
酷
な
条
文
に
て
こ
の
無
条
件
降
伏
、
こ
ん
後
の
日
本
ハ
領
土
の
褫
奪
ハ
満
州
朝
鮮
ハ
元
よ
り
台
湾　
　
　

樺
太
等
を
失
ひ
、
本
州
九
州
四
国
北
海
道
の
四
ツ
の
島
を
残
す
丈
と
な
り
、
賠
償
、
戦
犯
等
、
耐
え
難
き
時
態
に
直
面
し
た
。

御
放
送
が
終
っ
た
直
後
意
外
に
感
じ
た
は
、
耳
翁
お
夫
婦
の
態
度
で
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翁
ハ
、
サ
ー
皆
さ
ん
戦
争
も
お
し
ま
い
、
お
茶
の
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
、
お
祝
に
皆
さ
ん
に
一
服
差
上
ま
す
と
お
茶
の
用
意

を
命
ら
れ
る
。
奥
さ
ん
亦
、
私
ハ
明
日
か
ら
戦
時
服
を
改
め
、
東
京
に
歯
の
療
治
に
行
き
ま
す
よ
と
、
大
ハ
ッ
シ
ャ
ギ
に
ハ
、

此
の
指
導　

的
立
場
の
お
二
人
の
態
度
、
何
と
か
こ
ん
後
我
々
の
行
く
道
で
も
指
示
さ
る
べ
き
に
と
奇
異
を
感
し
た
。　
　
　

お
茶
ハ
耳
翁
の
お
手
前
で
菓
子
も
翁
提
供
の
外
、
奥
さ
ん
ハ
、
之
れ
は
今
迄
ト
ッ
ト
キ
で
す
と
角
砂
糖
其
外
色
々

こ
の
頃
見
か
け
ぬ
菓
子
を
振
舞
れ
、
如
何
に
も
愉
快
ケ
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

我
ら
夫
婦
は
、
何
に
か
失
神
し
た
迷
想
に
て
山
内
を
、
耳
庵
席
谷
口
部
隊
宅
前
ま
で
帰
る
と
、
夫
人
が
飛　
　
　
　

出
さ
れ
、
あ
な
た
方
も
ラ
ジ
オ
を
お
聞
で
し
た
が
、
私
も
宅
の
ラ
ジ
オ
を
聞
入
り
ま
し
た
が
、
陛
下
の
お
言
葉
に
胸

逼
り
ハ
ッ
キ
リ
聞
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ヤ
ハ
リ
降
伏
で
し
た
か
と
問
は
れ
た
。
流
石
軍
人
の
妻
女
、
軍
の
降
伏
に

迹
は
無
言
の
ま
ま
屋
内
に
這
ら
れ
た
。
其
背
姿
に
我
ら
も
強
く
胸
を
打
れ
た
。
こ
れ
が
記
憶
す
べ
き
今　
　
　
　
　
　
　

日
の
実
相
で
あ
っ
た
。�

（
影
印
本
下
巻
の
頁
番
号
）

○
耳
庵
翁
堂
ヶ
島
逃
避
別
れ
の
茶	

九
月
十
六
日		
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悲
憤
と
慟
哭
の
内
、
米
英
軍
進
駐
遣
部
隊
ハ
愈
々
我
本
領
に
上
陸
し
、
武
装
解
除
を
断
行
し
、
続
い
て
、
去
る

廿
八
日
マ
ッ
カ
ー
サ
元
帥
ハ
厚
木
飛
行
場
に
着
陸
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
米
英
軍
進
駐
に
対
し
、
一
部
国
民
の
恐
怖
は
絶
頂
に
達
し
た
。
其
理
由
は
、
暴
力
と
褫
奪
を
恐
れ　
　
　

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
山
荘
で
も
耳
庵
ハ
特
に
こ
の
点
を
重
視
せ
ら
れ
、
貴
重
品
の
全
部
の
隠
匿
に
全
力　

　

を
傾
ら
れ
終
戦
前
以
上
腐
心
せ
ら
れ
、
健
康
ハ
益
々
焦
衰
の
度
を
加
へ
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
が
為
、
其
静
養
の
為
、
今
日
よ
り
、
藤
沢
君
女
中
同
行
堂
ヶ
嶋
行
を
決
行
せ
ら
れ
た
。
之
れ
が
為
、
其

　

そ
れ
が
為
か
最
近
北
柳
瀬
方
面
に
も
騎
兵
部
隊
の
駐
屯
を
見
る
、
山
口
高
射
砲
隊
長
の
話
で
は
、
軍
ハ
既
に
敵

の
上
陸
に
備
へ
、
此
周
辺
を
防
塞
地
帯
に
予
定
し
て
い
る
と
の
事
、
落
下
傘
部
隊
に
備
ゆ
る
騎
兵
の
存
在
だ
と　

　

深
刻
な
こ
の
様
相
何
時
戦
場
化
せ
ん
が
不
安
は
つ
の
る
ば
か
り
、
只
運
命
に
ま
か
す
外
ハ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

床
屋
に
行
く
の
も
町
迄
の
ヲ
ッ
ク
さ
に
頭
髪
も
蓬
々
と
伸
る
に
ま
か
せ
た
が
、
今
日
の
雨
に
、
野
良
仕
事
も
出
来
ず
、
床
屋
に
行
く

と
臨
時
休
業
。
帰
る
道
草
に
、
柳
瀬
堤
の
野
の
花
を
手
折
り
籠
ニ
花
甘
草
ニ
乕
の
尾
を
挿
し
。　
　
　
　
　
　
　

　

床
ニ
三
溪
翁
筆
杜
子
美
の
絵
を
掛
る
。
午
后
母
屋
の
奥
さ
ん
が
郵
便
物
を
お
届
被
下
、
主
人
も
元
気
な
く
不
機
嫌

で
困
る
と
ノ
事
で
あ
っ
た
が

　

奥
さ
ん
と
入
れ
違
に　
　

耳
庵
翁
が
山
ノ
下
か
ら
登
っ
て
来
ら
れ
、
お
陰
で
元
気
が
回
復
し
た
の
で
、
下
の
古
谷
老
人
を
見
舞

い
序
に
こ
こ
に
も
お
礼
に
で
ま
し
た
と
ニ
コ
ニ
コ
顔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
も
元
気
に
な
っ
た
心
祝
に
之
れ
を
進
呈
し
ま
す
と
、
去
る
十
七
日
、
数
万
金
で
も
買
い
ま
す
と
迄
言
は
れ
て
持
帰

ら
れ
し
破
れ
経
筒
に
熨
斗
に
て
附
て
指
出
さ
れ
た
に
ハ
、
意
外
で
あ
っ
た
。
予
は
元
気
回
復
は
私
か
ら
こ
そ　
　

　
　
　

お
祝
す
べ
き
に
貴
重
な
お
品
を
頂
戴
し
て
は
と
、
タ
ッ
テ
お
辞
退
し
た
が
、
翁
ハ
病
気
全
快
祝
い
マ
ー
マ
ー　
　
　

と
切
に
進
ら
る
の
で
、
場
合
が
場
合
押
返
す
も
と
考
へ
改
め
お
受
し
て
厚
意
を
謝
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

翁
ハ
又
畑
の
様
子
を
眺
め
な
が
ら
、
作
物
に
碍
害
あ
る
立
木
は
貴
老
老
思
い
の
ま
ま
お
伐
り
に
な
っ
て
薪
に
で
も
な
さ　
　
　

い
と
附
加
え
ら
れ
た
。
此
心
境
の
変
化
ハ
翁
心
身
疲
労
の
作
用
と
し
か
考
ら
れ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翁
ハ
愈
々
柳
瀬
も
危
険
明
日
か
ら
予
定
通
り
貴
重
品
丈
、
奥
多
摩
に
輸
送
し
、
他
は
ド
ラ
ム
罐
十
個
に
密　
　

封
し
地
下
に
埋
蔵
し
た
事
ハ
お
承
知
の
通
り
。
家
族
移
転
も
期
を
見
て
実
行
す
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。　
　
　
　

○
八
月
十
五
日
の
憶
出
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去
る
六
日
広
島
市
に
於
る
落
下
傘
爆
弾
（
原
子
弾
）
投
下
ハ
人
類
事
物
壊
滅
の
惨
害
を
与
え
全
市
全
滅
の　
　
　
　
　
　
　

悲
惨
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
兵
機
仕
用
に
つ
い
て
ハ
、
ス
イ
ス
国
当
り
よ
り
使
用
停
止
の
抗
議
さ
え
あ
る
程
の
恐

る
べ
き
偉
力
に
て
、
独
逸
降
伏
前
に
も
使
用
せ
ざ
る
物
で
あ
っ
た
。
続
い
て
九
日
亦
も
や
長
崎
市
も
此
兵
機
を
投
下

し
、
之
亦
甚
多
の
死
者
焼
失
家
屋
を
生
じ
米
軍
の
暴
虐
は
我
国
に
対
し
決
戦
を
迫
る
の
で
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
態
の
た
だ
な
ら
ぬ
を
知
り
、
十
二
日
危
険
を
犯
し
東
京
行
を
決
行
し
た
。
目
的
ハ
東
京
一
段
の
こ
の
難
局
に
つ

い
て
の
空
気
と
、
僅
か
ば
か
り
の
銀
行
預
金
の
払
出
し
。
最
悪
の
場
合
を
考
慮
し
て　
　
　
　
　
　
　

途
中
志
木
附
近
に
は
敵
機
の
投
下
す
る
、
無
条
件
降
伏
勧
告
ビ
ラ
を
見
る
有
様
。
渋
谷
駅
か
ら
焼
野
原
ト
化　
　
　
　

し
只
一
軒
残
る
第
一
銀
行
支
店
に
つ
く
と
、
多
く
の
人
ハ
払
出
に
殺
投
し
て
い
る
が
、
之
を
見
た
自
分
ハ
、
此
の
実
情

で
は
必
す
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
実
行
は
確
実
と
思
っ
た
が
、
こ
の
際
国
民
の
自
覚
な
く
て
は
、
国
家
は
経
財
的
に
も 

破
滅
を
感
し
、
我
預
金
ハ
僅
少
丈
老
後
の
生
活
に
と
苦
心
の
物
で
ハ
あ
る
が
、
全
確
払
出
し
は
、
国
民
と
し
て 　

 

最
悪
に
遭
遇
す
る
共
、
指
控
へ
べ
き
と
一
部
を
引
出
し
、
四
谷
三
菱
行
に
も
同
よ
ふ
の
処
置
を
採
り
、
広
尾
に 

立
寄
り
帰
山
し
た
。
帰
山
後
老
妻
に
も
愈
々
最
后
の
段
階
近
き
つ
つ
あ
る
を
語
り
覚
悟
を
■
し
た
。　
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茶
振
舞
い
御
入
念
の
事
と
思
ふ
が
山
は
涼
し
く
、
チ
ト
お
出
け
候
間
云
々
の
幅
を
掛
け
、
時
代
の
籠
に
甘
草
、
野
イ
チ
ゴ

を
活
け
、
鍍
金
の
仏
像
を
安
置
し
、
窓
外
の
雨
を
眺
め
な
が
ら
、
茶
杓
削
に
餘
念
な
き
折
、
山
道
を
人
の
来
る　
　
　

ケ
配
い
。
こ
の
大
雨
に
村
人
共
か
と
思
い
し
に
、
之
れ
は
又
奥
さ
ん
連
に
藤
沢
老
を
従
え
硯
箱
ニ
帳
面
片
手
の
耳
翁
三
人

連
れ
。
俄
の
入
来
に
何
事
な
ら
ん
と
訝
し
に
、
兼
て
よ
り
こ
の
春
草
盧
備
附
大
金
庫
が
移
動
も
出
来
ず
其
ま
ま　
　
　
　
　

貴
重
な
器
物
が
保
管
さ
れ
て
あ
る
。
場
所
は
台
所
、
老
妻
ハ
雨
の
中
を
附
近
の
部
落
に
昼
の
食
料
求
め

に
出
掛
け
て
不
在
、
耳
翁
ハ
藤
沢
に
命
じ
金
庫
の
開
扉
を
命
じ
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
茶
人
を
持
っ
て
自
任
す
る
翁
と
し
て
ハ
、
一
応
床
の
幅
で
も
見
て
の
事
か
、
縁
側
に
ア
グ
ラ
を
か
い
た
ま
ま
、
縁
先
に
咲
く
白

百
合
を
眺
め
、
お
主
人
庭
に
花
の
あ
る
の
ニ
部
屋
に
花
を
挿
ら
れ
る
ハ
ま
だ
ま
だ
お
甘
い
仕
方
と
、
故
意
に
も　
　
　

ひ
と
し
き
お
挨
拶
。
こ
の
程
か
ら
こ
の
豪
傑
耳
翁
に
も
、
時
局
に
焦
慮
気
味
か
見
る
か
お
気
の
毒
ナ
程
の
衰
弱　
　

振
り
。
疎
開
の
人
と
も
神
経
衰
弱
で
も
あ
る
ま
い
か
と
気
を
揉
し
が
、
今
日
の
お
振
舞
ハ
其
結
果
で
ハ
あ
る
ま
い
か

た
と
へ
翁
よ
り
の
借
家
で
も
今
ハ
我
城
郭
、
無
仕
附
に
挨
拶
な
し
の
台
所
侵
入
に
私
ハ
不
愉
快
を
感
じ
た
。

　

家
内
ハ
不
在
取
乱
し
た
台
所
の
侵
入
に
私
ハ
整
理
す
る
迄
ハ
と
拒
絶
し
た
が
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ん
な
事
か
ら
翁
は
部
屋
に
這
り
、
こ
れ
は
良
い
お
花
よ
く
挿
ら
れ
て
あ
る
と
、
褒
る
の
か
ケ
ナ
ス
ノ
か
妙
に
一
人
言
、

　

只
掛
物
丈
ハ
読
み
な
が
ら
シ
キ
リ
と
賞
讃
し
て
い
ら
れ
た
は
笑
止
で
も
あ
っ
た
。
処
が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

去
る
五
月
頃
で
あ
っ
た
か
、
藤
沢
帯
同
で
関
西
中
京
旅
行
を
試
み
ら
れ
た
際
、
翁
ハ
多
く
の
器
物
を
持
ち
な
が
ら
、　

予
の
所
有
二
代
常
慶
作
銘
独
楽
と
あ
る
黒
楽
茶
碗
、
南
ば
ん
芋
の
子
茶
入
二
品
を
小
振
り
で
あ
る
か
ら
、
旅
持
に
至
極

弁
り
と
借
用
を
申
込
ま
れ
、
旅
先
で
の
物
笑
の
種
と
お
断
り
し
た
の
に
無
理
に
携
帯
せ
ら
れ
た
。
帰
宅
後
、
茶
碗
丈
は

是
非
お
譲
り
く
だ
さ
い
と
の
お
所
望
な
り
し
も
、
自
分
に
ハ
常
慶
作
の
稀
れ
な
こ
と
と
て
お
断
り
し
た
が
、
そ
れ
以
来

度
々
の
所
望
に
断
り
切
れ
ず
お
譲
り
し
た
。
其
折
無
心
の
替
り
に
と
口
辺
中
ば
破
れ
し
（
金
峯
山
出
土
共
蓋
経
筒
）

を
揚
し
上
げ
ま
す
と
譲
り
受
け
し
を
今
日
の
お
盆
に
脇
床
に
備
へ
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

翁
は
何
と
思
は
れ
た
が
、
そ
の
経
筒
を
見
る
な
り
、
お
主
人
帰
り
に
此
経
筒
を
持
ち
帰
る
か
ら
箱
を
出
し
て
く
だ
さ　
　

い
と
の
意
外
な
言
葉
に
、
予
ハ
こ
れ
は
先
日
貴
所
よ
り
贈
ら
れ
し
物
ゆ
へ
お
感
違
い
と
思
ふ
、
お
返
し
は
出
来
ま
せ
ん
と　
　
　

答
へ
し
に
翁
ハ
ト
ン
デ
も
な
い
、
こ
れ
は
お
貸
し
し
た
物
、
今
日
売
物
に
出
れ
ば
何
万
円
に
も
買
へ
る
上
等
品
御
冗
談　
　
　

も
甚
し
い
と
ケ
ン
モ
ほ
ろ
ろ
の
言
葉
。
予
ハ
其
不
都
合
を
な
じ
ら
ん
か
と
思
っ
た
が
、
顔
赤
ら
め
て
迄
我
物
に
し
て
何
の
楽
や

あ
ら
ん
と
、
一
時
は
憤
激
し
た
が
、
直
ニ
気
を
転
更
し
、
お
用
が
終
っ
た
ら
、
家
内
の
獲
物
蕎
粉
で
一
服
経
筒
別
れ
に
差

上
ま
す
と
蕎
麦
か
き
を
菓
子
に
茶
碗
空
中
で
一
同
に
振
舞
い
お
別
れ
し
た
。
暴
君
な
る
哉
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
破
れ
経
筒
再
来
記		



廿
年
七
月
廿
日		
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昨
十
九
日
ハ
夜
間
に
か
け
千
葉
縣
白
浜
南
端
に
対
し
敵
機
動
部
隊
に
よ
り
、
猛
烈
な
艦
砲
射
撃
を
受
け
た
。

敵
ハ
正
ニ
本
土
上
陸
を
目
差
す
様
相
を
呈
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

此
間
夏
野
菜
の
手
入
れ
、
ト
マ
ト
の
栽
培
、
草
庵
周
辺
の
清
掃
、
耳
翁
一
家
の
再
逃
避
準
備
の
奉
仕　
　
　

に
雨
期
も
過
ぎ
初
夏
と
な
っ
た
。
原
三
溪
大
人
よ
り
寄
贈
せ
ら
れ
し
こ
の
春
草
盧
は
、
河
村
瑞
軒
翁
が
淀
川　

改
修
工
事
を
掌
り
し
折
の
翁
構
想
の
見
分
所
遺
構
丈
に
、
そ
れ
に
因
み
三
溪
翁
の
指
定
に
よ
り
、
山
荘
東

山
中
腹
武
蔵
野
川
越
街
道
そ
い
、
柳
瀬
川
堤
を
一
望
に
納
る
好
位
置
あ
る 

朝
に
夕
に
霧
み
て
は
晴
ゆ
く

野
の
自
然
、
雨
足
を
眼
下
に
眺
め
る
五
月
雨
の
頃
、
作
物
の
伸
び
ゆ
く
娯
み
は
、
疎
開
者
の
身
な
が
ら
山

主
の
厚
意
を
深
く
感
銘
し
な
が
ら
夢
と
過
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

寂
れ
行
く
山
村
の
姿
、
多
の
若
人
ハ
軍
に
製
産
に
、
残
る
ハ
老
爺
か
婦
幼
子
の
み
、
荘
内
に
さ
さ
や
く
は
山
鳩
に

小
鳥
の
声
の
み
、
夜
と
も
な
ら
ば
、
老
妻
と
共
に
北
支
の
野
に
、
又
皇
居
を
衛
る
我
が
児
の
安
否
を
祈

る
の
が
今
の
境
界
、

こ
こ
に
も
お
盆
会

は
訪
れ
た.

。
祖
先
さ
え
忘
れ
勝
の
実
現
で
も
と
、

　

床
に
鈍
翁
筆
本
来
無
一
物
の
一
行
を
掛
け　

 

机
上
に
神
護
寺
経
を　
　

　
　

藤
原
時
代
蓮
片
上
ニ

六
朝
鍍
金
仏
を
飾
り

盂
蘭
盆
会
を
憶
ぶ

三
溪
翁
好　
三
畳
壁
床

小
間
に
て　

唐
金
水次　

茶
入
蓬
雪
好　

寂
竹
割
蓋　

茶
杓
ハ
前
日
薮
竹
に
て
作
り
し

　

無
銘
の
自
作　
　
　
　
　

茶
碗
松
浦
家

旧
蔵

空
中
信
楽
筒

銘
宵
待　

菓
子
仏
壇
供
へ
の

団
子
の
残
り
に
て　
祖
先
の
霊
や
多
く
の
戦
没
者
の
冥
福
を　
　

祈
り
つ
つ
一
服
の
苦
味
を
啜
っ
て
い
る
と
、

母
家
か
ら
の
使
で
、
四
時
頃
か
ら
お
出
掛
け
な
さ
い
と
の
事
、
扨
ハ
耳
庵
翁
も
、
藤
沢
宗
匠
ニ
お
茶
の
稽
古
日
と
て
、
お
盆
の
茶 

で
も
出
る
の
か
と
、
老
妻
に
命
じ
、
砂
糖
抜
き
の
塩
飴
餅
を
手
挽
に
作
ら
せ
、
そ
れ
を
土
産
に
用
意
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

  
                  

　

戦
前
ハ
茶
の
湯
に
ハ
本
所
四
ツ
目
越
後
屋
を
初
め
、
千
茂
堂
、
ち
ま
き
屋
と
か
の
名
代
菓
子
で
な
け
れ
ば
と
、
金
持

連
ハ
甘
味
を
競
い
し
物
だ
が
、
砂
糖
処
か
塩
さ
へ
手
に
入
ら
ぬ
今
の
世
の
中
、
不
自
由
の
内
に
も
心
の
味
に
と
。　

処
が
こ
れ
は
又
意
外
、
何
と
云
ふ
て
も
お
盆
と
云
ふ
に
、
野
良
に
ハ
お
百
姓
の
姿
さ
え
見
へ
ぬ
今
日
、
耳
庵
ハ
仰
木
さ
ん 

藤
沢
君
ハ
今
日
畑
の
草
採
を
し
て
い
ル
が
、
少
し
ご
一
緒
に
お
手
代
を
願
い
た
い
と
の
言
葉
、
稽
古
日
と
云
ふ
今
日

疎
開
に
お
世
話
を
受
け
て
い
る
と
は
言
へ
、
こ
の
お
盆
休
み
迄
茶
の
宗
匠
の
草
採
命
令
は
と
、
暫
し
啞
然
と
し
た
が　
　
　
　

日
頃
敬
愛
す
る
耳
翁
が
、
第
一
線
に
活
躍
さ
れ
多
く
の
部
下
に
対
し
カ
ナ
リ
苛
酷
で
あ
っ
た
事
の
噂
な
り
我
々
に
も
こ
の
点
ハ　

う
な
づ
か
れ
る
経
験
も
あ
り
し
が
、
其
半
面
情
味
に
温
き
事
も
他
に
秀
れ
い
ら
れ
る
お
性
格
豊
な
る
に
、
こ
れ
も
戦
時　

の
イ
ラ
ダ
タ
し
き
為
の
現
れ
か
ら
も
考
へ
ら
れ
る
。
自
分
は
斯
く
考
へ
な
が
ら
、
折
角
で
す
が
今
日
ハ
お
断
り
し
ま
す
と

引
き
揚
げ
た
。
こ
こ
に
も
耳
翁
の
日
常
が
如
実
に
現
は
れ
て
い
る
。
我
々
は
現
在
こ
の
雰
囲
気
に
生
活
せ
ざ
る

を
得
な
い
直
面
し
た
現
実
で
あ
る　
　

翌
日
か
ら
は
奉
仕
中
の
茶
畑
剪
入
れ
が
続
く
、
暑
い
炎
天
下
に　
　

　

○
耳
翁
経
筒
取
り
返
し
門
答		



七
月
十
七
日		
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お
盆
直
後
の
十
七
日
ハ
亡
母
の
命
日
、
入
梅
の
名
残
り
雨
に
畑
仕
事
も
出
来
ぬ
ま
ま
、
母
へ
の
偲
い
出
に　

　
　

床
に
松
花
堂
消
息 

佐
川
田
喜
六
宛  

盂
蘭
盆
会
に
若
い
衆
の
為
読
経
し
て
い
る
、
貴
所
の　
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予
も
亦
同
行
す
。
藤
沢
君
と
三
人
連
れ
、
浦
和
行
き
に
ハ
志
木
駅
前
か
ら
パ
ス
の
弁
が
あ
る
。
然
し
昨
今
ハ
台
数
減
で
難

行
ハ
覚
悟
で
あ
る
。
浦
和
市
行
は
初
め
て
、
途
中
沿
道
は
何
の
興
味
な
き
田
甫
や
畑
道
の
み
、
蝸
牛
翁
の
仮
寓
ハ　
　

　

北
浦
和
裏
通
り
イ
タ
ッ
テ
粗
末
な
侘
び
住
で
あ
っ
た
。
突
然
の
訪
問
と
て
翁
は
病
床
に
起
き
非
常
に
喜
れ
た
。
部
屋
も　
　
　
　

二
間
程
で
縁
側
に
腰
掛
て
見
舞
う
程
で
あ
っ
た
。
宗
匠
の
話
で
ハ
初
め
大
森
に
引
移
っ
た
が
、
危
険
で
あ
る
か
ら
と
て
、
少
し
の

知
合
を
た
よ
り
、
こ
こ
に
移
る
よ
ふ
に
な
り
ま
し
た
が
、
少
し
斗
り
の
荷
物
運
搬
で
困
り
抜
き
し
を
、
服
部
正
次
さ
ん
の
配
慮

で
運
送
し
て
頂
き
仕
合
ま
し
た
、
処
が
途
中
お
覧
の
通
り
、
こ
の
浦
和
も
爆
撃
を
喰
い
ま
し
て
被
害
を
受
け
ま
し　
　
　
　
　

た
が
、
こ
こ
も
不
安
で
あ
る
が
、
こ
の
躰
で
ハ
運
命
を
天
に
ま
か
す
外
あ
り
ま
せ
ん
と
、
老
の
病
躰
を
か
こ
た
れ
て
い
る
。　
　
　

　

不
自
由
な
こ
の
生
活
に
も
流
石
老
宗
匠
枕
頭
に
ハ
素
焼
手
附
湯
沸
仕
込
小
棚
が
置
か
れ
て
あ
る
。
半
身
不
隨
の
疲
躰
を　

床
上
ニ

起
坐
、
諄
々
と
語
ら
れ
た
。
愛
嬢
ハ
早
速
淡
茶
を
点
ら
れ
、
老
翁
ハ
香
を
薫
し
ら
れ
る
。
茶
道
ト
香
道
の
大
家
の
た
し
な
み
も　
　
　
　
　
　
　
　

懐
し
い
、
こ
の
仕
込
に
つ
い
て
翁
ハ
面
白
い
挿
話
を
さ
れ
た
。
自
分
が
青
年
時
代
（
九
代
目
團
州
）
に
連
ら
れ
柳
橋
の
船
宿
か
ら
釣
ニ
連
れ
ら
れ
た
、

其
折
舟
に
持
込
れ
た
、
火
鉢
兼
湯
沸
が
こ
ん
な
風
で
あ
っ
た
の
を
記
憶
し
て
、
名
優
團
州
の
好
に
よ
り
指
物
師
清
兵
衛
な
る
者
に
命

じ
新
調
し
た
物
と
の
こ
と
、
流
石
一
代
の
名
優
、
船
宿
の
釣
舟
火
鉢
よ
り
ヒ
ン
ト
を
得
、
数
奇
に
適
ふ
好
と
敬
服
し
た
。　
　
　
　

其
折
感
じ
た
の
ハ
服
部
さ
ん
が
野
水
庵
広
間
で
用
ら
れ
た
、
桐
仕
込
棚
も
之
れ
よ
り
出
で
た
る
考
案
と
察
し
ら
れ
た
。　
　
　
　
　

こ
の
話
の
内
蝸
牛
翁
の
容
艶
姿
を
見
て
い
る
内
、
自
分
は
團
十
郎
の
楽
屋
裏
に
於
る
團
州
お
見
る
よ
ふ
な
幻
想
が
浮
ん
だ
。
竹
皮

包
握
り
飯
を
開
き
、
翁
に
も
耳
翁
ハ
進
ら
る
。
此
間
三
十
を
四
ツ
五
ツ
過
さ
れ
し
か
の
肥
満
の
娘
が
、
姥
桜
の
押
印
あ
る
カ
ワ
ラ
皿
に
葛

餅
を
進
ら
れ
た
。
流
石
茶
家
の
家
庭
手
造
美
味
し
く
頂
き
、
耳
庵
翁
携
帯
の
三
島
茶
碗
銘
蝸
牛
、
茶
入
備
前
、
茶
杓　
　
　
　
　
　
　

宗
旦
、
菓
子
手
製
味
噌
松
風
に
て
、
蝸
牛
翁
に
振
舞
れ
、
続
い
て
一
同
服
合
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

耳
翁
の
こ
の
厚
意
に
老
宗
匠
も
殊
の
外
喜
れ
、
こ
の
上
の
静
養
と
、
茶
道
香
の
道
の
為
再
起
を
祈
り
辞
去
六
時
疲
れ
て
帰
る
。

○
疎
開
地
初
の
盂
蘭
盆
会
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肌
寒
き
初
春
三
月
末
戦
禍
を
さ
け
て
以
来
、
い
つ
し
か
初
夏
を
向
え
た
。
四
月
と
も
な
ら
ば
花
に
あ
こ
が
れ
野
に
山
に
花

見
の
人
々
が
、
冬
籠
り
の
娯
さ
を
味
ふ
べ
き
に
、
平
和
の
乱
れ
た
永
い
人
間
の
慾
望
は
続
き
、
其
結
果
ハ
、
東　

洋
に
歴
史
を
誇
る
我
日
本
の
、
祖
先
が
築
ぎ
揚
げ
し
多
く
の
文
化
に
資
財
を
破
壊
せ
ら
れ
、
住
に
家
な
く
、
食
ニ

餓
え
、
尊
き
人
命
ハ
血
河
の
如
く
異
境
の
土
に
海
洋
に
流
さ
れ
此
身
の
別
離
日
に
相
次
く
世
態
は
、
人
心
狂　
　
　
　
　
　
　

乱
の
み
。
独
り
自
然
ハ
春
夏
秋
冬
ニ
永
遠
の
姿
あ
る
の
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

我
庭
前
畑
の
そ
ば
に
高
く
聳
ゆ
る
吉
野
桜
の
巨
木
は
数
百
年
を
経
て
地
上
よ
り
三
本
と
な
り
、
山
上
耳
庵
席　

周
辺
を
囲
む
老
松
林
に
対
す
る
雑
木
の
杜
に
錦
を
飾
る
盛
花
の
折
に
も
、
花
見
ん
人
と
て
な
く
、
独
り
草
盧

の
縁
側
に
破
碗
を
抱
へ
て
は
眺
め
、
鍬
を
手
に
し
て
畑
中
よ
り
頭
上
に
散
る
花
吹
雪
に
、
海
洋
上
に
散
り　

行
く
若
人
の
儚
を
憶
ぶ
感
懐
の
み
、
新
緑
の
好
季
も
山
荘
主
耳
翁
と
共
に
茶
味
を
啜
り
、
空
の
騒
青

に
、
そ
の
日
其
折
つ
ぶ
え
行
く
多
く
の
被
害
を
愁
い
て
過
ぎ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

難
行
ハ
、
先
回
よ
り
も
困
難
を
な
め
た
。
京
子
と
ハ
渋
谷
駅
で
別
れ
、
不
在
を
承
知
の
時
刻
十
時
に
畠
山
家
へ
着
く

ゴ
ム
足
袋
姿
の
百
姓
祖
爺
其
ま
ま
の
自
分
ハ
数
ヶ
所
廻
る
予
定
か
ら
、
玄
関
に
て
見
舞
挨
拶
丈
で
引
き
下
る
積
り

を
奥
さ
ん
が
飛
ん
で
出
ら
れ
、
良
い
折
に
来
ら
れ
た
、
主
人
も
幸
い
休
日
之
れ
か
ら
謡
を
初
め
る
処
、
ナ
ン
デ
モ
お
上
り
と

無
利〔マ

マ
〕やり
引
き
揚
げ
ら
れ
座
敷
に
通
る
と
、
お
主
人
も
こ
の
危
機
を
よ
く
来
ら
れ
た
、
蒲
田
川
崎
の
工
場
も
焼
け
た　
　
　
　

こ
れ
も
運
命
他
の
多
く
の
羅
災
も
あ
る
事
だ
、
今
日
ハ
其
ウ
ツ
を
慰
ん
為
、
去
る
廿
五
日
原
宿
で
老
夫
人
を
亡
わ
れ
た

こ
の
お
老
人
は
木
下
さ
ん
と
言
は
れ
る
謡
の
友
人
と
紹
介
さ
れ
し
お
老
人
と
の
謡
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

考
へ
た
ハ
謡
が
始
る
と
予
定
の
用
件
ハ
不
能
と
な
る
。
こ
こ
で
お
暇
せ
ん
と
し
た
が
、
葉
山
か
ら
見
事
な
魚
が
来
て
い
る

一
番
聞
い
か
ら
食
事
を
す
ま
し
て
と
引
留
ら
れ
、
ト
ウ
ト
ウ
腰
を
す
え
る
事
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

謡
ハ
頼
政
シ
テ
畠
山
翁

ワ
キ
木
下
翁　
畠
山
さ
ん
ハ
宝
生
流
斯
界
に
著
名
な
程
素
人
離
れ
の
名
人
、
源
三
位
頼
政
が
高
階
の
宮　
　

を
擁
し
平
家
の
暴
政
に
反
抗
し
旗
揚
せ
し
甲
斐
な
く
、
不
幸
宇
治
川
の
一
戦
に
敗
北
、
平　

等
院
扇
の
間
に
て
自
刃
し
た
悲
劇
の
一
段
で
あ
る
、
謡
の
素
養
な
き
自
分
に
も
、
こ
の
悲
劇
を
表
現
せ
る
名
文　
　
　
　

句
に
い
つ
と
な
く
聞
入
り
最
後
迄
敬
聴
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謡
の
終
る
と
同
時
に
廊
下
よ
り
奥
さ
ん
が
、
サ
ー
呼
び
よ
せ
ま
し
た
よ
と
言
い
な
が
ら
這
ら
れ
た
。
誰
れ
を
呼
れ
た
か
と
思
い
し
は
意
外
に
も

中
村
氏
で
あ
っ
た
。
予
ハ
初
め
こ
れ
か
ら
中
村
君
の
戦
災
を
見
舞
い
た
い
事
を
話
し
た
が
、
主
人
ハ
今
頃
訪
ね
て
も
中
村
ハ
宅
に
ハ　
　
　

い
な
い
よ
と
言
れ
た
事
か
ら
、
予
の
来
訪
を
知
せ
呼
よ
せ
ら
れ
た
事
と
思
ふ
。
こ
う
言
ふ
お
夫
婦
の
厚
意
で
中
村
氏
に
も
会
い

被
害
の
見
舞
を
述
べ
た
。
中
村
家
も
焼
失
ハ
母
家
丈
倉
庫
及
離
茶
室
ハ
無
難
で
、
今
ハ
茶
席
住
い
の
よ
し
、　　
　
　
　
　
　

同
じ
南
平
台
近
で
も
田
中
翁
ハ
無
難
と
ハ
幸
運
の
人
で
あ
る
。
猶
縣
君
の
三
軒
家
ア
ト
リ
エ
は
焼
失
し
た
と
、
君
ハ
長
野
松
本

に
疎
開
中
で
あ
る
。
中
村
君
の
話
で
ハ
横
浜
三
溪
園
原
家
桃
山
遺
構
も
爆
撃
で
大
破
し
た
と
ハ
惜
き
事
な
る
哉
。　
　
　
　

謡
ハ
又
モ
御
殿
と
称
す
る
大
広
間
で
行
は
れ
た
丈
、
旧
横
山
家
の
能
舞
台
、
一
段
の
聴
物
で
あ
っ
た
。
猶
高
島
屋
老
番
頭
君
来

り
、
之
又
お
主
人
等
と
松
島
一
番
を
謡
い
お
聞
き
終
り
、
大
廊
下
に
出
て
、
新
緑
の
庭
園
を
眺
な
が
ら
大
食
卓
を
囲
み
、

五
人
ハ
奥
さ
ん
の
お

給
仕
に
て

平
目
の
刺
身
、
雲
丹
に
て
お
酒

枝
豆
、
薯
煮
が
出
る　

　

鱈
の
薫
製
と
近
頃
目
珍
し
き
馳
走
を
頂
戴
す
る
内
、
社
の
専
務
、
即
ち
主
翁
愛
婿

酒
井
氏
が
出
張
先
か
ら
の
帰
途
立
よ
ら
れ
共
に
会
食
し
無
遠
慮
ニ　

美
味
を
満
腹
し
た
。
食
後
奥
さ
ん
の
お
手
前
に
て
中
村
氏
と
共
ニ
淡
茶
を
頂
き
し
の
み
か
、
蕎
麦
粉
外
数
々
の
土
産
ま
で
頂　
　
　
　
　

き
、
御
主
人
ハ
中
村
氏
と
藤
原
家
へ 

予
ハ
酒
井
氏
と
共
ニ
、
五
反
田
駅
ニ
、
此
途
中
吉
尾
出
往
留
主
給
与
余
□絶
の
件
に
つ
き
酒
井
さ
ん
の

諒
解
を
求
め
善
所
す
る
と
の
事
に
て
別
れ
た　
　
　

こ
ん
な
訳
で
予
定
ハ
狂
っ
た
が
、
結
果
ハ
上
々
に
て
六
時
過
ぎ
山
荘
帰
庵
し
た

○
式
守
蝸
牛
老
翁
を
浦
和
郊
外
に
慰
問	

　
六
月
廿
九
日	
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江
戸
千
家
の
長
老
都
下
一
人
者
と
衆
人
の
許
す
式
守
蝸
牛
宗
匠
も
、
既
に
八
十
路
の
老
躯
に
昨
年
来
老
衰
病
状
の
体
を
其

愛
嬢
と
共
に
同
じ
埼
玉
内
浦
和
市
外
に
疎
開
さ
れ
て
い
る
の
を
耳
庵
翁
の
主
唱
で
慰
問
す
る
事
と
な
り　
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怖
る
べ
き
新
兵
機
を
持
つ
米
英
軍
の
蹂
躙
を
妨
く
期
望
が
た
え
し
を
直
感
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
憂
慮
の
中
に
も 

藤
沢
君
か
ら
焼
残
り
品
で
耳
翁
お
夫
婦
を
主
賓
に
、
下
の
閑
室
に
て
お
茶
を
指
上　

る
か
ら
相
伴
せ
よ
と
案
内
を
受
け
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　

そ
れ
は
六
月
三
日
第
一
師
団
竹
橋
皇
居
新
兵
勤
務
中
の
次
男
安
否
を
兵
衛
に
訪
ね
て
帰
っ
た
翌
四
日
の
午
后　

道
具
組
ハ
一
畳
腰
掛
三
尺
の

　

板
の
間
に　
　

 

時
代
木
地
四
方
の

　

置
炉　
　

閑
室
常
什 

こ
の
側
に
尺
八
花
入
が
置
れ
て
あ
る　
　

花
ハ
山
ア
ジ
サ
イ 

置
き
合
せ
ハ
変
ッ
タ

具
合　

鉄
瓶　

茶
入
ハ
黒
棗　
　
　

宗
守
花
押

水
指
朝
鮮

唐
津
写
仙
樵
作　
茶
杓　
　

又
同
じ

茶
碗
無
地

刷
毛　

菓
子
ハ
お
手
製
の

　

葛
饅
頭　

已
上
に
て

濃
茶
を
耳
翁
正
客
奥
さ
ん
の
お
詰
に
て
頂
く
、
藤
沢
氏
ハ
三
月
某
日
戦
禍
に
か
か
ら
れ
て
以
来
こ
の
山　

荘
住
い
後
初
め
て
の
お
催
し
耳
翁
御
夫
婦
に
謝
恩
の
意
味
と
思
は
れ
我
又
其
相
伴
の
仕
合
で
あ
っ
た
。　

花
入
ハ
耳
翁
お
寄
贈
、
茶
入
茶
杓
ハ
仙
樵
匠
よ
り
戦
禍
見
舞
の
送
り
物
と
茶
碗
ハ
予
の
寄
贈
で
あ

る
宗
匠
の
お
手
前
こ
そ　

こ
ん
後
の
娯
を
期
待
し
て
厚
意
を
謝
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
頃
山
荘
に
ハ
松
永
家
縁
故
の
疎
開
家
族
は
我
ら
の
外
四
家
族
の
大
家
族
で
あ
る
が
、
我
春
草
盧
丈
ハ

松
永
家
母
家
を
至
る
事
五
六
丁
離
れ
し
東
山
突
端
丈
閑
寂
の
日
常
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

疎
開
家
族
の
内
名
古
屋
高
橋
正
彦
氏
令
姉
多
可
子
刀
自
（
故
田
中
徳
次
郎
氏
未
亡
人
）
一
家
あ
り
、
こ
の
多
可
子
刀
自

に
ハ
生
家
の
伝
統
丈
茶
の
道
に
も
深
い
趣
味
家
丈
日
々
交
遊
を
得
る
こ
と
は
仕
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
其
後
の
情
況
ハ
去
月
廿
五
六
両
日
の
大
空
襲
に
引
続
き
、
廿
七
日
蒲
田
川
崎
に
渉
る
工
業
地
帯
の
大
爆
撃
は
多

く
の
産
業
工
場
を
破
壊
せ
ら
れ
た
、
敵
機
の
関
東
襲
来
な
き
日
ハ
中
京
関
西
方
面
或
ハ
東
北
地
区
と
寧　
　

　

日
な
き
決
戦
情
態
と
な
っ
た
。
従
っ
て
東
京
の
不
安
ハ
焦
眉
の
急
を
つ
げ
た
。
老
妻
も
疎
開
以
来
東
京
に
ハ
一
度
も

出
ず
に
過
し
た
が
、
世
田
ヶ
谷
実
家
に
同
居
せ
る
次
男
嫁
母
子
も
在
京
の
不
安
で
愈
々
二
ヶ
月
先
よ
り
疎
開　
　
　
　

中
の
三
女
昌
子
即
ち
神
奈
川
縣
津
久
井
深
谷
中
野
町
に
疎
開
す
る
事
に
な
り
、
其
の
別
れ
の
為
、
十
七
日
上
京

を
断
行
し
十
八
日
夕
京
子
母
子
同
行
帰
山
し
た
。
不
安
の
交
通
を
排
し
京
子
の
柳
瀬
に
来
る
ハ
事
態
の
急
迫
ハ　

互
の
不
慮
の
出
来
事
を
保
し
難
い
為
、
我
ら
に
も
永
別
の
意
味
で
あ
っ
た
。
孫
紘
一
郎
も
す
こ
や
か
に
成
長
し
可
愛　
　

く
な
っ
た
。
無
心
の
幼
児
ら
に
も
安
住
の
地
を
求
め
別
離
の
悲
劇
を
演
し
な
く
て
ハ
な
ら
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彼
ら
が
一
泊
し
た
の
で
老
人
住
の
春
草
盧
の
一
夜
も
明
く
過
し
た
。
翌
十
八
日
ハ
徴
収
工
と
し
て
山
形
縣
下
工
場
勤
務
の

門
人
豊
が
突
然
来
り
し
ハ
意
外
に
て
彼
れ
の
近
情
を
聞
く
と
、
彼
の
留
主
宅
中
野
大
和
町
一
般
戦
火
災
に
遭
い　
　
　
　
　

が
自
宅
軒
先
迄
に
ハ
火
災
を
ま
ぬ
が
れ
た
、
其
為
臨
休
を
得
て
帰
京
し
た
の
で
、
市
内
一
部
を
巡
視
し
ま
す
と　

千
駄
谷
、
一
圓
ハ
團
家
を
初
め
、
茂
、
美
代
さ
ん
な
ど
全
焼
し
、
渋
谷
方
面
丈
祥
雲
寺
よ
り
広
尾
の
一
部
を
残
し　

赤
十
字
の
一
劃
を
残
し
服
部
氏
も
、
南
平
台
方
面
で
ハ
中
村
氏
も
其
難
に
か
か
っ
て
い
る
と
、
見
渡
限
り
の
焼
野
原
と
化
し

た
話
、
こ
の
話
ハ
去
る
廿
九
日
危
険
を
冒
し
上
京
の
際
見
聞
ハ
し
た
が
、
こ
ん
な
事
で
京
子
母
子
に
今
一
泊
を
進　

め
戦
禍
見
舞　
　

か
た
が
た
十
九
日
出
京
を
決
行
し
た　
畠
山
家
に
対
し
心
斗
り
の
野
菜
を
持
る
丈
用
意
し
京
子
母
子
を
連
れ
早
朝
出
京

途
中
乗
車
券
を
求
る
も
駅
長
室
に
飛
込
み
特
別
弁
儀
を
得
る
と
云
ふ　
　
　
　
　

五
月
一
日
払
暁
五
時
と
云
ふ
に
春
草
盧
出
発
志
木
発
六
時
二
番
に
乗
車
上
京
、
広
尾
の
要
件
ハ
後
に
早
朝
な　
　
　
　
　
　
　
　

が
ら
畠
山
家
を
訪
い
廿
四
日
の
厚
志
を
謝
し
、
そ
の
ま
ま
お
暇
と
考
へ
し
に
、
お
夫
婦
よ
り
タ
ッ
テ
お
上
り
な
さ
い

と
進
ら
れ
居
間
に
通
る
と
、
軍
服
姿
の
経
理
中
佐
に
令
息
不
器
氏
川
崎
工
場
が
去
る
十
五
日
夜
の
空
襲
ニ
焼
失
で
来

合
ら
れ
其
の
災
害
を
慰
問
す
る
内
食
事
の
用
意
が
出
来
た
と
進
ら
れ
し
が
朝
食
後
と
て
辞
退
せ
る
も
埼
玉
か
ら
の　

遠
来
と
蒸
し
パ
ン
吸
物
、
竹
の
子
煮
物
な
ど
の
馳
走
を
受
け
、
奥
さ
ん
の
お
手
前
で
淡
茶
数
服
頂
戴
し
た　
　
　

廿
四
日
ハ
兼
而
話
し
て
置
い
た
藤
原
運
輸
相
七
十
の
賀
が
遅
れ
漸
く
廿
四
日
急
に
催
す
事
に
な
り
暁
山
お
夫
婦　

田
中
親
美
翁
中
村
氏
と
予
の
五
名
で
あ
っ
た
と
の
事
を
話
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

近
来
抹
茶
も
不
自
由
な
ら
ん
神
田
桝
屋
迄
ハ
途
中
不
安
幸
い
持
合
あ
り
と
三
十
匁
入
一
罐
の
外
加
賀
名
物
ク
ル
ミ
の　

砂
糖
漬
一
箱
を
主
人
自
ら
用
意
せ
ら
れ
寄
付
せ
ら
れ
し
は
仕
合
で
あ
っ
た
。
食
後
般
若
苑
庭
園
を
主
人
の
案
内
で　
　
　
　
　

一
巡
し
た
。
日
々
の
空
襲
下
に
も
庭
内
到
る
処
清
掃
せ
ら
れ
て
い
る
。
比
沙
門
庵
水
屋
に
ハ
浅
草
に
て
焼
出
れ
し
宗
味
老
が　

避
難
し
て
い
た
。
十
時
近
く
お
主
人
令
息
の
出
社
さ
れ
電
車
迄
送
ら
れ
お
別
し
て
広
尾
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

広
尾
の
留
主
宅
も
門
前
永
島
洋
品
店
主
に
留
主
居
と
し
て
貸
与
す
る
事
に
決
し
一
ト
安
堵
し
た
。
移
動
手
続
も　

今
日
終
り
今
日
よ
り
埼
玉
県
人
と
な
っ
た
訳 

東
京
よ
り
帰
宅
ハ
六
時
半
。

○
春
草
盧
の
日
常	
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空
爆
の
禍
中
を
さ
け
て
以
来
ハ
な
す
事
と
て
な
く
、
日
常
の
食
糧
に
も
事
か
ぐ
ま
ま
耳
翁
の
諒
解
に
て
庭
前　
　

桑
畑
を
耕
し
蔬
菜
畑
に
改
造
し
附
近
の
部
落
に
こ
の
頃
不
思
議
な
程
正
直
な
老
農
栄
さ
ん
爺　
　
　
　
　
　
　
　

に
教
り
甘
藷
や
馬
鈴
薯
造
り
を
初
め
、
多
少
な
り
補
給
の
タ
シ
と
お
百
姓
の
弟
子
入
り
、
新
耕
の
畑
と
て
肥
料

も
な
い
瘦
畑
、
堆
肥
の
用
意
と
朝
か
ら
日
没
ま
で
の
労
働
、
草
盧
附
近
の
無
限
に
広
い
朝
夕
の
掃
除
、
こ
れ
が　

日
課
の
生
活
で
あ
る
。
耳
翁
か
ら
は
上
の
茶
室
耳
庵
席
も
、
高
射
部
隊
長
に
貸
与
さ
れ
、
自
家
の
空
禍　
　
　
　
　
　
　
　

で
一
家
三
人
母
屋
に
疎
開
中
の
、
田
中
仙
樵
門
下
藤
沢
寂
仙
君
相
手
に
、
こ
の
柳
瀬
山
荘
も
不
安
と
思
は
れ
テ
カ　
　
　
　

美
術
品
や
貴
重
品
の
疎
開
準
備
に
道
具
品
の
整
理
が
之
又
翁
の
日
課
、
何
で
も
奥
多
摩
山
谿　
　
　
　
　

が
目
的
地
ら
し
く
、
然
し
茶
丈
の
愛
喫
ハ
日
々
喫
茶
境
と
云
ふ
有
様
で
予
に
も
其
都
度
招
か
れ
て
い
る
。　

本
来
無
一
物
に
ひ
と
し
い
芸
術
家
の
我
生
活
、
其
の
乏
し
き
内
よ
り
、
長
男
次
男
の
軍
務
奉
公
、
其
家
族
の
援
助

な
ど
と
共
に
堵
食
い
自
然
筍
生
活
に
過
す
外
ハ
な
く
、
幸
ひ
野
良
仕
事
と
空
気
の
よ
さ
に
粗
食
を
加
え
健
康　

　

は
永
年
の
固
疾
胃
膓
も
消
し
飛
び
イ
ツ
ト
ハ
な
く
病
を
忘
れ
た
仕
合
せ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔬
菜
畑
と
云
ふ
て
も
三
畝
あ
ま
り
手
入
の
余
暇
ハ
松
永
家
に
勤
労
奉
仕
な
ど
で
貴
重
な
、
其
日
其
日
を
過
す
有　

様
で
あ
る　

五
月
廿
五
六
日
東
京
大
爆
撃
の
夜
都
内
の
空
は
昼
を
あ
ざ
む
く
業
火
の
烟
に
包
ま
れ
火
の
海　
　
　
　
　
　
　

と
化
行
く
様
を
、
こ
の
山
上
か
ら
直
視
し
た
我
ら
は
、
如
何
に
我
軍
死
を
賭
し
敢
闘
す
る
も　
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心
と
深
く
感
銘
し
、
次
男
公
用
に
て
甲
州
出
張
土
産
の
干
柿
を
進
め
互
に
一
時
の
幽
玄
味
に
し
た
る

軍
事
産
業
に
多
忙
の
寸
閑
、
雪
消
の
夜
の
ぬ
か
る
み
を
意
と
さ
れ
ず
茶
友
に
対
す
る
友
情
の
濃　

　
　
　
　

さ
、
其
心
に
餘
裕
ハ
流
石
に
御
先
代
服
部
時
計
店
の
後
嗣
者
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

鉄
兜
と
云
ふ
殺
伐
姿
に
奇
烈
の
日
を
過
す
半
面
、
こ
の
雅
客
の
お
と
づ
れ
永
遠
忘
れ
か
た
い
事
で
あ
る

こ
の
よ
ふ
な
玄
関
先
の
韻
事
を
思
へ
ば
、
柳
瀬
逃
避
後
に
望
な
い
娯
と
、
こ
ん
後
の
生
活
に

悲
哀
を
感
さ
る
に
ハ
い
ら
れ
な
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
柳
瀬
山
荘
春
草
盧
疎
開		



廿
年
三
月
廿
六
日		
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都
内
在
住
を
許
さ
ぬ
事
態
と
な
り
三
月
廿
六
日
疎
開
残
物
ヲ
馬
力
一
台
と
我
ら
老
夫
婦
ハ
両
手
ニ
肩
に
人
の
慾
程
限
り　
　
　

な
い
者
、
運
命
を
自
然
の
ま
ま
に
諦
ら
れ
ぬ
見
苦
し
さ
、
車
中
の
難
行
苦
難
を
柳
瀬
に
着
い
頃
ハ
綿
の
よ
ふ
に
つ
か
れ
て　

い
た
。
三
月
末
な
が
ら
寒
い
夜
で
あ
っ
た
。
松
永
家
の
厚
意
で
、
其
夜
ハ
湯
タ
ン
ホ
迄
入
れ
一
夜
を
明
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
か
ら
は
食
糧
ハ
移
動
手
続
き
手
間
ど
り
、
東
京
に
て
配
給
ヲ
受
け
ル
タ
ケ
ニ
不
足
に
悩
ん
だ
が
空
襲
丈
ハ
安
心
と　
　
　

思
い
し
に
一
周
後
の
四
月
二
日
の
夜
突
如
大
編
隊
ハ
伊
豆
半
島
よ
り
侵
入 

所
沢
地
上
よ
り
柳
瀬
上
空
に
対
し
地
軸
も

裂
る
大
爆
撃
を
行
い
時
ハ
午
前
一
時
半
、
高
台
の
春
草
盧
ハ
家
屋
震
動
す
る
猛
烈
さ
、
安
心
し
た
丈
其
恐
怖
ハ　
　
　
　

肌
に
粟
を
生
ず
る
有
様
。
柳
瀬
川
堤
防
向
大
和
田
裏
畑
中
に
設
置
さ
れ
た
る
、
高
射
隊
附
近
に
ハ
八
九
の
巨
弾
投
下

に
土
煙
は
空
中
に
捲
き
上
る
搶
烈
さ
に
老
妻
な
ら
ぬ
共
振
い
上
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
ノ
下
部
落
よ
り
志
木
に
至
る
約
一
里
の
間
に
二
百
有
余
弾
と
云
ふ
凄
さ
に
、
老
妻
は
恐
怖
の
餘
り
東
京
復
帰
を
迫
る

程
で
あ
っ
た
。
敵
機
通
過
後
に
も
爆
発
の
音
響
ハ
、
時
限
爆
弾
で
あ
っ
た
事
を
後
に
知
っ
た
。
夜
明
を
待
っ
て
被
害　

情
況
を
見
る
と
坂
ノ
下
部
隊
農
家
数
軒
焼
失
爆
破
、
高
射
部
隊
建
設
物
の
木
端
微
塵
、
時
限
弾
ハ
四
五
日　
　
　
　
　
　

後
迄
に
不
即
に
続
く
不
安
さ
。
こ
れ
が
あ
っ
た
後
、
北
多
摩
北
端
大
和
田
境
清
瀬
部
落
に
も
焼
夷
弾
に
よ
り
一
部
落
全　

焼
の
惨
害
を
与
へ
た
。
こ
ん
な
有
様
で
山
主
耳
翁
の
縁
先
で
喫
茶
位
い
の
外
、
独
茶
境
に
ふ
け
る
外
な
く
（
趣
嗜
品　
　
　

抹
茶
丈
ハ
食
糧
難
で
も
何
と
か
続
け
て
い
た
。）
従
っ
て
四
月
中
ハ
茶
事
な
ど
皆
無
に
過
し
た
。
元
よ
り
疎
開
地
と
て
覚
悟　
　

で
あ
る 

処
が
廿
四
日
疎
開
後
初
め
て
、
老
妻
同
道
東
京
行
き
を
思
い
た
っ
た
。
こ
の
出
先
の
折
畠
山
さ
ん
か
ら
電
話
ア
リ　
　
　

　
　
　
　

こ
の
畠
山
家
よ
り
松
永
家
を
通
し
電
話
に
ハ
打
電
し
て
置
い
た
が
至
急
面
談
の
必
用
あ
り
早
朝
出
京
せ
ら　
　
　
　
　
　

れ
た
し
と
の
事
電
話
に
出
ら
れ
た
は
、
耳
翁
で
あ
っ
た
と
女
中
の
知
せ
に
、
幸
ひ
上
京
仕
度
中
と
て
用
件
の
何
た
る
は
別

に
仕
度
す
る
間
も
な
く
出
掛
る
と
、
突
如
又
非
常
警
報
続
い
て
敵
機
の
大
編
隊
侵
入
の
警
報
乱
打
に
出
足
を
ハ
バ
マ
レ　

た
耳
翁
か
ら
も
お
家
内
同
行
な
ド
途
中
交
通
不
能
の
不
安
も
あ
る
か
ら
出
発
お
見
合
あ
る
べ
し
と
勧
告
さ
れ
て
来
た
。　
　
　
　

警
戒
解
除
ハ
九
時
少
し
后
予
ハ
独
り
出
京
断
行
と
思
い
し
に
之
又
耳
翁
よ
り
切
な
る
中
止
勧
告
に
て
中
止
し
た
。　
　
　
　
　

迹
に
て
用
件
の
判
明
に
よ
れ
ば
藤
原
暁
雲
運
輸
相
主
客
の
茶
の
催
に
つ
き
耳
翁
に
内
密
の
案
内
で
あ
っ
た
。　
　

　
　
　
　

畠
山
家
に
対
す
る
去
る
廿
四
日
（
不
参
な
る
も
）
茶
の
案
内
謝
礼
方 

上
京　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
間
奥
さ
ん
の
病
床
を
見
舞
っ
た
が
、
奥
さ
ん
ハ
今
日
慶
応
西
野
院
長
の
来
診
を
乞
ふ
て
い
る
、
こ
の
寒
い
北
側
で
ハ
困
る
か

ら
仰
木
さ
ん
か
ら
主
人
に
進
め
、
下
の
書
斎
に
移
る
よ
ふ
頼
み
ま
す
と
の
事
で
あ
っ
た
の
で
、
診
察
の
都
合
て
入
院
を
進
て
置
た
。

猶
席
上
戦
局
の
見
通
し
に
つ
き
、
谷
川
氏
ハ
我
軍
ハ
勝
目
ハ
な
い
、
当
局
が
好
期
を
ね
ら
っ
て
停
戦
す
れ
ば
よ
い
が
、
此
ま
ま

ア
ク
迄
闘
え
バ
本
土
も
悲
惨
の
破
滅
に
な
る
と
考
る
、
然
し
現
在
こ
ん
な
説
で
も
行
へ
ば
軍
部
ハ
首
に
縄
を
掛
け
る　
　

困
っ
た
事
態
だ
と
の
話
、
こ
の
説
又
我
ら
と
て
も
同
感
で
あ
る

○
空
襲
時
の
韻
事	

三
月
三
日	

︱︱︱︱
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め
ま
ぐ
る
し
き
空
襲
下
に
も
韻イ

ン
事
が
あ
る
。
永
く
お
無
沙
汰
し
て
い
る
岡
部
長
景
子
邸
か
ら
ご
在
宿
か
と
電
話
が

あ
り
間
も
な
く
お
使
い
で
、
子
爵
家
伊
豆
三
津
浜
別
邸
内
に
数
百
年
来
の
老
松
、
同
浜
特
有
で　
　
　
　
　

あ
る
漁
夫
ら
の
魚
見
松
の
枯
死
せ
る
良
材
に
て
、
記
念
に
製
作
せ
る
子
爵
依
頼
、
金
林
寺
形
茶
入
の
内
一
個
に　
　
　

子
爵
御
夫
婦
に
銘
と
箱
書
を
願
い
預
け
置
き
シ
に
銘
丈
ハ
お
主
人
早
速
染
筆
さ
れ
し
も
、
奥
さ
ん
ハ
な
か
な
か
お
謙
遜

で
其
ま
ま
お
預
け
し
て
置
い
た
、
其
茶
入
が
届
ら
れ
、
中
に
奥
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
に
永
永
お
預
り
し
た
と
お
詫
の
上

時
柄
ゆ
へ
、
ツ
タ
ナ
ク
モ
筆
を
採
り
ま
し
た
か
ら
お
納
め
願
い
た
い
と
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

表
書

裏
以
東
潮
荘
佐
松
作
之

0

0

0

0

0

0

0

0

子
爵
の
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
と
ふ
と
わ
の
満
な
さ
ゆ
ら
に
う
す
く
こ
く
明
々
り
く
を
ち
の
む
ら
さ
き
の
や
ま
悦
子
）　
真
に
み
や
び
の
筆
蹟

に
て
認
あ
り
長
く
家

宝
と
な
る
を
喜
び
に
た
え
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

夜
ハ
毎
夜
の
燈
火
管
制
と
て
、
日
没
前
に
食
事
を
と
る
今
の
情
態
、
数
日
前
附
近
三
光
町
を
襲
い
し
焼

夷
弾
に
よ
る
被
害
現
状
を
、
畠
山
お
夫
婦
と
実
見
し
其
惨
害
を
見
た
我
ら
に
ハ
、
何
時
我
身
に
及
ば
か
も
知

れ
ぬ
今
日
、
落
着
の
な
さ
胸
一
ッ
パ
イ
、
何
事
も
昼
間
丈
の
生
活
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

処
が
七
時
過
き
突
然
台
所
か
ら
訪
ふ
人
あ
り
、
そ
れ
は
服
部
山
楓
氏
で
あ
る
。
私
ハ
お
庭
の
残
雪
を
見
る
為
、
お　
　
　
　
　

と
づ
れ
た
、
こ
こ
で
結
構
と
あ
っ
た
が
締
切
っ
た
玄
関
に
招
し
入
れ
た
が
、
そ
こ
も
疎
開
残
部
の
荷
物
散
乱
で
あ　
　
　

る
。
山
楓
氏
は
風
流
に
も
ホ
ッ
ケ
ッ
ト
よ
り
赤
絵

0

0

の
振
出

0

0

し
を
取
出
し
先
づ
召
上
れ
と
指
出
さ
た
。
意
外
の
感
に
打

た
れ
、
振
出
を
拝
見
す
る
と
、
な
か
な
か
珍
品　
　

角
砂
糖
が
納
め
ら
れ
て
あ
る
。
扨
こ
う
な
る
と
自
分
に
も
番
茶
と
言
ふ
訳
に
行
か
ず
、
有
り
合
粗
末
な
茶
碗　
　

を
持
出
し
瓶
掛
に
お
湯
に
て
一
碗
点
て
る
と
、
腰
掛
か
ら
靴
を
脱
ぎ
上
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
は
幸
ひ
一
罐
封
じ
の
ま
ま
あ
り
、
空
家
同
然
の
こ
の
玄
関
に
て
提
供
し
た
。
処
が
又
も
左
の
ホ
ッ
ケ
ッ
ト
よ
り

唐
物
薄
茶
器
が
取
り
出
さ
れ
た
。（
外
朱
、
置
口
及
上
上
部
高
台
黒
漆
）
時
代
も
あ
り
朱
と
黒
の
配
合
手
法　
　
　
　

も
手
造
り
風
、
稚
拙
に
見
ゆ
る
が
名
器
で
あ
る
。
高
台
裏
の
操
り
方
も

日
本
人
に
ハ
出
来
な
い
芸
当
で

あ
る
。
茶
迄
用
意
で
雪
見
と
は
言
へ
、
こ
の
老
人
に
対
し
一
服
喫
し
て
空
襲
下
の
苦
難
を
慰
め
ん
お　
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冬
の
野
を
眺
め
な
が
ら
携
帯
の
握
飯
を
縁
側
に
腰
か
け
食
事
を
始
る
と
耳
庵
翁
が
来
ら
れ
今
粥
の
用
意
が
出
来

こ
こ
へ
持
出
し
私
も
共
に
た
べ
る
か
ら
と
縁
先
に
三
ツ
又
を
組
み
鍋
を
釣
し
粗
朶
を
焚
き
初
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
色
の
腰
衣
に
袖
な
し
を
羽
織
る
翁
の
姿
ハ
二
祖
や
三
祖
の
道
士
と
も
見
え
る
。
芋
入
粥
に
大
根
煮
〆
と
云
ふ
食

事
で
さ
え
人
の
心
と
時
に
取
り
山
海
珍
味
に
ま
さ
る
う
ま
さ
で
あ
っ
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

疎
開
先
に
悩
む
折
耳
翁
の
好
意
で
此
落
着
先
き
得
た
の
み
か
、
翁
の
心
入
に
感
謝
す
る
内
、
お
茶
の
用
意
が
出

来
ま
し
た
と
お
孫
さ
ん
の
迎
い
に
母
家
に
出
掛
る
と　

翁
自
ら
麦
粉
を
か
き
菓
子
ニ　
　
　
　
　
　
　
　

　

茶
入
独
楽
の

　

中
次　

茶
碗
ハ
道
楽
あ
た
り
の
赤
楽
に
て
濃
茶
を
練
ら
れ
夫
人
と
共
に
拝
喫
し
た　
　
　
　
　
　

こ
の
中
次
も
時
代
あ
り
本
格
的
茶
入
、
茶
碗
赤
楽
ハ
形
と
言
ひ
頃
合
と
云
い
、
楽

の
外
窯
な
が
ら
、
自
分
に
ハ
好
き
な
茶
碗
で
あ
る
。
茶
杓
ハ
予
の
作
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戦
争
に
追〔ママ

〕ら
住
慣
し
住
を
捨
て
身
の
安
住
さ
え
覚
束
な
い
際
、
こ
う
し
て
麦
粉
を
菓
子
に
茶
を
喫
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
程
印
象
深
く
興
味
と
共
に
茶
人
の
友
情
感
銘
深
き
ハ
な
い
。
こ
の
点
ハ
耳
翁
こ
そ
デ
あ
れ
、
他
の
一
流
茶
家
ニ

は
求
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
帰
京
の
難
儀
を
お
そ
れ
三
時
と
云
ふ
に
称
去
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
田
郊
外
氷
川
の
杜
の
田
の
面
に
ハ
白
鷺
の
群
悠
々
と
好
飼
を
あ
さ
る
は
長
閑
な
る
に
、
彼
ら
又
空
の

爆
音
に
何
と
な
き
不
安
さ
を
見
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
雪
の
柳
瀬
荘
を
訪
ふ	

二
月
三
日	

︱︱︱︱
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昨
払
暁
の
雪
ハ
大
寒
の
寒
さ
で
解
け
や
ら
ず
残
雪
街
を
う
ず
む
。
中
村
氏
よ
り
縣
君
と
共
に
雪
の
柳
瀬
行
を
進　
　
　

ら
れ
、
こ
こ
四
五
日
の
天
候
に
空
の
悪
魔
も
侵
入
せ
ぬ
の
で
同
行
す
。
山
荘
に
つ
く
と
縁
先
に
手
拭　
　
　

の
用
意
が
あ
る
。
茶
客
で
も
あ
る
か
と
家
人
に
聞
け
ば
、
学
者
連
中
五
六
人
茶
道
研
究
の
催
し
。
奥
さ
ん
ハ
一
時
四　
　

　

十
度
か
ら
の
発
熱
病
床
中
と
、
悪
い
折
来
た
物
と
中
村
氏
と
顔
見
合
せ
ツ
ブ
ヤ
ク
。
喜
び
ハ
主
人 

早
速
お
上
り
と
て　

囲
炉
裏
の
間
に
通
る
、
大
寒
中
に
鉄
風
炉
ニ
真
ナ
リ

　

釜　
　
客
振
れ
を
見
る
と
堀
口
捨（
５
）己老

以
外
ハ
未
知
の
人
々   

今
日
ハ
主
客
ハ
哲
学
者
谷
川
徹
三

（
６
）博
士
と
紹
介
さ
れ
た  

向
が
フ
カ
の

酢
み
そ　
和
布
小
芋
の

味
噌
汁　

 

白
菜
煮
込
土
鍋

に
て　

浜
納
豆
ニ
香
物
麦
飯
、
お
酒
ハ
杯
一
バ
イ
の
戦
時
献
立　
　

　
　

菓
子
ハ
飴
入
焼
餅
、
さ
て 　
　
　
　
　

   
                

水
指
ハ
瀬
戸
黒
釉

0

0   　
　

    
四
方
フ
タ
道
光
染
附　

茶
入
信
楽

水
滴　

茶
杓

0

0

織
部

共
筒　

茶
碗

0

0

宗
全
作

黒
筒

 

替
瀬
戸
黒0

　
0

筒　

に
て
茶
ハ
代
々
木
の
杜

に
て
相
伴
し
た

鉄
風
炉
と
云
い
、
水
指
か
ら
茶
碗
迄
黒
一
色
、
然
も
何
れ
も
筒
斗
か
り
、
感
覚
の
薄
い
ニ
と
ナ
ど
ト
ツ
チ
ン
カ
ン
こ
の
取
合
せ
ハ

道
具
研
究
会
と
銘
打
つ
に
ハ
餘
り
に
ヒ
ド
過
る
。
お
茶
が
終
り
乾
山
金
泥
画
の
梅
光
悦
讃
及
び
、
光
悦
小　
　
　
　
　

巻
を
見
て
ホ
ッ
ト
し
た
。

　
　
　
　

耳
翁
革
新
　

茶
法
式
談
、
之
れ
に
共
鳴
す
る
学
者
連
の
対
話
に
三
時
が
過
ぎ
、
予
ハ
中
村
氏
を
ウ
ナ
ガ
シ
、
無
断

辞
去
し
た
。
帰
京
迄
二
時
間
要
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
中
村
家
雑
炊
茶
　
空
襲
に
飛
出
す	

一
月
九
日 

正
午	

︱︱︱︱
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昨
八
日
朝
埼
玉
よ
り
の
荷
馬
車
二
台
、
顔
見
知
の
人
夫
二
人
附
添
い
疎
開
荷
物
引
取
り
の
為
来
り
苦
労　
　
　

を
続
け
た
荷
物
送
り
で
ホ
ッ
ト
一
息
つ
い
た
。
然
し
ま
だ
ま
だ
積
残
し
道
具
が
あ
る
為
今
日
も
其
の　

整
理
中
、
中
村
氏
よ
り
お
目
に
掛
た
い
珍
品
が
来
て
い
る
、
雑
炊
を
啜
な
が
ら
お
覧
ハ
如
何
と
の
事
、
日
々
の

空
襲
に
疎
開
の
こ
と
の
み
頭
を
悩
す
折
と
て
早
速
お
受
し
十
一
時
出
掛
く
。
都
電
ハ
コ
ヌ
、
恵
比
須　
　
　

　

迄
徒
歩
し
た
が
、
国
電
又
三
十
分
も
来
な
い
。
漸
く
南
平
台
に
着
く
と
縣
老
が
炬
燵
に
モ
グ
ッ
テ
い
る
。

　

床
を
見
る
と
雪
舟
と
あ
る
花
鳥
の
幅
、
紙
中
ハ
黒
く
屛
風
直
し
に
見
え
中
村
家
に
も
、
こ
ん
な
幅
が
あ

る
か
と
思
は
れ
焼
け
て
も
よ
い
と
床
番
の
よ
ふ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
院
に
ハ
縣
君
新
作
写
経
　

台
紙
の
巻
が
四
五
巻
飾
っ
て
あ
る
。
縣
君
の
作
品
に
鍍
金

軸
に
も
電
メ
ッ
キ
と
云
ふ
時
局
の
影
が
あ
る

珍
品
と
は
こ
れ
な
る
か
と
少
々
失
望
中
、
雑
炊
の
用
意
も
出
来
大
鍋
が
卓
上
に
運
ば
れ
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
一
杯
ハ

寒
い
折
と
て
雑
炊
と
共
に
お
い
し
く
頂
く
。
こ
の
芳
香
に
ふ
け
り
つ
つ
、
夫
人
の
進
ら
れ
る
水
飴
を
菓
子
で　
　

淡
茶
の
点
出
し
、
茶
碗
ハ
新
作
ら
し
く
思
ふ
内 

突
如
聞
ゆ
る
警
報
サ
イ
レ
ン
。
然
も
非
常
警
報
に
一
同
緊
張

　

茶
碗
拝
見
処
か
速
座
に
退
散　

鎗
ヶ
崎
迄
来
る
と
通
路
も
非
常
警
戒
、
敵
機
五
機
七
機
と　
　
　
　
　
　

編
隊
侵
入
し
て
来
た
。
防
護
団
ハ
防
空
壕
被
難
を
サ
ケ
ン
で
い
る
。
之
ハ
大
変
と
恵
比
須
か
ら
裏
道
伝
い
帰
宅
す　
　
　
　
　
　

る
と
老
妻
は
チ
ジ
ミ
上
っ
て
い
る
仕
末
。
正
午
頃
か
ら
の
快
晴
の
空
、
敵
機
ハ
上
空
高
く
新
宿
方
面
よ
り
小
石
川
上　
　
　
　

空
に
波
状
投
爆
、
我
友
軍
機
ハ
敵
の
編
隊
に
突
入　

空
中
戦
ハ
続
き
敵
の
一
機
ハ
小
石
川
上
空
に
て
隊
を
放
れ

火
を
吹
い
て
急
降
下
す
る
の
が
見
え
た
。
敵
ハ
編
隊
を
乱
し
品
川
方
面
に
退
去
し
た
の
は
一
時
過
ぎ　
　
　
　
　
　

以
上
の
如
き
敵
機
猛
威
は
危
機
迫
り
、
従
っ
て
日
々
の
食
糧
も
刻
々
逼
迫
し
粥
食
迄
も
不
能
と
な
り
配
給　
　
　
　
　

品
も
一
人
一
日
菜
葉
半
切
主
食
一
人
老
人
に
ハ
一
合
八
勺
そ
れ
も
遅
配
欠
配
と
迄
に
な
っ
た
。

○
春
草
盧
疎
開
整
理
の
茶	

一
月
十
日	

︱︱︱︱
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昨
九
日
関
東
々
海
地
区
に
六
十
機
と
云
ふ
大
編
隊
敵
機
の
侵
入
、
内
廿
機
が
帝
都
上
空
を
襲
っ
た
。
こ
う
言
ふ
時

態
で
東
京
在
住
ハ
刻
々
の
不
安
と
な
り
、
八
日
埼
玉
送
り
の
疎
開
荷
物
の
整
理
と
松
永
家
に
謝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詞
を
か
ね
門
人
同
行
柳
瀬
荘
を
訪
ふ
。
寒
入
り
後
の
田
舎
道
寒
さ
と
霜
に
ふ
る
え
な
が
ら
、
柳
瀬
川
両　
　
　
　

岸
も
凍
結
し
て
い
る
。
山
荘
も
来
客
は
な
く
ケ
ー
ト
ル
姿
の
ま
ま
縁
先
に
て
謝
礼
を
述
ぶ
。
耳
翁
ハ
蒸
し
置
き　
　

の
お
薩
を
温
め
番
茶
を
進
め
ら
る
。
八
日
の
荷
物
到
着
が
夕
暮
れ
の
為
全
部
が
春
草
盧
ニ
打
込
だ
ま

ま
故
お
出
を
幸
い
ご
覧
を
願
た
い
と
て
早
速
整
理
に
着
手
し
た
。　
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美
術
研
究
会
の
一
行
と
知
れ
互
ニ
言
葉
を
交
す
其
内
に
根
津
藤
太
郎
（
３
）氏

も
い
ら
れ
た
。
柳
瀬
に
着
と
程
な
く

木
村
老
も
年
賀
に
来
る
と
云
ふ
大
勢
、
美
術
研
究
会
を
知
ら
ぬ
予
ハ
、
賀
詞
と
要
件
丈
で
引
き
下
る
積
り
で

あ
っ
た
が
、
折
角
来
ら
れ
た
の
一
行
と
屠
蘇
を
上
げ
た
い
と
椅
子
で
頂
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

こ
こ
に
ハ
三
代
家
光
筆
鶏
の
幅
も
新
春
を
つ
け
る
意
味
、
汲
出
の
用
意
さ
へ
あ
る
。
主
人
ハ
是
非
一
行
と
お
茶
を
揚

た
い
と
引
留
ら
れ
間
な
く
本
格
の
迎
い
附
で
奥
の
広
間
に
通
る
木
枯
の
庭
に
も
奈
良
朝
の
石
棺
当
り
に
は
古
刹　
　
　
　

の
気
分
さ
へ
漲
っ
て
い
る
。
研
究
会
で
も
あ
り
根
津
氏
を
先
頭
と
思
い
し
に
、
茶
の
道
に
浅
と
て
山
口
君
が
主
客
格　

　

に
て
入
席　

床
に
定
家
卿　
　

大
記
禄
切

床
内
に
能
面
白
翁
が　
　

時
代
四
方
盆
ニ

書
院
に
ハ
神
代
三
ケ
鈴
の

外
研
究
書
類
　

釡
ハ
菊
地
紋

芦
屋
　

炉
縁
嵯
峨

蒔
絵

已
上
正
月
意
味
の
飾
附
の
内　

　

炭
手
前
、
研
究
生
に
ハ　
　
　

師
範
格
で
も
順
序
不
動
も
面
白
く

終
っ
て
懐
石
迄　

向
膾　
　

よ
せ
物
染
附　
汁
小
芋

地
み
そ
雑
煮

　

焼
物
鰤
切
身　
　

白
菜
ソ
え

器
織
部

蓋
物
等
に
て　
酒
器
青
磁
獅
子
ブ
タ

徳
利
備
前
緋
襷　

　

香
物
白
菜

漬
を
唐
津
片
口
に　

菓
子
ハ
干
柿
切
り
て

食
事
が
終
り
福
引
の
餘
興
が
あ
っ
た
。
景
品
に
ハ
竹
の
花
入
、
茶
碗
茶
入
杯
な
と
雑
多
で
カ
ナ
リ
お
粗
末
斗
り

然
し
翁
と
て
ハ
目
珍
し
き
お
奮
発
に
て
最
后
の
残
り
籤
に
予
ニ
鈍
翁
好
萬
歳
楽

0

0

0

と
あ
る
共　
　
　
　

　

箱
茶
入
が
当
り
し
も
、
お
正
月
銘
も
良
く
由
縁
の
紀
念
品
で
あ
っ
た
。
中
立
は
斜
月
亭
に

こ
こ
に
ハ
雪
村
筆
破
墨
山
水
小
点
が
掛
る
。（
魯
堂
旧
什
）　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
入
席
す
る
と
床
ニ
紺
紙

金
泥　

敵
国
降
伏

0

0

0

0

の
四
文
字
が
色
紙
大
に
、
主
人
の
説
明
で
は　
　
　
　
　
　
　

　

元
寇
の
役
元
の
大
軍
箱
崎
に
襲
来
の
折
畏
も
亀
山
上
皇

0

0

0

0　
　

箱
崎
八
幡
宮
に
御
祈
願
の
為
、
敵
国
降
伏
の
四
文
字
を
御
親
筆
奉
納
遊
れ
し
勅
額
を
、
今
度
の
大

亜
戦
に
対
し
複
写
せ
ら
れ
た
物
と
の
事
に
て
詢
に
時
に
と
り
申
分
な
き
お
幅
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
丈
な
ら
至
極
結
構
な
る
ニ

た
と
へ
模
写
な
り
共
御
宸
筆
　

前
に
山
科
宗
甫
作
竹
の
花
入

0

0

0

0

、 

花
太
郎
庵
外
一
種　

　

が
挿
れ
し
は
然
も
寂
竹
に
て
ハ　
　

　

不
釣
合
至
極
で
あ
る
。

書
院
に
巻
物 　
　

朱
の
軸
盆
ニ　
飾
ら
れ
し
も
誰
一
人
披
見
者

　

な
く
主
人
の
失
望　
　
　
　

水
指
真
の

手
桶　

茶
入
藤
重
作　
　
　
　

大
棗
利
休
在
判

茶
杓
不
昧
公　

　
　

作　
　

　

茶
碗

0

0

古
高
麗

0

0　

水
洗
形
か

無
刷
毛

滲
ア
リ
魯
堂
旧
蔵
銘
村
雲

0

0　

已
上
安
太
郎
君
藤
寂
仙
（
４
）君
も
共
に
翁
自
ら

　

お
手
前
を
示
さ
れ
拝
服
し
た　
　
　
　
　

　

道
具
組
に
も
あ
る
通
り
新
春
に
真
の
手
桶
ハ
適
当
な
る
も
、
黒
大
棗
丈
ハ
土
の
物
で
あ
っ
た
ら
取
合
せ
色

調
も
一
段
と
思
は
し
に
、
近
来
寂
仙
宗
匠
の
邸
内
疎
開
以
来
と
翁
の
合
作
に
は
兎
角
不
釣
合
が　
　
　
　
　
　
　

多
く
見
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。
猶
蓋
置
古
竹
も
青
竹
で
あ
り
た
き
も
の
、
何
れ
に
し
て
も
耳
翁
こ
そ
一
線
隠

退
後
悠
々
自
適
こ
の
戦
禍
を
さ
け
茶
事
に
幽
玄
を
友
と
し
て
お
仕
合
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

要
件
ハ
疎
開
運
搬
も
来
る
八
日
差
立
を
願
い
一
行
九
人
薄
暮
辞
去
、
翁
ハ
途
中
ま
で
見
送
れ

た
志
木
か
ら
文
字
通
り
の
寿
司
詰
で
あ
っ
た
。
今
日
亦
敵
機
都
内
空
襲
危
機
迫
る
。　
　
　
　

さ
ん
の
給
仕
で
炬
燵
上
に
運
ば
れ
た
。
向
ハ
薫製　

雲
丹
お
椀
ハ
ウ
ド
ン
等
に
て
お
酒
、
焼
物
ハ
藤
原
運
輸
相
か
ら

の
鰤
、
う
と
ん
の
お
替
り
、
次
に
豚
焼
に
白
菜
、
蕪
に　

豚
の
煮
込
シ
ャ
コ

ウ
ド

の
汁
な
ど
数
々
の
美
味
佳
肴
を
頂
戴
す
内
芳
明
老
参
着
食
事
を
共
に
、
古
画
修
理
ニ

つ
き
老
独
得
の
説
話
を
聞
く
、
芳
明
老
は
当
代
唯
一
の
修
理
博
士
で
あ
る
。 

梁
楷
修
理
に
つ
い
て
老
の
抱
負
を
聞
き
な
が
ら
、
今
一
幅
同
じ
雲
州
家
旧
蔵
因
陀
羅

0

0

0

筆
布
袋

0

0

の
図

　

無
準
題
讃
、
こ
れ
丈
お
茶
会
に
て
拝
見
せ
る
も
今
亦
改
め
拝
見
し
て
、
其
軽
妙
な
筆
意
に　

驚
嘆
し
た
。
猶
同
時
に
俊
頼
の
歌
集
切
、
本
阿
弥
切
等
お
展
示
せ
ら
れ
た
ハ
仕
合
せ
。　
　
　
　
　
　

　

水
菓
子
の
後
葛
餅
の
温
い
の
が
小
丸
椀
に
進
め
ら
れ
た
の
で
、
奥
さ
ん
に
お
淡
を
所
望
し
予
丈
一
服

頂
戴
し
た
。
最
後
に
主
人
ハ
手
元
の
巻
莨
に
何
に
か
認
め
ら
れ
た 

そ
れ
は
三
本
に
て
籤
引
用
ら
し
か
っ
た
。

　

之
れ
が
席
順
通
り
中
村
君
一
番 

予 

芳
明
老
と
一
本
づ
つ
引
抜
く
と
主
人
ハ
隣
席
よ
り
蒔
絵
平
盆
ニ　
　

古
代
緋
縮
緬
包
数
個
を
盛
ら
れ
て
持
出
さ
る
。
当
り
符
合
ハ
中
村
君
に
金
更
紗
染
牙
乕
の
根
付
、
赤
銅

金
具
付
莨
入
、
予
に
ハ
印
田
胴
ら
ん
金
鬼
金
物
大
玉
珊
瑚
根
附
堤
物
、
芳
明
老
に
ハ
繍
取
り　
　
　
　
　

莨
入
れ
と
云
ふ
当
り
籤
は
意
外
の
餘
興
で
歳
末
に
対
す
る
お
主
人
の
厚
意
と
深
く
感
謝
し
辞
去　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ん
と
思
い
し
に
、
こ
れ
よ
り
風
邪
引
籠
り
中
の
藤
原
運
輸
相
を
見
舞
た
い
か
ら
同
行
せ
ん
と
の
進
に
中
村
君
も
同

意
予
又
ご
無
沙
汰
せ
る
故
門
前
迄
と
同
行
し
、
藤
原
夫
人
に
玄
関
に
て
見
舞
を
述
へ
、
畠
山
氏
と
も
別　
　
　
　

れ
帰
宅
せ
る
ハ
夕
闇
迫
る
頃
で
あ
っ
た.

。
本
土
襲
爆
熾
烈
の
折
一
時
の
美
術
品
ニ
親
む
も
心
身
の
慰
安
で
あ
る

○
柳
瀬
山
荘
年
賀
茶		



昭
和
廿
年
一
月
五
日	
︱︱︱︱
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敵
機
の
来
襲
ハ
北
九
州
ハ
勿
論
中
部
地
方
、
北
は
北
海
道
に
渉
る
全
本
土
に
対
循
環
に
襲
撃
し
来
り
最

早
都
市
在
住
の
危
険
ハ
刻
々
に
迫
る
事
態
と
あ
り
、
我
ら
亦
昨
冬
か
ら
耳
庵
翁
の
勧
告
に
隨
い

柳
瀬
山
荘
内
東
山
春
草
盧
に
疎
開
を
決
意
し
、
家
財
道
具
の
整
理
荷
造
も
凡
備
い
し
が
、
困
難
な
る　
　
　
　
　
　
　
　

な〔ママ
〕る
は
其
の
輸
送
の
方
法
、
現
在
既
に
鉄
道
輸
送
ハ
不
能
と
な
り
、
た
の
む
は
ト
ラ
ッ
ク
、
こ
の
ト
ラ
ッ
ク
さ
え
一
台
の

車
も
得
ら
ぬ
有
様
、
只
牛
車
或
ハ
馬
車
輸
送
丈
で
あ
る
が
、
そ
れ
さ
へ
途
中
の
危
険
に
応
す
る
者
な
く
、
今
街

頭
ハ
家
人
の
手
に
て
疎
開
輸
送
の
外
な
く
、
勿
論
其
の
疎
開
先
さ
え
求
ら
れ
ぬ
状
態
に
て
、
安
全
地
帯
と　

　
　
　

言
へ
は
遠
隔
の
片
田
舎
、
悲
惨
な
こ
の
実
情
に
我
ら
又
其
の
苦
難
に
遭
遇
し
て
い
る
、
荷
物
ハ
出
来
た
が
、

其
運
搬
に
つ
き
漸
く
松
永
さ
ん
の
お
配
慮
に
て
、
埼
玉
か
ら
二
台
の
馬
車
が
来
る
事
に
な
り
、
其
の
お
礼
を

か
ね
今
日
年
始
の
ヲ
カ
ネ
出
掛
タ　

去
る
廿
九
日
下
谷
黒
門
町
よ
り
浅
草
雷
門
に
か
け
て
の
空
爆
ハ
多
大
の
家

屋
焼
失
の
惨
害
を
与
へ
人
心
恐
々
た
る
こ
の
正
月
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

池
袋
志
木
間
は
平
常
三
十
分
余
の
車
上
時
間
な
の
に
、
今
は
途
中
運
転
中
止
で
一
時
間
以
上
を
要
す
る
難
行
と
な
っ
た
。

駅
か
ら
数
丁
前
に
五
六
人
イ
ン
テ
リ
姿
の
一
行
を
見
る
。
其
内
一
人
は
上
野
穴
也
主
人
山
口
君
で
あ
る
。
さ
て
は
慶
応
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露
地
に
出
る
と
漸
く
松
永
井
上
田
中
翁
等
の
名
大
家
に
出
合
い
、
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
千
手
院
に
入
席
し
た
。

床
ニ
ハ
三
代
家
光
筆
枯
木
ニ
木
兎
の
幅　

花
入
古
銅
蝉
耳
ニ
白
の
侘
介
椿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

水
指

0

0

南
蛮　

縄
簾
れ　

茶
入

0

0

唐
物
青
貝
入

内
朱　
　

　

茶
杓

0

0

遠
州
作
、
動
閑
へ
の

　
　

送
り
筒　
　
　
　
こ
の
杓
ハ
ド
ウ
見
て
も
遠
州
作
と
思
へ

な
い
が
公
が
殊
更
動
閑
向
に
作
り
し
か　

茶
碗

0

0

ハ
團
主
人
の
説
で
ハ　
　

玉
子
手
と
云
は
れ
る
が 

予
ハ
安
南
と
断
言

　

す
る
物　

 

猶
こ
の
手
茶
碗
ハ

益
田
家
に
あ
る
と　

釜0

ハ
阿
弥
陀
堂

0

0

0

0

　
0

古
作　
　

　

縁
ハ
時
代　

栗　

已
上
に
て
伊
能
氏
お
手
前
に
て
正
客
及
予
丈
に
濃
茶
で
も
お
上
げ
し
た
い
が
、
時
節
柄
淡
茶
で
と

自
ら
の
お
手
前
に
て
淡
茶
を
振
舞
れ
た
。
他
は
点
出
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

床
の
家
光
の
絵
は
将
軍
と
澤
庵
関
係
上
こ
の
上
な
き
組
合
せ
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

已
上
不
安
の
寸
閑
を
得
こ
の
意
義
あ
る
普
光
国
師
御
遠
忌
に
参
列
せ
る
ハ
仕
合
で
あ
り
、
空
襲

時
急
ぎ
帰
宅
し
た
。
高
徳
澤
庵
禅
坊
遺
徳
ハ
禅
に
茶
に
偉
大
な
功
徳
を
追
憶
さ
れ
追
謚
を
斯　

し
こ
の
会
を
催
さ
れ
し
は
、
意
義
深
く
感
じ
ら
れ
た
。　
　
　

○
畠
山
家
名
画
観
賞
の
会		
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師
走
の
朔
風
肌
を
さ
す
こ
の
日
正
午
前
突
然
畠
山
家
よ
り
電
話
あ
り
中
村
好
古
主
も
来
て
い
る
、
都
合

で
お
遊
に
と
の
案
内
に
、
幸
ひ
山
北
か
ら
老
妻
も
帰
宅
し
て
い
た
の
で
お
受
し
て
出
掛
く
。　
　
　
　
　

途
上
の
街
は
空
家
に
も
均
し
き
寂
れ
よ
ふ
営
業
も
統
制
下
物
資
不
足
で
転
廃
業
、
或
ハ
空
襲　

　

来
で
家
族
ハ
疎
開
、
見
る
か
ら
敗
戦
国
ら
し
き
悲
惨
な
情
景　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畠
山
家
に
着
く
と
部
屋
に
ハ
三
尺
四
方
の
大
炬
燵
に
羽
二
重
の
蒲
団
に
中
村
氏
は
モ
グ
リ
込
ん
で
い
る
。

　

壁
面
に
ハ
松
平
伯
家
旧
蔵
梁
楷
筆
猪
頭
道
士

0

0

0

0

0

0

0

、
及
び
蜆
子

0

0

の
双
幅
が
掛
ら
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
装
中
二
重
蔓
大
牡
丹

上
下
薄
茶
地
花
兎
印
金
一
風
白
地
印
金
と
云
ふ
豪
華
な
仕
立
、
こ
の
双
幅
の
内
猪
頭
の
図
丈
は
お
茶　
　

事
で
拝
見
せ
る
事
が
あ
る
。
お
主
人
の
話
で
ハ
此
の
幅
は
松
平
家

に
於
て
以
前
表
装
仕
立
替
の
為
糊
が
堅
い
為
と
紙
中
の
破
損
甚
し
く
、
幸
い
中
村
君
も
来
ら
レ
タ
の
で
君
と

共
に
相
談
シ
山
本
芳
明

（
２
）君
を
招
き
、
大
手
術
を
行
い
た
い
が
と
お
相
談
に
賛
成
し
山
本
君
の
来
訪
を
求
た
。

蜆
子
の
方
を
詳
細
に
拝
見
す
る
と
、
補
修
悪
し
く
、
其
上
入
墨
多
く
、
幸
い
大
切
な
面
相
右
手
に
さ
さ
げ
し

鰕
な
ど
無
事
に
て
、
詢
に
名
筆
で
あ
る
。
元
宋
唐
画
名
手
な
ら
で
は
描
け
ぬ
筆
致
、
道　
　
　
　
　
　
　

釋
人
物
画
の
妙
手
の
筆
蹟
、
此
幅
に
つ
い
て
世
評
ハ
色
々
あ
る
が
、
梁
楷
で
あ
る
や
否
や
ハ
外
問
題
に
て
兎
も

　

名
画
で
あ
る
。
お
主
人
の
話
に
ハ
元
こ
の
幅
ハ
大
徳
寺
什
宝
な
り
し
て
不
昧
公
よ
り
愛
蔵
高
麗
茶
碗
即
ち　
　
　
　
　

大
名
物
喜
左
衛
門

　

井
戸　
　

を
寄
進
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
答
礼
と
し
て
贈
ら
れ
し
が
こ
の
梁
楷
で
あ
る
と
。

　

そ
ん
な
来
歴
を
聞
く
内
に
も
、
山
本
老
ハ
遅
着
、
食
事
の
用
意
が
出
来
た
と
奥

私
は
今
日
の
紅
葉
採
り
に
如
斯
お
茶
に
出
合
し
事
の
幸
福
を
謝
し
、
夕
暮
近
く
お
暇
し
た
。
翁
ハ
氷
川
の
社
頭

ま
で
見
送
れ
し
も
恐
縮
し
た
。
志
木
に
来
る
と
産
業
戦
士
乗
車
時
間
で
制
限
後
迄
一
時
間
も
待
ち
九
時
帰
宅
ス

○
澤
庵
和
尚
三
百
年
忌
茶 

團
家
に
て	

十
二
月
九
日		
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数
日
前
よ
り
敵
の
偵
察
機
ハ
東
京
及
京
浜
地
区
上
に
襲
い
其
の
来
襲
ハ
主
と
し
て
夜
半
過
ぎ
よ
り
暁
に
か
け
テ
で
あ
る
。
昨
暁
三

時
亦
ケ
タ
タ
マ
シ
イ
、
サ
イ
レ
ン
の
無
気
味
な
響
に
飛
起
る
と
云
ふ
不
安
事
態
と
な
り
し
上
、
今
日
横
鎮
発
表
に
依

れ
ば
サ
イ
パ
ン
島
に
て
我
海
軍
司
令
十
三
提
督
戦
死
を
報
ず 

何
た
る
悲
悽
で
あ
る
か
、
之
に
依
っ
て
も
戦
況
の
悲
運
は
国
民

一
般
の
覚
悟
す
べ
き
最
後
の
假
際
と
迄
追
い
迫
ら
れ
る
こ
と
と
は
な
っ
た
。
こ
う
言
ふ
折
に
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
皇
ハ
澤
庵
和
尚
に
対
し
、
和
上
三
百
年
忌
を
期
し
畏
も
禅
師
の
高
徳
を
偲
ば
れ
、　　
　
　
　
　
　
　
　

　

普
光
国
師
と
追
謚
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
紀
念
に
国
師
の
遺
蹟
及
び
関
係
遺
物
を
展
示
し
幷
て

献
茶
供
養
の
催
を
原
宿
團
男
邸
で
行
ふ
か
ら
と
、
井
上
候
の
名
に
依
っ
た
お
案
内
を
得
て
い
た
。
処
が
最
近
の
敵
機

来
襲
に
お
び
え
た
老
妻
は
、
月
の
初
よ
り
長
男
嫁
の
疎
開
先
き
山
北
に
逃
げ
出
し
一
人
暮
し
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
様
な
の
で
、
不
安
な
が
ら
里
方
に
居
る
次
男
の
嫁
を
呼
よ
せ
留
主
を
頼
み
参
会
す
る
こ
と
に
し
た
。

幸
ひ
達
朗
が
公
用
外
出
で
親
子
三
人
来
り
安
心
し
て
出
掛
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
時
過
原
宿
駅
よ
り
東
郷
神
社
裏
に
出
る
と
数
日
前
の
盲
爆
で
数
ヶ
所
の
被
害
家
屋
が
あ
る
。
前
夜
の
厚　
　

霜
に
路
上
ハ
霜
で
凍
つ
い
て
い
る
。
團
家
に
着
く
と
、
斎
藤
氏
の
案
内
に
て
順
路
山
上
待
合
に
導
れ
た
。

　

土
間
に
ハ
炭
火
に
暖
の
用
意
あ
り
、
間
も
な
く
庭
内
中
門
外
な
る
御
堂
に
詣
す　
　
　
　
　
　
　
　

御
堂
内
正
面
本
尊
阿
弥
陀
如
来
尊
像
側
に
今
日
の
祭
師
普
光
国
師
の
霊
牌
が
安
置
せ
ら
れ

鉄
銀
象
眼
入
猿
ツ
マ
ミ

共
蓋
南
蛮
鉄　
　
　

香
炉
が
供
ら
る　

香
合

0

0

鎌
倉
刻　

一
輪
牡
丹
大
香
合
に
て
香
烟
は
直
に
満
ち
て
い
る
、
左
側
に
ハ

澤
庵
和
尚
外
二
人
和
尚
連
名
に
な
る
、
時
の

幕
府
中
老
土
井
大
炊
助
宛

大
徳
寺
公
文
書
の
幅
が

掛
ら
れ
て
あ
る
。
御
堂
側
千
手
院
待
合
到
る
と　
　
　
　

遠
州
宛
澤
庵
和
尚
の
消
息
文
が
掛
ら
れ
和
尚
関
係
文
献
を
備
へ

大
炉
に
文
字
入
広
口

平
釡　
　

　
朝
日
の
汲
出　

朝
鮮
唐
津
振
出
に
て
お
湯
を
頂
く
参
会
者
ハ
会
長
井
上
候
田
中
翁
の
外
七
八
人

の
先
入
者
あ
り
止
む
な
く
広
間
に
移
る　

　
　
　
　

床
ニ
伝
秋
月

0

0

蓮
片
葉
上

観
世
音
の
絵　

 

前
ニ
砧
青
磁

0

0

0

三
足

香
炉　
　

存
星
卓
几
上
ニ
琵
琶
床
ニ
徳
川
期

蒔
絵
ノ
硯
箱　

　
蓋
上
ニ
銀
蒔
絵
波
ニ　

立
龍
象
嵌
ト
云
ふ
手
法

殊
に
立
龍
側
に
龍
潤
と
同
し
載
り
金
嵌
入
ハ
目
珍
し
く
モ
あ
る
。
猶
ワ
キ
棚
に
四
条
家
流
下
絵
着
色
下
絵
に
松
花
堂

筆
百
人
一
首
の
巻
が
堆
黒
軸
盆
に
飾
ら
れ
ア
リ
。
台
紙
の
華
美
ハ
驚
く
斗
り
な
る
も
、
巻
物
と
し
て
ハ
紙
中
の　

　

紙
質
の
色
つ
き
過
き
る
は
、
台
紙
の
美
か
ら
見
て
も
粗
末
に
取
扱
た
と
も
お
ほ
え
ず
、
予
ハ
疑
問
が
浮
ん
だ
。

　

扨
茶
席
前
入
者
の
退
席
ハ
後
席
へ
の
思
い
や
り
な
い
連
中
と
て
、
待
つ
間
も
留
主
宅
が
気
懸
り
に
で　
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で
は
キ
ウ
屈
な
車
上
は
と
辞
退
し
た
が
、
タ
ッ
テ
と
進
ら
れ
車
上
の
人
と
な
っ
て
山
荘
着
、
園
内
紅
葉
酣
の
好
見
頃
、　

翁
ハ
我
ら
の
参
荘
で
大
満
足　

殊
に
箱
風
呂
の
良
さ
を
喜
れ
し
が
、
何
と
な
く
家
中
の
物
淋
し
さ
、
夫
人
ハ
元
よ
り
千
代

子
若
夫
人
の
姿
も
見
え
ぬ
。
外
出
で
も
あ
る
か
と
主
人
に
聞
く
と
、
実
ハ
数
日
来
の
客
攻
で
二
人
共
疲
が
出
て
寝
込　
　
　

だ
と
の
事
で
あ
っ
た
。
扨
こ
の
箱
風
呂
を
用
ゆ
る
に
ハ
ド
コ
が
尤
も
適
当
な
ら
ん
と
の
問
に
、
予
ハ
速
座
に
東
山
閑
室
こ
そ

最
も
良
く
と
答
へ
に
翁
も
同
意
で
こ
れ
か
ら
早
速
使
い
た
い
と
、
越
野
老
に
灰
こ
し
ら
へ
を
命
せ
ら
れ
と
云
ふ
騒
ぎ
。　
　
　

　

処
が
病
床
中
と
聞
き
し
夫
人
が
起
き
て
こ
ら
れ
た
。
主
人
曰
ク
彼
れ
は
仰
木
さ
ん
の
声
で
病
気
ハ
癒
り
ま
し
た
よ
と
、
扨
ハ

例
に
よ
り
耳
翁
の
癇
癪
爆
発
か
ら
の
フ
テ
寝
と
察
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

置
風
呂
用
意
の
出
来
ル
迄
と
、
前
日
の
来
客
前
妙
心
寺
管
長
大
休
老
師
、
平
林
寺
管
長
敬
山
師
ら
の
土
産
干
柿
を
菓
子

に
奥
さ
ん
を
交
へ
濃
茶
を
啜
り
合
ふ
。
此
折
澤
木
黄
道
師
従
者
阿
部
君
外
一
人
が
来
り
、
志
木
駅
行
切
符
不
売　
　
　

の
為
成
増
下
車
、
あ
れ
か
ら
徒
歩
デ
ヘ
ト
ヘ
ト
に
て
、
こ
こ
に
て
予
愛
蔵
織
部
耳
附
振
出
を
希
望
に
よ
り
お
覧
に
入
れ

る
と
、
之
れ
は
結
構
是
非
割
愛
さ
れ
た
し
と
望
ま
れ
し
が
、
辞
退
し
た
ノ
ニ
聞
き
入
れ
ず
、
止
む
な
く
預
け
置
く
事
に
し
た　

　

間
も
な
く
お
昼
と
な
り
、
堂
ヶ
島
か
ら
と
の
山
の
芋
に
麦
飯
、
干
物
を
あ
ぶ
り
、
何
よ
り
馳
走
麦
の
香
り
に
鱈
服
頂　
　
　

戴
し
た
。
扨
閑
室
の
用
意
も
出
来
た
と
伴
頭
役
越
野
の
知
せ
に

　

主
人
は
先
発 

予
ハ
奥
さ
ん
と
共
に
迹
よ
り
参
入
す　
　
　
　
　

母
家
よ
り
数
丁
離
れ
し
場
所
丈
、
園
内
紅
葉
ハ
数
百
年　

を
へ
し
老
松
大
樹
の
中
に
点
々
と
錦
を　
　
　

交
へ
花
紅
葉
の
風
情
、
え
も
云
は
れ
ぬ
秋
光
、
戦
い
さ
へ
な
く
ば
こ
の
山
荘
の
秋
色
に
多
く
都
人
も
つ
と
は
ん
も
の
を
と
、
血

腥
き
浮
世
を
か
こ
い
つ
つ
山
の
中
腹
鬱
蒼
た
る
大
樹
林
間
に
如
何
に
も
侘
び
し
一
畳
敷
に
角
切
板
の
間
の
外
土　
　
　

間
あ
る
閑
室
に
入
る
。
こ
の
閑
室
よ
り
見
降
す
一
面
に
ハ
正
門
前
の
孟
宗
林
、
室
の
附
近
に
も
破
竹
の
叢
林
が
あ
り

そ
れ
を
透
し
て
柳
瀬
の
堤
が
西
よ
り
南
に
流
れ
田
甫
に
刈
り
揚
け
矢
来
棚
が
無
意
識
な
が
ら
芸
術
的
に
も
見
え　
　

さ
な
が
ら
絵
巻
物
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
よ
ふ
眺
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壁
床
に
ハ
芭
蕉
0

0

の
文
に
て
「
麦
粉
か
き
た
一
人
二
人
客
が
あ
る
が
お
前
も
来
た
ら
と
う
だ

く
る
な
ら
ト
ン
ガ
ラ
シ
お
持
っ
て
き
て
云
々
の
未
狂
句
一
首
」

「
麦
め
し
に
や
つ
留
る
恋
や
里
の
猫

三
日
角
水
へ　

者
志
越　
　
　

」
箱
風
炉

0

0

0

鉄瓶　
こ
の
鉄
瓶
ハ
信
長
所
持
と

京
ノ
土
橋
老
よ
り
来
る
物　

然
し
見
る
か
ら
粗
末
な
作
に
て　
　

台
所
用
に
も
均
し
い

　

茶
入

0

0

0

古
伊
賀

水
滴
　

茶
杓

0

0

宗
旦
作　

一
閑
張
り　

茶
碗

0

0

柿
の
蔕　

石
州
所
持
二
ツ
に
割
レ　
魯
堂
旧
蔵
の
柿
の
蔕
に
よ
く
も
似
た
物　
　

　

已
上
に
て
お
濃
茶
が
振
舞
れ
た
。
板
の
間

に
箱
風
炉
の
落
着
も
良
く
、
鉄
瓶
丈
ハ
難
物
で
あ
っ
た
外
芭
蕉
の
文
に
狂
歌
、
茶
入
か
ら
茶
杓
に
ハ
宗
旦
の
侘
が

如
実
に
表
れ
茶
碗
柿
の
へ
た
の
二
ツ
割
れ
が
こ
の
閑
室
の
侘
に
ト
ケ
込
み
申
分
な
い
娯
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　

茶
の
深
さ
ハ
速
興
時
ニ
そ
現
ら
る
も
の
、
今
日
の
茶
こ
そ
真
に
環
境
に
適
し
た
侘
茶
の
真
諦
に
て
、
計
画　
　
　

に
は
作
意
が
ア
リ
過
き
テ
ハ
茶
の
本
旨
に
反
む
く
こ
と
ま
ま
あ
り
、
時
と
場
所
今
日
程
上
出
来
な
る
は
稀
れ

前
田
老
唯
一
の
パ
ト
ロ
ン
森
岡
平
右
衛
門
（
１
）氏

夫
人
で
あ
っ
た　

階
上
席
に
移
る
と　
　
　
　

床
に
大
徳
寺
伝
衣

和
尚
ノ
一
行
出
因
通
入
圓
通
云
々
の
幅

　

主
人
出
座
の
挨
拶
に
何
の
お
構
も
出
来
ぬ
が
ホ
ン
の
お
茶
一
服
丈
と
の
事
に
て
向
鯛0

の
小
切
ニ

林
檎
キ
サ
ミ
甘
酢

刺
身　

椀
豆
腐　
　

魚
ノ
切
身
シ
メ
ジ
茸　
強
魚
小
芋

牛
蒡　

　

焼
物

0

0

豚
の
角
煮

0

0

0

0

玉
葱
煮
込　

香
物
菓
子
ハ
栗
入

お
萩
と　

云
ふ
謙
遜
に
も
似
ぬ

お
馳
走
に
恐
縮

し
た
。
前
田
老
は
食
器
な
ど
新
物
丈
は
あ
る
が
こ
の
食
糧
難
に
あ
え
ぐ
折
に
も
所
謂
下
町
気
分
で
の
奮
発

に
は
仕
合
で
も
あ
り
現
在
大
家
に
も
見
ら
れ
ぬ
振
舞
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

食
事
が
終
り
て
娘
さ
ん
の
お
手
前
で
水
指
信
楽

矢
筈　

茶
入
仁
清
と

云
れ
る　

茶
杓

0

0

初
代
不
白
作

銘
大
黒　

　

茶
碗
無
地
刷
毛
目　
　

平
予
の
贈
り
碗

に
て
濃
茶
が
進
ら
れ

次
い
て
淡
茶
ハ　

茶
入

0

0

黒
棗　
　
　

原
叟
花
押

茶
碗
了
入
作

黒
楽

に
て
お
手
前
を
頂
戴
し
た
、
老
も
男
子
ハ
二
人
迄
軍
務
ニ　

残
る
愛
嬢
の
茶
趣
味
に
老
い
ヲ
養
れ
る
ハ
仕
合
、
然
も

知
人
顧
客
の
方
々
を
招
き
時
局
ノ
欝
を
晴
さ
れ
る
幸
福
を
祝
し
歓
談
後
辞
去
し
た
。
帰
途
に
際
し

鯛
一
尾
を
贈
ら
れ
に
ハ
重
ね
重
ね
の
厚
意
で
あ
っ
た
。
自
庭
軒
端
の
柿
少
々
持
参
し
て　
　
　
　

○
武
蔵
野
の
秋
色	

十
一
月
十
九
日	

︱︱︱︱
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秋
は
酣
、
箱
根
日
光
デ
の
紅
葉
採
り
な
ど
望
な
い
爆
烈
極
る
死
闘
の
最
中
、
然
も
戦
況
は
我
方
に
不
利
を
あ
や
ぶ　
　
　
　

む
折
ナ
ガ
ラ
、
耳
翁
と
も
約
し
た
為
こ
の
晴
天
を
幸
い
武
蔵
野
秋
色
に
も
親
ま
ん
と
交
通
難
を
恐
れ
な
が
ら
出
掛
く
。

駅
で
は
既
に
志
木
迄
の
通
し
切
符
ハ
売
て
く
れ
ず
池
袋
駅
で
は
寄
居
、
川
越
、
志
木
行
主
要
駅
切
符
ハ
発
売
中
止
の
掲

示
と
云
ふ
非
常
手
段
を
採
る
乗
車
制
限
、
当
惑
し
た
が
長
蛇
の
列
に
加
り
兎
も
角
窓
口
ま
で
一
時
間
を
要
し　
　
　
　
　
　

病
人
見
舞
の
急
行
と
窓
口
に
訴
へ
、
漸
く
切
符
を
得
て
ホ
ッ
ト
し
て
乗
車
し
た
。
例
に
よ
り
買
出
部
隊
が
大
半
以
上

志
木
駅
か
ら
は
い
つ
も
の
通
り
徒
歩
、
巻
ケ
ー
ト
ル
の
軽
装
丈
肩
に
背
お
う
土
産
の
柿
翁
の
所
望
で
十
個
餘
り
と　
　
　
　

孫
さ
ん
へ
の
パ
ン
丈
の
身
軽
さ
に
、
黄
葉
紅
葉
の
雑
木
の
杜
や
麦
の
芽
出
し
に
、
思
の
外
暖
き
秋
の
陽
ざ
し
を
あ
び　
　

野
趣
を
満
喫
し
な
が
ら
行
く
程
に
う
し
ろ
よ
り
一
台
の
更
制
車
が
行
き
過
る
。
フ
ト
車
上
の
客
を
見
る
と
越
野
で
あ
る　
　

太
な
包
を
前
に
抱
え
て
、
彼
れ
は
曰
ク
今
朝
耳
翁
か
ら
電
話
が
掛
り
、
仰
木
老
が
来
遊
の
予
定
で
あ
る
か
ら
、
直
ニ　
　

箱
風
呂
を
届
よ
と
の
事
で
持
参
と
の
事
、
こ
の
箱
風
呂
ハ
元
根
津
青
山
翁
所
持
に
て
、
翁
他
界
後
同
邸
に
て
雑
品
整　

　
　
　

理
売
立
品
中
の
物
が
越
野
の
手
に
移
り
し
を
耳
翁
ニ
余
が
推
挙
し
た
時
代
様
式
共
面
白
き
箱
風
炉
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
車
夫
が
顔
見
知
り
丈
、
こ
れ
か
ら
こ
の
車
に
お
乗
り
な
さ
い
、
一
人
も
二
人
も
挽
く
の
は
同
じ
こ
と
と
進
ら
れ
、
野
趣
を
味
ふ
自
分



65

（
影
印
本
上
巻
の
頁
番
号
）

雲
中
庵
茶
会
集

〔
マ
マ
〕　

　
第
九		
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緒
戦
の
勝
利
に
赤
道
下
ま
で
突
進
し
た
我
軍
は
、
戦
備
を			



︱︱︱︱
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と
と
の
え
し
米
英
軍
に
反
激〔
マ
マ
〕を

う
け
戦
局
は
不
利
と
追
い
こ
ま
れ

　

我
本
土
至
る
処
敵
の
空
軍
に
よ
り
爆
激
の
惨
禍
こ
う
も
り
市

　

民
ハ
難
を
さ
け
疎
開
す
る
我
ら
又
廿
年
三
月
末
埼
玉
柳
瀬

　

荘
松
永
耳
庵
翁
の
好
意
に
よ
り
園
内
春
草
盧
に
疎
開

　

を
断
行
し
同
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
ま
で
も
趣
味
の
茶
の
湯

　

に
し
た
し
み
し
記
録
を
日
誌
を
た
ど
り
冊
に
お
さ
め
る
。. 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
南
斎
老
市
井
の
茶
　
　
　
　
　
　
　
昭
和

九十
年
十
月
丗
一
日 

正
午	

︱︱︱︱
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市
井
雑
沓
中
に
も
こ
の
戦
禍
の
た
だ
な
か
に
一
同
業
者
が
愛
嬢
の
手
前
で
松
籟
を
娯
み
つ
つ
あ
る
前
田
老
か
ら

二
三
日
前
関
野
聖
雲
氏
ら
と
共
に
一
服
上
げ
た
い
と
案
内
を
得
た
が
差
障
で
辞
退
し
た
の
に
今
日
　
　
　

亦
案
内
を
受
け
正
午
前

京
橋
中
ば
し
同
家
へ
　

合
客
は
只
一
人
の
若
く
見
え
る
が
老
夫
人
下
町
風
の
若
作
り
大
店
の
お
神
さ
ん
か　

サ
モ
な
く
ば
、
梨
園
界
の
妻
女
か
と
思
い
し
に
、
こ
の
お
夫
人
こ
そ

『
雲
中
庵
茶
会
記
』
翻
刻
稿
　 

⑩

浦
塚
省
二

後
藤
　
恒

　
今
回
は
、
仰
木
政
斎
著
『
雲
中
庵
茶
会
記
』
全
二
十
冊
の
う
ち
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十

月
三
十
一
日
か
ら
始
ま
る
第
九
冊
の
全
て
と
、
第
十
冊
の
途
中
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
四

月
二
十
三
日
ま
で
の
翻
刻
稿
を
掲
載
す
る
。

　

政
斎
夫
妻
は
松
永
耳
庵
の
厚
意
に
よ
り
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
、
柳
瀬
荘
内
の
茶

室
「
春
草
廬
」
を
借
り
て
住
み
、
疎
開
生
活
を
始
め
た
。
こ
の
と
き
柳
瀬
荘
に
は
「
松
永
家
縁
故

の
疎
開
家
族
は
我
ら
の
外
四
家
族
」
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
（
本
稿
59
頁
）。
も
と
よ
り
外
出
が

ま
ま
な
ら
な
い
時
局
に
あ
っ
て
政
斎
が
記
録
す
る
対
象
は
、
耳
庵
を
は
じ
め
と
す
る
柳
瀬
荘
の

人
々
の
暮
ら
し
で
あ
っ
た
。
同
年
五
月
二
十
五・
二
十
六
日
の
東
京
大
空
襲
で
は
こ
の
地
も
爆
撃

の
恐
怖
に
晒
さ
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
緊
迫
し
た
状
況
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
終
戦
の
日
（
八
月

十
五
日
）
に
お
け
る
玉
音
放
送
拝
聴
の
一
部
始
終
や
、
の
ち
に
国
へ
寄
贈
す
る
こ
と
と
な
る
所
有

財
産
の
保
存
管
理
上
の
苦
慮
、
小
田
原
へ
の
転
居
に
向
け
て
の
準
備
の
様
子
な
ど
を
綴
っ
て
お
り
、

終
戦
前
後
の
柳
瀬
荘
内
の
様
相
を
伝
え
る
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

　

結
局
政
斎
夫
妻
の
柳
瀬
荘
で
の
生
活
は
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
十
一
月
ま
で
の
三
年

八
ヶ
月
に
及
ん
だ
。

（
う
ら
つ
か
し
ょ
う
じ　
元
公
益
財
団
法
人
中
間
市
文
化
振
興
財
団
常
務
理
事
）

（
ご
と
う
ひ
さ
し　
福
岡
市
美
術
館
学
芸
課
長
）

凡　

例

・　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
仰
木
政
斎
著
・
味
岡
敏
雄
編
の
影
印
本
『
雲
中
庵
茶
会
記
』（
限
定
版
・
非
売
品
、
平
成
九
年
発
行
）
を
底
本
と
し
た
。

・　

影
印
本
と
照
合
す
る
際
の
便
宜
を
考
え
、
項
目
ご
と
に
影
印
本
の
当
該
ペ
ー
ジ
番
号
を
表
示
し
た
。

・　

漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
が
、
常
用
漢
字
に
含
ま
れ
な
い
漢
字
及
び
一
部
の
人
名
表
記
で
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

・　

変
体
仮
名
は
現
用
字
体
に
改
め
た
。

・　

踊
り
字
は
原
則
と
し
て
同
音
の
平
仮
名
表
記
に
改
め
た
が
、「
々
」
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

・　

固
有
名
詞
の
明
ら
か
な
誤
字
は
訂
正
し
た
。

・　

固
有
名
詞
以
外
の
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
や
文
意
が
通
じ
な
い
部
分
は
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
表
記
し
、
適
宜
傍
ら
に
〔
マ
マ
〕
を
付
す
か
、

註
記
し
た
。

・　

原
文
に
お
い
て
著
者
に
よ
り
文
字
の
訂
正
が
な
さ
れ
た
部
分
は
、
新
た
に
書
か
れ
た
文
字
の
み
を
示
し
た
。

・　

原
文
に
お
い
て
補
記
と
し
て
傍
ら
に
加
え
ら
れ
た
文
字
は
、
丸
括
弧
に
入
れ
て
行
内
の
該
当
箇
所
に
入
れ
た
。

・　

区
切
り
符
号
の
位
置
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
文
意
に
沿
っ
て
翻
刻
者
が
句
点
と
読
点
を
区
別
し
た
。

・　

判
読
不
能
の
文
字
は
■
で
示
し
、
判
読
困
難
な
文
字
に
つ
い
て
推
定
し
た
も
の
は
□
で
囲
ん
だ
。

・　

前
号
ま
で
に
註
記
し
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
註
記
を
省
略
し
た
。
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